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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　月光の澄すみ渡わたる透とう明めいな夜空の下──時計塔とうは孤こ独どくに屹きつ立りつしていた。


　見渡す限かぎりにおいてその高さに匹ひつ敵てきするものは無く、追つい随ずいせんとそそり立つものも見当たらない。高々と天を指すその姿すがたに比くらべれば、周囲に広がる街まち並なみはまるで大地にへばりついた染しみの如ごとく平へい坦たんなものに見えた。





　──かあん……





　トリスタン市のほぼ中央に時計塔は位置している。


　全高はおよそ八十八メルトル。大まかな形けい状じようは角柱の上に四角かく錐すい形をした頂ちよう上じよう部ぶが載のった形──いわゆる尖せん塔とうで、頂上部付近に巨きよ大だいな時計の文字盤ばんと、時じ報ほう用の鐘かねを収おさめた鐘しよう楼ろうが設もうけられていた。


　高さにおいても古さにおいてもそれはトリスタン市の中で群ぐんを抜ぬく建けん築ちく物である。


　故ゆえにこの街に住む者ならば、大なり小なりその恩おん恵けいに与あずかっていた。単に時間を知らせるだけのものではなく、決して見失われる事の無いその偉い容ようは、この街を歩く際さいに己おのれの位置を確かく認にんする為ための定点標ランドマークとしても活用されている。





　──かあん……





　市の資し料りよう室に残る記録に拠よれば、この時計塔が建てられたのはおよそ三百年前だという。


　細部は当然に何度も補ほ修しゆうされ、二度の大だい改かい装そうをも経へているが──切石を積み上げて造つくられた頑がん強きような基き本ほん構こう造ぞうは、三世紀に及およぶ歳さい月げつの経けい過かにも揺ゆらぐ事無く耐たえ続けてきた。〈イエルネフェルト事変〉──アルマデウスの歴史上、最も被ひ害がいが大きかったとされる約三十年前の大だい惨さん事じを経ても、偶ぐう然ぜんの結果かあるいは何らかの必然なのか、それは崩くずれも傾かたむきもせず堂々とそこに建っている。恐おそらくはこれからも数十年、あるいは数百年、そこに在あり続ける事だろう。


　だが──





　──かあん……





　それは……断だん絶ぜつの光景であった。


　他を睥へい睨げいして建つその姿は何ど処こか寒々しく──そして孤独な印象を纏まとわり付かせている。


　既すでに時計塔が造られた当時の建物は何一つこのトリスタン市には残っていない。建築様式は変へん遷せんし、建築技ぎ術じゆつは進化し、建築材料は変化し、そこに住まう人々の生活すらも変容した現げん代だいのトリスタン市において、それは他ほかに類を見ない異い物ぶつでしかない。


　ただそれのみで完結し独立した存そん在ざい。


　己を擁ようする景観の中に溶とけ込こまず、周りの建物とも順まつろわず、そして歳月にさえも屈くつせず──他との繫つながりに乏とぼしいその在り様は、現実の巨大さにもかかわらず、荒こう野やに立てられた小さな墓ぼ標ひようを想おもわせた。





　──かあん……





　時計塔の鐘が鳴る。


　十時の刻こく限げんを告げる十回の鐘を最後に、翌よく朝あさまで時計塔は沈ちん黙もくする。管理人もこの時刻には鍵かぎを掛かけて退たい出しゆつし、無人となった時計塔は時計の駆く動どう音のみを鼓こ動どうの様に刻きざみながら、束つかの間の眠ねむりに入るのだ。


　かつては人力によって衝つかれていた鐘は現在、大時計の機構と連動した自動装置によって鳴らされている。鐘衝き役の管理人が息を切らして登り降おりしていた階かい段だんは、今は整せい備びの時以外には利用されなくなっており、そこへ通じる扉とびらも安全の為にと普ふ段だんは施せ錠じようされていた。大時計の機械室よりも数メルトル下──展てん望ぼう台は一いつ般ぱん人用に開かい放ほうされているが、当然、この展望台に至いたる階段も十時で閉へい鎖さされる。特に先日、投身自殺未み遂すいがあってからは厳げん重じゆうに施錠される様になった。





　──かあん……





　鐘の音が長い残ざん響きようの尾おを引きながら、乾かわいた夜空にゆっくりと染み渡ってゆく。


　家路の途と上じように在る者は、この十時の時報を耳にすると半ば無む意い識しきにその脚あしを速めるのだという。無む論ろん、単に十時という時刻が彼かれ等らを急せき立てている事もあろうが──それ以上に、昏くらい夜空に響ひびく鐘の音は、まるで葬そう儀ぎのそれを想わせて何処か不ふ吉きつな想そう像ぞうを喚かん起きするからだという説があった。


「…………」


　眼がん下かに広がる街を眺ながめながら──彼は静かに笑った。


　鐘楼には他に人ひと影かげは見当たらない。


　誰だれに憚はばかる訳わけでも無く、ましてや誰に示しめす訳でも無く、ただ見る者も無い微び笑しようを暗くら闇やみに揮き発はつさせながら、彼は独ひとりそこに立っていた。


　トリスタン市内においてこれ以上の見晴らしの良さを望める場所はあるまい。


　だが叩たたき付けてくるかの様な強風に身を晒さらしながら、命懸がけで──となれば、わざわざこんな処ところにまで昇のぼってくるのは余よ程ほどの物好きか、さもなくば自殺志し願がん者しやだけであろう。下の展望台と異ことなり、此こ処こには落下防ぼう止しの柵さくさえも無い。風に押おされて一歩脚を踏ふみ外せば、八十八メルトル下の石いし畳だたみにまともな死体も残らぬ速度で叩き付けられる事になる。


　しかし──





　──かあん……





　天空よりこぼれ落ちる星の煌きらめきと、大地より立ち上る街の灯あかりの輝かがやきと──相反する方向から投げ掛けられる微かすかな光が、貴き公こう子し然とした彼の容よう貌ぼうに淡あわく複ふく雑ざつな陰いん影えいを描えがき込んでいる。


　そこに怯おびえの表ひよう情じようを見みい出だす事は出来ない。緊きん張ちようすらも無い。


　時計塔とう最上階の外そと縁べり──数センチメルトル先には致ち命めい的な虚こ空くうが広がっているという場所に在ありながら、彼はただ微笑を浮うかべて悠ゆう然ぜんと佇たたずむのみだ。


　彼は怯えない。彼は怖おそれない。


　常じよう人じんならば死すら覚かく悟ごせねばならない状じよう況きようも彼にとっては何ら脅きよう威いたり得ない。





　──かあん……





　彼の名はロミリオ──ロミリオ・ポロ・プロフェットという。


　爵しやく位いを添そえてプロフェット男だん爵しやくと名乗る事も多いが、然さしたる意味は無い。現在のアルマデウス帝てい国こくの貴族名めい鑑かんを隅すみ々ずみまで調べても、プロフェット男爵家という名前は見つける事が出来ないからだ。


　この国では貴族制せい度どが形けい骸がい化して既に久ひさしいが、それでも──いや、それだからこそ、貴族達は自分達の血脈を庶しよ民みんのそれと峻しゆん別べつする為ために、毎年わざわざ手て間ま隙ひまを掛けて貴族名鑑を更こう新しんしている。〈イエルネフェルト事変〉のお陰かげで多くの公的記録も失われ、この国では戸こ籍せき制度すら、今なお不完全ではあるのだが──存そん在ざい価か値ち云うん々ぬんはさておき、注ぎ込まれる労力と執しゆう念ねんから考えれば、貴族名鑑の正せい確かくさは信用に値すると言えた。


　年ねん齢れい不ふ詳しよう。出身不詳。係けい累るい不詳。


　その正体を識しる者は俗ぞく世せいには無く──ただ一部の者達に〈影法師シルエツト〉の通り名とその実じつ績せきが囁ささやかれるのみ。まさしく実体無き影の如ごとくに。


　それが彼──ロミリオ・ポロ・プロフェット男爵である。





　──かあん……





「……嗚あ呼あ」


　微笑を浮かべたまま──眼下に広がる世界を見下ろして彼は短く嘆たん息そくした。


　深く遠い闇の底で大小無数の灯ともし火びが輝いている。


　夜の暗黒に抗あらがうそれらの光こう芒ぼうは、いずれもそこに住まう人々の営いとなみの証あかしだった。それぞれの光の下で更さらに数多くの人間達が、喜び、怒おこり、泣き、笑い、様々な出来事を積み重ねながら今日も暮くらしている。


　改めてそうと意識した上でこの遥はるかな高みから見下ろせば──眼下に広がるその夜景に多くの者は感動を覚えるだろう。


　天に星々。地に人々。


　いずれも闇の中に在りながら……いや在るからこそ、それらが健けな気げに煌めく様は美しく、切なく、そして何よりも暖あたたかい。


　だが──





　──かあん……





「……何という猥わい雑ざつさか……」


　ロミリオは感かん慨がいの滲にじむ口調でそう呟つぶやいた。


　深い闇の底で無数の人間共が蠢うごめいている。


　無意味にその生を紡つむぎながら無む秩ちつ序じよにのさばっている。信じ難がたい程ほどに脆ぜい弱じやくでありながら、同じく信じ難い程に旺おう盛せいな繁はん殖しよく力で、性しよう懲こりもなく地にはびこってゆく。舞ぶ台たいの幕まくは三十年以上も前に降おりている筈はずなのに──それを気付く様子も無く、あるいは気付かぬふりをして、まるでそれが当然の権けん利りであるかの様に、我わが物顔で地に満ちて行く。


　万ばん物ぶつの霊れい長ちよう。進化の頂ちよう点てん。


　その言葉の何と傲ごう慢まんな事か。


　ひどく不安定で──自じ我がの殻からの曖あい昧まいな、互たがいに存在を意い識しきしなければ自らの在り方さえ満足に定てい義ぎ出来ない様な者達が名乗るには、それは不ふ遜そんに過すぎた言葉であったろう。


　彼かれ等らは己おのれの形を識る為にさえ己以外の存在を必要とする。個こ体たいでは自じ己こ完結さえも出来ず、ただ存在するという事さえも満足には出来ない。そのくせ──一定密みつ度どを超こえると互いに殺し合いを始める。始末に負えない。


　どこまでも醜しゆう悪あくでひたすらに愚ぐ鈍どんだ。





　──かあん……





　だが……ロミリオはそんな彼等を憎にくみはしない。


　彼等には彼等の存在意義というものがある。


　真なる霊長の生まれ出づる苗なえ床どことして彼等は十分に役やく割わりを果たしてきた。


　一の宝ほう玉ぎよくを得んとすれば千の屑くず石いしを捨すてねばならない。だが捨てられる幾いく千せんの屑石が無意味かと問われればロミリオは首を振ふるだろう。偶ぐう然ぜんと必然──確かく率りつが支し配はいするこの世界において、一つの成功例は膨ぼう大だいな数の失敗例の中にこそ誕たん生じようするものだからである。無数の脱だつ落らく者しやの築きずいた屍しかばねの山こそが、選ばれし者を成功者の園へと押し上げるのだ。


　無む論ろん……多くの人間達は自らが『過か程てい』である事など知りもしないだろう。


　その傲慢さ故ゆえに彼等は、自分達の更さらに『次』がある事など想そう像ぞうもしない。そして自分達が『究極』を生み出す為の捨て石であるなどとは、考えもしない。


　そうして自分達の役割も理り解かいせぬままに遠えん慮りよ無く殖ふえ続け、地に充みち満ちている。


　だから……代わりに教えてやる必要がある。


　出番の済すんだ有象無象の端は役やく達は舞台の袖そでにて待つ主役に出番を譲ゆずり──早々に舞台から立ち去らねばならないという事を。人間が主役を張はれた世界はもう終わったのだという事を。


　その為には……





　──かあん……





　十と一回目の──鳴る筈はずの無い鐘かねの音が響ひびく。


「──これはこれは」


　ふと──彼は笑えみを深めて言った。


「〈龍ロン〉の御ご老体」


　……いつからそこに居いたのか。


　ロミリオの背はい後ご──他ほかに人の姿すがたなど無かった筈の鐘しよう楼ろうに飄ひよう然ぜんと立つ影かげが在あった。


　風を受けて怪かい鳥ちようの翼つばさの如ごとく翻ひるがえる黒いインバネス・コートが、小こ柄がらな筈のその姿を必要以上に巨おおきく見せている。右手には杖つえを携たずさえているものの、立ち姿にはそれに縋すがらねばならぬ様な弱々しさは微み塵じんも無かった。


　頭には山高帽ぼう。首には白いアスコット・タイ。更に左目に塡はめ込まれた単眼鏡モノクルには銀細工の鎖くさりが揺ゆれている。全体的に見れば、少々古めかしい趣しゆ味みではあるが洒しや落れ者の装よそおいではあった。


　単に何者か──と問われれば『老人』の一語を以もつてその容よう貌ぼうを示しめす事は出来る。


　だがその言葉のみでこの人物を表すには足りない。全く足りない。


　髭ひげは白く頰ほおには皺しわが幾いく筋すじも刻きざまれてはいる。決して若わかくはない。だが老いという言葉から連想される『衰おとろえ』がこの人物には見えない。単なる姿形を越こえた領りよう域いきでこの人物には何か強きよう烈れつに漲みなぎっているものがあった。


「例の青年の『昇しよう華か』の時以来ですか──我われ等らにとっては久しいという程ほどの無ぶ沙さ汰たでもありますまいが」


「──何を考えている？」


　老人は炯けい々けいとした光を秘ひめるその瞳ひとみでロミリオを睨にらみ据すえていた。


　やはりその眼めは、枯かれ果てた年とし寄よりのものではない。決して吊つり上がってもいなければ、血走っている訳わけでもないが──そこには見る者を容よう赦しやなく威い圧あつする気き迫はくが満ちていた。


　しかし──


「答えろ──プロフェット男だん爵しやく」


「あまりお怒いかりになると型崩れしてしまいますよ」


　視し線せんを眼がん下かの街まち並なみに据えたまま、振り返りもせずロミリオは言った。


　哀あわれな紛まがいもの。


　ロミリオにとって老人はただそれだけの存そん在ざいだった。道どう化けと言っても良いだろう。手の届とどかぬ夢ゆめを羨うらやんで未練たらしく足あ搔がくだけの敗残者に過ぎなかった。


　そもそも此この世には、如い何かなる労力や犠ぎ牲せいを支し払はらおうとも、それだけでは決して埋うめる事の出来ない差──資し質しつや才さい能のうといったものが厳げん然ぜんとして存在する。そしてそれらに恵めぐまれた者にしか到とう達たつし得ぬ境きよう地ちというものがある。


　努力を重ねるのは美び徳とくではあろう。


　だが実らぬと分かっている努力を延えん々えんと積み上げる行こう為いは滑こつ稽けいとしか言い様が無い。


　どうしてそんな簡かん単たんな事がこの老人には分からないのか──とロミリオは気の毒に思う。あるいは分かったとしてもそれを認みとめる事が出来ないだけなのかもしれないが。なまじロミリオ達に近い処ところにまで手を掛かけているだけに諦あきらめる事が出来ないのだろうか？


「……オッフェルトリウムは何ど処こに居る？」


　老人が質しつ問もんを変えて再さい度ど尋たずねてくる。


「さて──」


　淡あわい笑みを浮うかべたままロミリオは言った。


「我等が盟めい主しゆのおわす場所は、私としても常つねに把は握あくしている訳ではありませんので」


「やはり問うだけ無む駄だか」


　老人は切り捨すてるかの様な口調で言った。


「ならば最も早はや、交わすべき言葉も無い。ただ貴き様さまを狩かり滅ほろぼすのみだ」


「これはまた異いな事を。俗ぞく世せいに交まじわらぬのが御老体、貴方あなた達の戒かい律りつではなかったですかな？　余よ計けいな真ま似ねなぞせず山やま奥おくにでもこもって無駄な精しよう進じんをなさるがよろしい」


　くっくっく──と楽しげに彼は笑う。


　じろりと単眼鏡モノクルの奥から鋭するどい視線をロミリオに突つき刺さしながら老人は言った。


「走そう狗くめが生意気な口をきくな。我等が俗世との関かかわりを絶たったのは無用の混こん乱らんを世界にもたらさぬ為ためだ。貴様等の様な痴しれ者もの共が多少の遊びをしている程てい度どの事は見み過すごしてきたが──昨今の貴様等の行動は目に余あまる」


〈龍〉と呼よばれた老人は口調を更さらに鋭くして言った。


「最後に今一度問うぞ──一体貴様等は何を考えている!?」


「もうおわかりでしょう？　我々は単に神が途と中ちゆうで投げ出してしまった作業を引き継ついでいるに過ぎません」


「詭き弁べんを弄ろうするな。信しん仰こうも持たぬ者が神の代行者などと……おこがましい。貴様等はただ単に歪ゆがんだ選民意い識しきに溺おぼれる狂きよう信しん者しやに過ぎん」


「何い時つの時代も真実を遵じゆん守しゆする者は狂信者と呼ばれるのですよ」


　彼は笑いながらようやく老人の方を振ふり返った。


　渺びよう々びようと風の吹ふき荒あれる時計塔のテラスの上、身に纏まとった黒いインバネスの裾すそをばたばたと激はげしく翻ひるがえしながらも──老人は全く揺らぐ事なく立っている。全身から放散される強烈な殺気が、まるで肉にく眼がんでも見えるかの様だった。


　その右手には杖つえ。


　いや──違ちがう。


　それは杖の形をした武ぶ器きだ。


　星灯あかりを反はん射しやしながら杖の根本が分ぶん割かつされ……するりと音も無く白はく刃じんが覗のぞく。


「無駄な事を」


　呟つぶやいて──ロミリオは仕掛けた。


　音も光も無く、瞬しゆん間かん的に発生した空間の歪みが老人を捕ほ捉そくする。


　その威力はまさしく必殺──否いな『必ひつ滅めつ』だ。岩であろうと鋼はがねであろうと対象空間の中に在ある物質はその強度に拘かかわらず粉ふん砕さいされるのみ。物質的な遮しや蔽へいでこの攻こう撃げきを防ふせぐ事は絶ぜつ対たいに出来ない。遮蔽物ごと破は壊かいされるからだ。


　涼すずやかな破壊音。


　粉々に砕くだけ散った仕込み杖の白刃が虚こ空くうに煌きらめいた。


　だが──


「……ふむ？」


　老人の死体が無い。


　血の一いつ滴てき、肉の一いつ片ぺんすら残さずにその姿すがたは消滅していた。


　それとほぼ同時に──ロミリオを半円状じように囲む様にして空間が揺ゆらめき、そこから十体の人ひと影かげが忽こつ然ぜんと出しゆつ現げんする。支ささえるものも無いまま平然と空中に浮うかぶそれらは、黒いインバネス・コートを翻す老人の姿をしていた。


　幻げん像ぞう？　──否。


　虚きよ像ぞう？　──否。


　いずれもが実体でありいずれもが本体だ。本物の『分身』。人間という『枠わく』に囚とらわれる事の無くなった者達にとっては、さして驚おどろくべき業わざでもない。


　ロミリオは苦く笑しようを浮かべて言った。


「数が増ふえたからといってどうなるものでもありますまい？　貴方達の業はそもそも戦いに向いていない。だからこそ仕込み杖なぞ──」


　そこまで言って彼は言葉を切った。


　ばさりと十人の老人が揃そろってインバネスの裾を大きく払はらう。


　次の瞬間──彼等の手が一いつ斉せいにその懐ふところから引き抜ぬいたのは、どう考えてもコートの下になど隠かくしておける筈はずの無い長大な鋼の塊かたまりであった。


　それは剣けんであり──剣でない。


　ただ単たん純じゆんに剣という言葉のみではその武器を表現しきれない。全長は二メルトルを超こえ、しかし剣身はその六割わり程度しか無い。握にぎりに相当する部分には巨きよ大だいな機械装そう置ちの塊が付ふ属ぞくしており──その輪りん郭かくはまるで銃じゆう身しん部分だけを刃はに換かえた機関銃の様にも見えた。


　その銀色の剣身には微び細さいな紋もん様ようがびっしりと刻きざまれている。


　知ち識しきのある者ならば、それらの紋様が魔ま法ほう工学において多用される呪じゆ文もん書式と酷こく似じしている事に気付いたろう。そして更さらに詳くわしい者ならば同時にそれが現げん存ぞんする如い何かなる呪文書式とも異ことなる事にも気付いたに違いない。


「おや──」


　十本の奇き剣けんを突きつけられたまま彼は笑った。


「魔剣〈パルティータ〉──なるほど。戦せん闘とう能のう力りよくでは劣おとる貴方が珍めずらしく出てきたかと思えば、その骨こつ董とう品を持ち出した訳ですか」


　老人は答えない。


　代わりに応おうじたのは十の斬ざん撃げきだった。


　まさしく問答無用──十本の剣はそれぞれ異なる角度から異なる速さで彼の頭部を破壊する。口こう腔こうに侵しん入にゆうした切っ先はうなじを突き破やぶって頭部を貫かん通つうし、こめかみから滑すべり込んできた刃は紙かみ一ひと重えで頰ほおから食い込む一撃とすれ違い、彼の頭部を分ぶん断だんする。顎あごの下からの斬撃は彼の顔面を切り離はなして頭とう頂ちように抜ぬけ、正面から振り下ろされた一撃は脳のう天てんを真っ二つに引き裂さいた。


　いずれもが紛まぎれもなく必殺。


　同時に十回は死ねるだろう──人間であったならば。


　しかも……


「──疾ジヤイ！」


　老人の叫さけびと共に剣が鈍にぶい光を帯びる。


　駄だ目め押おしとばかりに、人ならぬ者さえもを完全消しよう滅めつさせるべく剣身から強きよう烈れつな力が迸ほとばしる。


　──轟ごうッ！


　次の瞬間、空間そのものが吼ほえるかの様な音と共に、ロミリオの身体からだは千を超こえる肉片へと破砕されていた。


　それは純じゆん然ぜんたる破壊そのものだった。


　何かを壊こわすのではなく『破壊された未来』に向けて関係事象を全すべて統とう合ごう制せい御ぎよする力。


　一度この流れの中に囚われてしまえば絶対に抗あらがう事は出来ない。結果が先に決定されているのだ──如何に足あ搔がこうと現実はその結果に向けて流れ込むのみ。


　限げん定てい的ながら時間さえもを制御する必殺の殲せん滅めつ兵器。


　故ゆえにこそこの剣は『魔剣』と呼ばれている。


「…………」


　九人分の老人の姿すがたが消滅し──空中でただ一人の老人へと収しゆう束そくする。


「……手て応ごたえはあった」


　自らに確かく認にんするかの如ごとく老人が呟つぶやく。


　夜空に紅あかい霧きりとなって飛散する大量の血けつ液えきと肉にく片へん。


　どの様な生物とて身体全体を此こ処こまで細切れにされては存命する術すべは無い。


　無い──筈はずだった。


　だが。


「これはききましたな」


「む──!?」


　ばさりとインバネスを翻ひるがえして振ふり返った先──やはり何も支えるものなど無い筈の空中に、奇き怪かいなものが出現していた。


「貴き様さま──」


「ダニエル君の経けい験けんから予よ備び脳のうの存在は予想しておられたんでしょうけどね。残念でした。こちらも貴方あなたの襲しゆう撃げき位は予想しておりましたよ」


　一体何ど処こで喋しやべっているのか。


　それは何処からともなく迸ほとばしり──空中にて寄より集まる『紐ひも』の群むれであった。


　材ざい質しつは分からない。ただ見た限かぎりでは『紐』としか表現しようのない白く細いものが、何十本何百本と虚こ空くうにて絡からみ合い、瞬またたく間に一つの物体を編あみ上げていく。
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　脚あしを。腹はらを。胸むねを。腕うでを。そして──顔を。


「馬ば鹿かな──」


「貴方が破は壊かいしたのは私の一部に過すぎませんよ」


　未まだ頰から下の部分しか修しゆう復ふくされていない顔でにやりとロミリオは笑って見せた。


「──!!」


　意味を悟さとったのだろうが──もう遅おそい。


　時計塔とうを構こう成せいする煉れん瓦がの隙すき間まから更に数十本の『紐』が迸ると、老人の身体に絡み付いたのである。


　無む論ろんそれは単なる紐ではない。有り得ない。


　その証しよう拠こに──紐はまるで意い志しあるものの様に、それぞれに異なる自主的な動きを見せながら、更に老人の身体に十と重え二は十た重えと巻まき付き、その身体に食い込んでいく。反はん射しや的に老人は魔剣を振りつつ回かい避ひしようとするものの、周囲の空間を埋うめ尽つくしながら迫せまる大量の『紐』からは逃のがれられる筈も無く、斬きり飛ばそうにもあまりにその数は多く──瞬く間に老人は魔剣ごと全身を縛しばられて身動きを封ふうじられていた。


「貴様ッ……！」


「これが貴方達と我われ々われの差ですよ」


　そう告げるロミリオの顔が見る間に復元されていく。


　鼻が出来上がり、眼めが出来上がり、額ひたいが出来上がり──


「無む理り矢や理りに『昇のぼった』者と──元より『資し格かく』を有する者と。私は貴方の様な、常つねに自らを意い識しきしなければ自分の形すら保たもてない様な不良品とは違ちがう」


「…………」


　老人は応こたえない。


　それはロミリオの言葉に溢あふれる傲ごう慢まんさにただ呆あきれているのか──あるいは事実として彼の言葉を認みとめ、反論の言葉を見つけられないでいるのか。


「とはいえ」


　己おのれの顔に指を這はわせて細かく形を整えながらロミリオは言った。


「正直に告白してしまえば──さすがの私も貴方の捕ほ縛ばくと消去を同時に行うのは大変なのです。ですから此こ処こは予あらかじめ用意しておいた助っ人に頼たのむとしましょうか」


「──！」


　時計塔の鐘しよう楼ろうに湧わき出る新たな人ひと影かげ。


　雪の様に白い拘こう束そく装そう甲こうと黒いコートの鮮あざやかな対比コントラスト。直線と曲線、鋼こう鉄てつと樹じゆ脂し、剛ごう柔じゆう併あわせ持つ線によって輪りん郭かくを構こう成せいされ、数世紀前の鎧よろい騎き士しを彷ほう彿ふつとさせるその姿は、まるで時計塔の中に迷まよい出た幽ゆう霊れいの様にも見えた。


「…………」


　仮か面めんの奥おくで片かた側がわだけの瞳ひとみが陰いん々いん滅めつ々めつとした光をたたえて老人を見み据すえている。


　新たな人影は手に携たずさえた長大な機械を構かまえた。


　機関銃の様な火か炎えん放ほう射しや器きの様な──その凶きよう悪あくな程ほどにいかつい機械。俗ぞくに『魔法使いの杖スタツフ』と呼こ称しようされるそれは、何処か老人の手にした魔ま剣けん〈パルティータ〉に似にていた。もっともスタッフは遥はるかに〈パルティータ〉よりも無ぶ骨こつで、魔剣に備そなわるある種の優ゆう美びさが、こちらには欠片かけらも無いのだが。


　スタッフの先せん端たんが老人を照しよう準じゆんする。


「狩かられるのは貴方の方です。〈龍〉の御ご老体」


　彼は楽しげに言った。


「ぬ──」


　老人が声を漏もらす。


　よく見れば……老人を拘束する『紐』は数秒毎ごとに数本ずつ弾はじけ飛んでいる。恐おそらくは老人の力がロミリオの拘束に抗こうしているのだろう。


　だが一本解ほどければ二本が、二本解ければ三本が老人の身体に絡み付き、その自由を奪うばい続ける。余よ力りよくという意味に関しては確たしかに老人とロミリオには絶ぜつ対たい的な差があった。


「どうにも目め障ざわりです、貴方達は」


　ロミリオが告げる傍かたわらで白い拘束装甲の『助っ人』がスタッフを操そう作さ。


「…………ベルータ……エイム……クイファ……クイファ……」


　仮面の奥から呟つぶやく様な声が滑すべり出て──老人に向けられたその機械装置の先せん端たんに、ゆっくりと回転する赤い光の円が出しゆつ現げんする。円の内側には複ふく雑ざつな模も様ようが描かき込まれ、それらは呼こ吸きゆうするかの様にその輝き度どを緩ゆるく上下させていた。


　魔法陣じん。それは漏れ落ちる魔力が見せる魔力回路の影だ。膨ぼう大だいな魔力を収しゆう束そくした際さいにのみ発生する現象であり──選せん択たくされた呪じゆ文もんが攻こう撃げき魔法である場合には、圧あつ倒とう的な破は壊かい力の証明と言えた。


「紛まがい物の分際で真種たる我々を狩ろうとは片かた腹はら痛いたい。だから──」


　にこりと爽さわやかな笑えみを浮うかべるロミリオ。


　彼は優美な仕草で一礼し──


「──とっとと死にやがれ、クソジジイ」


　轟ごう然ぜんたる爆ばく音おんが時計塔の上に響ひびき渡わたった。
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　石いし畳だたみの上に長々と二つの影が落ちていた。


　待ちて佇たたずむものと。通りすがるものと。


　街がい灯とうの支し柱ちゆう脇わきに立っていた少女が、街路を歩いてきた中年男に微笑ほほえみ掛かける。ふと視し線せんが合ったかの様なさりげなさで──言葉も無く、仕草も無く、ただ静かに。つい緩ゆるんだ男の足取りに、何かを見みい出だした様子で少女は笑みを深め──そして囁ささやく様に言った。


「ね……遊んでいってよ」


　刻こく々こくと深さを増ます夜の──その片かた隅すみ。


　昼間の喧けん噪そうが幻まぼろしかと思える程に、硬かたく乾かわいた静せい寂じやくが街路には満ちている。


　既すでに街を睥へい睨げいする時計塔とうは一日の務つとめを終えて沈ちん黙もくし、盤ばんの上の針はりは真夜中としか呼よび様の無い時刻を指している。陽ひの温ぬくもりを断たたれた大気は緩やかに冷え続け、冷気の侵しん入にゆうを阻はばまんと建物の扉とびらや窓まどはその殆ほとんどが閉とざされていた。


　だが──街に覆おおい被かぶさる闇やみは薄うすい。


　点々と街路沿ぞいに並ならぶガス灯の光と、頭上から妙みように白々と降ふり注ぐ月の光が、緩やかに夜の漆しつ黒こくを溶とかし続けている。無む論ろん、街のあちらこちらに濃のう厚こうな闇の切れ端はしは数多く残っているが──表の街路に限かぎって言えば、既に純じゆん粋すいな闇は何ど処こにも無く、手持ちの灯あかりは無くても足あし下もとに不安を感じる事は無い。


　斑まだら模も様ように入り交じる光と闇。


　双そう方ほうは曖あい昧まいに溶け合いその境きよう界かいすら明めい確かくではない。


　ごく平へい凡ぼんな……現代の街の夜景である。


　昨日も今日も恐おそらくは明日も変化は無い。細かな差さ異いはあっても概おおむね同じだ。夜が来れば繰くり返される風景──そこに登場し夜の一部を成す者達の姿すがたもまた、細かな違ちがいはあれど概ね同じではあった。


　同じ様な者達が集まり。同じ様な会話を交かわし。同じ様な行こう為いに耽ふける。


　そこに緊きん張ちようは無い。恐きよう怖ふも無い。


　かつて人々がその到とう来らいを怖おそれた『夜』という時間は……脅きよう威いに充みち満ちていた『闇』という概がい念ねんすらもが、文明の灯ともし火びの下で既に日にち常じようの一部として組み込まれていた。酒場。娼しよう館かん。賭と博ばく場じよう。撞球ビリヤード場じよう。一見、眠ねむりに沈しずんでいるかの様な街角にも、注意して見れば深夜営えい業ぎようの看かん板ばんを掲かかげる店は幾いくらでも見つける事が出来る。


　今や恐怖は過か去こへと駆く逐ちくされ、繰り返しの末に生まれた気け怠だるい愉ゆ悦えつばかりが、人工の光と共に夜を満たしている。


「──二枚まいでいいよ」


　そんな言葉につられて男は街がい娼しようの手を取った。


　派は手でめの化け粧しようと衣い装しようで色々と誤ご魔ま化かしてはいる様だが……男の眼めの前の娼婦は未まだ十代の少女だろう。恐らくは十六か七か。口調や仕草の端々に未だ幼おさなさが残っている。


　自分の娘むすめと同じ様な年ねん齢れいだが男は気にしなかった。


　若わかい娘を買うのはこれが初めてではないし……自分一人が聖せい人じん君子ぶってみても何も変わらない。男が買わねば別の誰だれかが買うだけの事だ。また売れなければ少女の方も困こまるだろう。そもそも懐ふところ事じ情じように余よ裕ゆうがあれば街娼などという仕事を選びはすまい。


　結局の処ところは需じゆ要ようと供きよう給きゆう。


　ただそれだけの事だ。


〈イエルネフェルト事変〉より延えん々えんと低てい迷めいが続く経けい済ざい状じよう態たいと、漠ばく然ぜんたる政せい治じへの不安は、アルマデウス全土でこうした幼い娼婦達を大量に生み出している。政府内外の自じ称しよう『良りよう識しき派は』達はこの現げん状じように対して嘆なげき、抜ばつ本ぽん的対たい策さくを求めて感情的ヒステリツクに喚わめき散らしてはいるが──具体的な対策案も出ないまま、形式的に現状を憂うれうやり取りだけが、ある種の慣かん例れい行事と化している。


「あ……でも縛しばったりとかするのは無しね。どうしてもって言う場合は追加で一枚」


　既に──そう告げる少女の表情や口調に後ろめたさは微み塵じんも無い。


　彼女にとってはそれがもう『普ふ通つう』なのだろう。大たい抵ていの場合に後ろめたさとは異い端たんの自覚である。同じ立場の者が増ふえれば罪ざい悪あく感や抵てい抗こう感など簡かん単たんに薄うすれてしまうのが人間という生き物だ。


　売る側も。買う側も。


　基き本ほん的には同じ事である。


　そういう訳わけで──不ふ作さく為いの善ぜん人にんになるよりも、手軽な快かい楽らくと引き替かえに少女の経済活動に貢こう献けんする事を男は選んだのだった。これもまた別に珍めずらしい事ではない。恐らくトリスタンどころかアルマデウス全土で今この瞬しゆん間かんにも何十、何百、あるいは何千何万と展てん開かいされている同種の情景の一つに過すぎない。


「こっち……」


　少女が男の手を引いて歩き出す。


　この辺りの街娼は表通りで客を捕つかまえ、馴な染じみの宿に連れ込んで春を売るのが基本である。恐らく通りを一本か二本隔へだてた辺り、歩いて数分の処に、物分かりの良い安ホテルでも在あるのだろう──黙だまって十ドルク紙幣を五枚も置けば、客の顔も素す性じようも確たしかめずに部屋の鍵かぎを差し出してくる様な。


「この辺に来たのは最近かい？」


　連れだって歩きつつ男は少女の横顔を眺ながめながら尋たずねる。


　あまり見ない顔ではあった。


　家路の途と中ちゆうにちらほらと立っている街娼達を冷やかして歩くのは彼の趣しゆ味みの一つでもあるが──記き憶おくに無い。彼かの女じよ等らにも一いち応おうの縄なわ張ばりが決まっている様なので、そうそう顔ぶれが変わる事は無いのだ。仕事帰りに毎日眺めていれば──そして何度か客になっていれば自然と街娼達の顔は一通り覚えてしまう。


「まあね──前は帝てい都との方に居いたんだけど。あっちは色々面めん倒どうで」


　少女は気楽に笑いながら言った。


　何の商売を始めるにしても──それが違い法ほうであれ合法であれ──旧ふるい街というのは色々と面倒事がついて回る。


　特に帝都ロンバーグは永ながい歴史の中で警けい察さつ機き構こうと犯はん罪ざい組そ織しきの間に一定の馴なれ合いの様な関係が出来上がっている。この為ため、売春をしているだけで即そく座ざに摘てき発はつを喰くらう様な事はまず無いのだが──その代わり警察も組織も何かと名目を付けては新参者から上じよう納のう金を搾しぼり取るのが慣かん習しゆうとして確かく立りつしてしまっているのだ。当然、物ぶつ価かそのものも高いので、何の後ろ盾だても無い少女娼婦には暮らしにくい街なのだろう。


　とはいえ──


「こっちはこっちで物ぶつ騒そうだがな」


「魔族メレヴエレント事じ件けん？　まあそれは何ど処こでも似にたり寄よったりよ」


　そう言う少女の口調は──やはり気楽だった。


　このトリスタン市では加速度的に魔族事件が増えているのは事実だ。


　だが帝都にも匹ひつ敵てきするこの大都市の人口からすれば、やはりその被ひ害がい者しやの割わり合あいは微び々びたるものではあった。年間の被害者が三百人を超こえても、人口が三百万を超えていれば一万人に一人という計算になる。


　この為、漠然たる不安は常つねに抱いだきつつも、一いつ般ぱん市民は差し迫せまった危き機き感を覚えてはいない。連日報ほう道どうされる凄せい惨さんな事件は、いざ、自分が被害者になるまでは人々にとって『他ひ人と事ごと』に過ぎないのだった。


　また……実を言えば魔族事件が増ぞう加かしているのはトリスタンだけではない。


　帝都や他の衛えい星せい都市も程てい度ど差こそあれ似た様な状じよう況きようであるし──このアルマデウス帝国のみならず、マノン共和国に代表される近きん隣りん諸しよ国こくにおいても魔族事件の増加は治安関係者を悩なやませる問題としてしばしば報道されている。


　まして魔族事件は交通事じ故この類たぐいと比くらべても、突とつ出しゆつする様な被害者数ではない。


　ガソリン・エンジン式自動車は、蒸じよう気き式エンジンの車に比べて扱あつかいが楽な事もあり、ここ十年で急きゆう激げきにその台数を伸のばした。そして結果としてトリスタン市における交通事故の死し亡ぼう者は十年前の実に五倍、四百人に達しようとしている。


「物騒だって言うのなら今からでもお家うちに帰る？」


　少し挑ちよう発はつ的な口調で少女娼しよう婦ふは言い──上目遣づかいに男を見つめる。


　男は苦く笑しようを浮うかべた。


　客の気分を盛もり上げる為の『技わざ』の一つなのだろう。


　少しやり方を間ま違ちがえば客の機き嫌げんを損そこねかねないが──歳としの離はなれた相手にはよく効きく方法に違いない。わざわざ自分の子こ供どもの様な歳としの娼婦を買いたがる客は、こういう何処か背せ伸のびした様なやり方に男心を刺し激げきされる者が多いし、実じつ際さい、男はそういう類の嗜し好こうであった。


「まさか。お子様じゃあるまいし」


「そうね。お子様じゃあるまいし」


　少女は未いまだ幼さを引きずるその貌かおに大人顔負けの淫いん蕩とうな笑えみを浮かべて言った。


　その不均衡アンバランスさがまた男の情じよう欲よくを刺激する。


「…………」


　男はふと細い路地の入り口で立ち止まり──少女の手を引いた。


　建物の壁かべと壁に挟はさまれた狭きよう隘あいな空間には、闇やみがわだかまっており、数メルトルも奥おくに入れば殆ほとんど通りからの視し線せんは通らなくなる。


「寒いよ……」


　男の望んでいる事を察したのだろう。暗がりに視線を向けながらわずかに顔をしかめて少女が言う。さすがにこれは演えん技ぎではあるまい。


　しかし……だからこそ余計に男は興こう奮ふんした。


「……三枚まいにするから」


「でも……」


「何だったらとりあえず口だけでもいい」


「…………」


　少女娼婦はしばし考え……溜ため息をついた。


　その様子を了りよう承しようと判はん断だんして男は少女の手を引っ張ぱって路地の暗がりへと入っていく。


　既すでに少し入っていた酒と、興奮と、そして寒気で耳を紅あかく染そめながら、男は建物と建物の間を進み、表通りからの光が届とどかない辺りで立ち止まった。


　途と端たんに……闇の濃のう度どが上がる。


　街がい灯とうの光も此こ処こまでは届かず、彼等の視界を確かく保ほしてくれるのは頭上から降ふり注ぐ月と星の光だけだ。


　だが触ふれ合う様な距きよ離りならば互たがいの表情位は見る事が出来る。ズボンのジッパーを降おろしながら、男は既に興奮で屹きつ立りつしている男根を自ら引きずり出した。


　少女娼婦は束つかの間──躊躇ためらう様な表情を見せる。


　さすがに路上での行こう為いには恥はじらいを覚える様な常じよう識しきと感かん性せいが未だ残っていたのか。それともそれすらも男を興奮させる為ための手て管くだであったのか。男には分からない。別にどちらでも構かまわなかった。


　だが……次の瞬しゆん間かん。


「──……？」


　少女の眼めが一瞬見開かれ──そして怪け訝げんそうに細められた。


「ほれ……早く」


　焦じれた男が促うながすも、少女は凍こおり付いた様に動かない。


　彼女の視線が自分の股こ間かんの男性器ではなくその向こう側に注がれている事に気付いて、男も背はい後ごを振ふり返った。


「な…………？」


　距離にすれば十メルトルといった処ところか。


　更さらに濃こい闇のわだかまる路地の──奥。


　そこに一つの影かげがわだかまっていた。


　その辺りは大半が本物の漆しつ黒こくに塗ぬり潰つぶされていて、影はその中に半ば溶とけ込こむ様にして存そん在ざいしている。もしそれが完全に静止していれば風景の一部にしか──建物の狭はざ間まに横たわる闇の一部にしか見えなかったろう。


　だが──


「なんだ……？」


「…………」


　羽虫の唸うなりの様な低い音が漂ただよってくる。


　いや。それは音ではない。


　声だ。低く小さな声がぶつぶつと何事かを呟つぶやき続けている。不ふ明めい瞭りような発音の為にその内ない容ようまでは分からないが──単なる機械や羽虫の立てる音と異ことなり、そこには何か有意言語を唱える際さい特有の、ざらつきとうねりがあった。


　まるで──痛つう切せつなる鎮ちん魂こんの詩を口ずさむかの如ごとく。


「…………」


　延えん々えんと闇やみに漂う唸り声に──更さらに異い音おんが入り混まじる。


　硬かたく鋭するどい金きん属ぞくの響ひびき。


　かり。かり。ちき。かり。ぎち。ちち。かち。かち。


　歯車が回り、発ば条ねが弾はじけ、金具が嚙かみ合う独どく特とくの──機械装そう置ちが駆く動どうする際特有の連れん鎖さ的な金属音が影の方から聞こえてくる。


　一体この影は何なのか。


　男と少女が訝いぶかしげな表情を浮うかべたその瞬間──


「…………」


　ぬっ……と影が立ち上がった。


　大きな闇色の塊かたまりとして地面の上にわだかまっていたそれは、低い唸りと断だん続ぞく的な金属音の群むれを纏まといながらゆっくりと形を変え、二人の前でその身の丈たけを伸のばしていく。


「な……な……？」


　詳しよう細さいは闇に沈しずんだままで分からない。その形けい状じようですらも何ど処こまでが本体で何処までが影なのかが判はん然ぜんとしない。


　元より影というものは実体の姿すがた形かたちをそのまま綺き麗れいに複ふく写しやするものではない。光こう源げんの角度や距離によっても影の輪りん郭かくは歪ゆがむ。闇の中なら尚なお更さらだ。ただ近くを通り掛かかっただけの野の良ら犬いぬの姿や影が怪かい物ぶつのそれの様に見える事も珍めずらしくない。


　しかし……


「おい……なんだ……？」


　形は不ふ明めい瞭りようでもその大きさは分かる。


　今やその影は路地を塞ふさがんばかりの体たい軀くを示しめしていた。


「なんだよ……これは……？」


　金属音と共に『それ』は動く。


　路地の奥おくに充みちる濃のう密みつな闇の中から──二人の方へと。


　犬ではない。猫ねこでもない。人間ですらないだろう──その影の上じよう端たんは二メルトルを大きく超こえた位置に存そん在ざいしている。それも単に突とつ起き物ぶつの類が伸びてその高さに達している訳ではない。頭部がその位置に在あるのだ。


　そう──『それ』には頭部があった。次に腕うでらしきものも見えた。『それ』は二人に近付くにつれて闇より分ぶん離りし、異様な姿を彼等の眼めに晒さらしつつあった。


　部分的に見ればそれは人間の形状をしていただろう。


　頭部があった。胴どう体たいがあった。両腕があった。腕は二本。頭は一つ。関節の数も同じで指はきちんと五本生えている。両りよう肩かたはあまりに広く胸むな板いたも鳩はとのそれの様に大きく盛もり上がっているが──それでもその姿は人体の基き本ほん構こう成せいに反していない。


　その上半身だけは。


「……おい……なんなんだよ……」


　真正面から見ていたせいで最初は分からなかった。


　だがその異い形ぎようが近付いてくるにつれて、その脚あしが二本でない事に二人は気付いた。更に言えば腰こしの後ろからほぼ直角に折れ曲がった胴体が続いているのも判別出来た。その第二の胴体の後端にもう一いつ対ついの脚が備そなわっているのだ。更にその後ろ脚の向こうには尻尾しつぽらしきものも揺ゆれているのが見えた。


　上半身は直立する人間のものでありながら……下半身は四つ足の獣けもののものなのだ。


　既き存そんのものに最も近い姿形を求めるならば、それは異国の神話や伝でん承しようの中に登場すると言われる半人半馬ケンタウロスであろう。馬の首の代わりに人間の胴体をそのまま継ついだ想そう像ぞう上の存在。馬としての四つ足を備えながら更に一対──両腕を備える異形。


　だが……その姿は異形でありながら奇き妙みような優ゆう美びさがあった。


　その輪郭には統とう一いつ感がある。異なる生物をただ無む理り矢や理りに継ぎ接はぎした不自然さは殆ほとんど見受けられず、全体的な均衡バランスが保たもたれているのである。むしろその形状は、本当に神話や伝承の世界から抜ぬけ出てきたかの様な生々しい躍やく動どう感すら備えていた。


　とはいえ──


「なんなの……!?」


　少女が悲鳴じみた声を上げる。


　彼女の右手は既すでに携たずさえていたハンドバッグの中に入っている。恐おそらくは護ご身しん用の拳けん銃じゆうでも持っているのだろう。この不景気で物ぶつ騒そうな御ご時世──街角に立つ少女達にとってそれは必ひつ需じゆ品ひんであった。


「なんなのよ……！」


　美び術じゆつ館かんや本の挿さし絵えの中ならばいざ知らず──真夜中の路地でこの様なものに出会えば誰だれしも身み構がまえる。それは人々の日にち常じようにとっては明らかに異物であった。


「…………ま……」


　男の脳のう裏りに先まず浮かんだのは『魔族』の一語だった。


　人間でありながら人間を辞やめた者達。


　魔ま法ほうという過すぎた力によって、精せい神しんと肉体の双そう方ほうを侵しん食しよくされ変へん異いした怪物。先にも彼等自身が語っていた様に──このトリスタン市において人間の魔族化、即すなわち魔族事じ件けんは急きゆう増ぞうの傾けい向こうにある。大たい抵ていは昼間に集中しているのだが、こうした夜半に魔族事件が起こる事も有り得ない事ではない。


　しかし……『それ』は魔族ではなかった。


「…………」


『それ』は金きん属ぞく音と低い唸うなりを纏まといつつ更に近付いてくる。


　魔族は生物学を嘲ちよう笑しようするかの様に出で鱈たら目めな異形を採とる事が多いが、それでも生物としての特とく徴ちようは色濃こく残す。何処まで奇き怪かいでもあくまで魔族は生身の存そん在ざいであった。


　だが二人に迫せまる『それ』は生物ではない。


『それ』の表面は皮でも殻からでもなく──鋼こう鉄てつの質しつ感かんを備えていた。


　印象として最も近いのは『鎧よろい』であろう。随ずい所しよに人間を象かたどったと思おぼしき構こう造ぞうを持ちながらも、明らかに人間とは違ちがう、生物とさえ異なる、直線的で単たん純じゆんな面構こう成せいによって存在する人工物。鋼鉄の皮ひ膚ふを持ち、ただ関節を曲げる──それだけの事にも、細かな歯車と蝶ちよう番つがいを幾いくつも幾つも必要とする精せい密みつ機械の様な『硬こう質しつさ』がそこにはあった。


　つまり──これは。


「モールド……？」


　男が呟つぶやく。


　そう。男の知ち識しき内で『それ』に最も近いものは、現げん代だいの魔ま法ほう使い達が魔法行使の際さいに着用する特とく殊しゆ作業用拘こう束そく装そう甲こう服であった。


「いや……しかし……」


　一いつ般ぱん的によく知られているモールドは救命魔法士や戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト、あるいは大半の医い療りよう魔法士の着る純じゆん然ぜんたる人型のものだ。これらは報ほう道どう写真等で一般人の目にその外見が晒さらされる機会も少なくないからである。


　だが実を言えばモールドは必ずしも人型である必要は無い。


　現場での機動性や運動性、あるいは建物内での小回りについて考こう慮りよする必要の無い工業用モールドや研究用モールド、医療モールドの一部には、人型を大きく逸いつ脱だつしているものや、据すえ付け型のものも存在する。それらは人型である事を放ほう棄きした代だい償しようとして高い魔法の安定度や増ぞう幅ふく率りつ、魔法効こう果かの精密設せつ定ていといった事が可か能のうになっている。


　所しよ詮せんモールドは道具であり最もその用よう途とに適てきした形けい態たいを採とる。機能的に問題が無いのならば人型に拘こう泥でいする必要は何処にも無い。


　その意味では眼の前の異形の様なモールドが在あってもおかしくはないだろう。


　だが──


「……魔法士ソーサリスト……なのか……？」


　男の口調に不安げな響ひびきが滲にじむ。


　何かが違う。その事に男も気付いていた。何が違うのかと問われれば男には明言出来なかっただろうが。もしモールド・エンジニアやそれに類する魔法工学関連の専せん門もん家かであればその違い和わ感の正体を指し摘てき出来たかもしれないが、男の持つ魔法士やモールドに対する知識はあくまで素人しろうとの域いきを出ていなかった。


　代わりに──


「噓うそ……そんな……」


　少女が呆ぼう然ぜんと呟く。


　未まだ幼おさなさを残す口元が──唐とう突とつな単語を一つ紡つむぎ出した。


「……〈黒くろ騎き士し〉……？」


　言われてみれば確たしかにその輪りん郭かくは──四つ足の馬体の上に人体が屹きつ立りつする姿は、戦馬に乗った騎士に通じるものがあった。頭部に備そなわる羽根飾かざりの様な部品はその最たるものだろう。その色も黒に近い灰かい暗あん色しよくである。単語そのものはむしろ野や暮ぼったい響きすらあったが、この異い形ぎようを示しめすには相応ふさわしいものと言えた。


　だが……


「……本当に……そんな……〈黒騎士〉……」


　少女の声は動どう揺ようのあまりに言葉の断だん片ぺんを漏もらすばかりだ。


　まるで単なる伝説と信じていた存在を目まの当たりにしたかの様な、色濃い驚きよう愕がくと畏い怖ふがブツ切れの言葉の間にたっぷりと含ふくまれていた。


「こ──こんな処ところで……こんな時間に、その、何やってんだ、あんた」


　男の問いはある意味で──仕事帰りの『こんな時間』に自分の娘むすめ程ほどの年ねん齢れいの街がい娼しようを買い、こんな路地に連れ込こんで性せい行こう為いに及およぶという彼自身の事は棚たな上げするとして──至し極ごく、全うなものだったろう。


　そもそもモールドを着けた魔法士ソーサリストを路地裏うらで見み掛かける事そのものが異常なのだ。


　魔法士の仕事は昼間が多い。


　そしてその仕事の多くは屋内で行われる。


　産業系けいの魔法士は当然、工場や研究所の業ぎよう務む時間に合わせて施し設せつ内で仕事をするし、医療系の魔法士も、緊きん急きゆうを要する場合でない限かぎりは病院の開業時間に合わせて病院内で魔法を行使する。魔法とはそもそも高い効果の裏側に非ひ常じような危き険けんを孕はらんでいるので、万ばん全ぜんの態たい勢せいで行使するのが望ましいからだ。


　無む論ろん、緊急系の魔法士──即すなわち救命魔法士や戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは例外だが、彼等にした処で意味もなくモールドを着けたまま徘はい徊かいしている筈はずが無い。彼等の出番は大たい抵ていが通常の警けい察さつ官や消しよう防ぼう士しらの対たい処しよ出来ない様な、深しん刻こくな事じ件けんや事じ故こが発生した場合だが──付近でそんな事態が進行している様子も無い。街は夜の静せい寂じやくの中に沈しずんだままだ。


　では一体この異形は何者か。


　何の意味があってこんな時間のこんな場所に居いるのか。


「…………」


　異形の影かげは答えない。


　代わりに右手をゆっくりと掲かかげる。ばしゃりと音を立てて『それ』の太い腕わん部ぶ装そう甲こうが展てん開かいし──肘ひじと手首から前後に長々と金きん属ぞく製せいの何かが伸のびた。更さらには折り畳たたまれていた部分が展開し、結合し、結果としてそれは二メルトルを大きく超こえる長大な棒ぼう状じようの部品として変形を終えた。


　あるいはそれは『槍やり』であったのかもしれない。


　鋭するどく尖とがった先せん端たんといい、二メルトル半に達しようかという全長といい、それは騎兵が雑ぞう兵ひようを薙なぎ払はらい、あるいは突つき殺す際に使用する長槍に似にていた。その異形を〈黒騎士〉と呼よぶのならばそれは相応しい得え物ものであったかもしれない。実際には手で握にぎっているのではなく肘から先の部分に固定されているのだが──携たずさえる姿すがたはまさしく槍だ。


　二人と『それ』の距きよ離りは既すでに三メルトル。


『それ』がその気になれば槍の先端は一いつ瞬しゆんで二人に届とどく距離ではあった。


　故ゆえに──


「──！」


　応おうじたのは銃声であった。


　愕然と振ふり返る男のすぐ横で、娼しよう婦ふの少女はハンドバッグから取り出した小型の回転弾倉式拳銃リヴオルヴアを構かまえていた。粗そ悪あくな安物の弾たまでも使っているのか──本来、現げん代だい銃じゆうの弾だん薬やくに使用される火薬は殆ほとんど煙けむりの出ない無む煙えん火薬である──その銃口からは銃じゆう撃げきの名残なごりとして灰はい色いろの煙がゆらりとこぼれている。


「おい!?」


　いきなりの銃撃に男が狼狽うろたえた様な声を漏らすが、少女は構わず撃鉄を親指で起こしていつでも次の弾が撃うてる様にと身構えている。


　誰何すいかなどしない。警けい告こくもしない。


　この夜中に奇き怪かいな格かつ好こうをして近付いてくる相手だ──どうせ尋じん常じようではないと判はん断だんしているのだろう。男も同意見ではあった。強ごう盗とうか。変へん態たいか。狂きよう人じんか。いずれにせよ撃たれたからといって警察に駆かけ込んで裁さい判ばんを起こす様な真っ当な人間ではない筈だった。


　しかし……だからといっていきなり撃てば良いというものでもない。男と少女は未まだ何をされた訳わけでもないのだ。むしろ撃ってしまった事で相手を逆ぎやく上じようさせてしまった可か能のう性せいもある。


「…………」


『それ』の動きが止まっていた。


　その金属製の表皮には小さな傷きずがまとまって幾いくつか付いている。


　少女が撃った銃弾の成果──散弾の銃じゆう痕こんだ。


　拳けん銃じゆう用の散弾は有効射しや程てい距離は苦く笑しようを誘さそう程ほどに短い上、威い力りよくも小さいが──元々は農場等で危険な毒どく蛇へびの類を駆く除じよする為ために造つくられたものだ──あくまで至し近きん距離での護ご身しん用に限れば、高い精度も細かな照しよう準じゆんも必要ないので使い易やすい。相手が暴ぼう漢かんや辻つじ強ごう盗とうの類ならば適てき切せつな選せん択たくと言えただろう。


　だが……


「…………」


　無言のまま異い形ぎようの影は再ふたたび前進を開始する。


「──！」


　少女は躊躇ためらいも見せずに拳銃の引き金を引いた。


　今度は二発。


　轟ごう音おんと呼ぶには少々軽い銃声が路地に響ひびき、異形の影の表面に幾つもの火花が同時に咲さいた。粒つぶは砂じや利りよりも更に小さいが、五十発以上の鉛なまり弾だまが音速を遥はるかに超こえる速度で叩たたき込まれているのである。


　しかし……それだけだ。


『それ』の接せつ近きんは止まらない。


　散弾では──しかも小口径の弱装そう弾だんでは貫かん通つう力が足りないのだ。しつこく言い寄よってくる変態や、娼しよう婦ふ達の稼かせぎを狙ねらう強盗を蹴け散ちらすには必要充じゆう分ぶんの威い力りよくでも、装そう甲こうに覆おおわれた目標に対して効こう果かを及ぼすには、拳銃用散弾は全く不向きだった。


「…………」


　口を閉とじたまま喉のどの奥おくで笑うかの様な、ひどくくぐもった声が響く。


　それが異形の影の発するものなのだと気付くのに男と少女は一瞬の間を要した。


　気付いた後は──全身が総そう毛け立った。


「くっ──」


　少女は銃を構えながら後こう退たいする。


　この異形の鎧よろい──の様な何か──の中に入っているのが何者なのかは分からない。だが明らかに普ふ通つうではなかった。声を聞いただけでそれが分かる。正気であるかどうかさえ疑うたがわしい。何にしても近付かないに越こした事は無い。


　男も同感ではあった。


「あ……待っ……」


　一いつ緒しよに逃にげようとして……しかし男は束つかの間、躊ちゆう躇ちよした。


　股こ間かんの男性器を露ろ出しゆつしたままである事に改めて思い至いたったのだろう。この切せつ迫ぱくした状じよう況きよう下かで猥わい褻せつも何もあったものではない筈はずだが……一いつ般ぱん人としての常じよう識しきと羞しゆう恥ち心が彼の割わり切りを阻そ害がいしていた。


　結果、慌あわてて自分の男根をズボンの中に押おし込んでから少女の後に続いた男は、時間にして三秒余あまり、距離にすれば三メルトル余り遅おくれる事となった。


　たったの三秒。たったの三メルトル。


　だがその僅わずかな差が少女と男の運命を分ける事となった。


　ちきちきと細かな金きん属ぞく音を立てながら『それ』が頭を巡めぐらせて男の方を見た。見られた様に男は思い──ほんの一瞬だが恐きよう怖ふから男の動きが鈍にぶる。


　その瞬間。


「──なっ!?」


　短い破は裂れつ音。


　同時に夜気を切り裂さきながら槍やりが──更さらに伸のびる。


　正せい確かくには腕うでに固定されていた部分が動いて突つき出されたのである。


「ちょっ──ああぐっ!?」


　槍の先せん端たんは男の右みぎ肩かたを貫つらぬいて停とまった。


　少女に向けて助けを求める様に伸ばされた手は虚むなしく空を摑つかみ、男は体たい勢せいを崩くずしてその場に転てん倒とうする。無む論ろん、じたばたと地面の上で[image: ]もがきながら男は自分の肩に突き刺ささった槍の先端を抜ぬこうとするのだが……命中と同時に槍の先端部分が変形して釣つり針ばりの如ごとき『かえし』を展てん開かいしている為ため、抜く事が出来ない。


「ぐあ……あ……ああああっ!?」


「おい──何だ？　どうした？」


　そんな声と共に路地の入り口に二つの影かげが湧わいた。


　何ど処こかおっかなびっくりといった様子で中年男がこちらを眺ながめている。その傍かたわらにはやはり驚おどろきの表ひよう情じようを浮うかべた若わかい娘むすめが、中年男に腕を絡からめて立っていた。恐おそらくは近くを通り掛かかった娼しよう婦ふとその客だろう。銃声を聞きつけて何事かと覗のぞきに来たのだ。


「た……助けっ……助けてくれっ……！」


　男は無事な左肩から彼かれ等らへと腕を伸ばして懇こん願がんする。


　何が何だか分からない。どうして自分がこんな目に遭あうのか分からない。この異形の影が何者なのかも分からない。何をしようとしているのかも分からない。何が目的なのかも分からない。分からない事だらけで何もかも理り解かいの範はん疇ちゆう外だった。


　ただ……この灰かい暗あん色しよくの異形が自分に好意的ではないのだという事は分かる。


　そしてこのままでは肩の怪け我がだけでは済すまないだろうという事も、これから自分にとってもっと耐たえ難がたく忌いまわしい出来事が起こるのだという事も、想そう像ぞうがついた。


「た……頼たのむ……助け……助けてくれえ……っ！」


　だが誰だれも動こうとはしない。


　路地の入り口で立ち尽くす二人は無論、銃じゆうを構かまえたままの少女娼婦ですらも、異様な状況を前にして身動きがとれなくなっている。今から何かが起こるのだという事を誰もが本ほん能のう的に予感していた。予感した上で──眼めが離はなせなくなっていた。


　輪りん郭かくの見えない緊きん迫ぱく感だけがじわりじわりと高まっていく。


　そして……


「──イグジスト」


　彼等の不ふ吉きつな予感はその言葉と共に現げん実じつ化した。





　　　　●　　●　　●





　双そう輪りんの光こう芒ぼうによって白く切り取られた街の風景が左右に流れていく。


　ヘッド・ライトに照らし出される街の佇たたずまいは、何ど処こかくすんだ様な──歳さい月げつを経へて退たい色しよくした写真を想おもわせる不自然な色合いを示しめしていた。まるで漂ただよう空気までが灰はい色いろに濁にごっているかの様である。ただでさえ高速走行時は視し界かいが狭せまいというのに……これでは距きよ離り感が狂くるって非ひ常じように運転しにくい。


　だが──


「…………ふぁ」


　蒸じよう気き式トラックの運転席でハンドルを握にぎる青年は小さく欠伸あくびを漏もらした。


　やや面おも長ながの端整な顔には緊きん張ちよう感の欠片かけらも無く、こんな夜中だというのに鼻先に引っかけたままのサングラスの上で、その黒い両眼が眠ねむたげに何度も瞬まばたきを繰くり返している。


　それでいて──青年の眼の前で揺ゆれている速度計の針は時速七十キロメルトルの辺りを指しているのだ。街中では正気を疑われる様な速度であった。


　現に角を曲がる度たび、タイヤが路面に食い付ききれず、滑すべって甲かん高だかい悲鳴を上げる。ハンドル操そう作さを一つ間ま違ちがうだけで、車は何処かに突っ込こんで大変な事になるだろう。


　同乗者としては己おのれの身の安全について不安を覚えざるを得ない状じよう況きようだ。


　だが──


「…………」


　助手席に座すわっている少女の顔には何の表情も浮うかんでいない。


　恐きよう怖ふも無い。焦しよう燥そうも無い。何ど処こか異い国こくの神像の如ごとく緩ゆるい無表情を湛たたえたまま、その血色の瞳ひとみで淡たん々たんとした視線をフロントグラスの向こうに注いでいるだけだった。


「ふぁ……あ……」


　もう一つ長い欠伸を漏らしてから青年は無む造ぞう作さにハンドルを切る。


　曲がり角の数メルトル手前──殆ほとんど減げん速そくらしい減速もせず、蒸気式トラックはタイヤから耳みみ障ざわりな悲鳴を放ちつつ車体後部を横よこ滑すべりさせた。


　まるで狙ねらい澄すましたかの様に、曲がり角にさしかかった時点ではもう車体は九十度の方向転てん換かんを果たしている。そのまま更に回転しようとする車体の慣かん性せいを、素す早ばやいブレーキとアクセルの操作で強ごう引いんにねじ伏ふせて、青年は再び蒸気式トラックを一直線に疾しつ走そうさせた。


　交通道どう徳とくに五う月る蠅さい人間が見れば真っ赤を通り越こして真っ青になりそうな軽かる業わざじみた運転をしながら……しかし青年自身は得意がるでも興こう奮ふんするでもなく、眠そうな表情をしたままハンドルを握っている。同乗者の少女もまた表情を揺るがす事は無い。ただ方向転換の際さいに、遠心力に従したがって大きく体を傾かたむけただけだ。


　ただ……


「──レイオット」


　しばらくして──ふと思い付いた様に助手席の少女が言った。


「あまり乱らん暴ぼうな運転は機材に良くないのでは」


「そりゃそうなんだろうけどな」


　レイオットと呼よばれた青年は物もの憂うげな口調で応おうじる。


「『大だい至し急きゆう』なんて電話口で喚わめかれた以上、ある程てい度どは急いだ振ふりでもしとかないと後がうるさいだろ──あの監かん督とく官かん様は」


　レイオット・スタインバーグ。


　それが青年の名前であった。


　中ちゆう途と半はん端ぱに伸のばしたぼさぼさの黒くろ髪かみや、小さな丸レンズのサングラス、おまけに何処か真しん剣けん味みに欠けた表情と、見るからに胡う散さん臭くさい雰ふん囲い気きがその容よう姿しには漂っている。よく見れば涼すずやかに整った顔立ちではあるのだが──物事を全すべて斜ななめから見ているかの様な、物憂げでひねくれた態たい度どが、既すでに容姿の一部として定着している感があった。


　実際──彼の素す性じようは何から何まで胡散臭い。


　年ねん齢れい不ふ詳しよう。本名不詳。出生地不詳。必要に迫せまられてそれらを彼が語るなり書くなりする場合もあるにはあるが、全て出で鱈たら目めである。彼自身が知らないのだから仕方がない。


　しかも職しよく業ぎようは──無モ資グ格リの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト。


　ただでさえ戦術魔法士には胡う乱ろんな印象の奇き人じん変人が多いが、それが無資格ともなれば胡乱さは倍になる。一いつ般ぱん市民からすればこの青年は組織犯罪者ギヤングの類と大差無い様にも見えるだろう。


「しかし……」


　また一つ欠伸あくびを嚙かみ殺してレイオットは言った。


「最近は深夜の呼よび出だしが多いな」


　レイオット・スタインバーグ──彼は元々あまり眠りの深い方ではない。


　十代前半の頃ころには、毎まい晩ばんの様にうなされて飛び起きる事を繰り返していた為ためか、一定以上の深度にまで意い識しきが沈しずみ込む事が無いのである。横になっていても微睡まどろんでいるかの様な極めて浅い睡すい眠みんが延えん々えんと続いているだけなのだ。


　だが眠りが浅いという事が──眠りを必要としないという意味では決してない。


　ある種の動物と同じく、むしろ熟じゆく睡すいする事がない分だけ、睡眠の浅さを別の要よう素そで補おぎなわねばならない。そしてそれがレイオットの場合は睡眠時間になる。この戦術魔法士は昼日中でもだらだらとソファで昼ひる寝ねをしている事が多いが、これは夜型の生活になっているのではなく、単に必要とする睡眠時間そのものが長いのである。


「……ふぁ……」


　当然──真夜中にいきなり電話で叩たたき起こされ、仕事現げん場ばに呼びつけられた上、事実上の徹てつ夜やを強しいられるとなれば、レイオットとて欠伸の一つや二つは出ざるを得ない。それも一か月の間に三度も四度もとなれば生活周期が崩くずれて睡眠不足に陥おちいるのも当然だった。


　もっとも……


「…………」


　ちらりと助手席に視し線せんを向けると──紅あかい眼めの少女が昼間と全く変わらぬ様子でそこに座すわっている姿すがたを見る事が出来る。常つねにレイオットと共に行動する彼女も当然、生活周期が乱みだれているので、睡眠不足になって当然なのだが……どういう理り屈くつか、淡あわい無表情が凝こごる顔には眠むねそうな様子は微み塵じんも窺うかがえなかった。


　実を言えばレイオットはこの少女が普ふ通つうに眠っている処ところを見た事が無い。


　気き絶ぜつしている状態を見た事はあるが……意識の無い彼女の姿を見たのは今のところそれだけだった。彼女の朝はレイオットより早く夜はレイオットより遅おそい。勤きん勉べんと言えば勤勉な生活態度だが……一体いつ寝ているのかと首を傾かしげたくなる。


　カペルテータ・フェルナンデス。


　普通の人間には有り得ない深しん紅くの瞳ひとみと髪かみ、そして額ひたいに眉まゆ毛げの代わりに宝ほう珠じゆの様な球面を二つ備そなえたこの少女は、父親が人間ではない。正せい確かくに言えば人間を辞やめた父親によって強ごう姦かんされた母親が産み落としたのがこの少女なのである。


　先天性魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト──俗ぞく称しよう『半魔族ハーフ・ブルート』。


　生まれながらにして魔法の影えい響きよう下かに在ったＣＳＡの肉体は、外形的にであれ機能的にであれ、普通の人間とは異ことなっている場合が多い。


　特に……魔法行使の際に発生する魔力の急きゆう激げきな偏へん差さを肉体感覚として感知し得うるカペルテータは、その常人との差異が外面だけでなく、脳のうや神しん経けい細さい胞ぼうの一部にも生じている可か能のう性せいは高い。


　たとえ同じものを見ていたとしても、その紅い眼が──そしてそこに繫つながる視神経がレイオットと同じ映えい像ぞうを脳のう裏りに結んでいるとは限かぎらない。脳内の構こう造ぞうや思考形態そのものがレイオット達とは違ちがう可能性すらあった。


　ならば睡眠欲よくの感覚や概がい念ねんも、この少女に関しては一般人と違うのかもしれない。無む論ろん、他人にはその感覚を共有する事が出来ない以上──それは推すい論ろんの域いきを出ないのだが。


「まあ元々、事じ件けんなんてのは時と場所を選んではくれないもんだが──」


　呟つぶやく様に言いながら再ふたたびレイオットはハンドルを切る。


　カペルテータは無言。


　代わりに急激な方向転てん換かんを強しいられた車体が軋きしみ、タイヤが悲鳴を上げる。


　だがレイオットの言葉を無視している訳わけではない証しよう拠こに、遠心力に引っ張ぱられて身体からだを傾けながら、ＣＳＡの少女はちらりと視線を彼の方に向けてきた。


「こう立て続けだと、さすがに少々辛つらくなってきたな」


「──辛いですか」


　質しつ問もんというよりは何かの確かく認にんをするかの様な声が問うてくる。


「完全な夜型生活にでもしてしまえば楽なのかもしれないけどな」


　レイオットは溜ため息混まじりに言った。


「……何か原げん因いんがあるのかもしれません」


　カペルテータが淡たん々たんとした口調で言った。


「原因……？　魔族メレヴエレント事件が深夜に頻ひん発ぱつする事のか？」


「はい。偶ぐう然ぜんと考える事も出来ますが、原因があると考えた方が自然です」


「原因……原因ね」


　呟くレイオット。


　比ひ較かく的珍めずらしい事ではあった──こんなに会話が続くのも。


　カペルテータは元々口数が少ない。


　放ほうっておけば丸一日喋しやべらないという事もざらだ。必要があれば口を開くが──逆ぎやくに言えば喋る必要が無ければいつまでも黙だまっているのである。普通の感性の人間ならば彼女の無言と無む表ひよう情じようが醸かもし出す圧あつ迫ぱく感に数日で音ねを上げる事だろう。


　だが生あい憎にくとレイオットは普通の感性の人間ではない。むしろカペルテータの無ぶ愛あい想そうぶりも大人しくて良いと思っている位だった。


　そういう訳でこのＣＳＡの少女とレイオットはとりあえず大きな問題も無く同どう居きよを続けている。世間では何かと口さがない連中が二人の関係を『愛人』だの『愛あい玩がん動物』だのと好き勝手に噂うわさしているが、現実の二人の様子を見れば彼かれ等らとて下品な自説を撤てつ回かいせざるを得ないだろう。


　それはさておき──


「真夜中に〈黒本〉の朗ろう読どく会でもするのが流は行やってるのかね」


「魔族化の原因は必ずしも〈黒本〉だけとは限らないと思います」


「そりゃそうだが──こんな時間に活動してる魔法士ソーサリストなんざ、それこそ俺おれ達たちみたいに緊きん急きゆう呼び出しを喰くらった戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストか、救命魔法士位のもんだ。だが元々トリスタンにはそれぞれ十名も居いないからな……こんな調子で魔族メレヴエレント化してたら、とっくにどっちもトリスタンから居なくなってるだろ」


　脳裏にトリスタン市内の地図を描えがきながらレイオットはブレーキを踏ふんで蒸じよう気き式トラックの速度を落とした。


　事件現げん場ばはもう目と鼻の先だ。


「さて……」


　事件とは即すなわちケースＳＡ──魔族事件の事である。


　局地災さい害がいとして処しよ理りされるこの種の事件は、常つねに天災や事じ故この類たぐいがそうである様に、本来は時と場所を選ばない類の出来事だ。そしてこの種の事件に際さいして魔族駆く除じよの専門家プロフエツシヨナルとして呼び出されるのがレイオットの様な、魔ま法ほう戦せん技ぎ能のう者しや──即ち戦術魔法士である。もっともレイオットに関して言えばその肩かた書がきの上に『無モ資グ格リの』という一語が付く事になるのだが。


「シモンズ監かん督とく官かんは何ど処こだ？」


　現場の位置は電話で聞いてはいるが、馬ば鹿か正直にそこに車を乗り付ける訳にもいかない。魔族事件の現場位置や規き模ぼは当然、魔族の移い動どうや成長と共に変化する。迂う闊かつに現場に突つっ込こめば移動してきた魔族と鉢はち合あわせ──などという事も有り得うる。


　先まずは現場封ふう鎖さ中の警けい官かん隊か、レイオットの担たん当とう魔法監督官であるネリン・シモンズを見つけて状じよう況きよう報ほう告こくを受けねばならないのだが──


「……レイオット」


「どうした？」


「…………」


　何かを言いかけて──カペルテータはそのまま口をつぐんだ。


　眉まゆを顰ひそめるレイオット。これもこの少女にしては珍しい事ではあった。表情は変わらず無表情のままだが、どうやらこのＣＳＡの少女は何か戸と惑まどっているらしかった。過去に例れいが無い訳ではないが……


「途と中ちゆうで黙だまられても気になるんだが」


「……はい。ですが何か……」


　そこまで言ってまた口をつぐむ。


「調子が出ないか？」


「かもしれません」


　素す直なおにカペルテータが認みとめる。


「例の島の時以来か──珍しい事もあるもんだ」


　レイオットは苦く笑しようして更さらにハンドルを切った。


　車の動きに合わせ大きな弧こを描きながらヘッド・ライトが夜の闇やみを切り取っていく。


　その時──


「──っ!?」


　夜の闇に穿うがたれる白い双そう円えん。


　その中に突とつ如じよとして奇き怪かいなものが浮うかび上がった。


「──魔族メレヴエレント!?」


　思わず口走りながらも……それが間ま違ちがいである事を瞬しゆん間かん的にレイオットは悟さとっていた。


『それ』は確たしかに輪りん郭かくだけを見れば魔族に近かった。


　人間の形を上半身に残しながらも下半身ではそれを明らかに逸いつ脱だつした形。


　生物学を嘲ちよう笑しようするかの様な異い形ぎようは魔族の特とく徴ちようではある。その意味では馬の首を切り落とした処ところに人間の上半身を継ついだかの様なその形状は、いかにも魔族らしいと言えた。


　だが──違う。魔族ではない。


『それ』の姿すがたは魔族にしてはあまりに均きん整せいがとれていた。


　異形は異形だがそこにはある種の機能美めいたものまでが感じられるのだ。


　しかもヘッド・ライトの光を浴びる『それ』の表面は金きん属ぞくの質しつ感かんを備そなえており、その輪郭は、明らかに人工物の──それも機械めいた形状を示しめしていた。幾いくつもの直線と曲線の断だん片ぺんを繫つなぎ合わせて構こう成せいされたその姿はむしろ魔族というよりも──


「モールド!?」


　灰かい暗あん色しよくの異形が横に──素早くライトの照しよう射しや圏けん外がいに逃にげる。


　無む論ろんそれは単に、迫せまり来る蒸気式トラックを避さける為ための動作であったのだろう。だがレイオットの眼めには何な故ぜか、その異形の動きが単なる回かい避ひ行動以外のものを含ふくんでいるかの様に──まるで目もく撃げきされる事を怖おそれて光を忌いむかの様に──映うつった。


「──ちっ」


　緩ゆるめたと言っても蒸気式トラックの速度は未まだ時速三十五キロ──車体重量と相まって、人間に対してなら充じゆう分ぶんに脅きよう威いとなり得る速度である。はねてしまえば生身の人間だろうとモールドを装そう着ちやくした魔法士ソーサリストだろうと無む傷きずでは済すむまい。レイオットはブレーキ・ペダルを床ゆかまで踏ふみ降おろし、ハンドルを切った。


　タイヤとフレーム──路面を擦こする軟なん樹じゆ脂しの音と金属の軋きしむ悲鳴じみた音を響ひびかせながらモールド・キャリアは一回転。だがそれだけでは慣かん性せいが収おさまらず、蒸気式トラックの重い車体は更に数メルトル横よこ滑すべりして停車した。


　路ろ肩かたの建物に突っ込まなかったのは幸いである。
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　だが──


「……とと」


　顔をしかめながらレイオットは傍かたわらの少女を振ふり返る。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


「──はい」


　何事も無かったかの様にカペルテータは頷うなずいた。


　もっとも……痛いたかろうが苦しかろうがこの少女は『大丈夫か』と問われれば無表情のまま肯こう定ていするのだという事をレイオットは経けい験けん上知っている。それは健けな気げというよりも、むしろ自分の身の安全だの健康だのを重じゆう視ししていないだけの様に見えた。


　それはさておき──


「何なんだ……一体？」


　レイオットは運転席側の扉とびらを開いてモールド・キャリアの外に出た。


　その右手は半ば無意識の内に愛用の回転弾倉式拳銃リヴオルヴア──〈ハード・フレア〉を握にぎっている。全ぜん弾だん──六発の四五口径マグナム弾が装そう塡てん済みなのは重さで分かっていた。


　別に今の異形が何をレイオット達にしてきた訳わけでもない。


　現げん状じようでは互たがいにただの通りすがりだ。


　だが──疑うたがわしきにはまず武ぶ器きを向ける、これは対魔族メレヴエレント戦経験の多い魔法士ソーサリストとしてはある意味当然の『癖くせ』だった。呼こ吸きゆうするかの如ごとくに魔ま法ほうを扱あつかう怪かい物ぶつ達はただ一声、時間にして一いつ瞬しゆんの魔法で人間を消し飛ばす事さえ出来る。明めい確かくな敵てき対たい行動を相手が採とるのを待っていれば間に合わない事も多い。


　無論──拳けん銃じゆうなどではたとえ先せん制せい攻こう撃げきを仕し掛かけても役に立たない事が多いのだが。


「……？」


　レイオットは眉まゆを顰ひそめて辺りを見回した。


　灰暗色をした異形の姿は何ど処こにもない。


　早々に現場を立ち去ったのであろう。


　だが普ふ通つうは自分を轢ひきかけた相手に文もん句くの一つも言うものではないだろうか──中に尋じん常じような人間が入っていたのであれば。


　まるで人目を避けるかの様に灰暗色の異形はその姿を消していた。


「いや……」


　レイオットは呟つぶやく。


　彼の視界から問題のモールドが外れていたのはせいぜいが数秒だ。


　その間に問題の異形はこの場から立ち去った事になる。無論、それは決して不ふ可か能のうな事ではないが……あの図ずう体たいを思えば極きわめて難むずかしい行こう為いではあろう。一瞬の事で距きよ離り感はあやふやであったが、その身長は二メルトルを超こえていた筈はずだ。しかも馬状の胴どう体たいが継つぎ接はぎされているとなれば、身を隠かくせる場所も限かぎられてくる。


　これは立ち去ったというより──


「……まさか」


　辺りを見回すレイオット。


「〈ディスガイズ〉を使ったのか？」


　透とう明めい化かの魔法。


　正せい確かくにはある種の力場を対象物の周りに構こう築ちくし周囲の光線をねじ曲げる魔法である。


　魔法効こう果かの内ない容よう設せつ定ていにもよるが──この魔法を使えば基き本ほん的に対象物は肉にく眼がんで捉とらえる事が出来なくなるのだ。


　そもそも眼球は対象物に当たって反射した光を網もう膜まくに受け入れる事でその対象物を『視み』ている。だがこの魔法が発動している場合、光が対象物に触ふれるのを避けて歪わい曲きよくする為、そもそもの反射が起こらず、網膜にその存そん在ざいが映らない事になる。


　結果的に周囲の人間の眼めからは対象物が消え去った様に見えるのだ。


　だが……当然ながらこれは実じつ際さいに対象物が消しよう滅めつしている訳ではない。単に透明化しただけの事だ。故ゆえに手を伸のばして触ふれればそこに存在するのが分かるし、対象物が発する音までは消す事が出来ない。


　それでも普通の人間の眼を誤ご魔ま化かすには充じゆう分ぶんではあるが。


　元々この〈ディスガイズ〉は軍用──〈イエルネフェルト事変〉以前に奇き襲しゆう戦や特とく殊しゆ邀よう撃げき戦の為ために記き述じゆつ開発されたものである。


　ただし現代の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト達にこの魔法を使う者は少ない。拘束度デユラビツト数の消費が大きい上に、相手が魔法士ソーサリストや魔族メレヴエレントであった場合、視覚以外にも対象を探たん知ちする方法を持っている事が多く──使っても意味があまり無いからだ。


　僅わずかな時間、目め眩くらまし程てい度どの役には立つが、それならば閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんや、拘束度数消費一の基き礎そ級魔法の〈フラッシュ〉を使った方が確実であるし、その為に限られた拘束度数を三つも四つも消費する位なら、攻こう撃げき魔法を仕掛けた方が未まだ効こう果かがあるという事である。


「カペル。魔法の発動を感じたか？」


「──はい」


　ＣＳＡの少女は頷うなずいた。


　効こう率りつ云うん々ぬんはどうあれ〈ディスガイズ〉を使って姿すがたを消したのだとすれば──やはりあれはモールドを着た魔法士だったのだろう。


　しかし……レイオットも魔法士の業界に関かかわって十五年以上になるが、あんな形状のモールドなど見た事も聞いた事も無い。そもそも馬の胴体部分はどうやって動かしているのか。動かせたとして何の意味があるのか。


　不ふ審しんというか意味不明な点があまりにも多い。


　だが──


「…………まあいい」


　レイオットは肩を竦すくめて呟つぶやいた。


　人目を避さけたという事からすれば──あの異形のモールドはレイオットと同じ無モ資グ格リの魔法士だったのかもしれない。


　以前に比くらべると国家資し格かくを持たずに魔ま法ほうを行使する者の数は確実に増ふえている。


　元々が強大な力である──幾いくつもの危き険けんや過か酷こくな状じよう況きようを理り解かいした上でも、モグリの魔法士になる人間は必ず居いる。そして資格の無い状じよう態たいでの魔法行使は摘てき発はつの対象となる行こう為いである故、彼等は人目に付くのをとにかく嫌いやがる。


　また同時に……そうしたモグリの魔法士達の使う密みつ造ぞうモールドの多くは、法ほう律りつによる構こう造ぞう制せい限げんがまず無い事、それに腕うでの良い整せい備び士しや製せい造ぞう者が足りない事もあって、どうしても正せい規きの魔法士達が使うモールドよりも極きよく端たんでいびつな形状を採とる事が多い。不正規の代用部品ばかりを三流の技ぎ術じゆつ者に与あたえれば、完成品が無意味に肥ひ大だい化するのは当然の事だ。


　今観みた異形のモールドもその手の密造モールドである可能性はあった。


　何にせよ──


「今は魔族メレヴエレント優ゆう先せんだな」


　呟いてレイオットは蒸じよう気き式トラックの運転席に戻もどった。





　　　　●　　●　　●





　回転灯とうの光が斑まだら模も様ように染そめる路上の一いつ郭かくで絶ぜつ叫きようが迸ほとばしった。


　既すでに何度目の事か分からない。宥なだめる声にも半ば諦あきらめの響ひびきが混まじっている。言葉が通じる通じないという以前に──絶叫の主には最も早はや、何も聞こえていないのだろう。


「ひあっ……ああああ……ああああああ──ッ！」


「もう大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから──」


「あああっ！　ひあっ！　あっ！　あっ！　あああああああっ!!」


　大たい抵ていの場合──ケースＳＡの生き残りは救出された当初、恐きよう慌こう状態に在ある。


　時間が経たてば大半の者が落ち着きを取り戻すが、中には錯さく乱らんしたまま完全に壊こわれて『こちら側』に戻って来れなくなる者も居る。


　回かい復ふくした様に見えても精神的外傷トラウマを負う者も多く、魔法管理局や警けい察さつにはケースＳＡ専せん門もんの精セ神ラ治ピ療ス士トも配置されている。対話療りよう法ほうでは精せい神しんの均衡バランスを確かく保ほ出来ずに睡すい眠みん薬や精神安定剤ざいに頼たよる者も少なくない。


「落ち着いて、もう大丈夫、安心だから──」


「ああああああっ！　ひああああああああ──ッ!!」


　当然と言えば当然の話だ。


　魔族メレヴエレントは人間の存そん在ざいを──精神も肉体もまとめて根ね刮こそぎ破は壊かいする。


　その存在そのものが社会の条じよう理りや常じよう識しきを壊こわす。人間の依よって立つ価か値ち観を壊す。それまで地上の支し配はい者、万ばん物ぶつの霊れい長ちようとして君くん臨りんしていた人間が──己おのれが如い何かに脆ぜい弱じやくな存在なのかという事を実感として思い知らされる事になる。


　それはまさしく純じゆん然ぜんたる恐きよう怖ふだ。


　同じく無力感をもたらす脅きよう威いでも台風や洪こう水ずいの類と魔族は根本的に違ちがう。


　狂くるってはいるが、そこには意志がある。かつては人間であった存在が、明確な己の意志の下もとに人間の生命と尊そん厳げんを蹂じゆう躙りんする。それは台風や洪水の様な単なる『事実』ではない。


　それは作さく為いであり行為である。


　魔族事じ件けんの被ひ害がい者しやはただ『死ぬ』のではなく『殺される』のだ。


　同じ様でいて……しかしこの差は大きい。


「ひあっ……ああああ……ああああああ──ッ！」


「とにかく止血を！　アルギン酸塩被覆材アルゴケア持ってきて！」


『死ぬ』事は哀かなしいが『殺される』事は恐おそろしい。


　然さしたる意味もなく殺されるのなら尚なお更さらだ。


　たとえ迎むかえる結果としての死は同じであっても、他者の意志によって自分の存在そのものを勝手に全面否ひ定ていされる恐怖は、事故や病気による死よりも遥はるかに高こう圧あつの心理的圧迫ストレスとなって犠ぎ牲せい者の上にのしかかってくる。


「ああああああああ──ッ!!」


　少女が担たん架かの上で絶叫している。


　その左の腕うでの肘ひじから先が──無い。


　怪け我がが怪我なので救急隊員達はまず彼女に、止血処しよ置ちを施ほどこそうとしているのだが……どうも上う手まくいかない様だった。極度の興こう奮ふん状じよう態たいの為ためか、彼女は重じゆう傷しようであるにもかかわらず、陸揚あげされた魚の様に激はげしく身を捩よじって暴あばれ続けているからだ。アドレナリンの大量放出で痛いたみが麻ま痺ひしてしまっているのかもしれない。


　鎮ちん静せい剤ざいを打って大人しくさせようにも……とても注ちゆう射しやが出来る状態ではない。余あまりに暴れる力が強く、救急隊員達が三人掛がかりで押おさえても押さえきれないのである。無理に針はりを突つき刺させばそこから折れてしまいそうだった。


「吸きゆう入にゆう器きを！」


「はい……！」


　慌あわただしく少女の処置を進める救急隊員達。


　止血や鎮静は、救命魔法士や医療魔法士が居いれば魔法の一つで手を触ふれる事も無く簡かん単たんに済すむ話なのだが──生あい憎にくと今回は手配する事が出来なかった。もっとも……手配出来る事の方が少ないのが現げん状じようであるのだが。


「…………」


　彼かれ等らを傍かたわらで眺ながめながら──労ろう務む省しよう魔法管理局の二級魔法監かん督とく官かんネリン・シモンズは何ど処こか少女めいた丸みの残る顔をしかめた。


　その表ひよう情じようは少女の怪我や恐怖に対する同情の意味もあるが──同時に現在、事件唯ゆい一いつの生存者である処のこの少女が、とても事情聴ちよう取しゆを受けられる状態ではない事への落らく胆たんもあった。


　ケースＳＡ──俗ぞくに言う魔族メレヴエレント事件において、事件の目もく撃げき者や生存者の証しよう言げんは魔族攻こう略りやくの重要な手掛かりになる。


　魔族はその形態から行動、能力まで個こ体たい差が激しい。その為に、対魔族メレヴエレント戦術に関しては大おお雑ざつ把ぱな基き本ほん対たい処しよ法ほう以外は現場で微び調ちよう整せいを行う事になる。電撃を発する個体も居れば衝しよう撃げき波はを発する個体も居る。多た彩さいな魔法を幾いくつも使ってくる魔族も居れば、ただ肉にく弾だん戦しか能がない──その代わりに無む限げん再さい生せい可か能のうな不死身の肉体と建けん設せつ機械並なみの途方もない膂りよ力りよくを備そなえていたりするが──魔族も居る。殺さつ戮りくそのものに熱中する場合もあるし、殺害そのものよりも犠牲者の眼めを抉えぐる事に執しゆう着ちやくする様な場合もある。


　何にせよ……魔法の能力として決定的に劣おとる人間側が魔族と対する場合、その行動の隙すきを突く事は重要となる。真正面から魔族と魔法を撃うち合えば、数に制せい限げんのある人間の方が不利なのは間違いが無いからだ。


　効こう率りつ的に戦せん闘とうに特化した魔法の呪じゆ文もん書式。効率的に経けい験けんを積んだ魔法士ソーサリスト。そして対象の行動分ぶん析せきから生じる効率的な戦術。これがあるのと無いのとでは魔法士の生存率や、事件解決に要する時間に──つまりそれは犠牲者の数と比例する数字でもある──大きな差が出る。そしてその為には魔族に関する事前情じよう報ほうが必ひつ須すなのだった。


　精神にも身体からだにも傷きずを負った者に負ふ担たんを強しいる行為である事は百も承しよう知ちだが、それでも今後出るであろう犠牲者の数を一人でも減らす為に──その中には、現げん在ざいこの現場に急行中である筈はずの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストレイオット・スタインバーグも可能性として含ふくまれている──ネリンとしては生せい存ぞん者からの証言をとりたかったのである。


　無む論ろん、証言を得ても結果が変わらない場合は多々あろう。だが事が人の生き死にだけにネリンは可能な手は全すべて打っておきたかったのだ。ケースＳＡの現場に際さいして彼女が出来る事などその程てい度どしか無いのだから。


　ただ……


「……いやああ……あああ……に……なる…………は……いやあ……ああ……こな……いで……こない……でええええええ……」


　叫さけび続けてひび割われた声と、口元に宛あてがわれる吸入器のせいで、少女の叫びには所々聴きき取りにくい部分がある。ようやく麻ま酔すいが効きき始めたのか、喉のどがすり切れんばかりに続いていた叫びも途と切ぎれがちになってきた。


　だが──


「…………？」


　ネリンは眉まゆを顰ひそめて担架の上の少女に近付いた。


　彼女が途切れ途切れに口走る内ない容ようが気になったのだ。


『いや』だと少女は言った様に聞こえた。『なるのは』『いや』だと。


　何に……？


　今少女は『魔族メレヴエレントに』と言わなかったか？


「……魔族に……なる……？」


　それは一体どういう事か。


　魔族は『不用意な魔ま法ほうの行使によりその反動としての呪じゆ素そに冒おかされた人間』がなるものだ。逆ぎやくに言えば魔法を使わない限かぎり魔族になる事は無い。呪素は魔法を行使しない限り発生しないからだ。


　少なくとも魔法を自ら使わない人間が魔族化した事例は無い。


　かつてはＣＳＡ──魔族に乱らん暴ぼうされた女性が産み落とす異い形ぎようの子こ供ども達は、『人間より魔族に近いので放ほうっておいてもいつか魔族化する』などという噂うわさが流れた事もあったが、事実上、これも実例の無い憶おく測そくに過すぎない。未いまだ迷めい信しんが幅はばを利きかせる片かた田舎いなかはともかく、情報の流通が早い都会では既すでにもう失しつ笑しようの対象となる様な話ネタだ。


　では──


「……どういう意味？」


　単なる錯さく乱らんの末の言葉だと考える事も出来る。何ら根こん拠きよの無い譫うわ言ごとの類であると。


　また少女が密みつ造ぞうされた魔法の解かい説せつ書しよ〈黒本〉を手にしていて、普ふ段だんから魔法というものに接せつしていたという可か能のう性せいもある。その結果として『魔族化する』という半ば無む意い識しきの恐きよう怖ふがその心の奥おく底そこに根付き、ケースＳＡに際してそれが表面化した──と。


　仮か説せつは幾いくらでも立てられる。


　だが……


（……まさかね）


　ネリンが最も単たん純じゆんな可能性の一つを胸むねの内で否ひ定ていしたその時──聴きき慣なれた蒸じよう気き式エンジンの駆く動どう音が彼女の耳に届とどいた。


「──来た！」


　振ふり返ってみれば、灰はい色いろの蒸気式トラックが現げん場ば封ふう鎖さをしている警けい察さつ車しや輛りようの間を縫ぬう様にして入ってくる姿すがたが見えた。到とう着ちやくを待ちわびた戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト──レイオット・スタインバーグの特殊拘束装甲服搬送車輛モールド・キヤリアである。


　警官達に労務省魔法監かん督とく官かんの身分証しようを改めて示しめして道を空けて貰もらいながら、ネリンは蒸気式トラックに駆かけ寄よった。


「スタインバーグさん」


「──毎度」


　欠伸あくび混まじりにそう言いながら、一人の青年が降おりてくる。


　ぼさぼさで適てき当とうに伸のばした感じの黒くろ髪かみ。ややずり落ち気味で鼻先に引っかかるサングラス。そして何ど処こか皮肉げな表ひよう情じようが染しみ付いた口元。ネリンに言わせれば胡う散さん臭くささの集大成の様な格かつ好こうだが、戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストとしての実力──特に対魔族メレヴエレント戦においてはトリスタン市内どころかアルマデウス帝てい国こくでも屈くつ指しと言われている人物であった。


「真夜中にすいません。カペちゃんも」


　レイオットにそう言い──助手席から降りてきたＣＳＡの少女にもそう言うネリン。


「…………」


　だが血の如ごとく紅あかい髪と瞳ひとみを備そなえた半異形少女は、目ま深ぶかに被かぶったフードの奥で小さく頷うなずいただけで、無言のままモールド・キャリアの後部貨物室へと歩いていった。


　黙だまっているのは怒おこっているのでも面めん倒どう臭くさがっているのでもなく、現場で目立たない様にする為ためだという事をネリンは承知している。半魔族ハーフ・ブルートである彼女の存在に、神しん経けい質しつに反はん応のうする者も少なくないからだ──特にこの様な魔族事件の現場では。


「で──魔族は？」


　レイオットが単刀直入にただそれだけを尋たずねてくる。


　回りくどい挨あい拶さつや前置きの類は一いつ切さい無い。ケースＳＡの現場において戦術魔法士と魔法監督官の間に余よ計けいなやり取りは無用どころか有害ですらある。


　戦術魔法士の仕事の常つねとして──仕事に取りかかるのが早ければ早いだけ仕事としては楽になるし、人的物的を問わず被ひ害がいも少なく抑おさえられるからだ。


　そもそも魔族という存そん在ざいは時間経けい過かと共に自らを最さい適てき化かし、より強力な魔法生物へと進化していく。それ故ゆえに魔族は魔族化したての時が最も殺し易やすく、時間が経たてば経つ程ほどにその駆く除じよの難なん易い度は上じよう昇しようしてゆく。男爵バロネージ級から子爵ヴイスコント級、伯爵カウント級と等級が上昇する度たびにその魔力は倍加し、伯爵級以上の中級魔族は下級魔族とは明らかに次元の異ことなる強さを示す。


　当然そうなれば被害者の数も跳はね上がる事になる。


　また……魔族は呼こ吸きゆうするかの様に当然の所作として人間を殺す。


　殺人への逡しゆん巡じゆんも躊ちゆう躇ちよも彼等には無む縁えんだ。その圧あつ倒とう的な魔法の力によって、卵たまごの殻からを割わるかの様に至し極ごくあっさりと、大量に、人間を殺しまくる。駆除が十分遅おくれるだけで何十人──いや百人を超こえる人間が殺されてしまう場合も有り得うるのだ。


「魔力計の計けい測そく値ちや周辺状じよう況きようから、現時点では下級──子爵級である事は間違いない様です。現在、アルバーエ通りの八番から十五番地辺りを移い動どう中と思われます。付近の住民の退たい避ひは、警察によって一いち応おう進行中ですが」


「魔族の動きが早くて間に合ってない──と」


「……はい。真夜中ですし……」


　唇くちびるを嚙かむネリン。


　恐おそらく今こうしている瞬間も犠ぎ牲せい者が出ている可能性が高い。


　通つう常じよう装そう備びしか持たない警官隊には、自由気き儘ままに徘はい徊かいする魔族メレヴエレントを足止めする方法は無い。


　間かん断だん無く銃じゆう撃げきを仕し掛かける事でその動きをある程てい度ど制せい限げんする事は可能だが──それには大量の弾だん薬やくが必要となる上に、警官隊そのものが潰かい滅めつさせられる可能性も高い。


　故ゆえに昨今の警官隊は基本方ほう針しんとして魔族との戦せん闘とうは行わず、現場封ふう鎖さや付近住民の避ひ難なんに尽じん力りよくする事になっている。魔族への直接対処は基本的に戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストか、専せん門もんの特とく殊しゆ狙そ撃げき隊ＳＳＳに任まかせているのだ。


　そんな警官隊を臆おく病びようだの役立たずだのと罵ののしる者も『有ゆう識しき者しや』を自じ称しようする市民の中には居いるが──結果的にはその方が市民にも警官にも被害者の総そう数すうが少ないのは統計上明らかであった。英えい雄ゆう的行動が必ずしもより多くの人命を救うとは限かぎらないのである。


「了りよう解かい──行ってくる」


　そう言い残し、まるで買い物にでも出掛けるかの様な気安さでレイオットはモールド・キャリアの後部に向けて歩いていく。


　寸すん秒びようを争う事じ態たいである事をまるで分かっていないかの様な態度であるが……これは責せめられるべき筋すじ合あいのものでもない。焦あせれば良いという訳わけではないからだ。無意味に慌あわてて準じゆん備びをしても危き険けんが増ますだけの話であるし──レイオットの場合はモールドを着けるまでの短い時間に大まかな作戦を練っているのだという事をネリンは知っている。


　そも本物の玄プ人ロとは如い何かなる場合も散歩に出掛けるかの様な平常心で現げん場ばに臨のぞめる人間の事だ。彼等にとっては現場すらも日常の一部であると同時に、日常すらも現場の一部である。繰くり返される行こう為いであるが故にそこには無む駄だが無い。


　だが──


「あ──そうだ。シモンズ監かん督とく官かん」


　珍めずらしく──足を止めレイオットはネリンを振ふり返った。


「はい？」


「俺おれの他ほかに、既すでに魔法士ソーサリストが現場に投入されてるのか？　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストか救命魔法士か──」


「…………？」


　首を傾かしげるネリン。


　彼女は念の為にと問いの意味を脳のう裏りで二度程ほど確たしかめてから首を振った。


「いいえ。というか──他に投入出来る戦術魔法士が居れば、スタインバーグさんに声が掛かる筈はずが無いじゃないですか」


「……そりゃそうだわな」


　レイオット・スタインバーグは超ちよう一流の実力を持つと言われながらも、実じつ際さいには無資格の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストである。要するにモグリだ。


　本来──正しかるべき魔法の行使を監かん督とくする立場である処ところのネリンとしては、彼を摘てき発はつし糾きゆう弾だんせねばならない立場に在ある。


　だが、魔族メレヴエレント事じ件けんが頻ひん発ぱつする昨今、実戦経けい験けんを積んだ腕うでの良い戦術魔法士は、事件の発生速度に比くらべて全く足りない。そういう訳わけで魔法管理局は仕方なくレイオットの無資格には眼を瞑つむって『緊きん急きゆう避ひ難なん』の名目で彼を現場に投入しているのである。


　逆ぎやくに言えば、彼以外に投入出来る戦術魔法士が居るのなら、彼を呼よび出す筈がない。


　今回はトリスタン市内で登録済ずみの正せい規きの戦術魔法士が、連れん絡らくがつかないか、強きよう制せい待機期間に入っているので、仕方なくネリンは彼に連絡を取ったのである。


「……何かあったんですか？」


「あ──……」


　曖あい昧まいな表ひよう情じようで頰ほおを搔かくレイオット。


「いや──まあ後で話すよ」


　曖昧に肩かたを竦すくめ──レイオットはモールド・キャリアの中に入っていった。





　　　　●　　●　　●





　魔法ソーサリイ。


　この言葉が迷めい信しんや御お伽とぎ噺ばなしの領りよう域いきから現実の世界へとその存そん在ざいの場を移うつしてきたのは北暦れき一八九九年の事である。


〈聖せいシューマン〉──ホルスト教の聖人の一人の名を冠かんされた教会においてジョージ・グレコ教きよう授じゆを筆頭とする研究班はんが行った公開実験。敢あえて招しよう待たいされた、グレコ教授に否ひ定てい的な立場の研究者達を含ふくめ、何十人何百人の人間が、肉にく眼がんで、あるいはカメラのレンズ越しに見守る中、グレコ教授とその助手達は確かく定ていした『技ぎ術じゆつ』としての魔ま法ほうを行使してのけた。


　これが後に〈聖シューマンの実験〉と呼ばれる史上初の──公式魔法行使記録である。


　無む論ろんその場では否定的な意見も大量に出た。半数以上の参加者は魔法の存在そのものを認みとめずグレコ教授を詐さ欺ぎ師し扱あつかいする始末だった。


　曰いわく『手品や奇き術じゆつ』だの。


　曰く『集しゆう団だん催さい眠みん』だの。


　その多くは感情的なものを多分に含んでいたが、逆に言えばそれだけ数多くの人間が感情的にならざるを得ない程の衝しよう撃げきを、その公開実験は見守る者達に与あたえたのである。


　そして──それらの批ひ判はん的意見はそう時を要さずして全すべて撤てつ回かいされる事になる。


　グレコ教授達が公開した技術を実際に検けん証しようし、結果を出し始めた者達が出てきたからだ。


　そして……魔法は爆ばく発はつ的な普ふ及きゆうを開始した。


　如い何かに信じ難がたい技術であろうとも、現実に使えるとなれば使わずにはおれないのが人間という生き物である。それまでは夢ゆめだの幻まぼろしだのと魔法の存在を苦く笑しようと共に語っていた者達でさえもが、掌てのひらを返したかの様に熱心に魔法の利便性を説き始めた。


　ありとあらゆる分野に魔法は進出し、既き存そんの技術の全てを駆く逐ちくせんとするかの様な勢いであった。既存の技術の保ほ存ぞんを『伝でん統とう』の名の下に主しゆ張ちようする者達や、前例が無い程の急きゆう激げきさで社会にその勢せい力りよくを広げていく魔法技術をして、安全性の検証が不十分な事を理由に難なん色しよくを示しめす者達はいたが……それでも魔法技術の広がる速度は緩ゆるまなかった。あまりにもその技術は人類にとって都合が良かったからである。


　良すぎたと言っても良いだろう。


　その都合の良さの陰かげには……当然の如ごとく支し払はらわれるべき代ツ償ケが潜ひそんでいた。


　それが魔法史上未み曾ぞ有うの大だい惨さん事じ──〈イエルネフェルト事変〉である。


　それまではっきりとした研究結果の出ていなかった未み確かく認にんの要よう素そ──『呪じゆ素そ』は国家規き模ぼで行われてきた大量の魔法行使によって莫ばく大だいな量を生成され、人知れず世界そのものを汚お染せんしていた。


　そしてそれはある日──一いつ斉せいに許きよ容よう限げん界かいを超こえたのだ。


　アルマデウス全土で大量の魔族メレヴエレントが発生したのである。


　どうして急にそんな事じ態たいになったのかは分からない。普通に考えればぽつりぽつりと魔族化する魔法士ソーサリストが出だす筈だが──偶ぐん然ぜんなのかそれとも何らかの理由があるのか、既すでにアルマデウス全土で十万人を超えると言われていた魔法士達はほぼ全員が一斉に魔族と化したのである。


　ホルスト教の信者達は『そもそも魔法自体が悪魔の罠わなであったのだ』と主張するが理由の説明としては実際的ではない。


　何にしても……それまでは殆ほとんどその存在を確かく認にんされておらず、魔法と同じく伝説や迷信の世界に封ふうじ込こめられていた筈の怪かい物ぶつ達が、一斉に現実の領域へとあふれ出してきたのである。


　強制的な『殺さつ菌きん』──即すなわち燃ねん料りよう気化爆ばく弾だん等による絨じゆう毯たん爆ばく撃げきによって何とか大量発生した魔族は全て駆逐されたが、その何倍もの国民が魔族と、そして何より爆撃の犠ぎ牲せいとなって死んでいった。街はあちこちが破は壊かいされ、路ろ肩かたには死体が溢あふれ、通貨は紙かみ屑くず同然に価か値ちが暴ぼう落らくし、物ぶつ資しつにせよ文化にせよ生命にせよ……様々なものが大量に喪うしなわれた。


　その後、アルマデウス帝てい国こくが国家としての体てい裁さいを維い持じして体制を持ち直せたのは奇き跡せきに近い。どさくさ紛まぎれに他国に侵しん略りやく・併へい合ごうされなかったのは、他国も程てい度どの差こそあれ同様の状じよう況きようで、侵略行こう為いに割さく軍事力など残っていなかったからだ。当時先進諸しよ国こくといえば魔ま法ほう技術の発はつ展てんに力を入れていた国家と相場が決まっており──魔法が普及していなかったのはそもそもの国力不足の国が殆どであった。


　だが。


　それだけの目に遭あいながらも人間は魔法を使う事を止やめなかった。


　止めることが出来なかったと言った方が正しいだろう。


　皮肉な話であるが──それこそ魔法でも使わなければ徹てつ底てい的な程に破壊された諸もろ々もろのものを修しゆう復ふくする事が出来なかったからである。先進諸国が軒のき並なみ疲ひ弊へいしていた当時、他国からの援えん助じよを期待する事も出来ず、国内の各種産業も壊かい滅めつ的な打撃を被こうむっていた為ために、他ほかに選せん択たく肢しが無かったのだ。


　極きわめて初期には、人ひと身み御ご供くうの様に誰だれかに魔法を使わせ、魔族メレヴエレント化を始めた直後、周りに居いた全員が銃じゆうや刃は物もので殺すという行為も行われていたという。まだ魔族になりきっていない状態の魔法使いならば普通の武ぶ器きで殺す事も出来るからだ。実の処ところ、対魔族戦における魔族の死し亡ぼう条じよう件けん──『脳のうの五割わり以上を破壊する事』はこの時の経けい験けんを基もとに確立されたとも言われていた。


　しかしこれらの狂きよう気きじみた行為はすぐに廃すたれていった。


〈イエルネフェルト事変〉以前より魔法に対する危き険けん性せいを唱えていた一部の魔法工学研究者達が、魔族化を抑よく制せいする特とく殊しゆ拘こう束そく服──即ち人間の精せい神しんと肉体の鋳い型がたたる『モールド』の実用化に成功したからだ。


　こうして……人々はそれが極めて危険な技ぎ術じゆつであると知りながらも再ふたたび魔法を使い始め、これを職しよく業ぎようとする者達が出てきた。


　だが〈イエルネフェルト事変〉以後、魔法を使えば人間は例外無く魔族化してしまう様になっていた。そしてどれだけ注意を払はらい手しゆ段だんを講こうじても人間の行為には事じ故この類が必ず付きまとう。モールドも魔法使い達に絶ぜつ対たいの安全を約束するものでは無かった。


　故ゆえに……


　魔族化し局地災さい害がいとして一いつ切さいの権けん利りを剝はく奪だつされた人間のなれの果てを、迅じん速そくに『処しよ分ぶん』する者が求められる様になったのは当然の成り行きと言えた。


　だが魔族は絶対的な防ぼう御ぎよ領りよう域いきたる『魔力圏ドメイン』をその身に纏まとう。


　銃じゆう弾だんや刃物では魔族を狩かる事は出来ない。それらの通つう常じよう物理的な攻こう撃げき手段は全すべて魔族の魔力圏が無む効こう化かしてしまう。かといって魔族が一体発生する度たびに辺り一帯を爆撃する訳わけにもいかない。


　魔力圏ドメインの防御を突とつ破ぱして魔族本体を確かく実じつに破は壊かいするには、魔力圏の拒きよ絶ぜつ反はん応のうが出にくい同種の力を──即すなわち魔法を以もつて対するしかない。


　そうして生まれてきたのが戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストである。


　魔法を使った人間のなれの果てを同じく魔法を使って抹まつ殺さつする。


　広こう義ぎではモールドを使う魔法士ソーサリスト全ぜん般ぱんを──狭きよう義ぎではこの魔法士専せん用ようの殺し屋達を、人々は畏い怖ふと嫌けん悪おを込めて『ストレイト・ジャケット』と呼よんだ。





　　　　●　　●　　●





　ゆらゆらと街がい灯とうの下を動く影かげが在あった。


　ガス灯とうの光を反はん射しやしてその白い表面はてらてらと濡ぬれた様に光っている。実際に何らかの粘ねん液えきで濡れているのかもしれない。妙みように艶つや々つやした表皮をそれはしていた。あるいは毛け穴あなや微び細さいな皺しわさえその表面には存そん在ざいしないのかもしれない。


『それ』はやけに単たん純じゆんな形をしていた。


　一言で言ってしまえば単なる円えん筒とうだ。


　直径およそ一メルトル。全長およそ二メルトル。色や質しつ感かんを別にして大まかな形けい状じようのみの話をするならば──最も見た目の印象が近いのは石油貯ちよ蓄ちく用のドラム缶かんであろう。


　それが転がっている。


　ごろごろごろごろと石いし畳だたみの路面の上を──若じやつ干かん傾けい斜しやのついた路面を重力に逆さからいひとりでに上へ上へと転がっている。緩ゆるやかな坂を自ら転がり上る白いドラム缶。路面の傾斜が小さいので一見するとあまり違い和わ感は無いが、実じつ際さいにはとんでもなく異い様ような光景であった。


　しかも……


「まわってまわってまわってまわる～」


　それは歌っていた。


　円筒の両りよう端はし──そこに顔の様なものがあった。


　顔ではない。あくまでその様なものでしかない。眼めも鼻も口も備そなわってはいるが配置がまるで出で鱈たら目めだ。顔の構こう成せい要よう素そを部品単位で適てき当とうにぶちまけた結果の様に見える。しかもそんなものが両側に──平面部にそれぞれ一組ずつ、合計二組存在しているのである。


　何か取り決めでもあるのか……右側の顔モドキが歌っている間は左側の顔モドキは口を閉とじて沈ちん黙もくしている。だが右側の顔モドキが歌うのを止めると左側が間かん髪はつ入れずに歌い始めるのである。


「まわってまわってまわってまわる～」


　確たしかに回っている。


　回りながら人の姿すがたの絶たえた夜の街をその奇き怪かいな生物は進んでいる。


　生き真ま面じ目めな生物学者が居いれば頭をかきむしっただろう。如い何かなる生物的必然がこの様な意味不明の形状を求めるのか。子こ供どもの落書きの方が未まだ脈みやく絡らくがあっただろう。


「まわるるるるるる～？」


　ひたすら単調な繰くり返しを続けていた歌の調子が──ふと変わる。


　白いドラム缶は不意にその動きを変えて、通りに並ならぶ建物の一つに近付いていく。


　何を以てその行動が変化しているのかは誰にも分からない。どうして転がっているのか。どうして転がるのを止めたのか。どうしてその建物を選んだのか。恐おそらくこの怪物自身も理り解かいしていないだろう。いちいち行動に筋すじ道みちだった理由が必要なのは人間だけだ。そしてこの白いドラム缶はとっくに人間である事を辞やめていた。


「まわってまわって～まわれゴマ～」


　歌いながら怪物が近付くと勝手に──まるで歓かん迎げいするかの様にその建物の正面玄げん関かんが扉とびらを開く。怪物はそのまま建物の中に入ろうとして……


「まわ～わ～わ～？」


　……つっかえた。


　当たり前である。


「まわわわわ～？」


　玄関口はそもそも普ふ通つうの人間が出入り出来る程てい度どの幅はばしかない。少なくともドラム缶を転がしながら出入りする物好きの為ために設せつ計けいされている訳ではなかろう。


「こまるこまるこまるこまるこまるこまるこまるこまるこまる」


「こまってこまってこまってこまる～」


　歌っている様子が妙みように楽しげなのであまり困こまっている様には聞こえないが──まあ困っているらしい。怪物はごつんごつんと何度か転がって入り口につっかえていたが、やがてふとその動きを止めた。


「まわる！」


　宣せん言げんと同時に──回転。


　ただし縦たてにである。


　いきなり何の予よ備び動作も無く──というか何というか──白い肉のドラム缶はその場で跳はねて直立した。直立して……そしてその場で再ふたたび通常の横回転。


「まわる～」


「むあうわるぅ～」


　さすがに底面になっている方の顔モドキが発する声は少々くぐもって聞こえた。


「まわる～まわる～おれ～た～ち～」


　どういう理り屈くつなのか……回転しながら怪物は建物の中に入っていく。底面になった顔モドキの方が床ゆかとこすれてすり切れそうだが、怪物自身としては別に不都合は無いらしい。


　何か用よう途と不明の奇妙な装そう置ちの様に、ぐるぐると回転しながら玄関をくぐり抜ぬけ、直立したまま怪物は奥の部屋へと廊ろう下かを進んでいく。玄関の扉と同じく、その進路上に在あるものは勝手に左右に動いて道を空け、怪物はやはり奇妙な歌を歌いながら今度はつっかえる事も躓つまずく事も無く、奥の部屋へと到とう達たつした。


　やはり扉がひとりでに開く。


　どうやらこの建物は民家であるらしく、部屋の中にはごくごく平へい凡ぼんな──小さめの室内にこぢんまりとソファと暖だん炉ろと飾り酒棚キヤビネツトの並ならんだ、アルマデウス帝てい国こくにおける典型的な中流家庭の佇たたずまいがあった。


　そして──


「ま～わ～わ～」


「むぅわわわ～」


「…………」


　部屋の真ん中にずるずると這はいずる中年の男だん性せいが一人。


　この家の住人であろう。眠ねむっていて警けい察さつの避ひ難なん命令を聞き逃のがしたのか、寝ね間ま着き姿のまま、ずるずると尻しりで床を擦こすって後方に下がろうとしている。


　だがさして広くない部屋の中では大して意味のある行動でもない。立って逃にげた方が早いだろうに──腰こしが抜けているのか男はただただ自分の尻で無意味な床の拭ふき掃そう除じを続行していた。


「まわってる？」


　怪かい物ぶつがふと思い付いたかの様な口調でそう尋たずねた。


　男は当初──それが質しつ問もんなのだと理解出来なかったのだろう。ただただ一ミリメルトルでも怪物から遠ざかろうとして這いずり続けている。


「まわってるかーい？」


　更さらに魔族メレヴエレントが尋ねる。


「…………」


　引きつった笑え顔がおを浮うかべながら男は更に這いずって──背せ中なかが壁かべに当たった処ところで停とまった。恐きよう怖ふと混こん乱らんでどんな顔をして良いのかも分からないのだろう。寝起きでいきなりこんなものと対面すれば誰だって錯さく乱らんする。


「まわってる？　まわってる？」


「……え……あ……あ……」


「ねえねえまわってる？　ねえまわってる？」


　男の表ひよう情じようがくしゃりと歪ゆがむ。


　どう対たい応おうして良いのか分からないのだ。無む視しすれば魔族メレヴエレントが逆ぎやく上じようするかもしれない。だが迂う闊かつな答えを返しても魔族が激げき怒どするかもしれない。あるいは何を言っても魔族には聞こえていないかもしれないし──案外、罵ば倒とうしてやった方が喜ぶのかもしれない。


「まわってるぅ？」


「……いえ……あの……その……」


「まわる～」


　その場でまた激はげしく怪物は回転を始めた。


「まわってまわってまわってまわってまわってまわってまわって！」


「いつもよりたくさんまわって！」


「たくさんまわって！」


　異い音おんが──響ひびく。


　同時に室内全体が歪んだ。


「えっ──!?」


　男は呆ぼう然ぜんと瞬まばたきをする。


　自分の眼めがおかしくなったのかと想おもったのだ。何しろ──部屋の佇まいそのものが大きく歪んでいくのである。それは瞬またたく間に限げん界かいに達し、歪みを誤ご魔ま化かしきれなくなった壁が、床が、天てん井じようが、亀き裂れつを走らせながら崩ほう壊かいを始める。


　その中心に居いるのは──言うまでもなく白いドラム缶かんだ。


　そう。怪物が自らの回転で部屋を丸ごと巻まき取ろうとしているのである。


「あ……あああ……あああああっ!?」


　何もかもが部屋の中心で回転している怪物の方へと吸すい寄よせられていく。砕くだけた酒さか瓶びんが、裂さけたソファが、破やぶれたカーテンが、壁や、床さえもが怪物の発生させる渦うずに捕とらわれてその中心へと引きずられていくのだ。


　恐らくはある種の力場が作用しているのだろう。ひょっとしたら──空間そのものが怪物の回転に巻き取られているのかもしれない。


　無む論ろん、男も例外ではなかった。


「ひいっ……ひいいいいいいっ!?」


　あたふたと両手両足を動かして逃げようとするものの、部屋全体が怪物に向かって絞しぼり込こまれているのである。蹴けった床が、摑つかんだ壁が、片かた端はしから崩くずれて怪物の方へ引っ張ぱられていく為ために、必死に逃げても男は遠ざかるどころか、抵てい抗こうも虚むなしくじりじりと怪物の方へと近付いていく。


　怪物の処にまで到とう達たつすればどうなるかは一目瞭りよう然ぜんだった。引き寄せられた諸もろ々もろの物体は、怪物の回転に触ふれると木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされていく。今や魔族メレヴエレントは巨きよ大だいな粉挽き機ミルとなって触れるものを全すべてその回転で破は壊かいしていた。


「まわるーまわるーおれーたーちー！」


「まわれーるものはそのまーまーにー！」


「いつかーまわりーすぎーたーらー！」


「きみにーうちまわされるーだーろー！」


　高々と歌う怪物。


　既すでに──というか元よりその歌は意味不明だ。


「ああああああ──!!」


　悲鳴を上げる男の身体からだが更さらに魔族の方へと引きずられ──


「今でも充じゆう分ぶん回り過すぎだよ」


　場にそぐわぬひどく気け怠だるい調子の声が漂ただよってきた。


「──イグジスト」


　唱えられる撃げき発はつ音声。


　次の瞬しゆん間かん──


　──轟ごうッ!!


　爆ばく発はつ的な打撃音と共に魔族の身体が吹ふっ飛ぶ。


　既に半ば以上破壊されていた壁をその巨体と回転で更にぶち破り、怪物はその向こう側──戸外へと転がっていった。


「とりあえずその辺で回ってろ」


　言って部屋に──正しくはその残ざん骸がいに入ってきたのは黒い異い形ぎようであった。


　だが同じく異形と一語で表しても、その印象は怪物のそれと全く異ことなる。


　明らかに人工物を連想させる直線と曲線の整然たる組み合せは、純じゆん然ぜんとした威い圧あつ感に満ちている。生理的嫌けん悪お感や拒きよ否ひ感を伴ともなうものではなく……ただただ圧あつ倒とう的な攻こう撃げき性せいと防ぼう御ぎよ性を備そなえたものの持つ威力が、そのまま姿すがた形かたちに顕あらわれたが故ゆえの、ひどく直接的ストレイトな形けい状じようであった。


「あんた……！」


　男の表情に喜色が混まじる。


「喜ぶのは未まだ早い」


　モールドに身を包んだ戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト──レイオットはスタッフを構かまえたまま言った。


「立てるんならさっさと逃にげろ。魔族メレヴエレントは未まだ死んでない。しかもどうやら中級に変異してる──あんたを守ってる余よ裕ゆうはさすがに無いぞ」


「あ……ああ………！」


　何度も何度もがくがくと頷うなずき──男は四つん這ばいで玄げん関かんの方に向けて這っていった。腰こしが抜ぬけたままで立てないのだろう。


「さて──」


　男が充分に離はなれたのを見み届とどけてから、レイオットは慎しん重ちような足取りで破は砕さい孔こうから戸外へと出る。その間──スタッフは構えたままだ。注意深い者ならばスタッフの先せん端たんにちりちりと小さな赤い光が灯ともっているのに気付いただろう。


　レイオットは最初の一撃を現げん在ざいも行使中なのである。


　そして──


「まわる……るるるるる…………るるる……」


　怪物──魔族は建物裏うら手ての地面にめり込んだまま止まっていた。


　回転していない。回転しようとしてはいる様だが、その白い巨きよ体たいは壊こわれて何かに引っかかった機械の様に、がくんがくんと右へ左へ小さく震ふるえるだけだった。


　しかも……めり込む魔族を中心として地面に刻きざまれた放ほう射しや状じようの亀き裂れつが、ゆっくりとその線を増ふやしていく。


　吹っ飛ばされただけではない。眼めに見えない圧倒的な力で尚なおも魔族は地に押おし付けられているのである。回転しなければその本来の力を発はつ揮き出来ないのか、魔族は為なす術すべもなく地面にめり込み続けていた。


　基き礎そ級魔ま法ほうの一つ──〈トランプル〉。


　本来は工業用プレス機の代わりに高圧で対象物を押し潰つぶす魔法である。だが、トラックすらも押し潰して一抱かかえ程ほどの大きさに固めてしまうその途と方ほうもない圧力は、こうして攻こう撃げきに転用する事も出来る。


　だが──


「まままままままままままま──」


　魔族を押さえ付けていた力場平面がたわんだ。


　直径二メルトル程の、赤黒く光る丸い平面が魔族の上に瞬またたく様にして出現する。魔族の魔法とレイオットの魔法が拮きつ抗こうし、本来は不ふ可か視しである筈はずの力場平面が眼に見える状じよう態たいとなって虚こ空くうに映うつり込んでいるのだ。


　いや──拮抗したのはわずかに数秒。


　鋼こう鉄てつすら押し潰す筈のその平面が次し第だいに次第にその形を歪ゆがめてゆく──


「……がんばるな」


「まわるるるるるるるるるる」


「まあ落ち着けよ。回ってばかりが人生じゃない」


　レイオットは右手でスタッフを保ほ持じしたまま左手を背せ中なかに回し、固定金具ハードポイントに吊つられていた対魔族メレヴエレント用ライフル──〈リバース・ペット〉を外した。


〈トランプル〉の効こう果かを継けい続ぞく維い持じしている以上は次の魔法を撃うつ事は出来ない。だが魔法以外の──例えば魔力圏ドメインの反応よりも早く魔族本体に到達し得うる超高速弾だんによる攻撃は可か能のうだ。もっとも恒常魔力圏保持用コンスタント・ドメインの詠えい唱しよう用副ふく顔がん──〈謡シうンもガのー〉を備える中級魔族に対してはどれだけ効果があるのか疑ぎ問もんだが。


　狙そ撃げき銃じゆう並なみに長い銃身が旋せん回かいし魔族を照しよう準じゆんする。


〈リバース・ペット〉では殺しきれないまでも、銃撃しながら出来た隙すきを使って次の魔法を呪じゆ文もん詠えい唱しようする事は可能──それがレイオットの考えであった。


　しかし──次の瞬しゆん間かん。


「まわーるッ!!」


　魔族の咆ほう吼こう。


　同時に限げん界かいを超こえた〈トランプル〉の効果が消しよう滅めつした。


「──！」


　爆ばく発はつ的に広がった魔族の防ぼう御ぎよ用魔力障しよう壁へきが荒あれ狂くるい、付近のものを詳しよう細さい構わず破壊する。


　既すでに崩ほう壊かい寸すん前ぜんだった建物は、支し柱ちゆうの何本かをへし折られて傾かたむき始め、辺りに生えていた樹じゆ木もくの数本も根本からへし折れた。その威力はレイオットの構えていた〈リバース・ペット〉にも及び──銃身がへしゃげた対魔族用ライフルはレイオットの手から吹ふっ飛んでいった。


「ぐあっ──」


　咄とつ嗟さに飛び退のいたレイオットでさえも発生した衝しよう撃げき波はによって、隣りん家かの壁に叩たたき付けられる。一瞬身をかわすのが遅おくれていたら──あるいはあと一メルトル魔族に近付いていれば、壊かい滅めつ的に折れ曲がっていたのは〈リバース・ペット〉の銃身ではなくレイオットの背せ骨ぼねであったろう。


「こいつは……効きいたか……」


　立ち上がろうとしても立てない。どうやら骨は折れていない様だが、全身に浸しん透とうした衝撃のせいか、あちこちの筋きん肉にくが彼の言う事を聞かない状態になっていた。


　まずい。


　地面に転がったままの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストなど、魔族メレヴエレントにとっては野のう兎さぎよりも容易たやすく狩かれる獲え物ものに過すぎない。魔法を一発撃ち込めばそれで終わりだ。


「まわるまわるまわるじゆう」


「まわるまわるまわるけんり」


　魔族は──先さき程ほどと変わらぬ位置に居いた。


「まわるためのまわる」


「まわまわまわわわわ」


　ごろりと魔族が転がる。


　様子を見る様にまず一回転。


　そして──次の瞬間には魔族は猛もう烈れつな勢いきおいで、路面舗装車ロードローラーの如ごとくありとあらゆるものを押し潰しながらレイオットに向かって突とつ進しんしてきた。


「──！」


　レイオットは立ち上がる事に拘こう泥でいせず、身を捻よじって転がる。


　彼が一瞬前まで占しめていた場所を魔族の白い巨体が舗ほ装そうしつつ通り過すぎ、止まりきれなかったのか──その先に在あった隣りん家かの壁にめり込んで止まった。


　嫌いやな音を立てながら隣家が揺ゆらぐ。


　魔族はめり込んだ壁から己おのれの身体からだを引き抜ぬくと──地面に転がったままのレイオットに言った。


「まわる？」


「はいはい。回ってるよ」


　面めん倒どう臭くさそうにレイオットは言った。


「まわる──!!　なかま──!!」


「だったら手て加か減げんしてくれ」


　呟つぶやきながら──突っ込んできた魔族を更さらに転がって回かい避ひ。


　さすがに痺しびれがとれてきた様で、レイオットは回転の勢いのまま身を起こし、スタッフを構かまえる。


　だが──


「──！」


　レイオットは愕がく然ぜんと呻うめき声を漏もらした。


　スタッフの先端が折れ曲がっている。先の一いち撃げきで既に破は損そんしていたのだろう。


「まわるるるるるるるるるるる──！」


「まわれれれれれれれれれれれ──！」


「……また今度な。今忙いそがしいんだよ」


　レイオットは言いながらスタッフをモールドから切り離はなす。


　同時に真横へと跳ちよう躍やく。突進してきた魔族メレヴエレントがスタッフを押し潰つぶし、地面に埋うめ込こんだ。


「……口頭詠唱リアルキヤストしかないか」


　呟きながらレイオットは腰こしのホルスターから最後の武ぶ装そうである〈ハード・フレア〉を抜きはなった。


「まわれまわれまわれまれまれ」


「やかましい」


　言って──銃じゆう撃げき。


　だが轟ごう音おんと共に放たれた四五口径マグナム弾だんは魔族の回転に弾はじかれて虚こ空くうに飛び去ってしまう。元より魔力圏ドメインのある魔族に銃弾が効きくとはレイオットも思っていないが──これでは牽けん制せいにすらならない。


「我われ法を破やぶり・理を越こえ・殴おう打だの意い志しを此こ処こに示しめすものなり──」


　突進してくる魔族をかわしながらレイオットは呪じゆ文もん詠えい唱しよう。


「鉄てつ拳けんよ・鉄てつ槌ついよ・迫せまる敵てきを・打ち据すえよ・その比類無き・力を以もつて・完かん膚ぷ無きまで・打ちのめせ！」


「まわるれろ！」


　数度の突撃で無む駄だを悟さとったのか、魔族は攻撃方法を変へん更こう。


　跳はね上がって直立すると、先の室内と同じくその場で高速回転を始めた。


「まわるまわるおれたちのまわるまわるのまわる」


「せかいはまわるおれたちまわる」


「まわってまわってまわるるる」


　再ふたたび──全すべてを引き込んで破は砕さいする渦うずが発生する。


　それは小さな竜たつ巻まきであった。


　折れた樹じゆ木もくがずるずると引かれ、地面から土ど砂しやが舞まい上がって煙けむりとなり、倒とう壊かい寸すん前ぜんの建物がさらに傾かたむいていく。当然、それら諸もろ々もろのものの中にはレイオットの姿すがたも在った。


　だが──


「フラスキン・パスケン・トウエル・ヒフェルス──」


　魔族に向けてむしろ自分から地を蹴けって跳とぶレイオット。


　急速に彼の視し界かいの中で魔族がその大きさを増まし──


「まわるるるるる！」


「──イグジスト！」


　ぼこり──と魔族メレヴエレントの身体からだの中央が陥かん没ぼつした。


　まるで破は城じよう槌つちの直撃でも喰くらったかの様に、円えん筒とうの中央が深く深く擂すり鉢ばち状じようにくぼんでいる。人間であれば内ない臓ぞう破は裂れつどころか骨こつ格かくまで粉ふん砕さいされているだろう。魔族の白い身体はその陥没部を中心に折れ曲がっていた。


　基き礎そ級攻こう撃げき魔ま法ほう〈スラッグ〉。


　まず今時の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは使わない攻撃魔法である。


　元々〈イエルネフェルト事変〉以前に、軍が白兵戦用に記き述じゆつ開発した呪文書式で──その名の通り〈殴るスラツグ〉行こう為いに特化した効こう果かを発はつ揮きする。具体的には魔法士ソーサリストの拳けん打だに合わせて円柱状の打撃用力場を展てん開かいして叩たたき付ける魔法だ。


　この〈スラッグ〉は同じ打撃・衝しよう撃げき系けいの攻撃魔法でも〈アサルト〉や〈インパクト〉と異なり白兵戦専せん用ようである為、非ひ常じように使う場面が限かぎられる。拳こぶしよりは剣けん、剣よりは槍やり、槍よりは銃じゆうと──戦せん闘とうにおいては間合いが大きなものの方が基本的には有利である。素す手でで現げん代だいの戦場に出で掛かけていく様な馬ば鹿かは居いないのと同じ理り屈くつで──対魔族戦においても多用されるのは他ほかの中距きよ離り攻撃が可か能のうな魔法だ。


　だが……この〈スラッグ〉は他の基礎級攻撃魔法に比くらべ、効果が単たん純じゆんな分だけ、圧あつ倒とう的にその魔法回路は小さく、必要とされる呪文詠唱も短い。


　故ゆえに──


「ま……わ……」


「……鉄拳よ・鉄槌よ・迫る敵を・打ち据えよ・その比類無き・力を以て・完膚無きまで・打ちのめせ・フラスキン・パスケン・トウエル・ヒフェルス──イグジスト！」


　再さい度ど魔法を唱えたレイオットの拳が──拳の上に覆おおい被かぶさる様にして発生した打撃用力場が、魔族の身体にさらに食い込む。


「まわっ──……」


　円筒の上じよう端たんから間かん欠けつ泉せんの様に大量の血が噴ふき上がった。


　基本的に白兵戦──即すなわち、超ちよう至し近きん距離で発動するこの〈スラッグ〉はその威力が周囲に拡かく散さんしにくい。射程距離が短い分、余あます処ところなく衝撃が相手の体内に浸しん透とうし内部から相手の構こう造ぞうそのものを破壊するのだ。


　つまり──


「フラスキン・パスケン・トウエル・ヒフェルス──イグジスト！」


　三撃目。


　膨ふくれあがった内圧に耐たえかねて魔族の身体のあちこちが裂さけ、そこからも大量の血や肉にく片へんが噴ふん出しゆつする。


〈スラッグ〉の最大威力は象ぞう狩がり用の大口径マグナム・ライフル弾をも上回る。


　その破は壊かい力が全く減げん衰すい無しに──物理的実体を持った銃弾を飛ばす必要そのものが無く、空気抵てい抗こうも無く、銃声や火炎に変換されて消しよう耗もうしないのだから当然だが──近きん接せつ状態の相手に叩たたき込まれるのだ。これを連打されてはいかに魔族メレヴエレントでも自じ己こ修しゆう復ふくが追いつかない。


　人間ならば一撃でばらばらだ。


「ま…………わ………」


　魔族は、まるで戦車に踏ふみ潰つぶされたドラム缶かんの様に大きくへこみ、全身からその中身を垂たれ流している。円筒の両端に付いた口からは、血と共に内臓らしきものがぞろりとこぼれ落ちていた。


　だがレイオットは容よう赦しやしない。


　ふらふらと後こう退たいする魔族を追って歩きながら呪文詠唱。


「……──イグジスト！」


　対魔族戦の鉄てつ則そく──脳のう組そ織しきの五割わり以上の破壊。


　脳組織の五割を破壊されない限り魔族に『死』は無い。


　何ど処こに脳があるのか分からない魔族の場合は、その肉体を完全に破壊し尽つくすのが正しい対たい処しよ法だ。逆ぎやくに言えばどれだけ瀕ひん死しに見えたとしても魔族は脳組織さえ無事なら瞬またたく間に完全復活を遂とげてしまうのだ。


「……──イグジスト！」


　魔族が更さらに破壊され、モールドの胸の拘束度デユラビツト端たん子しが二つまとめて弾はじけ飛ぶ。


　口頭詠唱リアルキヤストである為ために効こう率りつが悪く、〈スラッグ〉自体は基礎級魔法でありながら拘束度を二つ消費してしまうのである。


　残り拘束度数──二。


「……──イグジスト！」


　最後の拘束度端子が弾け飛ぶ。


　駄だ目め押おしの様に胴どう体たい中心部へと叩き込まれた一撃は、既すでに体たい液えきの殆ほとんどを吐はき出していた魔族の身体を貫かん通つうし──半ば板の様な状じよう態たいになった魔族は音を立てて地面に倒たおれ伏ふした。


「…………」


　荒あらい息をしながらレイオットは簡かん易い魔力計を確かく認にん。


　針はりの示しめす数すう値ちは急速に下がりつつあった。


「……何とか足りたか」


　呟つぶやいてレイオットは手にしていた回転弾倉式拳銃リヴオルヴアの銃口を降おろす。


　そのまま銃をホルスターに戻もどし掛かけ──


「…………」


　ふと親指で撃鉄を少し起こし左ひだり掌てで円筒形の弾だん倉そうを回す。勢いきおいよく回転する鋼こう鉄てつの円筒をしばし苦く笑しようと共に眺ながめてから──撃鉄を戻すと、かちりと音を立てて弾倉は止まった。


「しかし久ひさ々びさに……派は手でな事になったな」


　溜ため息をついてレイオットはその場に座すわり込む。


　彼の背はい後ごで建物が轟ごう音おんと共に完全倒とう壊かいしたのは次の瞬しゆん間かんであった。





　　　　●　　●　　●





「──お疲つかれさん」


　そう言って差し出された紙コップを半ば無む意い識しきの内にネリンは受け取った。


　中身は珈琲コーヒーである。


　トリスタン市し警けい各かく署しよに置かれた自じ販はん機きのそれは、泥どろ水みずの方が未まだマシだと評ひよう判ばんの代しろ物ものだが、眠ねむ気け覚ましの薬として飲むのならばそれなりに効果は高い。元々それを期待してわざわざ不ま味ずく煎いれているのだ──という説も警官達の間では有力なのだそうだ。


「…………あ」


　顔を上げるとその説を教えてくれた本人が苦笑を浮うかべて立っていた。


　無ぶ骨こつという言葉をそのまま人の形にしたかの様な中年の男だん性せいである。


　太い眉まゆに太い鼻。顎あごには顎鬚ひげ。目つきは鋭するどく、黒くろ髪かみは短く刈かり込まれており、その唇くちびるは硬かたく引き結ばれているのが一番良く似に合あう。強こわ面もてというのはこういう人物の事を言うのだろう。思い出すのは笑顔よりもまず顰しかめ面つら──そんな面めん貌ぼうだ。


　ブライアン・メノ・モデラート警けい視し。


　トリスタン第一分署に所しよ属ぞくする警官であり、対魔族メレヴエレント特とく殊しゆ狙そ撃げき隊ＳＳＳの隊長でもある。生き真ま面じ目めで頑がん固こだが、それだけに一本芯しんの通った生き方を曲げない彼を〈第一分署の騎き士し〉と呼よんで慕したう若わか手て警官も多い。もっともその外見は騎士というより蛮ばん族ぞくの戦士と表した方が印象としては近かろうが。


　トリスタン市警──第一分署。


　ネリンとブライアンが居いるのはそのオフィス内の一いつ郭かくである。


　時じ刻こくは朝の五時。


　何なに故ゆえに魔ま法ほう監かん督とく官かんのネリンがこんな場所に居るかというと、魔族事件ケースＳＡの警察に対する簡かん易い報ほう告こく書しよを提てい出しゆつする為に、現げん場ばからそのまま立ち寄った為である。


　正直言って眠くて仕方が無いのだが仕方が無い。これも仕事だ。


　本来──魔法に関かかわる全ての事こと柄がらは労ろう務む省しよう魔法管理局の監督権けん限げん内に在るのだが、事が魔族メレヴエレント事件ともなれば警察も現場封ふう鎖さに出で張ばる以上、無関係とは言えない。また、魔族事件に絡からんで何らかの刑けい事じ事件が起こる可能性も少なくない為ため、後日の正式な報告書類提出の他ほかにこうして簡単な報告書を提出するのも魔法監督官の仕事なのである。


「モデラート警視もお疲つかれ様です」


　ネリンは両手で紙コップを包み込む様にしながら言った。


　味は最悪だが、漂ただよってくる香かおりとコップ越ごしに伝わる温ぬくもりは悪くない。


「ジョプリン通りの方ですか？」


「……ああ」


　顔をしかめてブライアンは頷うなずいた。


　本来、魔族事件となれば真っ先に出動するトリスタン市警察の対魔族特殊狙そ撃げき隊ＳＳＳが先程の現場に来ていなかったのは、既に他の魔族事件で出払っていたからである。


　基本的に魔族の魔力圏ドメインの外側──即すなわち攻撃圏外アウトレンジからの狙撃を基き本ほん戦せん術じゆつとするＳＳＳは、近距離戦を基本とする戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト達に比べて機動力や応おう用よう性が低い。


　ＳＳＳの使用する切り札、対魔族狙撃銃〈サンダー・ボルト〉は個人で持ち運ぶにはほぼ限げん界かいに近い大きさと重量を持っているので、これを構かまえたままあちこちをかけずり回る訳にはいかないのである。


　また狙撃という戦術は先まず目標に対していかに有利な狙撃位置を確かく保ほするかという事が成せい否ひの鍵かぎとなってくる訳だが──ふらふらと好き勝手に動く魔族に対して、適切な狙撃位置を確保するのは非ひ常じように難むずかしい。更に市街地となると流れ弾だまの危き険けん性せいも考こう慮りよしなければならないので、その射しや角かくもかなり制せい限げんされる事になる。特に〈サンダー・ボルト〉は超高速弾を使用する為に貫通力も高く、下手に外せば予想外の対象に──例えば遮しや蔽へい物の向こう側に身を隠かくしていた警官や市民等──着弾しかねないのだ。


　こうした諸もろ々もろの制限の中、部隊単位の──最低十名からの足並みを揃そろえて移動と展開を行うとなれば、どれだけ訓練を重ねても、戦術魔法士に比べてその動きは鈍にぶくならざるを得ない。


「最近多いですね──本当に」


「ああ……長期休きゆう暇かが欲ほしいよ」


　ブライアンの口から彼らしからぬ冗じよう談だんが出て来るという事は──彼の方の疲ひ労ろうもかなり限界に近くなっているのだろう。


　ＳＳＳ──スペシャル・スナイピング・スカッド。


　この対魔族狙撃班はんの設せつ立りつは、破は綻たん寸すん前ぜんと言われていたトリスタン市のケースＳＡ対たい処しよ状じよう況きように、光明をもたらすと言われていた。それまでは戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストに頼たよっていた対魔族処理を警察の手で可能ならしめる装そう備びと戦術をＳＳＳは備そなえていたからだ。


　しかも戦術魔法士と違ちがい、魔ま法ほうに頼らぬＳＳＳには強制待機期間が無い。従したがって従じゆう来らいの戦術魔法士達に加え、毎日稼か働どう出来るＳＳＳの投入は、悪化の一いつ途とを辿たどっていたトリスタン市のケースＳＡ事じ情じようを改かい善ぜん出来ると期待されていたのである。


　だが……現実にはＳＳＳの存そん在ざいはせいぜいが状況の悪化を食い止めただけで、改善するまでには至いたっていない。


　ＳＳＳの誕たん生じようによって出来た余よ裕ゆうを上回る件けん数すうでケースＳＡは増ぞう加かしており、以前と状況はあまり変わっていないのである。結果的にＳＳＳは限界近くまで稼働する事を要求されて現在に至っている。


「こちらでも上の者が色々対たい策さくを考えてはいるんですけど──」


「ああ。戦術魔法士の誘ゆう致ち政策か？」


「ええ──それも含ふくめて他にも色々と。明日にも発表になると思いますが」


　苦く笑しようを深めるブライアンにネリンも苦笑を返す。


　トリスタン市警はＳＳＳの分隊数を増ふやす事も検けん討とうしているのだが……その為の障しよう害がいとなっているのが予算の問題であった。


　市警からは市議会に何度も予算の増ぞう額がく申しん請せいが提てい出しゆつされているのだが、議員達の間には戦術魔法士の誘致政策や魔法士ソーサリスト関連の各種法ほう律りつ整備を優ゆう先せんすべきと主しゆ張ちようする者も多く、部隊規き模ぼ拡かく張ちようの為の予算申請は毎回却きやつ下かされ続けている。


　つまりは議員の多数派ははＳＳＳよりも魔法管理局と戦術魔法士の方が役に立つと考えているという事で──ブライアン達の立場からすればネリンやレイオットは目の上の瘤こぶという事になる。


　もっとも実じつ際さいに現場に立って苦労している人間からすれば、確かく実じつに効こう果かの上がる方策ならば何でも良いというのが本音ではあった。妙みような縄なわ張ばり意い識しきから実の無いやり取りを繰り返しているのは大たい抵ていが現場に出た事も無い様な『上』の連中である。


「しかし……」


　ネリンの脇わきに置かれた書類入れフアイルケースにブライアンはちらりと視し線せんを向ける。魔法管理局の名と標章エンブレムが刻こく印いんされたその中には、今回の事件の概がい要ようを記した簡かん易い報ほう告こく書しよの写しが入っていた。


「慣なれないもんだな……毎度の事ながらうんざりする」


「……ええ」


　ネリンはレイオット達の様な戦術魔法士と異ことなり魔族メレヴエレント事件の最前線に臨のぞむ事は無い。


　彼女はあくまで魔法士達の職しよく務むを監かん視しし記録する監かん督とく官であり……たとえ戦術魔法士の担たん当とう官とはいえ、直ちよく接せつ殺し合いの現げん場ばに立ち会う事は稀まれだ。大抵は後方に控ひかえていて各種感知器の記録や魔法士達、そして警けい官かん隊からの報告をまとめるのが主な仕事である。


　ではそれが気楽な作業かと言えば……決してそんな事は無い。


　むしろ戦せん闘とう現場に居い合あわせない分だけ、やりきれない気持ちが強い事もある。基き本ほん的に戦術魔法士の担当監督官の仕事は事後処しよ理りであり──事件というのは前もってその発生を知る事が出来ないからこそ事件なのである──その性せい質しつ上、どう頑がん張ばっても基本的に彼かれ等らの仕事は『手て遅おくれ』ではあるのだ。


　後味の良い魔族メレヴエレント事件など有り得ない。


　法律上、局地災さい害がいとして処理されるものの、魔族は竜たつ巻まきや地じ震しんや洪こう水ずいとは違う。


　たとえその被ひ害がい者しやが一人も出なかったとしても、『死し傷しよう者しやナシ』という訳にはいかない。魔族は人間が変へん異いしたものである以上、その解かい決けつに際しては最低一人は必ず死者が出るのだ──既すでに『一人』『二人』と数えないにしても。


　約四人。


　トリスタン市内の魔族事件に際して出る死者の平へい均きん数だ。これでも昔に比くらべれば減へってきていると言われるが……それでも仕方がないと諦あきらめられる数でもない。死者の悲ひ劇げきはその本人だけのものではない。それは容よう赦しやなく家族、友人、その他、死者の関係者へと波は及きゆうする。


「今回もどうも普ふ通つうの勤つとめ人の様です。もっとも──」


　ネリンは顔をしかめた。


「普通に仕事帰りで、普通に街がい娼しようを買う途と中ちゆうだった様ですが」


「まあ売春も買春も同じく違い法ほうだがね。だからって魔族化して死ぬ程ほどの罪つみでもあるまい」


　肩かたを竦すくめてブライアンが言う。


「それはその通りですけど」


「とはいえ……」


　そこでブライアンは黙だまり込こんだ。


　唐とう突とつに──鋭するどい叫さけび声の様なものが割わり込んできたからだ。


「…………」


「…………」


　硝子ガラスと衝つい立たてで仕切られた奥おくの一いつ郭かくを振ふり返るネリンとブライアン。


　そこではケースＳＡの目もく撃げき者しやが、事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けている筈はずだった。レイオット到とう着ちやく時には未まだ発見及および救助されていなかった人物で──魔族処理後に、ゴミ箱の陰かげに蹲うずくまっている処ところを警けい官かんに発見された。


　どうも持ち物や身なりから判はん断だんするに、先の手首を失った被害者の少女とは同業者──つまりは同じく娼しよう婦ふであるらしい。そして現場の状じよう況きようや断だん片ぺん的に口にする言葉から判はん断だんすれば、彼女は魔族メレヴエレントを直接目撃しているらしかった。


　それも……魔族が哀あわれな被害者を殺す様子を。


　被害者がどういう殺され方をしたのかは分からないが、その様子が余よ程ほどに衝しよう撃げき的であったらしく、娼婦は未いまだまともに話をする事も出来なかった。


　手首を失った娼婦の方は警察病院で治ち療りよう中であり、さすがに事情聴取する訳わけにもいかない。この為ため、一いち応おう無む傷きずであったこちらの娼婦を任にん意い同行という形で警察署しよまで連れてきた訳だが──


「……あ……ああ…………ああああ…………ひあっ！　あっ！　ひいいいい──っ！」


　会話の詳しよう細さいまでは聞き取れないが──時折、こうして悲鳴とも嗚お咽えつともつかない声が聞こえてくる。まだまだ彼女が落ち着くには時間が掛かかりそうだった。


「しかし……妙みような話だ」


　仕草で紙かみ袋ぶくろを示しめしながら言うブライアン。


　紙袋に印刷されているのは『Ｄ＆Ｄ』の文字──比ひ較かく的有名なドーナツのチェーン店である。まさかこの時間に開いている訳もないので買い置きか何かなのだろう。


　油が回りきって酸さん化かしたドーナツなんぞは泥どろ水みず珈琲コーヒーよりも始末に負えない。手振りで結けつ構こう──と断ことわってからネリンは尋たずねた。


「妙って──何がですか？」


「魔族メレヴエレント化の状況さ。ちょっと気になる事があって──そっちの事じ件けんの方で、分かっている事だけでも捜そう査さ課かの連中に聞いてきたんだが」


　ネリンの隣となりに腰こしを下ろしながらブライアンは言った。


　実を言えば今回の事件では、魔族化した人物について既に詳細な処まで情報が揃そろっている。現場に魔族化した人物のものらしい財さい布ふが落ちていて、その中に在った運転免めん許きよ証しようの番号から即そく座ざに身元が割わり出せたのである。


「仕事帰り、ちょいと女遊び──まあここまでは分かる」


「分かるんですか？」


「そういう事にしておいてくれ」


　苦く笑しようしてブライアンが言う。


　まあこの堅かた物ぶつの見本の如ごとき警官が仕事帰りに娼婦を買うとも思えないが。


「ここまでは分かるとして……だ。そんな奴やつが魔ま法ほうを唱えるか？」


「…………」


　ネリンに娼婦を買う男の心情など分かる筈はずも無いが──確たしかにこれから女遊びをしようという人間がわざわざ魔法を唱えるとも考えにくい。


「まさか一いつ般ぱん人が遺い失しつ魔法の書式を持っている筈も無いですしね」


　かつての魔法黄金期、即すなわち〈イエルネフェルト事変〉以前の時代には、魔法はありとあらゆる分野に──それこそどんなにくだらない分野にも、競きそう様にして応用されていた。


　魔法の可か能のう性せいを探さぐるという名目で役に立つのか立たないのかよく分からない魔法が幾いくつも開発され──『手を使わずに本のページをめくる為の魔法』や『ジャガイモの皮を一いつ瞬しゆんで剝むく魔法』などというものまでが記録には残っている。手を使った方が早い様な作業でも当然の様に専せん用ようの魔法書式が造つくられていた時代である。


　当然──それらの中には性せい的てきな目的に供きようする為の魔法もあった。


　性感を高めたりする魔法や、男女の性的快かい感かんを入れ替かえたりする様な魔法というのも記き述じゆつ開発されていたらしいという話は、ネリンも先せん輩ぱいの監かん督とく官かんから聞いた事がある。


　これらの魔法書式は〈イエルネフェルト事変〉のごたごたで大量に失われ、素す晴ばらしいものからくだらないものまで、全すべてまとめて『失われた呪じゆ文もん書式』または『遺失魔法』と呼よばれている。


　昨今はこうした遺失魔法の書式を探さがし出す専せん門もんの業者も居いて、『発はつ掘くつ』された遺失魔法の書式は、好こう事ず家かや研究機関、あるいは魔法管理局に対して高こう額がくで売りつけられるのが常つねとなっていた。


「今までは──〈黒本〉で魔族メレヴエレント化する連中の九割わりが、一種の『自殺』だった。理り解かいしたくはないが、まあ理り屈くつとして筋すじは通ってる」


　紙袋に手を突つっ込んでドーナツを漁あさりながらブライアンは言った。


「残りの一割は？」


「事じ故こさ」


　言って──ブライアンは紙袋から取り出したドーナツを一口囓かじる。


「それが何かもよく分からない状じよう態たいで〈黒本〉を手にして、そこに書いてある通りの事をしてみた連中だな。大たい抵ていは学生だが」


「…………」


　ネリンはふと……少し前に起こった事件の一つを思い出す。


〈黒本〉によって魔族化し、下水道を這はい回って同級生を殺し続けた末に、レイオット・スタインバーグに倒たおされた、女学生。


　彼女の場合は『自殺』の方であったかもしれないが……彼女が自分の行こう為いの末に在るものを正しく把は握あくしていたとは思えない。そういう意味ではあれも一種の事故と呼べるかもしれなかった。
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「ただな……今から娼しよう婦ふを買おうって助すけ平べい心満まん載さいのおっさんが、わざわざ魔法を唱えるか？　調べた限かぎり、問題の人物は魔法士ソーサリストでもないから特に普ふ段だんから魔法を使ってる訳わけでもなし。元々〈黒本〉を持っていた可能性はあるし、何らかの偶ぐう然ぜんなり何なりで、その素人しろうとのおっさんが、性的快感を高める為ための遺失魔法書式を持っていたって可能性も──まあゼロではないだろうさ。セックスの際さいに麻ま薬やくを使う連中は別に珍めずらしくないしな」


　基き本ほん的に単たん純じゆんに魔法の呪文を唱えれば魔法が発動するという訳ではない。


　魔法の行使には魔法士側にある種の下準じゆん備びが必要なのだ。薬物を使った一種の洗せん脳のう的な手法で自分の意い識しきの中に特定の魔法回路を記録しておく必要がある。


　魔法には呪文がつきものだが、実際に魔力と反はん応のうして魔法を発動させるのはこの脳に刻きざまれた魔法回路の方で、呪文詠えい唱しようそのものはそれを起動し、制せい御ぎよする為のものである。車に喩たとえれば魔法回路がエンジンやシャーシであり、ハンドルやブレーキ、シフトといった操そう作さ系けいが呪文なのである。ついでに言えば無音詠唱ダムキヤストで使われる呪文書式板はその操作系の一部自動化を行う為のものだ。


　だが……


　この魔法回路の記き憶おくは、ある種の麻薬によって感覚を高められている人間には比ひ較かく的簡かん単たんに再さい現げん出来てしまう作業なのである。だからこそ〈黒本〉は麻薬と一組セツトで売られる事が多い。逆ぎやくに言えば麻薬を使っている最中に〈黒本〉を読んで『ついうっかり』魔法回路を脳内に焼き付けてしまう人間も居るのである。


　彼かれ等らが不用意に魔法を唱えればやはりそれは発動し──結果的に彼等は魔族メレヴエレント化する。


「だが……遺失魔法だろうが何だろうが、モールドを使わずに魔法を唱えれば魔族化するのは避さけられない。そんな事は子こ供どもでも知っている」


「それはそうですね」


　つまり──どんな魔法であれ、モールドを使わずに魔法を唱えるのは事実上の『自殺』なのだ。今から娼婦と愉たのしもうという男がそんな真ま似ねをするとはとても思えなかった。


「……確かに不自然と言えば不自然ですね」


「未まだ遺い族ぞくと、勤つとめ先の責せき任にん者に連れん絡らくが取れた程てい度どだが、どうもな……〈黒本〉を買う様な男でもないらしい。徹てつ底ていした俗ぞく物ぶつだったみたいだぞ」


　趣しゆ味みはカード博ばく打ち、それもせいぜいが小こ遣づかいの範はん囲いで収おさまる程度。


　仕事は街の自動車修しゆう理り工。生活は比ひ較かく的安定しており、収しゆう入にゆうも平へい均きん的。


　家族は妻つまが一人に娘むすめが二人。性せい格かく的にもごくごく普通で──破は滅めつ的な行動や皮肉っぽい言動も見られなかったという。三か月前には健康診しん断だんを受けた記録も残っていた様だが、麻薬を常じよう用ようしていた痕こん跡せきは無い様だった。


　そんな人間が〈黒本〉や遺失魔法の書式を持っていたのだろうか。


　持っていたとしてそれを持ち歩くか？


「現げん場ばから〈黒本〉は？」


「見つかってない」


　言ってブライアンはもう一口ドーナツを囓る。


「今、うちの署しよ員いんが家か宅たく捜そう索さくに出で掛かけてるが、多分、家からも何も出ない」


「…………断定的ですね。警けい官かんとしてはあまり好ましくないのでは」


「経けい験けんに基もとづく予よ測そくだよ」


　ブライアンは溜ため息をついた。


「……というと？」


「気になる事があるって言っただろう」


　ブライアンはまるで憎にくんでいるかの様に、乱らん暴ぼうな手つきで無む理り矢や理り口の中にドーナツを押おし込こんで嚙かみ砕くだき、嚥えん下かしてから言った。表情は渋じゆう面めんのまま。味わうのではなく単なる栄養補ほ給きゆうとして食べているのだろう。炭たん水すい化か物ぶつは即そく座ざに活力に転化するし、糖とう分ぶんは頭の回転に必要だ。即そつ効こう性せいという意味ではこれらをまとめて補給できるドーナツも悪くない夜食なのかもしれない。


「ここ最近、何なん件けんかこういう事件が続いてる。魔族メレヴエレント化する様な状じよう況きようでもないのに、魔族化する人間ってのがな。で──大体が、真夜中だ」


「…………初耳です」


　夜中にケースＳＡが増ふえている事にはネリンも気付いてはいたが。


「未だ統とう計けい的な資し料りようになっていないからな。貴女あなたが知らなくても無理は無い」


　とブライアン。


　確たしかにネリン達は個こ別べつの事件には深く立ち入るが、事件相そう互ごの関連性を上から俯ふ瞰かんして見る立場には無い。そういう意味ではトリスタン市内の魔族事件に関してその傾けい向こうの様なものを即時に把は握あくしているのはブライアンの様な警察の人間か、さもなくばトリスタン支し局きよくでも局長や副局長の様な上じよう層そう部ぶの人間だけだろう。


「とにかく大抵は真夜中、一人歩きの人間がいきなり魔族化する。ちょっと犬の散歩とか、仕事帰りとか、バーに酒を買いに出たりとか、そんな途と中ちゆうでだ。自殺の為に〈黒本〉を読むのはまあ分かるがな、買い物ついでに魔族化なんてするもんかね？」


　確かにそれはおかしい。


　有り得ない──とまでは言わないがまず考えられない事じ態たいだ。


「トリスタン市内だけに限かぎって言えば、この二か月程ほどの間にそういう事件がもう十件程、続いてる」


「十件って……」


　それでよく騒さわぎにならないものだ。


　あるいは……既すでに気付いている上層部の人間が手を回して情じよう報ほう統とう制せいを仕掛けているのかもしれない。ネリンはふと自分の上司──トリスタン支局の局長のカート・ラベルの顔を脳のう裏りに想おもい描えがく。彼ならその手の情報工作位はやりかねない。


「いや、中には実じつ際さいに家に〈黒本〉を持っていた人間も居いたからな。他の『自殺』だの『事故』だのの連中と区別されてないんだよ、殊こと更さらには。なんだかんだ言っても警察もお役所だからな」


　自じ嘲ちよう的に言って肩かたを竦すくめるブライアン。


　警察官といっても組そ織しきに勤つとめる公こう務む員いんである。好き勝手に動き回れる訳ではないし、何か気づいて調べるにしても個こ人じん裁さい量りようの限げん界かいはある。どうしても、何か不ふ審しんに思ってもそのまま見み逃のがしてしまう場合はある。


「逆ぎやくに言えば俺おれが気付いていないだけで──現実にはもっとこの手の魔族メレヴエレント事件は数多いのかもしれん」


「…………」


　確かに〈黒本〉による魔族化が多い昨今……魔族化した人間の鞄かばんなり机つくえから〈黒本〉が出てくればそれだけで警察はもう原げん因いんを特定した気になるだろう。結果として〈黒本〉によらぬ魔族化が起こっていたとしても、それは書類の上には計上されない事になる。


「代わりに妙みような噂うわさまで出てくる始末でな」


「噂……ですか？」


「例の〈黒くろ騎き士し〉の噂だよ」


「……はあ？」


　素すっ頓とん狂きような声を上げるネリン。


「何です……それ？」


「知らないか。まあ知っていても自じ慢まん出来るものでもないが──『〈黒騎士〉に呪のろわれると魔族化する』んだそうだ」


　ブライアンによるとその噂はここ二か月程の間に囁ささやかれる様になったのだという。


　この手の噂話の常つねで、その詳細デイテイールは話し手によってばらばらで、〈黒騎士〉が〈首無し騎士〉だったり〈青騎士〉だったり、挙げ句くの果てには『医学実験で馬と首をすげ替かえられた怪かい人じん』だったりと、失しつ笑しようを誘さそう様なものも含ふくめて何種類もの亜種が派生している様だが……大まかな処ところは共通しているという。


　要約すれば『夜な夜な黒騎士と呼よばれる怪人が現あらわれては犠ぎ牲せい者しやを選んで、呪いを掛かける。呪いを掛けられた者は魔ま法ほうを唱えなくても魔族メレヴエレント化する』というものらしい。


「どうも周辺状況からすれば魔族になりそうもない人間がいきなり、真夜中に出歩いている最中に魔族化した事件が、幾いくつか一いつ般ぱん市民の間でも話題になっているらしくてな。そこから出てきた都市伝説の類なんだろうが──」


「皆みんな──不安なんでしょうね」


　原因の分からない魔族化。


　それは即すなわち──誰だれがいつ魔族になってしまうか分からないという事である。魔法と関係が無ければ魔族になる事は無いという大だい前ぜん提ていが崩くずれてしまう。明日には家族が、友人が、あるいは自分自身が魔族化してしまうかもしれない──そんな恐きよう怖ふを抱いだきながら暮くらすのは途方もなく苦く痛つうだろう。


　だから……人々は空気の様に正体の見えない魔族化の原因を、偶ぐう像ぞう化し固定する事で安心を得ようとしているのではないか。そんな風にネリンは思った。


　何にせよ──


「一体、何なんでしょう？」


　噂話はさておいても、原因の見えない魔族化が増ふえているというのは事実である。


「わからん」


　立て続けにドーナツを三個こ口の中に押し込んで強きよう制せい的に嚥えん下かすると、ブライアンは一気にそれらを珈琲コーヒーで胃いの奥おくにまで流し込む。彼らしいといえばらしい食べ方だが、あまり健康には良く無さそうな栄養補ほ給きゆう法であった。


「まあ、未まだ可か能のう性せいというか、はっきりした証しよう拠この類は無いんだ」


　ブライアンは肩を竦すくめて見せる。聞き手のネリンがあまりに深しん刻こくな表情をしているので少々気が咎とがめたのかもしれなかった。


「全部気のせいという事も有り得うる。ひょっとしたら今日の男もたまたま二か月前から麻ま薬やく常じよう習しゆう者しやになっていて、〈黒本〉も何ど処こかに隠かくし持っていて、何かの理由から発作的に魔法を唱えたくなっただけなのかもしれん」


〈黒本〉などと禍まが々まがしい名で呼ばれているがその実体は単なる紙の束だ。焼くなり破やぶるなりして現げん場ばから失われてしまう可能性はある。火か炎えんや電光を発する魔族は珍めずらしくないので現場には〈黒本〉が残っていなくても殊こと更さらに不思議は無い。あるいは通り掛かった何者かが持ち去ったという可能性もある。


　また──薬物に関しても最近は、十代前半の麻薬常用者さえ珍しくない。


　麻薬中毒の少女が十三歳さいで麻薬中毒の赤ん坊ぼうを──母親が中毒なのだから当然その胎はらから産まれてくる赤ん坊も麻薬中毒の状じよう態たいなのである──出産した事例もある。最も早はや、誰が麻薬をやっていようと驚おどろくには値あたいしないだろう。


　その意味では別に有り得ない事ではない。


　何ら原因も理由も無いのにそうした不自然な現実が組み上がってしまう事だってある。それを人々は『偶然』と呼んでいる。


　だが……


「全部単なる偶然かもしれん」


　ブライアンは紙かみ袋ぶくろを握にぎり潰つぶしながら言った。


「あるいは調ちよう査さ不足か……まあ未まだ何も断だん定ていはできんがね」


「偶然……」


　ネリンはその言葉を舌したの上で転がしてみる。


　偶然。それは確たしかに安心感の漂ただよう言葉ではあった。何もかも偶然。相そう互ごに関係の無い事象がたまたま嚙かみ合って意味が在る様に見えただけの事。そこには何の悪意も陰いん謀ぼうも介かい在ざいしない──ただの確かく率りつの悪戯いたずら。


　だがもしそれが偶然ではないとしたら。


　もしそれが何者かの意図の元に実行されたものなのだとしたら。


　果たしてネリン達を取り巻まくこの現状の──何処までが人じん為いの結果なのか。


「…………」


「シモンズ監かん督とく官かん？」


　怪け訝げんそうにブライアンが声を掛けてくる。


「どうかしたか？　何か心当たりでも？」


「あ……いえ」


　曖あい昧まいに首を振ふるネリン。


　単にこの一連の事じ件けんだけが意図的なものだというのなら安心も出来る。


　だがもし──〈黒本〉や〈シェル〉の出現、トリスタン市のみならず全国的なケースＳＡの増ぞう加かでさえもが偶然の結果でないとすれば。そこに明確な原げん因いんが存そん在ざいし、それが──人為的なものなのだとしたら。


　どれだけ悪あく辣らつで卑ひ怯きよう卑ひ劣れつな謀ぼう略りやくであったとしても──それはもうネリン達の様な一個人にどうにか出来る様なものではないだろう。


　自分達に出来るのは場当たり的に眼めの前の事件を処しよ理りしていく事だけだ。


　もし今後、その企たくらみに気付いたとしてもネリン達には恐おそらくただ指をくわえて成り行きを見守るしか出来まい。その動きはあまりにも広く深く……大き過すぎる。まるで世界を覆おおい尽つくさんとするかの如ごとくに。


「そうですね……偶然だといいですね」


　胸むねの奥に揺ゆらめく不ふ吉きつな予感をねじ伏ふせながら──笑え顔がおを取り繕つくろってネリンは言った。
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　瞼まぶたを開いて腕うでに巻まいた時計を見れば──既すでに時じ刻こくは昼過ぎであった。


「…………おいおい」


　自分に自分で呆あきれながらレイオットは長々と溜ため息をついた。


　レイオットの生活態たい度どは他人の眼から見れば──特にネリン・シモンズ魔ま法ほう監かん督とく官かん辺りの眼から見れば──自じ堕だ落らくの典型として映うつるらしいが、実は意外と健康的で規き則そく正しい生活周期に則のつとってレイオットは暮くらしている。特に朝あさ晩ばんの起き床しよう時間と就しゆう寝しん時間に関しては何か特別な用でもない限かぎりはほぼ一定を保たもっていた。


　もっともこれは別に己おのれを厳きびしく律りつした結果ではない。


　レイオットの日にち常じよう生活は、やる事なす事がどれもこれも単調で決まり切った習慣的行動ルーテイン・ワークである上、一つ一つの行動が互たがいに関連が薄うすいので相互に入れ替かえが利きく。この為ためにいつしか生活時間の配分そのものが平へい均きん化されてしまっているのだ。


　そもそもが仕事をしている時以外は典型的な暇ひま人じんなのである。


　しかも趣しゆ味みといえばせいぜいが料理を造つくる事位である。


　ましてや元々眠ねむりが浅いレイオットは、気温の上じよう昇しようや室内の明るさの変化で自然と朝には眼が覚める。よく昼ひる寝ねもするがこれも一定時間で眼が覚める。旅先の様に環かん境きようが変わればまた話は違ちがうが、自分の家に居いる限りレイオットは目覚まし時計の必要性せいを感じた事は無かった。


　そんなレイオットが昼過ぎまで寝ているというのは実は希け有うな出来事なのである。


　直ちよく接せつ的な原因は昨晩遅おそくに呼よび出されて魔族メレヴエレントと一戦した事ではあろう。


　しかしそれだけならば、普ふ段だんから朝九時には起きる様に習しゆう慣かんが付いているレイオットは、望む望まぬにかかわらず眼が覚めてしまう。これは睡すい眠みん時間が十時間だろうが一時間だろうが変わらない。


　全く朝に眼が覚めずに昼まで眠ってしまったのは、生活周期そのものが崩くずれてきているという証しよう拠こだ。ここ一か月程ほどは真夜中に呼び出されて魔族事じ件けんを処しよ理りさせられる事が何度かあり、そもそも睡眠不足が重なっていた処ところに、昨日の仕事で微び調ちよう整せいの限げん界かいを超こえたという事なのだろう。


「シモンズ監督官が来る日でなくて幸いだったな」


　こんな時間まで寝ているのを、あの堅かた物ぶつの魔法監督官に目もく撃げきされれば、それ見たことかと言わんばかりに延えん々えんと小言を言ってくるに決まっている。


　もっとも……そのネリンも昨日の事件のお陰かげで恐らく徹てつ夜やだろうから、今いま頃ごろは自じ宅たくで爆ばく睡すいしている最中かもしれないが。


「まあそれはそれとして……」


　ぼんやりと天てん井じようを眺ながめながらレイオットは言う。


「……おはよう」


「おはようございます。ただし時じ刻こくは既すでに正午を回っていますが」


　わざわざ室内を見回して確かく認にんするまでもない。


　目覚めればいつも側そばに居て彼を見つめている同どう居きよ人の少女は、今日も昨日と変わらぬ淡たん々たんとした口調で朝の挨あい拶さつを返してきた。一昨日おとといも同じだったし恐おそらくは明日も明後日あさつても同じだろう。


　それがまるで義ぎ務むであるかの様にこの紅あかい眼めの少女は影かげの如く常つねにレイオットの側に居る。側に居て彼の事をじっと見み据すえている。楽しそうにでもなく、辛つらそうにでもなく、ただ研究者が実験内ない容ようを観察するかの様な、感かん情じようを交えぬ静せい謐ひつな眼が淡々とレイオットを映し続けているのみだ。


　何を思って彼女が自分を見つめ続けるのかレイオットは知らない。


　一いつ緒しよに暮らし始めた当初は落ち着かない気分にもなったが……今ではもう慣なれた。


　とはいえ──


「……カペル？」


　身を起こして傍かたわらを振ふり返ると……カペルテータは部屋の片かた隅すみに置かれた椅い子すに座すわっていた。その膝ひざの上には彼女の飼かい猫ねこであるシャロンが丸くなって眠っている。以前は床ゆかの上に直接座っていたのだが──どうせなら、とレイオットが椅子を置いた為ため、今ではそこがレイオットの寝室における彼女の定位置になっている。


「何でしょう」


　やはり全くいつもと変わらぬ静かな口調である。


　レイオットの助手をしている以上、カペルテータとて寝不足になって当然の筈はずなのだが……やはりその整った顔を覆おおう無表情には、昨晩と同じく微み塵じんの緩ゆるみも無い。


　代わりにその膝の上でシャロンが眠そうに大欠伸あくびをしていた。


「……前から訊ききたいと思っていたんだがな」


　レイオットは首くび筋すじを搔かきながら言った。


「お前……一体、いつ寝てるんだ？」


「夜に」


「……いや……まあそりゃそうなんだろうけどな」


　当然といえば当然の答えに苦笑するレイオット。


「俺おれはお前が寝てる処って見た事無いんだよな。失神してる処とかは見た事あるんだが」


「そうですか」


　それがどうした──とでも言うかの様にカペルテータの口調は淀よどみない。


「欠伸してるのも見た事無いんだが」


「そうですか」


「お前の部屋にはベッドもあるよな？」


「はい。レイオットに買って貰もらいました」


「使った事はあるか？」


「最近はたまに──」


　それは驚おどろきの事実だった。


「使ってるのか？」


「──シャロンが」


「左様で」


　呆あきれの口調で言ってからレイオットはベッドを降おりた。


　枕まくら元もとに置いてあったサングラスを掛かけ、ベッド脇わきの壁かべのフックに引っかけてあったシャツを羽は織おり、ボタンを留とめながら洗せん面めん所じよへと向かう。振り返って確認するまでもなく、カペルテータが後ろについてきているのは足音で分かった。


「……昼は？」


「未まだです」


　会話と呼ぶのもおこがましい様な、簡かん潔けつ極きわまりないやり取りをしながら、レイオットは顔を洗あらい、歯を磨みがく。


　その間もずっとカペルテータはすぐ後ろに立って彼の事を見つめ続けている。


　自分自身の事も含ふくめ、何かにつけて大おお雑ざつ把ぱなレイオットであるからこそ、朝昼晩ばんと四六時中休み無くこの少女の視し線せんを受け続ける事にも慣れてしまったが……神しん経けいの細い者ならばノイローゼにでもなりかねない。今でこそしなくなったが──彼女がこのスタインバーグ邸ていで暮くらし始めた頃ころは、便所だろうと風ふ呂ろ場ばだろうと彼女はついてきて、レイオットが出てくるまで廊ろう下かで待っていた。


　一体何を思ってレイオットを観察し続けているのか。


　共に暮らしてもうすぐ四年になるが未いまだにこの少女の考えている事は半分も分からない。


　それはさておき──


「ジャックの処ところに行くついでに外で昼飯喰くうか……」


　洗面所を出て車庫に向かいながらレイオットは呟つぶやく。


　モールドを使った後はモールド・エンジニアに修しゆう理りと検けん査さに出すのが基き本ほんだ。


　元々、機動性を確かく保ほする為ためにかなりの軽量化が施ほどこされている戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストのタクティカル・モールドは、鎧よろいじみた見た目とは裏うら腹はらにひどく繊せん細さいな部分も数多く抱かかえている。たった一度の装そう着ちやく及および使用で歪ゆがみが生じたり亀き裂れつが生じたりする事も珍めずらしくないのだ。


「そういえば……」


　レイオットはふと昨日の記き憶おくを脳のう裏りに浮うかべながらカペルテータを振ふり返った。正確に言えば日付としては今日で──八時間程ほど前まえの記憶なのだが。


「昨日の、現げん場ばに行く前に見たアレだが」


「はい」


「覚えているか？」


「はい」


　即そく答とうである。


「絵に描かけと言われたら……出来るか？」


「はい」


　これまた何の躊ちゆう躇ちよも無い。


　カペルテータは元々異い様ような程に記憶力が良い。


　彼女が描けると言うのならば……それこそ写真と見み紛まがう程の細かさで昨晩見た異い形ぎようのモールドを絵にする事が出来るだろう。画力に関してもこの少女は非ひ常じように優すぐれている──ただしあくまで模も写しやだけだが。


　世の中には──写真記憶と呼よばれる特とく殊しゆな記憶法を可か能のうとしている人間が居いる。


　通常、人間は例えば教科書の内ない容ようを覚える場合に、そこに書かれた文面を『線リニア』的な覚え方をする。つまり文字をずっと追っていって、順番に内容を理り解かいし、それを直線的な記憶の連続として脳に刻きざみ付ける方法だ。


　ところが。


　ある種の人間は、同じ教科書を見た場合に『線』ではなく『面』で記憶する。まるで写真を撮とるかの様に、その意味内容ではなく視覚に映うつった画が像ぞうで記憶するのだ。


　これが写真記憶と呼ばれる記憶方式だ。


　これが具体的にどの様な差をもたらすかというと──写真記憶を行う人間にとって一度覚えた教科書のそのページは、いつでも記憶の中で閲えつ覧らんする事が可能になる。彼かれ等らはいちいち内容を理解しないでも構かまわない。内容を問われれば改めて脳内に再さい生せいしたその画像を読めば良いだけの事なのだ。


　彼等にとってはその教科書の文字も紙の上の染しみも情じよう報ほうとしては等とう価かだ。


　だから彼等は教科書の内容には直ちよく接せつ関係の無い事まで覚えている。例えば教科書のページに三枚まいの写真が載のっていたとすれば、その三枚がどういう位置関係であったかという事まで明確に思い出せる。どんな写真であったかも『まるで眼めの前で見ているかの様に』説明出来る。教科書の内容を意味情報として──『線』として覚えている人間には到とう底てい不可能な芸当だろう。


　ある種の天才と呼ばれる者達はこうした記憶法により、大量の情報を素す早ばやく脳内に貯ため込こむ事が可能なのだという。もっともそれら天才の中には、その特殊な記憶法故ゆえの弊へい害がいなのか、精せい神しん的に問題を抱かかえている者も少なくないと言われているが。


　何にせよカペルテータもそうした『天才』の一人ではあるのだろう。


　それが彼女にとって幸せな事かどうかは分からないが。


「ジャックの前で絵に描いてやってくれるか？」


「はい」


　頷うなずいてから……カペルテータは言った。


「昨日のあのモールドが気になるのですか」


「ちょっとな」


　具体的に何が──という訳わけではない。


　ただ何かレイオットの勘かんに引っ掛かかるものがあった。


　真夜中の魔族メレヴエレント事件。現場急行中に見掛けた異形のモールド。そして急きゆう激げきな変異を果たしていた魔族。これらには相そう互ごに何の繫つながりも無いのかもしれない。


　だが──


「──ん？」


　何ど処こかでベルの音がする。


　玄げん関かんの呼び鈴りんではない。音は居間の方から響ひびいている。


　けたたましく鳴り響いて聴きく者をやたらと急せかすその音は、居間に置かれた電話機の呼び出し音である。ただしレイオットもカペルテータももうその音には慣なれきっているので、耳にしてもいちいち慌あわてたりはしないが。


　既すでにモールド・キャリアに乗って出掛ける気になっていたレイオットとしては、居間まで電話を取りに戻もどるのは面めん倒どう臭くさい。


　このまま電話を放置して居い留る守すを使うかどうかを一いつ瞬しゆん迷まよったが──


「…………」


　レイオットが決めるよりも早く、カペルテータがすたすたと歩いて居間の方へと電話を取りに行ってしまった。その後ろを猫ねこのシャロンがのんびりと追い掛けて行く。


「……律りち儀ぎな奴やつだな」


　廊ろう下かに一人残されたレイオットもそう呟つぶやいてから居間に向かう。


　居間に入ると、既に受話器を取って電話の相手と二言三言言葉を交かわしていたカペルテータがレイオットの方を振ふり返って言った。


「シモンズ監かん督とく官かんです」


「……左様で」


　レイオットは溜ため息をついて受け取る。


　ネリンからの電話となるとまた仕事絡がらみの面倒な話なのだろう。たまに戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストと魔ま法ほう監督官としてではなく、普ふ通つうの知り合いとしての用よう件けんでも掛かってくる事はあるのだが──こういう間の悪い感じで掛かってくるのは、大たい抵ていが仕事関係の、それも面倒な類たぐいの用件なのだという事を、レイオットは経けい験けんから熟じゆく知ちしていた。


「──毎度」


『あ。スタインバーグさん』


　物もの憂うげなレイオットの声に気付いているのかいないのか──ネリンはいつもの通りの口調である。どうやら一いつ睡すいもせずにそのまま出しゆつ勤きんしているらしい。見上げた根こん性じようであった。


『一いち応おう──念の為に電話掛けてみたんですけど。今日の事。忘わすれてませんよね？』


「…………」


　レイオットは黙だまり込んだ。


　天てん井じようを振り仰あおいで黙もつ考こうする事……およそ十秒。


　ずり落ち掛けたサングラスのフレーム越ごしに視し線せんを送ったその先、壁かべと天井の境さかい目めを小さなヤモリが一匹ぴき這はっているのを見つけた処ところで──電話の向こうのネリンが大きく溜め息をつくのが聞こえた。


『忘れてませんよね？』


　念を押す口調でネリンがそう尋たずねてくる。


　レイオットは更さらに数秒考えてから──言った。


「あんたの誕たん生じよう日びは来月だったよな？」


『覚えててくださって嬉うれしいです』


「となると……ジャックの誕生日か？」


『違ちがいます』


　ネリンの口調に苛いら立だちが滲にじむ。


『先に言っておきますけど、モデラート警けい視しの誕生日とかフィリシスの誕生日とかエリック君やフレッド君の誕生日でもないですからね』


「じゃあ誰だれの誕生日なんだ？」


『誕生日から離はなれてください』


「…………」


　レイオットはしばらく考えて──


「今日何かあったか？」


　とカペルテータの方を振り返って尋ねる。


　だがレイオットの助手を務つとめる少女は、ただ紅あかい眼めを二度程ほど瞬しばたたかせて言った。


「特に何も聞いていませんが」


「…………」


　レイオットは困こん惑わくの表ひよう情じようを浮うかべてから──言った。


「すまん。ヒントをくれ」


『やっぱり忘れてた──今日は、出頭の日ですよ』


　殊こと更さらに長い溜め息が受話器の向こうから聞こえてきた。


「出頭──……あー……ああ」


　ようやくレイオットの脳のう裏りで今日の日付とネリンの電話の意味が嚙かみ合った。


　半月程前にネリンから電話が来て『魔法管理局への出頭』を命じられたのだ。電話口でのやり取りだったのでカペルテータはその内ない容ようを直ちよく接せつ聞いてはいないし、レイオットもそのまま忘れてしまって伝えていない。そもそも知らないのだ。記き憶おく力に優すぐれた彼女が覚えていないのも当然であった。


「出頭命令──か」


『思い出して貰もらえて幸いです』


　魔法士ソーサリストという職しよく業ぎようは基き本ほん的に自由業だ。


　しかし……だからといって全く何の拘こう束そくもされず義ぎ務むも負わないという訳わけではない。その魔法の力は社会的に大きな影えい響きようを与あたえる事が可か能のうである事から、魔法士達は、基本的に魔法監督官の指し示じには従したがわねばならないし、魔法管理局から正式な命令が下されればそれにも従う義務も負う。これは魔法士法第七条じようや都市内魔法行使条例第四条但ただし書がきにも明記されている。


　特に今回の様に出頭命令が下されれば正当事由──例えば病びよう床しように伏ふしているとか出頭期き限げんまでに物理的にトリスタン市に戻もどる事が出来ないとか、あるいは戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストならば指定時間にケースＳＡの現げん場ばに出ているとか──でもない限かぎりこれを拒こばむ事は出来ない。


　だが──


「……シモンズ監督官」


　顔をしかめてレイオットは言った。


『はい？』


「あんたの記憶力に関しては俺おれとしても敬けい意いを払はらっているつもりだが」


『なんですか一体』


「あんたな。俺が無む資し格かくの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストだって忘わすれてないか、最近？」


『忘れてませんよ』


　何を今いま更さら──といった口調でネリンが言ってくる。


「俺には魔ま法ほう管理局に従う義務は無いんだが」


　レイオットの記憶力に問題があるのはいつもの事だが──この件けんに限って言えば彼が忘れていた理由はそれだけではない。自分には関係ないと思ったからこそ彼は覚えようとも思わなかったのだ。カペルテータに伝えていなかったのもそれが理由である。


『……それはそうですけど……でも』


「大体何なんだ──出頭命令って。今までそんなもの無かっただろうに？」


　今回の出頭命令は単なる口頭の呼よび出だしではない。レイオット個こ人じんにではなく──トリスタン市の支し局きよくに登録されている全魔法士ソーサリストに対して発せられたものだ。更に言えば魔法士個人のみならず業務遂すい行こう上の補ほ助じよ者──つまりはその助手も含ふくめてのものである。


　確たしかに前ぜん述じゆつの通り魔法管理局は、正当な手続きさえ踏ふめば魔法士達に対して一定の義務を課したり命令を下したりする事が出来る。これは文字通り魔法を管理する為ための役所としては当然に備そなわる権けん能のうである。


　だがレイオットの知る限り、魔法管理局が魔法士達を一いつ斉せいに呼び出すなどという事は今まで無かった。基き本ほん的に魔法士達は別々の存在で──個々の担たん当とう監督官が彼かれ等らを管理している。それで殆ほとんどの場合に事足りたし、それで出来ない事が、揃そろって呼び出す事で可能になるとも思えないからだ。


　だが──


『……出頭後に説明される事だと思いますけど』


　短い逡しゆん巡じゆんの沈ちん黙もくを置いてから──ネリンが言った。


『ケースＳＡの発生件けん数すうの増ぞう加かが、もう細かな采さい配はいだけじゃ対たい処しよしきれない位になってるんですよ』


「それはまあ──分かるが」


『だから試験的な時限立法ではありますが、トリスタン市内に限っては、特例法が施し行こうされます。魔法関連の法ほう律りつが若じやつ干かん変わるんです。具体的には強きよう制せい待機期間の短たん縮しゆくと呪じゆ文もん書式板や各種魔法関連機材の購こう入にゆう資格の緩かん和わを柱にして──』


「ちょっと待て」


　レイオットは思わずネリンの台詞せりふに割わって入った。


「購入資格の緩和？」


『そうです。勿もち論ろん──魔法士ソーサリストでもない人にモールドやスタッフを売っても良いという話ではなくて。医い療りよう系けい、産業系の魔法士の人達が、攻こう撃げき用、あるいは防ぼう御ぎよ用の呪文書式板を購入したり……あるいは職業系けい統とうの違ちがうモールドを購入したりするのを許きよ可かするという意味です』


「……それはつまり」


　レイオットは呻うめく様に言った。


「医療系や産業系の魔法士にも戦わせようって話か？」


　確たしかに呪文書式板の規き格かくや、スタッフを接せつ続ぞくする際さいのプラグの規格が合えば、医療用モールドだろうが工業用モールドだろうが攻撃魔法は使える。


　しかしそもそも運動性や機動性を半ば無む視しする形で作られたそれらのモールドで戦せん闘とうに出るのは、完全に自殺行こう為いだ。


『……将しよう来らい的にはそうなるかと。無論、正規の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが足りない場合の準じゆん戦闘要員扱あつかいですが……何にしても現げん状じようでは圧あつ倒とう的に戦術魔法士の数が足りないんですよ。それはスタインバーグさんも実感しているでしょう？』


「それはそうだが──産業モールドや医療モールドには据すえ付け型のもあるぞ」


『場合によっては特別予算で〈アセンブラ〉の購入及および貸たい与よも考えています』


「……そいつは豪ごう気きだな」


　とレイオット。


〈アセンブラ〉シリーズ。


　これは新進気き鋭えいの女性モールド・エンジニアであるエヴァ・イーミュンがルイーゼ・ローランドの工こう房ぼうから発表した新型のモールド・システムである。ユニット化され交こう換かん可能な各部部品と、設せつ計けい段階から大きくとられた調整マージンによる幅はば広い適てき応おう性──そしてそこから導みちびき出される低てい価か格かくが売りだ。


　同一規格で大量生産し部品交換と調整によって多くの魔法士に売る──その結果としてモールドの単価を下げ、魔法士になる際の障しよう害がいの一つである初期投とう資し金きん額がくの引き下げ、最終的には魔法士人口の増加そのものを狙ねらった戦せん略りやく商品である。


　実はレイオットも以前、エヴァ本人に依い頼らいされ、試験使用者モニターとして何度かこの〈アセンブラ〉を使用しているのだが……価格が下がったからといって質しつが下がったという印象は無かった。むしろ設計の旧ふるい〈スフォルテンド〉よりも高性能な部分も散見された位だ。


　だがいくら安くなったとはいっても──モールドはモールドである。


　それまでのモールドと比ひ較かくすれば値ね段だんが下がったというだけで、まとまった数を買うとなれば、決して安い買い物ではない。十体分購入するだけでも魔ま法ほう管理局は今年の予算案を大幅に見直さねばならない筈はずだ。


『とりあえず試験的に五体分の予算が通っています。あと──ローランド工房とは試用報告書レポートと引き替えに二体分を無む償しよう貸与してくれる話がついていますが』


「……なるほど」


　どうも随ずい分ぶん前からこの案は検けん討とうされていたらしい。


〈アセンブラ〉が開発された結果として一気に具体化したのか──あるいはエヴァがこの案の存そん在ざいを知った上で〈アセンブラ〉を企き画かくしたのか。どちらにせよ実質的な『公式機関の採さい用よう』はローランド工房にとっては良い宣せん伝でんと実じつ績せきになる筈だ。


「とはいえ──」


　正気の沙さ汰たではない──それがレイオットの正直な感想だった。


　確かに戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの数が足りないという現状は実感として分かる。何しろ正規の戦術魔法士で事足りていればそもそも出番が無い筈のレイオットが、モールドを着たまま次の現場に向かう様な──無茶な連戦を強しいられたりする程なのだ。正規の戦術魔法士達はとっくの昔に手て一いつ杯ぱいになっているだろう。


　現状打だ破はの期待を込めて設立されたＳＳＳが実戦稼か働どうを始めても状じよう況きようはさして変わらなかった。恐おそらく根本的に対たい策さくが事じ件けんの増ぞう加か率りつに追いついていないのだ。


〈シェル〉。そして〈黒本〉。これらの存在が魔族メレヴエレント事件の発生形態そのものを変えつつあるのだ。かつては職しよく業ぎよう的な魔法士が事じ故こで魔族化するという場合が殆ほとんどであったのに──現在は一いつ般ぱん人ですら魔族化する場合が増ふえてきた。いや──恐らく一般人の魔族化数は既に職業魔法士のそれを上回っている。


　しかし。


　だからといってそれに対処する為ために専せん門もん職でもない魔法士を戦闘に投入する事が事態を打開するとは到とう底てい思えないのだ。確かに頭数は揃そろうだろうし、〈アセンブラ〉と各種戦闘用魔法書式を揃えれば体てい裁さいは整うかもしれないが──それだけで医者や工員が兵士として役立つ様になる筈が無い。レイオットとて医療用呪文書式を与あたえられても──比ひ較かく的簡かん単たんな止血や組そ織しき癒ゆ着ちやくの魔法ならばともかく──複ふく雑ざつな治療行為をこなす自信は無い。


　戦せん闘とう訓練も受けていない人間に銃じゆうを渡わたしても即そく座ざに兵士になれる訳わけではないのだ。銃の扱いも分からず戸と惑まどっている内に戦死するか──さもなくば銃を暴ぼう発はつさせて自分の頭を吹ふっ飛ばすのがオチだ。銃ならばそれで済すむが……それが魔法の場合、下手をすれば魔法士ソーサリストが次の魔族メレヴエレントとなって被ひ害がいを広げる可か能のう性すらある。


「正直言って──無意味に魔族事件と死し傷しよう者しやが増えるだけの様な気がするがね」


『…………』


　レイオットの辛しん辣らつな批ひ評ひように──ネリンが受話器の向こうで言葉に詰つまるのが分かった。


　恐らくは彼女としても今回の方策を全面肯こう定ていしている訳ではないのだ。だが彼女としては魔法管理局の決定そのものに逆さからう事は出来ない。宮仕えの辛つらい処ところではあろう。


『……スタインバーグさんの言いたい事は分かりますけど。その為にも魔法士同士の連れん携けいというか……戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストによる戦闘の講こう習しゆう会かいとか……そういうのも企画されていて、その為の顔合わせという意味合いも、今回の出頭命令には含ふくまれているんですよ』


「何にしても……泥どろ縄なわだな」


『分かってます』


　拗すねた様な声でネリンが言った。


『とにかくそういう決定なんです。出頭してください。御願いします。これも忘わすれておられるかもしれませんから念の為にもう一度お伝えしますが──出頭場所はトリスタン支し局きよく二階の第一会議室です。時間は二時』


「…………」


　レイオットは顔をしかめたまま黙だまり込こむ。


　昼食を摂とった上で二時に間に合わせる為には、もう出掛けないとまずい時じ刻こくだが……どうにも気が進まない。


　元々レイオットは役所の類が苦手なのだが──これに加えて同業者の集まる場所となると苦手意い識しきが倍加するのである。


　レイオットは無む資し格かくの魔法士だ。


　無資格の魔法士といえば、本来は正せい規きの魔法士に比くらべると日ひ陰かげ者の存在であり、こそこそと人目を憚はばかりながら、正規の魔法士への依い頼らいからこぼれたゴミ拾いの様な半はん端ぱ仕事や汚よごれ仕事をしているのが世間の相場なのである。


　ところがレイオットはその立場に反してやたらと名前が売れている。


　無資格でありながらも、その実力故ゆえに特例処置として正規の魔法士に準じゆんじる扱あつかいを受けている事。ＣＳＡの少女を助手として使っている事。更さらには超ちよう有名戦術魔法士である処のフィリシス・ムーグと同どう棲せいしていたという事。等々……幾いくつかの要よう因いんが絡からまり、本人の思おも惑わくとは全く関係ない処でレイオット・スタインバーグの名が勝手に広まっているのだ。


　迷めい惑わくな話である。


　世の中には他人がただ有名になるというだけで、それをやっかむ者や反感を覚える人間が居る。それもかなりの数でだ。そして当然ながら正規の魔法士ソーサリスト達の中にもレイオットの名の売れ方を快こころよく思わない者も多い。


　その結果として……魔法士達が集まる場所に行くと、有形無形の各種嫌いやがらせをレイオットは受ける事になる。


　特に産業系けいや医い療りよう系魔法士が集まる場が酷ひどい。


　完全に実力主しゆ義ぎの世界に生きている戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト達は意外とレイオットに好意的な者も少なくない。だが、そもそも他の分野の魔法士達は、戦術魔法士を『暴あばれ者』『破落戸ごろつき』として格下に見る傾けい向こうがあり──その中でも更に外れ者であるレイオットは『魔法士の面つら汚よごし』として尚なお更さらに風当たりがきついのである。


　今更ちょっとやそっとの嫌がらせを気に病む様なレイオットでもないのだが、わざわざ自分を嫌きらっている連中が集まる場所に顔を出す程ほど、彼もお目め出で度たい思考形けい態たいをしている訳ではない。ましてそうした連中の侮ぶ蔑べつや罵ば倒とうはレイオットのみならずカペルテータや、場合によってはフィリシスやネリンにまで飛び火する。


　その事を考えれば今回の出頭にはとても積極的になれないのだ。


　だが──


『スタインバーグさん？』


「いや、俺は──」


　やはり断ことわろうと適当な言葉を脳のう裏りで検けん索さくしているレイオットに──一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくしてからやや口調を変えてネリンが言った。


『来てくれないとフィリシスに言いつけますよ？』


「…………おい」


　呻うめく様にレイオットは言った。


　少し前からこのネリン・シモンズ監かん督とく官と戦術魔法士のフィリシス・ムーグが友達付き合いをしているのは知っていたが──どうもその結果としてネリンが妙みように強気に出る事が増ふえた気がする。


　元々レイオットとフィリシスは同どう棲せいしていた事がある。


　実じつ質しつ的にはフィリシスの家に彼が単に居い候そうろうしていただけの事だ。だがレイオットが彼女と男女の関係を持っていた事は事実だし、レイオットが戦術魔法士として駆かけ出しの頃ころの事を彼女は色々と知っている──他人に知られるとレイオットですら『若わか気げの至いたり』として羞しゆう恥ち心を覚えざるを得ない様な諸もろ々もろの事を。


　そしてフィリシスはどういう訳かネリンがレイオットを『管理』しようとするのを歓かん迎げいしている様な節がある。時折、ネリンが知る筈はずの無い様なレイオットの昔話を知っていたりするのも、恐らくフィリシスが教えたのであろう。


　お陰かげで余よ計けいな知ち識しきを山程仕入れたネリンは、会う度たびに手て強ごわくなっている感があった。


「最近あんた、手しゆ段だんを選ばなくなってきたな」


『ええ。担たん当とうの魔法士ソーサリストに一ひと筋すじ縄なわではいかない人が居いますから』


「…………」


　レイオットは天を仰あおぎ──そして言った。


「分かった。行くよ」


『なるべく早く御願いします。時間があれば昨日の調書も作りたいですし』


「……分かったよ」


　長々と溜ため息をつきながらレイオットは受話器を降おろした。


　ふと気付いて傍かたわらを見ると──やはりカペルテータが彼の方をじっと見つめている。


「魔ま法ほう管理局に出頭しろとさ。まあジャックの処ところはその後に寄よればいいだろ」


「はい」


　特に何の感想も示しめさずＣＳＡの少女は頷うなずいた。





　　　　●　　●　　●





　エリック・サリヴァンがその噂うわさを聞いたのは学校の食堂で昼食を摂とっていた時だった。


　殊こと更さらに聞き耳を立てていた訳ではない。


　ただ参考書を眺ながめながらピザ・トーストを囓かじっていると、すぐ後ろのテーブルについていた女生徒達の会話内ない容ようが耳に入ってきただけの事である。


　基き本ほん的にエリックは噂話の類には興きよう味みが無い。他人の会話を盗ぬすみ聞きする事に喜びを覚える性タ質チでもない。そもそも──彼はごく一部の例外を除のぞいて同世代の他人にはあまり興味が無いのだ。だから最初は特に意識を集中するでもなく、周囲に溢あふれる雑ざつ音おんの一つとして聞き流していた。


　だが……


「──魔族メレヴエレントの──」


「──三組のボーズンさんのお父さんが──」


「──〈黒本〉が見つかってないから──」


「──〈黒騎き士し〉だって──」


「──まるで馬に乗った騎士みたいに──」


「──警けい察さつが必死で隠かくして──」


　断だん片ぺん的にではあるが聞き捨ずてならない単語が幾いくつか鼓こ膜まくに引っかかった為、彼は何気ない振ふりをしながら少女達の会話に耳を傾かたむけた。


　エリック・サリヴァン。


　彼は何かと魔族メレヴエレント事件に縁えんがある。


　最初に医い療りよう魔法士であった父親が魔族化した事から彼の人生は大きく変わり、彼の価か値ち観その他諸々の変へん質しつを余よ儀ぎなくされた。またその後に出会ったとある上級生の少女が魔族化してしまった事件も、彼の人じん格かくに大きな影かげを落としている。


　客観的に見れば彼は魔族事件によって人生を大きく歪ゆがめられた被ひ害がい者である。


　だが……エリック自身はその事について是ぜ非ひを今更考えるつもりは無い。


　そういう巡めぐり合わせだった事については誰だれの責せき任にんでもないし──その事を嘆なげいたり悔くいてももうどうしようもない。事件のお陰かげで自分も随ずい分ぶん、考え方や性せい格かくが変わったとは思うが、それが良い方にか悪い方にかは、彼自身が判はん断だんする事ではなかろう。


　ただ、彼は思い知っただけだ。


　世の中には美しい理想も醜みにくい現げん実じつも同じ数だけ存そん在ざいしていて……しかも大たい抵ていの場合にそれらは表ひよう裏り一体なのだという事を。


　だから彼は同じ年とし頃ごろの少年少女に比ひすれば考え方が何かとひどく大人びている。醒さめていると言っても良いだろう。中ちゆう途と半はん端ぱな理想論ろんに酔よったりしない代わりに、他の学生達とは必要以上に馴なれ合わず、何ど処こか一歩距きよ離りを置いて同級生達を見ている様な処がある。


　教きよう師し連中から見ればひどく可愛かわいげのない生徒に見えるらしいが、その事もエリックにとっては興味の範はん疇ちゆう外だ。基本的な教科全ぜん般ぱんにわたって良い成せい績せきさえ維い持じしていれば殆ほとんどの教師は黙だまらせる事が出来る。


　そんなエリックでも……やはり魔族事件の話となれば興味を抱いだかずにはおれない。


　それは大抵の場合に悲ひ愴そうで悲ひ惨さんでどうしようもないものではあるのだが。


「…………」


　必要以上に時間をかけて珈琲コーヒーを飲み、ピザ・トーストをちまちまと囓りながら聞いた少女達の話は──エリックの想像を超こえてかなり突とつ飛ぴな内容であった。


　夜な夜な街を徘はい徊かいする〈黒騎士〉の話である。


　それが何者なのかは分からない。そもそも人間であるかどうかも分からない。魔族だという説まであるという。


　その姿すがたは異い形ぎよう。


　だが馬に乗った鎧よろい騎き士しの様な姿にも見える為ため、そして大抵が夜の闇やみに紛まぎれて現あらわれる為に、いつの間にか──何の捻ひねりも無いままに──〈黒騎士〉という渾あだ名ながつく様になったらしかった。


　まあそこまではいい。


　それこそ七年に一度現れる殺さつ人じん鬼きだとか、下水道を徘徊する白いワニだとか、子こ供どもをさらっていく曲技団サーカスだとかそういう無む責せき任にんな都市伝説の類と大差ない。それだけならばエリックも苦く笑しようして聞き流していただろう。


　問題は──


『〈黒騎士〉に呪のろわれた者は魔族メレヴエレントになる』


　という一点だった。


　これとて普ふ通つうに聞けば一笑に付してしまう様な馬ば鹿かげた話ではあった。だが幾つかの現実と合がつ致ちしているとなると話は少々変わってくる。


　そもそもこの〈黒騎士〉と呼ばれる存在は、ここ数か月の間に出現したらしい。


　それと相前後して『魔ま法ほうを唱えていないのに魔族になる』という事件が頻ひん発ぱつしているのだと少女達は主しゆ張ちようしていた。そしてその原げん因いんが〈黒騎士〉なのだと。


　その証しよう拠ことして少女達は、警察の対魔族特殊狙そ撃げき隊ＳＳＳや魔法管理局の魔法監かん督とく官かんが、真夜中に、しかも頻ひん繁ぱんに出動しているという事を挙げていた。無論それらは情報源ソースの曖あい昧まいな聞き伝えでしかないのだが──


「きっと新聞報ほう道どうとかに圧あつ力りよくが掛かかってるのよ」


　と少女の一人は得意げな口調で言い、他の少女達も感心したり怖こわがったりと概おおむね同意の反はん応のうを示しめしている。そんな彼かの女じよ等らの会話を背せ中なかで聞きながらエリックは思った。


（圧力はともかく……ＳＳＳや魔法監督官の方は、調べれば分かる事だしな……）


　無論、それが事実であったとしても即そく座ざに〈黒騎士〉の存在の肯こう定ていには繫つながらない。


　ただ──


「ほら、中学ジユニアハイスクールの時に、ディアリ・オーツって子いたでしょ？」


「ああ……いたいた。あの、なんかお父さんがレストラン経けい営えいしてたっていう」


「あの子のお父さんのレストラン、潰つぶれてお父さん自殺したらしいんだけどさ」


「へえ……」


　決して明るい内容では無い筈なのに──少女達の口調に悲愴感は無い。むしろ駅前に新しいケーキショップが出来たとか、その程てい度どの話題の様にさえ聞こえる。不幸という概がい念ねんを単語の上だけでしか知らないのだろう。


「それで生活苦しくなってさ？　あの子、売春とかしてたらしいよ？」


「そうなんだ」


　何な故ぜか押おし殺した笑い声が漏もれる。


　それを不ふ快かいに思いつつもエリックは更に少女達の会話を聴きいていた。


「でね──この間さ、あの子ね、『仕事』中に〈黒騎士〉見たんだって」


「うそ？　本当に？　〈黒騎士〉を？」


「見たみたいよ。でも何だか頭がおかしくなって病院に入ってるってさ。譫うわ言ごとみたいに『〈黒騎士〉が来る』とか『魔族メレヴエレントになる』とか言ってるみたい。ディアリの友達やってる子から聞いたんだけどさ？」


「へえ……可か哀わい想そうにねえ」


　そう言いつつ少女達は笑っている。


　他者の不幸を娯ご楽らく程度にしか認にん識しきしない少女達のその感かん性せいに、エリックは不快感を通り越こして吐はき気すら覚えたが、盗み聞きしている立場で文もん句くを言える筋すじ合あいでもあるまい。


　そこへ──


「──お。エリック」


　声を掛かけられて顔を上げると──そこには一人の少年が立っていた。


　フレッド・クラプトン。


　エリックの同級生であり、恐らく、もしエリックに『親友』というものが居るとするならば、その第一候こう補ほに挙がるべき少年だった。少なくとも一いつ緒しよに居る時間は長いし、他ほかの知り合いには話さない様な事まで話す間あいだ柄がらではある。


「何ど処こに行ったのかと思ったぞ」


　大おお盛もりのピラフとサラダボウルを載のせたトレイをエリックと同じテーブルに置きながら、フレッドは少し恨うらめしげな口調で言った。


「待っててくれてもいいだろ？」


「お前の用事に付き合っていたら昼休みが終わる」


　エリックは言った。


「大体、お前は余計な事に首を突つっ込こみ過すぎなんだよ──〈正義の味方ホワイト・ハツト〉」


「そうかなあ？」


　本気で首を傾かしげる友人を前に……エリックは苦笑を浮うかべて見せるべきか、溜ため息をついて見せるべきかで数秒悩なやんだ。


　フレッドが昼食を摂とるのが遅おくれていたのは職しよく員いん室しつに呼よび出だしを喰くらっていたからだ。


　同級生と喧けん嘩かして相手を一方的にのしてしまったかららしい。


　元々このフレッド・クラプトンという少年は人懐なつっこく穏おだやかな性せい格かくをしている。


　だが同時に妙に正義感が強い処ところもあって、エリックに言わせればやたらと余計な事に首を突っ込みたがる悪あく癖へきがあった。端たん的てきに言えばお節せつ介かいなのだ。そしてその結果として話がこじれた挙げ句くに殴なぐり合いの喧嘩になる事がよくあった。


　今日も確たしか……上級生の男女が別れるの別れないのと喧嘩になっている処に割わって入ったのが発ほつ端たんだった筈はずである。女生徒を庇かばって男子生徒に殴られてしまい、反はん射しや的にフレッドからも手が出て、後はいつもの殴り合いに雪な崩だれ込んだらしい。


　これだけならばとりあえず『殴られそうになっていた女の子を庇った』という一種の美談なのだが……フレッドの問題はきちんと前後の状じよう況きようを確かく認にんしない事である。彼は咄とつ嗟さに女の子を庇った様だが、よく聞けばどうもこの上級生男女の喧嘩、元々の原げん因いんは女生徒の方が別の男子生徒と肉体関係を以前から持っていた──つまりは二股またという奴やつだ──事がばれたからであるらしい。だからといって暴ぼう力りよくをふるっても良いというものではないのだが、少なくとも一方的に男子生徒の横おう暴ぼうという訳わけでもなかった様だった。


　まあとにかく。


　そういった訳で原因はさておき、上級生と大喧嘩の末に相手をぶちのめしてしまったフレッドは職員室に呼び出されて散々叱しかられていたのである。


　ちなみにこのフレッド──愛あい嬌きようのある見た目に反して喧嘩の類は滅めつ法ぽう強い。


　子こ供どもの頃ころの作文で『将しよう来らいの夢は正義の味方です』と書いたという少年は、最近とある事じ件けんで幼よう少しようの頃の決意を思い出し──その実現の為の必ひつ須す技ぎ能のうの一つとして元軍人の開く修練所ジムで軍隊式の実戦格かく闘とう技ぎを習っていたりする。


　未まだ習い始めて半年程ほどなのだが元々才さい能のうがあったのか、彼は着々と格闘技の実力を付けている様で──以前、何かの理由で彼を目め障ざわりに思った同級生三人が、彼をぶちのめすべく校こう舎しや裏うらに呼び出した際さい、数分後にはその三人の方がぼろぼろになって保ほ健けん室しつに担かつぎ込まれた一件は、校内でも有名である。


　普段は木ぼく訥とつな印象が強いのでついつい彼の事を馬ば鹿かにする者も多いし、実際に少々馬鹿にされた位ならこの少年は笑って見み逃のがすが……土ど壇たん場ばでは別人の様な冷静さと剛ごう胆たんさを見せるのだという事をエリックは知っている。


　それはさておき──


「…………」


「…………」


　女生徒達が目配せをして口をつぐむとテーブルから立ち上がった。


　まあ物静かな──それだけに黙だまっていると存在感の薄うすいエリックだけならともかく、フレッドの様な何かと目立つ人間が側そばに居いる状じよう態たいでする話でもなかろう。ましてこのお節介な『正義の味方』はかつての同級生の不幸を笑う様な女生徒達に、大真ま面じ目めで『そういうのは良くないと思うぞ』などと苦言を呈ていしかねない。


　立ち上がって食器を洗あらい場へ運んでいく少女達の姿すがたをちらりと横目で見送りながら、エリックはふと気付いた様子で言った。


「それはそうとフレッド」


「うん？　何だ〈皮肉屋クイツプスター〉」


「……誰が皮肉屋か。〈黒くろ騎き士し〉って噂うわさ話知ってるか？」


「〈黒騎士〉？　あー……ああ。なんかあるなあ、そういうの」


　とフレッドは頷うなずく。


「〈黒騎士〉に呪のろわれると魔族メレヴエレントになるって奴ね？」


「そう。それって結けつ構こう広がってるのか？」


「どうだろうなあ……聞いたのは俺おれも最近なんだけど」


　首を傾げて言うフレッド。


「〈黒騎士〉に呪われて魔族化──か」


「実際そんな事可か能のうなものかな？」


「さあな。そもそも『呪う』ってのがどんな行こう為いなのかも分からないし」


「ふむ……」


　フレッドは腕うでを組んで首を傾げる。


「まあ〈黒騎士〉そのものはいつもの都市伝説の類なんだろうけどな──」


「けど？」


「どうもなあ。夜中に警けい察さつのＳＳＳが出動したり、魔ま法ほう監かん督とく官かんが出動したりする数が増えてるのは事実らしいよ。うちに来た客が言ってた」


「…………」


　フレッドは夜に撞球ビリヤード場じようでアルバイトをしている。


　そして彼の勤つとめる店には警察関係者の常じよう連れんも多い。この為ためかフレッドはその生真面目そうな性格や行動とは裏うら腹はらに、色々と街の犯はん罪ざい事じ情じようだの裏社会の動向だのには詳くわしかったりもする。報ほう道どう管かん制せいだの何だのが敷しかれていても、現場の人間の口から情報がダダ漏もれ──というのは実はよくある話である。


　ちなみにアルバイト──特に夜のそれは校こう則そくでは禁きん止しされているので、フレッドが撞球場で働いている事を知っているのは、エリックとその他、フレッドとごく親しい人間数人だけであるが。


「まあ単に〈黒本〉を夜中に見る奴が増えてるだけかもしれないけどね。でも〈黒本〉が何ど処こを捜さがしても見つからない場合が妙みように増えているっていうか──何だかそういうのとはあまり縁えんの無さそうな人が魔族メレヴエレント化している件が増えてるんだとさ」


「…………」


　すると先さき程ほどの少女達の噂話もまんざら全すべて出で鱈たら目めという訳ではないらしい。


「魔法と関係ない人間がある日突とつ然ぜん──」


　魔族化する。


　それはつまり──


「まずいな」


「うん？　だったら俺にくれよ」


「ピザ・トーストの話じゃなくて」


　手を伸のばしてくるフレッドにそう言ってエリックは珈琲コーヒーを飲んだ。


「ただの都市伝説で済すめばいいけど──最悪人死にが出る」


「…………」


　怪け訝げんそうに見つめてくるフレッドに駄目を押す様にしてエリックは言った。


「それも一人や二人じゃない規き模ぼで」





　　　　●　　●　　●





　労ろう務む省しよう魔法管理局──トリスタン支し局きよく。


　トリスタン市の行ぎよう政せい区画の端はしにその建物は在ある。


　魔法管理局という名前だけを聞くと何か仰ぎよう々ぎようしい建物を想そう像ぞうする者も居いる様だが、別にその様な事は無い。結局の処ところ、魔法管理局も労務省管かん轄かつ下の一部門でしかなく、要するに公務員達の詰つめる役所の一種に過すぎない。


　とはいえ──様々な思おも惑わくの絡からみ合った先にこの魔法管理局は存そん在ざいする。


　医い療りよう魔法士や工業魔法士の存在は、労務省のみならず厚こう生せい省、通産省も無む視ししてはいられない。戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは警察関連や公安関係が興きよう味みを示しめす事が多いし──軍も魔法士部隊の再さい編へん制せいを諦あきらめていないという噂がある。


　実を言えば、そうした様々な各種官公庁ちようの圧あつ力りよくの下に魔法管理局は在る。


　建前上は独どく立りつした権けん能のうを持つ組そ織しきではあるのだが、職しよく務む遂すい行こうをする上で避さけ難がたい『付き合い』がある以上、しがらみとは無縁でいられない。それが組織──特に役所というものである。


　故ゆえに……この魔法管理局の建物にはやたらと各省庁からの出向組が居る。


　実を言えばトリスタン支局の建物の中で、部屋の半分がそうした出向組の執務室オフイスに使われているのである。最上階である五階とその直下の四階は殆ほとんどがそういった出向組官かん吏りの部屋で占しめられており、魔法管理局の局員の執務室が──支局長であるカート・ラベルの部屋でさえ──三階に在るというのは魔法管理局の置かれた現げん状じようをよく象しよう徴ちようしていた。


　ちなみに二階には各種会議室が置かれ、一階はロビー及および各種受付、地下は食堂と倉庫と駐ちゆう車しや場じようという構こう成せいになっている。


「…………さて」


　トリスタン支局の二階へと続く階かい段だんを前にしてレイオットは傍かたわらを振ふり返る。


　言うまでもなくそこに当然の如ごとく立って彼を見つめているのはカペルテータである。深めに被かぶったフードの中から深しん紅くの瞳ひとみが淡たん々たんとレイオットを見つめている。


「カペルは地下ででも待──」


「…………」


「──ってませんか。そうですか」


　レイオットは長々と溜ため息をついてから階段を上り始めた。


　一段分遅おくれてカペルテータがついてくる。レイオットはずり落ちかけていたサングラスを中指で押おし上げながら、念を押す様に言った。


「だがついてくるんなら……ちょっと覚かく悟ごしておいた方がいいぞ」


「はい」


　階段を上りながら頷うなずくカペルテータ。


「多少の事を言われたりされたりしても黙だまってろ。動くな。喋しやべるな。相手にすると面めん倒どう事が増ふえる」


「はい」


　階段を上りきると眼めの前に第二会議室が在った。


　扉とびらは開かれたままである。レイオットとカペルテータは入り口近くに座すわっている受付係らしい人物から配付資し料りようを受け取ると、部屋の中に入った。


　中は──当然の如く雑ざつ然ぜんとしていた。


　およそ人数は百名強といった程度か。


　やや広めの──休きゆう憩けい時間の大学の講こう義ぎ室しつを想おもわせる室内風景である。


　部屋の中心部にはずらりと人数分の椅い子すが一方向に揃そろえて並ならべられているが、現時点ではその半分も埋うまってはいない。代わりに壁かべ際ぎわや窓まど際ぎわには、年ねん齢れいも服ふく装そうも様々な者達が好き勝手な感じにたむろしている。


　内うち訳わけとしては七割わり余あまりが魔法士ソーサリストで残りが助手といった処だろう。戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストや救命魔法士といった緊きん急きゆう系けいの魔法士ソーサリストは助手を使う事が多いが、医い療りよう系や産業系の魔法士は基き本ほん的に組織の中の存在なので個こ人じん的に助手を雇やとっているという場合は少ない。


「…………」


　部屋に入った途と端たんに──何十という視線がレイオット達に集中する。


　それらの半数は次の瞬しゆん間かんには散っていた。


　レイオットやカペルテータに視線を返されて露ろ骨こつに眼を逸そらす者も居ないではなかったが……大半の者は特に興きよう味み無しといった様子で視線を手元の雑ざつ誌しに戻もどしたり、傍かたわらの者と会話を再さい開かいしたりする。


　残り半数はあまり好意的とは言えない表情を浮うかべてレイオット達を眺ながめ続けていた。


『資し格かくも持たないモグリの魔法士が何をしにきた』──とでも言いたいのだろう。


　それらの多くは医療系と産業系の魔法士達だ。


　大たい抵ていは一いつ般ぱん人と変わらぬ格かつ好こう──スーツやそれに類する姿すがたであるのでそれと分かる。


　彼かれ等らは魔法士といってもレイオット達の様な緊急系の魔法士と異なり、一般人である顧こ客きやくや同どう僚りようを相手に常じよう識しき的な人間関係を築きずきながら仕事をしている。その意味では普通の勤つとめ人に過ぎない。当然ながら──彼等の格好や物もの腰ごしは一般常識の範はん囲い内に収おさまる事を要求される。


　対して──勤め人の類には到とう底てい見えない感じの者達が後ろの壁際にかたまっている。


　服ふく装そうに関しては全くばらばらで統とう一いつ感が無い。ただし何処か堅かた気ぎの人間とは異なる雰ふん囲い気きを彼等は共通して放散している。お陰かげで前ぜん述じゆつの産業魔法士や医療魔法士は彼等には近付かず、奇き妙みような空くう漠ばくが両者の間には横たわっていた。


　緊急系の魔法士──救命魔法士と戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト達だ。


　彼等の中にはレイオットもカペルテータもよく見知った娘むすめの姿も在あった。


　フィリシス・ムーグ戦術魔法士。


　清せい潔けつ感の漂ただよう端たん麗れいな容よう姿しは相変わらずである。シャツにジーンズと学生の様な格好で、艶つややかな金きん髪ぱつも少年の様に短く無む造ぞう作さにまとめられているが──それでいて並なみの女には足下にも寄よれない様な色艶と気品がそこにはあった。


「──レイ」


　彼女はこちらに気付いて軽く手を振ふってくる。


　レイオットは軽く手を振り返してから手近な処に在る椅子に座すわった。フィリシスはフィリシスで側そばに居いる他の魔法士達の話し相手で忙いそがしいのか──それ以上の反はん応のうは無い。


　カペルテータもレイオットの隣となりに座る。


　管理局側からの説明が始まるには未まだ数分の時間があるだろう。レイオットは特に理由も無くぼんやりとフィリシスの周りの魔法士ソーサリスト達を眺める。自分から彼等の中に混まじろうという気は無かったし──時間潰つぶしの対象として距離を置いて見ればそれなりに彼等は興味深かった。


　例えば──


「──だから俺ぁ奴やつに言ってやったのさ」


　破われ鐘がねの様な野太い声で喋しやべっている大おお柄がらな男。


「そんなに娘が大事なら金庫に入れて鍵かぎかけておけってな。鋼こう鉄てつの貞てい操そう帯付きでよ？」


　男は気の利きいた冗じよう談だんを言ったつもりらしくて自分で大笑いしていた。


　まあ──分かり易やすい奴ではある。


「そしたらその親おや父じ、散さん弾だん銃じゆう持ち出してきやがってな？」


「ふうん。で──どうしたの？」


　あまり興味の無さそうな口調でフィリシスが先を促うながす。


「撃うたれる前にぶん殴なぐってやったら大人しくなった」


「……なるほど」


　フィリシスの口調には少々うんざりした様な響ひびきが混じっているのだが──男の方は気付いていないだろう。更に自分の武ぶ勇ゆう伝でん──だか何だか分からないものを延えん々えんと喋り続けている。少し離はなれた処ところで産業魔法士や医療魔法士も顔をしかめて不ふ快かい感を示しているが、これにもやはり気付いている様子は無かった。


　レイオットはこの男に見覚えが在った。


　ゲイル・タスカム救命魔法士。


　まるで後ろ脚あしで立ち上がった熊くまの様な体たい軀くに加えて、獅し子しの鬣たてがみを思わせる黒くろ髪かみが野や獣じゆうめいた印象をその姿に与えている。涼すずしげな印象のフィリシスと並んで立っていると余よ計けいにその荒あら々あらしい雰ふん囲い気きが強調されていた。着ているものも下はジーンズ、上は素す肌はだの上に革かわのベストという組み合せで──魔法士というより興業格闘家プロレスラーと言われた方がすんなり納なつ得とくがいくだろう。


　何かと大おお雑ざつ把ぱで豪ごう快かいな性せい格かくに加え、女好きで、金遣づかいは荒く、言動には品が無いが、根は妙に人が善よい──と見た目通りの人物である。既すでに四十に手が届とどく年ねん齢れいだが、魔法士資し格かくをとって未まだ二年と、経けい歴れきとしては殆ほとんど新人だ。元は建けん築ちく業者だったらしいのだが、何を想ったのか三十半ばを越こえて一念発起、いきなり救命魔法士資格を取ったという変わり者である。


　ちなみに……


　ケースＳＡの現げん場ばでは、状じよう況きようによっては戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストと救命魔法士を同時投入する事もある。魔族メレヴエレントの排はい除じよと生せい存ぞん者の救出を同時進行させる場合だ。


　レイオットは直ちよく接せつゲイルと組んだ事は無いものの、何度か現場でこの大柄な救命魔法士の姿すがたを見てはいたし、フィリシスから何度か話は聞いていた。あまり人の顔を覚えるのは得意ではないレイオットだが、ここまで印象が強いと忘わすれようが無い。


「大体だなぁ──今時、貞操だの何だの流は行やらねぇんだよ。自由恋れん愛あいだ自由恋愛！　同じ一生ならこう──色々な相手と寝ねたいと想うのが人にん情じようだろ？　男も女もよ？」


「それはどうかしらね」


「……僕ぼくは同意しかねるかな」


　ゲイルの隣となりには──三つ揃ぞろいのスーツを着たやや小柄な青年の姿も在った。


　綺き麗れいに櫛くしの入った金髪、糊のりの効いた白いシャツ、見る者の警けい戒かい心を解とく穏おだやかな微び笑しようと──外見のあちこちから育ちの良さを感じさせる人物で、フィリシスとはまた別の意味で前ぜん述じゆつのゲイルと好対照を成していた。襟えり元もとに巻まいたアスコット・タイやスーツの仕立てからも、地味ながらなかなかの洒しや落れ者だと分かる。


　こちらもレイオットは顔見知りではある。


　トーマス・パラ・ビーチャム戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト。


　やはり何度か大おお掛がかりなケースＳＡの現場で顔を合わせた事がある。


　貴き族ぞくの出である彼は元々狩しゆ猟りようを趣しゆ味みとしていたらしいが──それが行き着く所まで行き着いてしまい『最も刺し激げき的な狩かりを愉たのしむ為ため』という理由で魔族メレヴエレントを狩る戦術魔法士の職しよくを選んだのだという。外見はその出自に相応ふさわしい上品さを備そなえているのだが中身はこれまた相当な変人である。


「……おや」


　トーマスもレイオットの存そん在ざいに気付いて軽く会え釈しやくしてくる。


「…………」


　軽く片かた手てを挙げておざなりに挨あい拶さつを返すレイオット。


　他ほかにもマクシミリアン・マランド、ジェイク・テラ・デュラン、ラルフ・カートパトリック、ダグラス・トニースミス……トリスタン市における戦術魔法士は全員揃そろっている様だった。いずれも名前位はレイオットも知っている。そもそもの数が少ない為、顔を合わせた事は無くとも、二年もこの稼か業ぎようを続けていれば嫌いやでも名前位は聞く事になる。狭せまいと言えば狭い業界であった。


　だが──


「おいおい？　何だこりゃ？」


　不意に背はい後ごから声が浴びせ掛けられる。


　いかにも無む神しん経けいな──配はい慮りよや遠慮といったものが根ね刮こそぎ欠落しているかの様な声こわ音ねであり口調であった。殊こと更さらに周囲を挑ちよう発はつするかの様なその物言いは、恐おそらく高い自じ尊そん心しんの表あらわれなのだろう。高過すぎて周囲と嚙かみ合わない人間がよくこういう喋しやべり方をする。


「…………」


　レイオットは溜ため息をつきながら振り返る。この手のちょっかいを出してくる者の存在を予想しないではなかったが──だからこそ気が乗らなかったのだ──面めん倒どう臭くさいからと無む視ししていると余計に面倒な事になる。


「こんな処にガキ同どう伴はんかよ？」


　レイオット達の背後に立っていたのは長身瘦そう軀くの青年だった。


　年齢は恐らく二十代。若わかいのは分かるのだが──細かい年齢は分からない。あるいは実じつ際さいには三十歳さいに近くて、先にレイオットの中に出来上がった印象が青年の姿を若く見せているだけかもしれなかった。前述の様な喋り方は主に十代の──何かと粋いきがりたい盛さかりの少年にしばしば見られるものだからだ。


　着ているものがまた──印象的ではあった。


　ジャケット。スラックス。ベルト。ブーツ。黄色のシャツを除けば全すべて黒の革製品でその長身瘦軀を包んでいる。腕うでには銀細工の腕輪バングルと指輪リングを幾いくつも塡はめており左の耳には髑どく髏ろを象かたどったピアスが揺ゆれていた。挙げ句くにその黒い前髪の一部が金色に染そめられている。
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　やたらに派は手でというか──はっきり言えば悪趣味である。


　他人の格かつ好こうをとやかく言える様なレイオットではないが、さすがにこの青年の服ふく飾しよくに関する感性には疑ぎ問もんを覚えざるを得ない。一いつ瞬しゆん、何かの罰ばつでこういう格好をさせられているのかと思った位である。少なくとも好き好んで自分を警戒色に仕立てる人間が此この世に居いるなどとは今の今まで思ってもみなかった。


　よく見ればこの青年はそこそこに端たん整せいな顔をしているのだが、この格好と見るからに傍ぼう若じやく無ぶ人じんな物腰のせいで、顔立ちに関しては殆ど印象に残らない。


「此こ処こは託たく児じ所しよじゃねえ──ん？」


　青年は怪け訝げんそうな表情を浮かべてレイオットの傍らに視線を滑すべらせた。


　彼はフードを被かぶったままのカペルテータを見つめ──


「──ふむ？」


　何の断ことわりも無く手を伸のばして無む造ぞう作さに彼女のフードを払はらった。


　遠慮も躊ちゆう躇ちよも全く無い。傍若無人も此処まで来るといっそ清すが々すがしくはあった。


「…………」


　紅あかい髪。紅い瞳ひとみ。そして紅い球面。


　カペルテータの異い形ぎようを成す全てが遮しや蔽へい物を失って周囲の視線に晒さらされる。


「──おい」


　レイオットが低く声を上げる。


　彼女の立場を考えれば……公こう衆しゆうの場で素す顔がおを晒されるのは、衣服を全て剝はぎ取られるにも等しい行こう為いである。さすがにレイオットだけでなくフィリシスも見み咎とがめたのか──彼女は片手を挙げてゲイルらとの会話を遮さえぎり、顔をしかめてこちらを眺めていた。


　だが……カペルテータ本人は無む表ひよう情じようを維い持じしたままだ。


　唐とう突とつで不ぶ躾しつけ極きわまりないその行為にも、白い顔は空くう虚きよをその表面に凝こごらせるだけで特に変化を示していない。怒おこるでもなく。悲しむでもなく。ましてや恥はじるでもなく。その宝ほう玉ぎよくの様な紅い瞳は、ただゆっくりと瞬まばたきを繰くり返しながら眼めの前の不作法な青年を見つめていた。


「少し不躾に過ぎるんじゃないか？」


「はぁん？」


　青年はまるで臆おくする事も無く──それどころかレイオットの存在そのものを無視しているかの様に、自分の顎あごに手を当てカペルテータを見つめたままである。


「紅い髪の半魔族ハーフ・ブルートを連れてる胡う散さん臭くさい感じの野や郎ろう──ああ、あんたがレイオット・スタインバーグか」


　ここでようやく青年はその視線をレイオットに移うつした。


「…………」


　レイオットは改めて真正面からその青年の顔を見る。


　見覚えは無い。もし戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストなのだとしたら例の魔法士ソーサリスト誘ゆう致ち政せい策さくの効果としてこのトリスタン市に移い住じゆうしてきた新入りなのだろう。


「ああ──俺おれか？　俺はヴィクハルト・ヤークトルーフ。あんたの同業者だ」


　尋たずねもしないのにそう名乗って青年は右手を差し出してくる。


　握あく手しゆには応おうじず──ただその妙にごつい手を眺ながめながらレイオットは言った。


「戦術魔法士か」


「そうだ」


　青年──ヴィクハルトは挑いどみ掛かかる様な眼でレイオットを見つめて言った。


「丁ちよう度ど資格を取った処に、例の誘致政策で声を掛けられてな。なかなかに素す敵てきな場所らしいってんでやってきた訳わけだ」


「そいつは良かったな」


　うんざりとした口調で応じるレイオット。


　だがヴィクハルトはむしろ愉たのしげに表情を歪ゆがめながら──内ない密みつの会話でもしようとするかの様にその長身瘦そう軀くを折って顔を近付けてきた。


「あちこちで噂うわさになってる──あんたが最強の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストだって」


「噂だ。いい大人がそんなもん信用するな」


「真実はどうでもいい」


　挑ちよう発はつ的な笑え顔がおでヴィクハルトは言った。


「何にしてもあんたを追い抜ぬけばハクがつくってもんだよな？」


「…………」


　この時点で──レイオットはこのヴィクハルト・ヤークトルーフという戦術魔法士の人となりについてはほぼ把は握あく出来た。別にこの手の輩やからと会うのは初めてではない。実力主しゆ義ぎの業界においては、望むと望まぬとに拘かかわらず名が売れればこういう類の人間が絡からんでくるものだ。


「俺は戦術魔法士じゃなくて一いつ般ぱん市民なんでね。追い抜いても自じ慢まんにはならんぞ」


「じゃあなんで此こ処こに居る？」


「…………」


　それはヴィクハルトの言う通りだ。


　レイオットは確たしかに法的には魔法士ソーサリスト資し格かくを持たない一般市民でしかないが、此処に呼ばれている以上、書類の上ではともかく、実じつ際さい的には魔法管理局が彼を戦術魔法士として認みとめているという事になる。


「それとな。実際問題、俺は最強じゃない」


　そもそも最強などというものは定義の仕方によって変わる。


　単に魔ま力りよくの大きさなのか。戦せん績せきなのか。あるいは模も擬ぎ戦でもやって決定するのか。


　もっとも元々人手不足のこの状じよう態たいで、仕事でもないのにわざわざ模擬戦などやる物好きも居いないし、そもそもそんな意味の無い私し闘とう行こう為いを魔法管理局が許ゆるす筈はずも無い。ちなみにレイオットは最近、一度フィリシスと模擬戦をやってはいるが──あれはあくまでモールドの技ぎ術じゆつ開発に絡む一種の運用試験であって、レイオットにすれば仕事の一いつ環かんだ。


「単に戦術魔法士としての能力や実績ってんなら、あそこに居る金きん髪ぱつのおねーさんが上だ。決闘でも申し込めば大喜びで叩たたきのめしてくれると思うから行ってこい」


　言ってレイオットはフィリシスの方を親指で指し示した。


　だが──


「馬ば鹿かな」


　ヴィクハルトはせせら笑う様に言った。


「女なんかと戦えるかよ」


「…………」


　レイオットはしばらくヴィクハルトの顔を見つめていたが──どうやら洒しや落れや冗じよう談だんで言っている訳ではないらしかった。


「ハハッ──そんなにビビらなくても大だい丈じよう夫ぶだぜ。俺はべつにあんたを直ちよく接せつ叩きのめそうなんて思ってねえからな。だが俺がこの街に来たからには、あんたに回る様な仕事はもう無くなるだろうよ」


「そうか」


　レイオットはある種の疲ひ労ろう感を覚えながら言った。


「じゃあ帰りに転てん職しよく情じよう報ほう誌しでも買っておくさ」


「ああ。それがいい」


　笑いながらヴィクハルトは言い──それで気が済すんだのか彼はレイオット達から少し離はなれた椅い子すにどっかと腰こしを下ろした。一連のやり取りの為ために周囲からは呆あきれた様な、哀あわれむ様な、幾いくつもの視し線せんが集中するが、むしろそれが心ここ地ち良いのか──ヴィクハルトは何かを誇ほこるかの様に腕うでを組み、口元に満足げな笑えみを浮うかべている。


「……面おも白しろい奴やつだ」


　呟つぶやく様に言うレイオット。


　傍かたわらのカペルテータは当然の様に無言。今いま更さらフードを戻もどしてもしょうがないと判はん断だんしたのか、元より周囲の視線など気にならないのか、その紅あかい眼めや髪かみを好こう奇きや嫌けん悪おの視線に晒さらしながら、やはり平然とした様子で座すわっている。


　しかし……


（……ん？）


　ふと違い和わ感がレイオットの意い識しきをかすめる。


　ヴィクハルトの視線の動きからすれば……彼がカペルテータの存そん在ざいに気付いたのはレイオット達に声を掛かけてきたその後の事だ。確かにカペルテータは小こ柄がらだがフードを被かぶって座っていれば子こ供どもかどうかまでは分からないのではないか……？


　ではヴィクハルトが言った『ガキ同伴』とは──


「──ふふっ」


　喉のどの奥おくに抑おさえ込こまれた様な笑い声がレイオットの耳に触ふれる。


　カペルテータと反対側、窓まど際ぎわの方を振り返ったレイオットはそこに疑ぎ問もんの答えを見た。


　何い時つの間にそこに座っていたのか。


　並ならべられた椅子を二つばかり挟はさんで隣となりに一人の少女が座っている。


　ただし少女が腰掛けているのは管理局が用意した椅子ではなく──車椅子だった。


　やけに場ば違ちがいな印象の人物である。


　今一つ場にそぐわないという意味ではカペルテータやフィリシスも同じだが、その少女は明らかに周囲から浮いている。まるで野犬の群むれの中に一匹ぴきだけ子こ猫ねこが混まじっているかの様な──根本的な部分で間違っている様なちぐはぐさがあった。


　長い金髪。白い柔やわ肌はだ。緑の双そう眸ぼう。細い指先。


　その姿すがたを構こう成せいする要よう素そはどれもこれもひどく繊せん細さいで、まるで人形の様な──カペルテータとは別の意味で──雰ふん囲い気きがある。その姿そのものが丁てい寧ねいに丁寧に造つくられた芸げい術じゆつ品の様で、恐ろしく微び妙みような均きん衡こうの元にその愛らしさは成り立っている。


　特に口元に当てている手はフォークやスプーン以上に重い物を持った事がないのではないかと思える位に華きや奢しやだ。ピアノの上にでも置かれていればそれだけで絵になるだろうが──泥どろ臭くさい労働の類とは縁えんが無さそうな手であった。


　歳としは十代後半……十六か七といった処か。


　白く上品な仕立てのワンピースがよく似に合あっていた。


「……あ」


　レイオットと視線の合った少女は──妙におっとりした仕草で眼を丸くする。


　恐らく育ちが良いのだろう。幼おさない仕草にも何ど処こか余よ裕ゆうの様なものが感じられた。周囲の時間の流れさえ緩ゆるめるかの様な鷹おう揚ようさは上流階級の特とつ権けんである。


「ごめんなさい」


　はにかむ様に──その翡ひ翠すい色の瞳でやや上目遣うかいにレイオットを見つめながら、そんな事を少女は言ってきた。ただしあまり悪びれた様子は無い。些さ細さいな悪戯いたずらが見つかった子供の様な──相手が怒おこっていないのを見み越こしているかの様な表情であり口調だった。


「貴方あなた達のやり取りが面白くって」


「それは結けつ構こう」


　レイオットは気け怠だるげに言った。


「だがアンコールは勘かん弁べんしてくれ」


「ふふっ……」


　少女はまた口元を押おさえながら笑った。


　一体この少女は何なのか。


　此こ処こに居いる以上は魔法士ソーサリストかその助手の類なのだろうが──車椅子の少女に戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストや救命魔法士の助手が務つとまるとも思えない。むしろ据すえ付け型のモールドを使うのならば産業系けい魔法士や医い療りよう系魔法士として働くのも不ふ可か能のうではあるまいが……医療系魔法士の場合は医い師し国家資し格かくをも同時に取らねばならない為ため、十代でなるのは無理だ。国家試験の受験資格が二は十た歳ちからだからである。


　レイオットがそんな事を考えていると──


「──ミュリエナ」


　何処かぼんやりした様子の声が掛かる。


　少女は笑顔のまま振り返り──その視線の向かう先を追ったレイオットは、会議室入り口の方から歩いてくる小柄な人ひと影かげを見た。


「御お兄にい様さま」


　ミュリエナと呼よばれたその少女が愉たのしげに呼び掛かける。


「お腹なかは大だい丈じよう夫ぶ？」


「うん……何とかね。御ご免めんよ」


　照れた様な仕草で後頭部を搔かくのは木ぼく訥とつそうな印象の男だった。


　黒髪。黒こく瞳どう。年ねん齢れいは恐おそらく三十前後──レイオットより幾つか上といった感じである。


　いかにも田舎いなかから出てきましたと言わんばかりに垢あか抜ぬけない雰囲気を漂ただよわせている。


　黒い眼は小さめ、鼻も低め、唇くちびるも薄うすめ、と顔の造りは全体的に地味。黒髪も農夫か工員の様に短く刈かり込んでいて、やはり地味。着ているものまで地味──共に茶系でまとめたセーターにスラックスな為ために、何やらひどく物静かな印象がある。


　左の目元に何やら大きな傷きず痕あとが残っているのが特とく徴ちようと言えば特徴だろうか。


　随ずい分ぶんと古いものらしく既すでに皮ひ膚ふの色に混ざり込んでいるが──元々が穏やかで地味な容よう貌ぼうだけにその傷痕もよく目立つ。


（『御兄様』──ね）


　レイオットは少女と男を見み比くらべる。


　少女──ミュリエナがそう言う以上はこの二人は兄妹なのだろう。だがやけに年齢が離れている上に共通点らしきものが殆ほとんど無い。強しいて言えばその言動がおっとりしている処かもしれないが──妹のそれと兄のそれとでは明らかに質しつが違ちがう。兄のそれは余裕ではなく愚ぐ直ちよくさの産物の様に見えた。


「本当に御兄様には困こまってしまうわ。すぐにお腹が痛いたいって言って私を置いてお手て洗あらいに駆かけ込んでしまわれるんですもの」


　ミュリエナがそう言って少し拗すねた様な表情を見せると、男は曖あい昧まいに笑いながらまた後頭部を搔いた。


「本当に御免よ。でもやっぱり沢たく山さん人が居る場所は苦手なんだよ……どうにも緊きん張ちようして」


　そこまで言ってから──ようやく『御兄様』は自分達を眺めるレイオットの視線に気付いたらしい。驚おどろいた様に瞬まばたきしながら彼は妹に尋たずねた。


「……こちらは？」


「戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストのレイオット・スタインバーグさん──でしたかしら？」


「…………覚えて頂いただいて光栄だよ」


　とレイオット。


　恐らく先さき程ほどのヴィクハルトとの会話を聴きいていたのだろう。


「ああ！　そういえば私ったら未まだ自分の名前も──」


　言ってミュリエナは車くるま椅い子すに座すわったまま、上半身だけでそっと一礼した。


「ミュリエナ・パル・メイスンです。こちらは兄のカール・メイスン」


「……よろしく御願いします」


　一いつ拍ぱく遅おくれる感じでカール・メイスンと紹しよう介かいされた男も頭を下げる。


　彼は少しおどおどした様な口調で続けた。


「ええと──そうは見えないってよく言われるんですけど、僕ぼくも誘ゆう致ち組です。一いち応おう、救命魔法士で……資格は取ったばかりなんですが。頼たよりなさそうってよく言われて……その」


「大丈夫だろ」


　胸むねの内で、ある男のとぼけた顔を想おもい描えがきながらレイオットは言った。


「……大丈夫だ。あんたよりもっとそうは見えない救命魔法士を一人知ってる」


　正せい確かくに言えば『知っていた』だが。


　その救命魔法士が今、何ど処こで何をしているのかレイオットは知らない。生きているのか死んでいるのかさえ定かではなかったが──公式記録上、既すでに彼は死者に分類されている様だった。


「戦術魔法士って言われるよりは違い和わ感が無いさ」


「はあ……」


　曖あい昧まいにカールは頷うなずいた。


「そちらの方は……？」


　ミュリエナがカペルテータに視し線せんを向ける。


　余よ程ほどに人間が出来ているのか、あるいは単に鈍どん感かんなのか……カペルテータを見つめるその眼めに『出来損そこない』に対する嫌けん悪おや忌き避ひの色は無い。ただただ純じゆん粋すいな好こう奇き心だけがその表ひよう情じようにはあった。


「カペルテータ・フェルナンデスです」


　カペルテータはといえばやはり微み塵じんも表情を揺ゆるがす事無くそう答えた。


「スタインバーグさんの助手の方ですか？」


「……まあ……そんな様なものだな」


　と──レイオットが今一つ曖昧な物言いをするのには理由がある。


　世間の風ふう評ひようはさておき、カペルテータは実質的にレイオットの助手を務つとめている。これは事実だ。二次拘こう束そく図ず版はんをレイオットの身体からだに書いたり、呪じゆ文もん書式板を予あらかじめスタッフに装そう塡てんしたり、あるいは拘束度デユラビツト端たん子しをモールドに塡はめ込んだり、細々とした準じゆん備び作業は大たい抵てい彼女がやっている。


　だがこれは法的に見れば二つの問題を孕はらんでいる。


　一つは就しゆう労ろう年ねん齢れいの問題。


　そして何よりも──ＣＳＡの職しよく種しゆ制せい限げんの問題だ。


　正式な後見人の居ないＣＳＡは就しゆう職しよくや転てん居きよ、結けつ婚こんの自由といった幾いくつかの基き本ほん的人じん権けんが大おお幅はばに制限される。彼かれ等らの多くが収しゆう容よう所じよに入らざるを得ないのはこの為だ。一いつ般ぱん社会で普通に暮くらす為に必要な権利がそもそも認みとめられていないのである。


　これは旧きゆう来らいの──迷めい信しんが幅を利かせていた頃ころの法ほう律りつが改正されずに残っている結果だ。


〈イエルネフェルト事変〉より既に三十年余り、当然ながら社会情じよう勢せいは変化し、魔法関連学も進歩している。その結果として幾つもの『常じよう識しき』は覆くつがえされ、当然ながらＣＳＡ関連の法律の多くも時代遅れのものとなっている。


　だが、これらが改正される目め処どは今の処ところ、立っていない。


　ＣＳＡは少数派マイノリテイである為に、そもそも法改正の提てい言げんが議員の処にまで届とどかないのだ。選挙に影えい響きようしない様な極少人数の為に政せい治じ家が動く事はまず無い。


　だが民主主義という概がい念ねんの下ではそれは必ずしも悪い事とは言い切れない。むしろ一部の者の便べん宜ぎを圧あつ倒とう的多数のそれよりも優ゆう先せんする様な政治家の方が問題があろう。帝てい国こく議会において解かい決けつせねばならない問題は常つねに山積みされており、その山は減へるどころか増ふえつつある。


　何はともあれ……


　カペルテータには後見人が居ない。


　後見人資格があるのは魔法士ソーサリストか魔ま法ほう監かん督とく官、及び魔法管理局が許きよ可かした人物及び組そ織しきのみである。そして事実上の後見人であり保ほ護ご者しやでもあるレイオット・スタインバーグは無資格の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストであるが故ゆえに、その中には含ふくまれていない。


「私も兄の助手をしておりますの──ね？」


　ミュリエナは言って同意を求め兄を振り向く。


「……ええ……まあ……」


　カールが苦笑している処を見るとあまり優ゆう秀しゆうな助手ではないのだろう。あるいは単に税ぜい金きん対たい策さくか何かで妹を助手として魔法管理局に登録しているだけなのかもしれない。


　魔法士ソーサリストは収しゆう入にゆうが高い分、掛かかってくる税金も半はん端ぱではない。この為、家族や親しん戚せきを便べん宜ぎ上の助手として登録し、彼等への給料を必要経費として差し引く事で書類上の収しゆう益えきを下げる──課税収入そのものを減らすという税金対策をしている者も多い。


「私──ＣＳＡの人は初めて見ます」


　ミュリエナは言って車くるま椅い子すの上でやや身を乗り出す。


「本当に珍めずらしい髪かみの色。それも生まれつきのものですか？　触さわってもよろしい？」


「ミュリエナ──」


　カールがやや困こん惑わくした様子で妹に呼よび掛ける。


　ミュリエナは不思議そうに瞬まばたきしてから──ようやく理り解かいした様子で言った。


「……あ。ごめんなさい」


「いえ。気にしていません」


　カペルテータは首を振った。


　相手への気き遣づかいからの言葉ではなく本当にこの少女は気にしていないだろう。


　知り合ってからおよそ四年──レイオットはカペルテータが他人から侮ぶ蔑べつや嫌けん悪おの言葉を浴びせかけられる場面も何度か見てきたが、その事に対してこのＣＳＡの少女が感情的な反応を示した事は無い。笑わず、泣かず、他者の悪意や害意に触ふれてもその顔を覆おおう緩ゆるい無表情は微み塵じんも揺ゆらがない。


　ひょっとしたら他人というものにそもそも興きよう味みが無いという可能性はあった。罵ば詈りも雑ぞう言ごんも怒ど号ごうも嘲ちよう笑しようもカペルテータにとっては文字通りに周りでただ響ひびいているだけの雑ざつ音おんなのかもしれない。


　だが初対面の人間にそこまでは分かるまい。むしろカペルテータの無表情は怒いかりの表れだと誤ご解かいする者も居るだろう。


「すいません……不ぶ躾しつけな事を」


　カールが頭を下げた。


「妹はちょっと世間知らずでして──」


「まあ御兄様……そんな言い方をされては私がお馬ば鹿かさんの様じゃありませんか」


「いや……そういう意味ではないんだけれど」


　頰ほおを少し膨ふくらませて言ってくる妹にカールは何処か眠たげな口調でそう言い繕つくろう。


　そして彼はレイオットとカペルテータの方を振り返ると改めて一礼した。


「まあその……とにかくよろしく御願い致いたします」


「……ああ」


　レイオットは曖あい昧まいに頷うなずいた。


　魔法士ソーサリストは──特に緊きん急きゆう系けいの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストや救命魔法士は、大たい抵ていが奇き人じん変人の範はん疇ちゆうに含ふくまれる様な連中なので少々の事では彼もいちいち驚おどろきはしない。この兄妹はむしろ救命魔法士の中では常じよう識しき的な方ではあった。


　何にしても例の誘ゆう致ち政せい策さくは順調に効こう果かを発はつ揮きしているらしい。


「──おはようございます」


　事じ務む的な口調で挨あい拶さつしながら一人の男が会議室に入ってきた。


　一いつ般ぱん人が『公務員』という単語を聞いて思い浮うかべる想像図イメージをそのまま具ぐ現げん化かした様な人物である。神しん経けい質しつそうな細ほそ面おもて。太ふと縁ぶちの眼鏡めがね。七三に分けられた銀ぎん髪ぱつ。おまけに着ているものがいつも地味な灰はい色いろのスーツとくれば──わざわざそう装よそおっているのではないかと勘かん繰ぐりたくなる様な、型通りの役人ぶりであった。


　カート・ラベル──労ろう務む省しよう魔ま法ほう管理局トリスタン支し局きよく長。


　要するにこの男がネリンの上司だ。


「皆みなさん──席に着いてください」


　演えん台だいに立って会議室を一いち瞥べつしてから彼は言った。


　部屋のあちこちで立ち話をしていた魔法士達がぞろぞろと手近な席に座っていく。


　演台の上に立ってその動きが収おさまるのをしばらく待ってから──カートは口を開いた。


「労務省魔法管理局トリスタン支局長のカート・ラベルです。お忙いそがしい処、御ご足労頂いただきまして有り難がとう御ご座ざいます。今日お集まり頂いたのは昨今、トリスタン市で頻ひん発ぱつしているケースＳＡへの対たい処しよについての御相談です」


　まるで壇だん上じよう演説の見本の様に朗ろう々ろうと──しかしひたすら感情を交えぬ事務的な口調で言ってからカートは改めて会議室内を見回した。


「恐おそらく皆さんも御ご存ぞん知じの通り、現げん在ざいトリスタン市においてはケースＳＡ、俗ぞくに言う魔族メレヴエレント事じ件けんが多発しており、その発生件数は毎月増ふえている有様です。これには簡かん易い密みつ造ぞうモールド──俗ぞく称しよう〈シェル〉や、密みつ造ぞう書籍、俗称〈黒本〉の影えい響きようが強いと思われます」


　魔法士達はただ無言。


　この辺りの事はそれこそその辺の主しゆ婦ふや学生でも知っている事実だ。


「何にせよ現在の体たい制せいのままでは増加するケースＳＡに対応し切れません。既に現時点でも多少の不都合が出ている事は、これもまた皆さん御存知の通りでしょう。そこで何とかケースＳＡ増加の原げん因いんを突つき止め対処すると共に、ケースＳＡの処しよ理り効こう率りつを上じよう昇しようさせる事が必ひつ須すであり急務でもある訳わけです」


「その為の魔法士誘致政策なんだろう？」


　何を今いま更さら──といった口調で言ったのは腕うでを組んで椅い子すに座るヴィクハルトである。


　カートはそちらに視し線せんをちらりと飛ばしてから、変わらぬ口調で台詞せりふを続けた。


「魔法士ソーサリスト誘致政策もその一つです。此こ処こにはこの三か月程ほどの間に当市に移い住じゆう及び移い籍せきされてきた方も多いでしょう。ですがそれでもやはり完全とは言えません」


「…………」


　魔法士達が顔を見合わせ……会議室にざわめきが広がっていく。


　彼かれ等らは未まだ魔法管理局がこれからどんな対策を打ち出すのか知らないのだろう。


「そこで当支局は労務省や帝てい国こく議会の許きよ可かを得て、幾いくつかの新制度を試験的に運用する事になりました。つきましては魔法士の皆さんには是ぜ非ひ御協力頂きたいのです」


　ざわめきが次し第だいに濃のう密みつさを増ましていく。


　カートの口調や台詞そのものは要よう請せいの形を採とっているが──それが実質的には拒きよ否ひ不ふ可か能のうな『命令』である事は誰だれもが理り解かいしているのだろう。魔法管理局が必要とあれば魔法士達を強制的に従したがわせ得る権けん能のうを持っている事は周知の事実だ。魔法士資し格かくを取り上げられてしまえばその瞬しゆん間かんから魔法士達は失しつ職しよくである。


　もっとも元より無資格のレイオットには関係の無い話だが。


「ではその各種新制度について詳しよう細さいの説明に移うつらせて頂きます。口頭では制度の概がい略りやくを御説明させて頂きますので、細かな数字についてはお手元の資し料りようを御参照ください」


　魔法士達の困こん惑わくなどまるで関知せぬといった様子でカートが言う。


　会議室のざわめきはより一いつ層そう濃さを増し──その中でレイオットは短い溜ため息をついた。





　　　　●　　●　　●





　午後の授じゆ業ぎようを一時じ限げんこなした後──休み時間。


「なあ──エリック」


　医い療りよう魔法士資格取得の参考書を読み返していたエリックの処ところにフレッドがやってきた。


　その表情は何ど処こか釈しやく然ぜんとしないものを含んでいる。どうやら昼食の時の話が意い識しきの片かた隅すみに引っかかっているのだろう。予よ鈴れいが鳴ったので話を途と中ちゆうで切り上げてしまったのだが、フレッドの性せい格かくからすれば先の授業は全く耳に入っていなかったに違いない。


「なに？」


　参考書を閉とじて顔を上げる。


「昼休みに言ってたその──人死にが出るって話」


「……ああ」


　やはり予想した通りである。


『ただの都市伝説で済すめばいいけど──最悪人死にが出る』


　この台詞を〈正義の味方ホワイト・ハツト〉は聞き流す事が出来なかったのだろう。


「どういう意味なんだ？」


「そんなに難むずかしい話じゃないんだけどね」


　ただ──この性せい善ぜん説が服を着て歩いている様な少年にとっては発想の及およばない話ではあったかもしれない。フレッドと会話するのはエリックにとって楽しみであるし喜びでもあるが……たまに彼と比くらべると自分の中身がかなりどす黒く染そまっているという実感を覚えて軽い自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいる事もある。


「簡かん単たんな事だよ」


「簡単かもしれないけど俺おれにはわからねえの。嫌いや味みな奴やつだな」


　と顔をしかめて言うフレッド。


「いや別にそういう意味で言ったんじゃないんだけどね」


　エリックは言って──頭の中で言葉を整理する。


「例えば──フレッド。人間はモールド無しに魔ま法ほうを使えば魔族メレヴエレント化するよな？」


「するな」


　フレッドは素す直なおに頷うなずいてくる。


「これは逆ぎやくに言えば──魔法を使わなければ魔族メレヴエレント化しないって事だよな？」


「そうだな」


「この大だい前ぜん提ていが崩くずれたらどうなる？」


「どうなるって……」


「いつ、誰が魔族化するのか分からない。今までは『魔法を使えば』って条じよう件けんがあった訳だけど、それがもし無くなれば、本当に無差別に人間が魔族化する可能性だって出てくる訳だろ」


「…………そう……なるかな」


「そうなんだよ」


　エリックは教室の中をぐるりと見回して言った。


　休み時間中の生徒達は、それぞれ好き勝手に時間を過すごしている。


　他た愛あいないお喋しやべりをしている者。読書をする者。次の時間の予習をする者。カード・ゲームをしている者。戦戯チエス盤ばんを挟はさんで睨にらみ合っている者。寝ねている者。ラジオ番組の話題で盛もり上がっている者。


　多少の差はあるが──どれもこれも皆、平へい凡ぼんな学生の姿すがたにしか見えない。


　だが──


「次は誰が魔族化するだろう？　あいつか？　そいつか？　それとも──自分か？　気を抜いちゃいけない。自分の身を守る為ためには、不ふ審しんな点があればいつでも殺せる様にしておかないと。おや、あいつは普ふ段だんは珈琲コーヒーを飲んでいるのに今日は香こう茶ちやだ。怪あやしい。殺す用意をしておこう。いや、いっそ今の内に殺しておこうか」


「…………」


　顔をしかめるフレッド。


　だがエリックは敢あえて語調を強めて言った。


「そうさ。誰もがそういう考えで他人を見る様になる」


「俺はそんな事──」


「お前の様な人間は少数派なんだよ──〈正義の味方ホワイト・ハツト〉。それは認みとめろよ」


　少し皮肉げに言うエリック。


〈正義の味方〉が理想を語るのなら、薄うす汚ぎたない現実を語るのは〈皮肉屋クイツプスター〉たる自分の役目だろう。それでようやく均衡バランスがとれるというものだ。


「……そうかな」


「そうなんだよ。件くだんの〈黒くろ騎き士し〉が本当に居るのかどうなのか僕ぼくは知らない。だが大たい抵ていの人間はこう思うだろう──『いつ誰が魔族化するか分からないこの状じよう況きようの不安を誤ご魔ま化かす為に人々が造つくり上げた偶ぐう像ぞうだ』とね」


「……偶像？」


「無くなった『条件』を再さい設せつ定ていした訳わけだよ。『魔法を使えば魔族メレヴエレント化する』っていうのを『黒騎士に呪のろわれれば魔族化する』っていう形にしてね。条件が備そなわれば『自分は違ちがう』『自分は大だい丈じよう夫ぶ』って思える。だから安心出来る」


「……それで？」


「で──ここからが問題さ。〈黒騎士〉が実在するならそれでいい。けどもし実在しないなら？　少なくともその実在を信じていない人々は居るだろうし、その人達は、〈黒騎士〉以外の『条件』を再設定しないと安心出来なくなる」


「……そ……そうなのか」


　気け圧おされた様に言うフレッド。


「多分ね。で──だ。元々が自分が安心する為に再設定される条件だからね。自分や自分の家族は含まれていないのが大前提だ。そうなると──自然とその条件は嫌らしい方向にねじ曲げられていく事になる」


「嫌らしい方向？」


「つまり──」


　若じやつ干かんの自じ嘲ちよう的な色をその表ひよう情じように混まぜてエリックは言った。


「少数勢力マイノリテイの弾だん圧あつ」


「…………」


「さしずめ──ＣＳＡとか魔族事件の関係者なんてのは都合のいい生け贄にえだろうね。そういった人々が安心する為の」


「そんな……馬ば鹿かな」


　呻うめく様にフレッドが言う。


　エリックも同感ではあった。


　だが──


「そう──馬鹿な話さ。でも、そんな馬鹿な話が最悪──現実になる。今までだってＣＳＡを拉ら致ちって殺したり、魔族事件の関係者を路地裏うらに引きずり込んで半殺しにしたりする連中は居いたんだ」


　エリックはそれを身を以もつて知っている。


　エリックの母親と妹は有形無形の嫌いやがらせに耐たえかねて対人恐怖きよう症しようとなり家に引きこもっているし、エリック自身は背せ中なかと腕うでに集しゆう団だん暴ぼう行こうの痕あとが今も残っている。


　そしてその事実をフレッドは知っている。


　知っているから──反はん論ろん出来ない。


「そういう連中にはむしろ格かつ好こうの『大義名分』を与あたえる事にもなる。歯止めが利きかなくなるだろうな」


「で──でもさ」


　フレッドはまるで自分が罵ば倒とうされているかの様に表情を苦しげに歪ゆがめている。最後の一線で人間の善性を信じている彼にとっては、本当に聞くのが辛つらい話ではあるのだろう。


「でも──」


「勿もち論ろん、これは全部、推すい測そくに過ぎないけどね。あくまで最悪の場合だよ」


　さすがに少しやりすぎたかもしれない──悲ひ愴そう感すら漂ただよい始めたフレッドの表情を見てエリックは言い繕つくろった。


　だが、このままの状況が続けば今自分が語った様な状況が出てくる可か能のう性せいは高いとエリックは思っていた。弱い者を見つけて虐ぎやく待たいする事で安心を得ようとする──そんな人間の性さがを彼は知っている。嫌という程によく知っている。


　だが……


「カペルテータちゃん──大だい丈じよう夫ぶかな」


　ぽつりと心配そうにフレッドが言った。


「…………」


　エリックは傍かたわらの少年を何か眩まぶしいものでも見る様な気持ちで見つめた。


　この少年は本気であのＣＳＡの少女を心配している。あの常じよう人じんにあらざる容よう姿しを持った異い形ぎようの少女を、まるで普ふ通つうの女の子の様に心の中で扱あつかい、その安全について噓うそ偽いつわり無く心を悩なやませている。


　簡かん単たんな様でいてそれはとても難むずかしい事だ。


　程度の差こそあれ、多くの人間は自分自身を安心させる為ために弱者を求める。貶おとしめ、嘲あざけり、忌いみ、蔑さげすみ──誰か他者をそうやって心の中で踏ふみ付ける事で、相対的に自分の立ち位置を確かく保ほしようとする。『アレよりはマシだ』『アレよりは大丈夫だ』そういう言い訳をする為に、自分の中で他者を差別する基き準じゆんを設もうけてしまう。


　それが基準より下を──心の安あん寧ねいを得る為の『生け贄』を生み出す事になる。


　だがフレッドにはそれが無い。


　彼は嘲らない。彼は蔑まない。彼は貶めない。彼は忌み嫌きらわない。彼は『生け贄』を求めたりはしない。ただ彼は何の犠ぎ牲せいも要する事無く彼自身としてそこに在ある。


　普通の人間には出来ない事だ。


　エリックにも出来ない。


　例えばエリックは心の何ど処こかであのカペルテータという少女を忌き避ひしている。心の何処かであのＣＳＡの少女を自分より哀あわれで惨みじめな存そん在ざいとして蔑んでいる。間違った事であると、悪い事であると分かっていながらも──気を抜けばついあの少女を『半魔族ハーフ・ブルート』『出で来き損そこない』などと呼よんでしまいそうな自分が何処かに居る。


　それがたまらなく嫌だった。


　そして……だからこそエリックはこの正義馬ば鹿かとでも言うべき少年と知ち己きである事を誇ほこりに思うのだ。多分フレッド自身はそんな事を言われても理解出来ないだろうが。


「まあこの程てい度どの事にシモンズさんや、あのスタインバーグさんが気付かないとも思えないけどね」


「そうか……そうだな。そうだよな」


　フレッドは自分に言い聞かせる様に何度も何度も頷うなずく。


　そこで──休み時間の終わりを告げる鐘かねの音がエリック達の頭上から降ふってきた。
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　カート・ラベルの語った内ない容ようは概おおむねネリンから聞いていた通りだった。


　無む論ろん、産業系けい、医い療りよう系の魔法士ソーサリスト達からは困こん惑わくと不安の声が──そして何よりも反発の声が聞かれたが、表向きは強きよう制せいではない、という事でカート・ラベルは押おし切り、その場は終しゆう了りようとなった。


　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト達に否いなは無いし、救命魔法士達もそれ程動どう揺ようは大きくなかった。


　救命魔法士達は、それこそ元々魔族メレヴエレント事じ件けんの現げん場ばに投入される事も珍めずらしくない。魔族と戦うのではなく現場に取り残された人々の救出が主な目的ではあるのだが、その際さいに、仕方なく魔族と交戦する事もあり──彼等は元々ある程度の覚かく悟ごが出来ているのだ。


　そういう訳で──


「──スタインバーグさん」


　会議室から出た処で声を掛かけられ、振ふり返るレイオット。


　見れば廊ろう下かの奥おくからネリンが駆かけ寄よってくる処だった。


「すいません、急に呼び出して」


「何を今いま更さら……いや、まあもう良いけどな」


　思った程は面めん倒どうな事にならなかった──というのがレイオットの実感だ。


　恐らく魔法士誘ゆう致ち政せい策さくの結果として各系けい統とうで新参の魔法士達が多く、多くの魔法士達はレイオットなどよりもそちらの方に気を取られていたのだろう。


　当初は戦術魔法士や救命魔法士に限かぎられていた誘致政策も、既すでに他の系統の魔法士にまで拡かく大だいする事が決定されており……特に産業系の魔法士はアルマデウス帝てい国こくの各地から移い住じゆうしてきたり、新しん規きに資し格かくを取る者が増ふえているという。


　単にケースＳＡに関係する面ばかりが取り沙ざ汰たされているが、産業系魔法士の数の増ぞう加かは市の経けい済ざいにも如によ実じつに反はん映えいされる。魔法士誘致政策の対象拡かく大だいは市産業の活性化をも狙ねらっているのは誰だれの眼めにも明らかだった。


　これはつまり既き存そんの魔法士達にとっては商売敵がたきが増ふえて仕事が取り合いになるという事でもある。


　特に産業系魔法士や医療系魔法士の仕事そのものは増えていない訳だから、魔法士に対する報ほう酬しゆうの引き下げ競争が始まるのは眼に見えている。魔法士の報酬は一いち応おう、魔法士法によってその上じよう限げんと下限が決められているものの、抜け道は幾らでもある。


　あるいはその結果として、魔法管理局の思おも惑わく通り、収しゆう入にゆうを維い持じする為に戦術魔法士を兼けん業ぎようしようという者も出てくるかもしれない。


「何かカペちゃん絡がらみで揉もめ事があったって聞きましたけど……」


「いや。揉め事という程ではなかったが」


　と言ってレイオットは傍かたわらのカペルテータを振ふり返る。


　ＣＳＡの少女はフードの奥で何度か眼を瞬しばたたかせてから──頷いて言った。


「はい。特に問題はありません」


「そ……そう？」


「はい」


「それならいいですけど……」


　戸と惑まどいの様な表ひよう情じようがネリンの顔に浮うかんでいる。ヴィクハルトの一件が多少大おお袈げ裟さにでも伝わっているのだろう。


「しかし本当にあんな思い切った事をするとはな。相当切羽詰つまってきてるのか？」


「……お恥はずかしながら」


　とネリンは溜ため息をついた。


「ところで──この後、ローランドさんの処ところに行くんですよね？」


「ああ。そのつもりだが」


　いずれにせよモールドの微び調ちよう整せいはやらねばならない。


　特に昨日の一戦では壁かべに叩たたき付けられている為ためにモールド各所に歪ゆがみが出ているだろうし、スタッフを破は壊かいされているので、新たに調達する必要もある。ジャックには夕ゆう刻こくにモールドを持ち込こむと電話を入れてあった。


「ちょっと御ご一いつ緒しよさせて貰もらえませんか？　今、公用車が出で払はらってて……」


「それは構かまわないが」


「少し彼に聞きたい事があるんです」


「聞きたい事？」


「ええ。モールドの専門家プロというか魔ま法ほう工学の専門家の意見が」


　何処か不安げな表情を浮かべながらネリンはそう言った。
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　人間は個こ人じんでは弱い存そん在ざいだ。


　それは肉体的な意味であると同時に精せい神しん的な意味でもある。


　個人では何かを思い付いても実行に移うつせないという事は珍めずらしくない。個人の力の限界というものを人間は本能的に知っていて──失敗の危き険けんというものを考えてつい萎い縮しゆくしてしまう事は多い。


　だから人は群むれる。群れる事で強くなる。


　個人では到とう底てい出来ない事を人間の集しゆう団だんは可能にする。それは純じゆん粋すいな力の量という事もあるし──集団であるが故ゆえに発はつ揮きされる安心感と、集団で動くが故に発生する一種の『勢いきおい』が人間達の力を必要以上に引き出すという事でもある。


　だが……弱いという事そのものが必ずしも悪い事ではない様に、強いという事も良い事とは限らない。ましてや正しいという保ほ証しようなど何処にも無い。


　弱いからこそ踏ふみ留とどまれていたという事もある。


　強いからこそ見み境さかいを無くしてしまう事もある。


　例えば──


「な……何をするんですか！」


　息子むすこを庇かばう母親の前に立ちはだかるのは十名余あまりの──恐おそらくは──男達であった。


　断だん言げんを避さけるのは彼かれ等らの顔には一様に仮か面めんが被かぶせられていたからだ。


　仮面といっても別に立りつ派ぱな代しろ物ものではない。


　子こ供ども向けの玩がん具ぐ店で買える様な大量生産の安物だ。布ぬの製せいか紙製かあるいは樹じゆ脂し製か──とにかく白い顔の頰ほおや額ひたいには原色で星や幾いくつかの記号が描えがかれ、目鼻には滑こつ稽けいな印象を見る者に与える隈くま取どりが施ほどこされた道どう化け師しの仮面である。


　誰か一人がそれを被って立っているのなら微び笑しようも誘った事だろう。


　だが十数人の人間がそれを被り、無言で眼の前に並ならんでいては──それは恐きよう怖ふしか生まない。彼等の手に各種の凶きよう器きが握にぎられていれば尚なお更さらの事である。


　トリスタンの街外れ。


　都市開発計画上、再さい開発地区に指定され、元々此こ処こに住んでいた殆ほとんどの住民や、事務所を構かまえていた法人は行政指し導どうの下、別区画へと移転して行き──半ば以上は人の姿すがたの絶たえた廃はい墟きよが建ち並ならぶ区画である。


　だがそういう場所だからこそ住み着く人間も居る。


　例えば浮ふ浪ろう者しや。例えば犯はん罪ざい者しや。


　そして例えば──


「…………」


　男達は全員が拳けん銃じゆうで武ぶ装そうしていた。


　ただし仮面と違ってこちらには統とう一いつ感は無い。形式も口径もばらばらだ。中には明らかに密みつ造ぞう拳銃と思おぼしき程度の低いものもある。いかにも急きゆう遽きよ搔かき集めた様な印象があった。


　四人の男達が親子に歩み寄り──残りの男達は親子に向けて一いつ斉せいに拳銃を構かまえた。


　まるで凶きよう悪あく犯はんか猛もう獣じゆうでも捕つかまえようとしているかの様な雰ふん囲い気きだ。


「や──やめて！」


　伸のびてくる手から息子を庇って叫さけぶ母親。


　だが男達は容よう赦しやなく母親の身体からだを押さえ付け、息子を彼女の腕の中から無む理り矢や理りに引き剝はがす。母親は無論、抵てい抗こうしたが──大人の男三人がかりで身体を押さえ付けられた状じよう態たいでは、悲鳴を上げる以上の事は出来なかった。


「──お母さん」


　未まだ五歳さいになっていないだろう──息子が不安げな声を上げる。


「何をするの、やめ──がげっ」


　母親の必死の台詞せりふは男達の一人がふるった容よう赦しやない拳こぶしによって中ちゆう断だんされた。


　頰ほおを殴なぐられ、唇くちびるから血を垂たらしながら母親はぐったりと脱だつ力りよくする。


　男達はそんな母親の様子になど目もくれず、幼よう児じの衣服を無理矢理脱ぬがせ始めた。


「やめてよ……やめてよ……」


　幼児の哀あい願がんは──しかし男達の耳には届かない。


　廃墟の片かた隅すみで幼い少年は全ぜん裸らに剝むかれ、四し肢しを縮ちぢこませて床ゆかに座り込んだ。


　だが──


「……よし」


　男達は頷き合うと銃口を少年に向けた。


　剝き出しになって震える少年の背せ中なかに奇き妙みようなものが生えていた。


　尻尾しつぽである。それも二本。


　背中と臀でん部ぶの境さかい目め辺りから──長さこそ三十センチメルトル余あまりと短いが──まるで犬か猫ねこの様に短い毛の生えた尻尾が伸びているのだ。


　人間には決して備そなわる筈はずの無い器官。


　それは烙らく印いんだった。


　先天性魔法中毒患者ＣＳＡ──魔族メレヴエレントに強ごう姦かんされた女性が産み落とす異い形ぎようの子。


　その出自故ゆえに彼等は人間社会から排はい斥せきされる事が多く、法ほう律りつですら彼等の権けん利りを制限する。その結果、ＣＳＡとその母親は一いつ般ぱん社会とは異なる領りよう域いきに身を寄せざるを得ない。彼等の前に置かれた選せん択たく肢しは著いちじるしく制限が加えられていた。


　魔法士ソーサリストの後見人を得るか。


　収しゆう容よう所じよに入り研究機関の実験対象になるか。


　裏うら社会に所しよ属ぞくして違い法ほう行こう為いに手を染そめるか。


　金持ちの珍ちん奇きな愛あい玩がん動物として飼かわれるか。


　さもなくば──こうして浮浪者達に混じって生活するか。


「──始末しろ」


　仮か面めんの男達の間にそんな言葉が流れる。


　誰が言ったものかは分からない。誰が誰だか分からない。その為の仮面であるのだろう。


　男達の手元で幾いくつもの金きん属ぞく音が──銃の撃げき鉄てつを上げる音や、安全装そう置ちを外す音が響ひびく。


　その瞬しゆん間かん。


「──やめて……！」


　それまでぐったりしていた母親がやおら立ち上がり、再ふたたび押さえ付けようとする男達の手を弾はじき飛ばしながら息子むすこの上に覆おおい被かぶさった。


「この子が何をしたの？　何をしたっていうのよ？」


「何もしていないな」


　あっさりと仮面の男は答えた。


　やはり誰が答えているのかは分からない。同じ様な仮面が同じ様な滑こつ稽けいな笑えみを浮うかべて並んでいる──その奥おくに在る男達の表情を覆い隠して。


「何かしてからでは遅おそいのだ」


　男の声は平然とした口調で告げた。


　だが……注意深い者ならば気付いたかもしれない。男の声にはある種の興こう奮ふんが潜ひそんでいた。冷静を装よそおってはいるがその行動は道理ではなく感情の産物なのだろう。


「我われ々われには健全な市民生活を守る義ぎ務むと権利がある。危き険けん因いん子しは早めに排はい除じよしておかなければならない。いざ魔族メレヴエレント化すれば何人もの死者が出るからな」


「そんな──第一、この子は別に魔ま法ほうとは」


「魔法と関係ない人間も魔族化する。もっぱらの噂うわさだ」


　男達はそう言い切った。


　噂。ただそれだけを根こん拠きよにして何ら恥はじる処が無い。


　論ろん理りを正しく扱あつかえる事を正気と呼よぶのならば、男達は明らかに正気などではなかった。


「だがやはりそうなると危険なのは元々魔族に近い『出で来き損そこない』共だ。我々は自分達の家族や生命、財ざい産さんを守る為にそうした危険因子を排除するのだ」


「…………」


　母親は絶ぜつ句くする。


　何と一方的な言葉なのだろうか。


　元より一いつ般ぱん人がＣＳＡやその親に対して冷れい淡たんなのは知っていた。知っていたからこそこんな場所で浮ふ浪ろう者しやに混まじって暮くらしていたのだ。一般人の社会に紛まぎれ込みさえしなければ、彼等は自分達の様な『異物』の存在を見み逃のがしてくれていた。一般人にとって『異物』は嫌けん悪おの対象ではあっても脅きよう威いでは決してなかったからだ。実じつ際さいにＣＳＡが魔法も使わない状じよう態たいで魔族化した例は無い。少なくとも公式記録には無い。情じよう報ほう流通速度の速い都会ではその程度の事は常じよう識しきだった筈はずだ。


　だが──これは。この男達は。


「何よ……何なのよ……これっ……！」


　母親が仮面の男達を睨にらみながら呻うめく。


「何なのよ……！」


「──撃て」


　やはり誰が発したとも分からない命令に応じて──十数挺ちよう分の銃じゆう声せいが廃はい屋おくに鳴り響いた。
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　モールド・キャリアを停車させながらレイオットは呟つぶやいた。


「──珍めずらしい」


　魔法管理局トリスタン支し局きよくを出て市内を走る事──およそ三十分。


　廃はい墟きよの群むれが建ち並ならぶ区画の片かた隅すみに彼等の目指す建物は在った。


　この辺りは都市復ふつ興こう計画法に基もとづく第二次再開発計画の対象となっている地ち域いきの一つである。既すでに殆ほとんどの住民は移い転てんを済すませていて殆どの建物は空き家となっており、市役所の記録上、この一帯の人口密みつ度どは限かぎりなく零ゼロに近い。それでもなお此こ処こに住んでいるのは、住民記録の上では『存在しないもの』として幽ゆう霊れい扱あつかいされている浮浪者の類か──さもなくば余よ程ほどの変わり者だけである。


　例えばジャック・ローランドの様な。


『ＪＲ総そう合ごう機械研究所』


　レイオット達の前に建っているこの建物は、レイオットのモールド〈スフォルテンド〉の整せい備びと調整を引き受けているモールド・エンジニア──正せい確かくには国家資し格かくを取っていないのでレイオット同様『モグリ』である訳だが──ジャック・ローランドの根ね城じろである。


「先客が居いる様だが……」


「本当に珍しいですね」


　ネリンが同意する。


　ジャックはスパナとドライバーを両手に握にぎって生まれてきたかの様な人間だ。


　とにかく機械をいじっていれば幸せで──他ほかの物事は全て優ゆう先せん順位が遥はるか下となっている。たとえ人類が滅めつ亡ぼうしてもあまり気にせず廃墟の片隅で彼は機械をいじっているかもしれない。社交性などという概念は彼の中の序じよ列れつでは恐らく最下位辺りを常つねに低てい迷めいしている事だろう。


　それ故──この倉庫を再利用した彼の工こう房ぼうに来る客というのは限げん定ていされている。


　技ぎ術じゆつ者としての腕うでは抜ばつ群ぐんに良いのだが、特に宣せん伝でんもしていない為に、このＪＲ総合機械研究所の存在を知る者自体が極きわめて少ないからだ。定期的に訪おとずれるのはそれこそレイオット達位のものだろう。少なくともレイオットは自分達以外の客がこの建物を訪れているのを見た事が無い。以前、カペルテータの誕たん生じよう日びを──ジャック達に言わせるとレイオットのでもあった様だが──祝った際さいには珍しく十人程の人間が集まってきていたが、あれは例外中の例外であった。


　最近でこそネリンもちょくちょく顔を出す様になってはきているが、それもせいぜいが月に一度という頻ひん度どである。


　故ゆえに──


「高そうな車だなしかし」


　とレイオットが眺めて言うのは──ＪＲ総合機械研究所の前に停とめられている車だった。


　流線を多用し大だい胆たんにうねる輪りん郭かくがただ停まっていてさえ高速で疾しつ駆くする姿すがたを容よう易いに想像させる。色はやや暗めの──しかしワインの様に透とう明めい感のある赤。派は手でといえば派手な車だが下品さはあまり無い。


　フォーラル社〈スティングレイ〉。


　レイオットの記き憶おくが正しければ──採さい算さん性せいの問題から既すでに生産中止になって数年になるが、自動車好きに根強い支持者が多いという車だ。


　ただし製せい品ひんにバラツキが多く、運が悪いと車両本体と同じ位の金きん額がくと、気の遠くなる様な手て間ま隙ひまを掛かけてやらねばならないという困こまった車で、どう考えても一般人向きの車ではない。日曜には自分でボンネットを開けて必ず整せい備びする様な、機械好きの好む車だ。


「……とはいえ……ジャックは二輪派だしな」


「でも何ど処こかで見たような気がするんですけど、この車」


　ネリンが首を捻ひねりながら言う。


　実はレイオットも身近に見た事がある様な気がする。それも最近だ。そうそうあちこちを走っている車でも無いだろうから、たまたま何処かで通りすがりに見掛けた訳でもない筈なのだが。


「それはともかく……来客中なら、ちょっと遠えん慮りよした方が良いんでしょうか？」


「お好きに。俺おれは遠慮するつもりは無いけどな」


　一いち応おう予約は入れてあるのだ。来客中であろうとなかろうとレイオットの知った事ではない。またレイオットの用はあくまでモールドを修しゆう理りと調整に持ち込む為ためのものなので、ジャックが来客の応対に忙いそがしいのであれば、モールドだけを置いて帰れば良い。


　レイオットはＪＲ総合機械研究所の呼よび鈴りんを押おした。


　すると──


「──はい」


　応じる声にレイオットとネリンは顔を見合わせた。


　ジャックの声ではない。


　しかも──二人共にその声には聞き覚えがあった。


「エヴァ・イーミュン？」


　扉とびらを開いて出てきた女性にレイオットは思わず驚おどろいて呼び掛けていた。


　黒くろ髪かみ黒こく瞳どうの、派手ではないが怜れい悧りな美しさを備そなえた女性モールド・エンジニアである。


　単に技ぎ術じゆつ者というだけでなく、ジャックの祖そ母ぼが経けい営えいするローランド工こう房ぼうを事実上切り盛もりする才さい媛えんであり、ジャックの姉弟で子しに当たる人物。


　そして──〈アセンブラ〉シリーズの開発者でもある。


「こんにちは──スタインバーグさん。シモンズ監かん督とく官かんも御ご一いつ緒しよですか」


　エヴァは穏おだやかに微び笑しようして言った。


「…………」


　レイオットが小さく首を傾かしげる。


「どうしました？」


「……何だか随ずい分ぶん、印象変わってないか？」


　レイオットが知る限り、エヴァ・イーミュンという女性は見るからに利発そうな『出来る女』ではあったが、その手の女性にありがちな緊きん張ちよう感が──自分にも他人にもまとめて厳きびしく緊張を強しいているかの様な、妙に張はり詰つめた様な印象も備えていた。


　だが──今のエヴァは少々印象が違う。


　怜悧な美び貌ぼうは相変わらずではある。だが、妙に人当たりが柔やわらかいというか、誰だれ彼かれ構かまわず身構え挑いどみ掛かる様な視線の鋭するどさが消えて、ごく普通の──若わかい女性としてのまろやかさが身に付いている様に思える。


「そうですか？」


　不ぶ躾しつけとも言うべきレイオットの問いを平然と流し、エヴァは半歩身を退ひいてレイオット達を室内に招き入れる。


「どうぞ」


「…………」


「…………」


　レイオットとネリンは改めて顔を見合わせてから──エヴァに従したがって中に入った。


　ＪＲ総合機械研究所に『部屋』は無い。


　元倉庫であった建物は隅すみから隅までぶち抜ぬきの平屋建てで、部屋がそのまま建物という構こう成せいである。この為に入り口近くに積んである資し材ざいの箱が創つくり出す『壁かべ』の間を抜けるとそのまま研究所内を全すべて見み渡わたせる広い空間に至いたる。


　だが──


「…………何ど処こだ此こ処こは」


　呟つぶやくレイオット。


　ネリンも目を丸くして立ち竦すくんでいる。ただカペルテータだけはいつもと変わらない表情だが、さすがに何度も瞬まばたきしている事を思えば、彼女の紅あかい瞳ひとみにも眼めの前の光景が若じやつ干かん信じがたいものに映うつっているのだろう。


　綺き麗れいにすっきりと整理された空間。


　それがレイオット達の前に広がっていた。


　明らかにレイオット達の知るＪＲ総合機械研究所の内観とは異ことなる。


　元のＪＲ総合機械研究所の印象を一言で表ひよう現げんしろと言われればレイオットもネリンも恐らくは同じ単語を選び出すだろう。


『ガラクタ置き場』だ。


　地面が見えているのは作業台周辺としばしばレイオットがモールド・キャリアを乗り入れるシャッターの側だけ。周囲には元の壁が見えない位にうずたかく資材やら部品やらが積み上げられ、その手前にやはり所ところ狭せましと並んでいるのは試作中の装そう置ちやら工作機械が幾つか。重量物を移動させる為の簡かん易いクレーンも三基き取り付けられていて、辛かろうじて見える壁の一部にはクレーンやら工作機械の為の動力パイプの類が血管の様に走っている──


　これが以前のＪＲ総合機械研究所だった。


　だが今は──それらのごちゃごちゃしたものが無い。


　いや。あるにはあるのだ。特にクレーンや動力パイプの類は変わっていない。


　だが見るからに無む秩ちつ序じよな感じで積み上げられていた無数の部品やら資材やらは、徹てつ底てい的に分別され、整理され、改めて大量に据すえ付けられた棚たなに呆あきれる程の几き帳ちよう面めんさで収しゆう納のうされている。されきっている。工具や工作機械も奥おくの一か所にまとめられた上、使い易やすそうな配置に変へん更こうされている。既にそこは『ガラクタ置き場』ではなく、何処かの工房といった印象だった──というか実じつ際さいに工房な訳だが。


　そして。


「──あ。レイ」


　部屋の中央──食しよく卓たくをも兼かねる作業台。


　そこに何やら憔しよう悴すいした様な雰囲気のジャックが居いる。


　相変わらず男にしておくのは勿もつ体たいない様な、優ゆう美びな顔立ちをしているが──何かかなり疲ひ労ろう困こん憊ぱいする様な事があったらしく、彼は精せい根こん尽つき果はてた様子でぐったりと作業台の上に突つっ伏ぷしていた。


　身を起こす事も無く、ただ顔だけを横に向けてレイオット達を眺ながめつつ、美貌のモールド・エンジニア（でもモグリ）は言った。


「いらっしゃい。でもさようなら。俺おれはもうすぐ死ぬ」


「死ぬなら説明してからにしろ。一体これは何なんだ」


　レイオットは呆あきれた様に言った。


「エヴァ姉ねえが──」


「あまりに散らかり具合が酷ひどいので整理しました」


　レイオット達の背はい後ごに立ちながら当然といった口調で言ったのは当のエヴァである。


「全く、こんな無む茶ちや苦く茶ちやな処ところでよくモールドの様な精せい密みつ機器が整備できたものです」


「いや……でも……俺には何処に何があるか分かって……」


「…………」


　エヴァが穏おだやかに笑いながら無言でジャックを見据える。


　ただし眼めが笑っていないのは傍はたで見ているレイオット達にもよく分かった。


「……レイ」


　ぐでっと作業台の上に倒れたままジャックが声を掛けてくる。


「何だ？」


「何となく俺は今、レイに親近感を覚えていたりする」


「……だろうな」


　ちらりと横のネリンの方を見てからレイオットは言った。


　もっともネリンやエヴァら本人は全く自覚が無いらしく、二人の会話をむしろ怪け訝げんそうに聞いているが。


「とはいえ俺としてはモールド・キャリアを入れ易やすくて助かるが」


　いつもジャックの工房にモールド・キャリアで乗り入れる場合、何か余よ計けいなものは踏ふまないか、何処かに接せつ触しよくして積まれたガラクタの山を崩くずさないか、結けつ構こう気を使わなければならなかったのは事実である。


「……裏うら切ぎり者め」


「シャッター、勝手に開けるぞ。それからシモンズ監かん督とく官かんが話があるそうだが」


　言ってレイオットはシャッターの開かい閉へい装置の処に歩いていく。


「なんでしょ。何でも聞いて」


　見るからに投げやりに言うジャックにネリンは苦く笑しようする。


「ええと……」


　言い淀よどむネリン。


　いつも飄ひよう々ひようとしているジャックを見み慣なれているので、此処まで憔悴した印象の彼を前にするとまるで別人を相手にしている様で戸と惑まどってしまうのだ。


　そんな彼女の様子を見て気を回したエヴァが──


「私が居てはまずいのであれば、席を外しますが？」


　などと勘かん違ちがいして言ってくる。


　ネリンは慌あわてて首を振ふって言った。


「いえ。むしろイーミュンさんも居てくれた方が助かります」


「…………？」


　首を傾かしげるエヴァ。


「単刀直入に伺うかがいますが」


　ネリンは言った。


「人間を魔族メレヴエレント化させる事は可能ですか？」
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　魔族──不用意に魔ま法ほうを使い、人である事を辞やめた者。


　この定てい義ぎを逆ぎやく側から捉とらえれば『魔法を使わない限かぎりは魔族にならない』という事になる。また同時に『きちんと用意があれば魔法を使っても魔族にならない』という事でもある。


　これは大だい前ぜん提ていだ。


　だがこの大前提は実の処──根こん拠きよが無い。


　そもそも現げん代だいにおいて『魔法』とは極きわめて微び妙みような認にん識しきの上に存在している。


　それは根本的には作用構こう造ぞうの不明な『謎なぞの技術』であり、どうして人間の意識と特定の呪じゆ文もん書式の組み合せによって物理法則をも超ちよう越えつした現象が発生するのか──人々は理り解かいしていない。恐らく唯ゆい一いつ理解していたであろうジョージ・グレコ教きよう授じゆは行方ゆくえ不明となったまま五十年以上の歳さい月げつが経けい過かし、〈イエルネフェルト事変〉以い降こうは大だい規き模ぼな検けん証しよう実験も行われないまま、人類は限げん定てい的な経けい験けん則そくに依よってのみこの不可解な技術を使い続けている。


　そしてそれは魔法の反動として蓄ちく積せきされるという呪じゆ素そや、その蓄積が一定量に達した時に始まる肉体と精神の変異──後天性魔法中毒、通つう称しよう『魔族メレヴエレント化』に対しても言える事である。


　あくまでそれらに関する知ち識しきは、経験則の上に成り立っている。


　統とう計けいを基もとに『極めてその可能性が高い』と言われているだけの事であって、論ろん理り的な裏うら付けが無いのである。それはつまり絶対ではないという事だ。今まで知られていなかった例外の存在一つで簡かん単たんに覆くつがえされてしまう程度のものに過ぎない。


　無論、応用の領りよう域いきになればきちんとした理論は存在するし、法則性もある。だからこそモールド・エンジニア達はモールドを設せつ計けい出来る訳わけだし、スタッフに代表される様な魔法の増ぞう幅ふく装置やその他諸もろ々もろの補ほ助じよ装置が開発されている。


　しかし根本的な処で『どうして魔法は存在するのか』という事については事実上、誰も分かっていない。ラジオの構造を知らなくてもラジオのスイッチをひねる事さえ知っていればラジオを聴きく事は出来る──これと同じ理り屈くつで人々は魔法を使っているに過ぎない。


　つまり。


　自分達が盤ばん石じやくと信じてその上に様々なものを築きずき上げている大前提は実は薄はく氷ひように過ぎないかもしれないのである。


　その事を人々は知っている。知った上で忘わすれた振りをして魔法を使い続けている。そうしないと現代社会は最も早はや立ち行かない様な状じよう態たいになってきているからだ。


　だが……


　時折人々は不安を覚えるのだ。


　それは本当に正しい事なのか？


　例えば『魔法を使わない限りは魔族メレヴエレントにならない』──この大前提は絶ぜつ対たいに覆らない真理か？　それを信じてしまって良いのか？


　もしそれが間ま違ちがっていたとしたら。


　誰がいつ魔族になるか分からなくなる。


　友人。恋こい人びと。親兄弟。そして自分。


　多くの一般市民は──自らを『善ぜん良りような一市民』と定義している者達は、魔族化という現象を縁えん遠いものだと考えている。それは魔法士という特とく殊しゆな職しよく業ぎように就つく者達や、密みつ造ぞうモールドや〈黒本〉などという違法なものを自ら買い求める様な者達の世界の話であって、自分達には直接関係の無い事なのだと思っている。


　だからこそ人々は何とか不安を抑おさえ込んで暮くらしていけるのだ。


　だが本当は──ある日突とつ然ぜん、普ふ通つうに暮らしている人間が魔族になるのだとしたら。


　それは……
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「人じん為い的な魔族化？」


「はい」


　首を傾かしげるジャックにネリンは頷うなずいて見せた。


「そういう事は可か能のうかどうか──という話ですけど」


「そりゃ可能でしょ」


　何を言ってるんだ、といった表情でジャックは言う。


　ネリンはエヴァの方にも視し線せんを向けるが、彼女も頷いている。


「ただ単にモールド着けずに魔法唱えればいい訳で。「黒本」使って魔族メレヴエレント化してる連中なんて皆みんな、人為的に魔族化してる訳だし」


　ジャックは作業台から身を起こしながら言った。


「あ……いや、そういう事ではなくて。ええと……だから……その、自分自身ではなく、他人を、魔族化する事が可能かって話ですけど」


「他人を？」


　怪け訝げんそうに呟つぶやくジャック。


　彼は腕を組んでしばらく考えていたが──


「……そりゃ理ろん論り的には充じゆう分ぶんに可能だけどもね」


「そうね。わざわざそんな馬ば鹿かな真ま似ねする人間は居いないけれど」


　とエヴァも隣となりでジャックの意見を肯こう定ていする。


　ジャックはひとしきり首を捻ひねった後──改めてネリンの方を眺ながめた。


「ひょっとして例の噂うわさとか信じてる？」


「噂──ですか？」


「〈黒くろ騎き士し〉だよ」


「──あ。御ご存ぞん知じですか」


「ジャック──何の話？」


〈黒騎士〉の噂を知らないらしいエヴァが首を傾げて言う。ふとネリンが振り返ってみると──どうやらレイオットも知らないらしく、彼は肩かたを竦すくめて首を振って見せた。


「あー……つまり」


　ジャックは立ち上がって棚たなの一つに歩み寄りながら言った。


「『夜な夜な〈黒騎士〉と呼よばれる正体不明の怪かい人じんが、このトリスタンの市街を徘はい徊かいし、犠ぎ牲せい者しやを求めている。この怪人は善良な市民に呪のろいをかけて魔族メレヴエレントにしてしまう』──ってさ」


「なんなの、それ？　そんな噂が出回っているの？」


「うん、割わりと」


　ジャックは頷いた。


「……知らなかったわ。でもジャック、貴方あなた──いつも工こう房ぼうにこもってるくせにどうしてそういう事には詳くわしいの？」


「あー。色々取ってるからさ。雑ざつ誌しとか新聞とか色々。大たい抵ていのはちょっと割わり増まし料金払はらえば配達してくれるよ。割とアングラなものも多いし──とと。これだ」


　言ってジャックが棚から引っ張ぱり出して示しめしたのは──明らかに粗そ悪あくな紙かみ質しつと印刷状態の紙束であった。


　一番上の紙には〈ザ・ヒドゥン〉の文字がある。


「それって……」


　眉まゆを顰ひそめてエヴァが呟く。


　ジャックはその出来の悪い雑誌モドキのページをぱらぱらとめくりながら頷く。


「そう。いわゆる同人誌。卸おろし問どん屋やを介かいして商業流通してる雑誌ではなくて、口コミで密みつ売ばいされている雑誌の類だね。まあ別にこれ自体は違い法ほうじゃないから密売ってのも変かな」


「……そんなものもあるんですね」


　とネリン。


〈黒騎士〉の話は──てっきり口コミだけで広がっているものだと思っていた。こんな雑誌が出ていたのでは、さぞかし都市伝説の拡かく散さん速度も速かろう。


「これを見て知ったんじゃないの？」


　ジャックは〈ザ・ヒドゥン〉を差し出しながらそう尋たずねてくる。ネリンはそれを受け取りながら小さく首を振った。


「いえ──私はモデラート警けい視しから聞いただけですけど」


「なるほどね。ええとほら──例の〈黒本〉ブームってのが一時期あったでしょ」


「……ええまあ」


　と顔をしかめて言うネリン。


　ブームというと何か肯定的で好きにはなれないが、確たしかに一時期、〈黒本〉と呼ばれる違法な魔ま法ほう解かい説せつ書が出回った事がある。


　現げん在ざいはその『ブーム』は沈ちん静せい化かしているが──無論、これは人々が違法なものを拒こばみきるだけの理性に目覚めた訳ではない。単に大量生産の結果、欲ほしがる人間には一通り行き渡わたっただけの事である。


「まあ、当然、海賊書籍コピーなんて印刷機と製せい本ほん機があれば誰だれでも大量生産出来る訳で──『黒本ブーム』に乗っかった連中が輪りん転てん機きだの何だの導どう入にゆうして小こ銭ぜに儲もうけたのは良いんだけどね、あっという間にブームが去っちゃったら、役に立たない輪転機だけが残りました、と」


「……まさかそういった連中が、こういう新聞だの何だのを発行してる訳わけですか」


「正せい解かい」


　苦笑を浮かべてジャックが振り返る。


「まあ大抵は愚ぐにも付かないネタなんだけどね。それでもまあ何の原げん因いんも無い処に突とつ発ぱつ的なネタが出てくる事は無いから、こう、全部流し見して状じよう況きようを俯ふ瞰かんしてみると色々見えてきて面おも白しろい」


　言って気楽に笑ってみせるジャック。


　このアングラ雑誌の出しゆつ版ぱんされた事情云うん々ぬんも、そうして得た情じよう報ほうなのだろうか。


「で、まあそれはいいとして」


　ジャックは椅い子すに座すわり直しながら言った。


「他人を魔族メレヴエレント化させる事だっけ？　さっきも言ったけど可能。まあ理論だけだけどもね」


「そうなんですか？」


「うん。そもそも──この」


　ひょいとジャックは作業台の下から小さな缶かんの様なものを取り出して見せた。大きさは直径三センチメルトル、全長十センチメルトル位の小さなもので、掌てのひらの中に握にぎり込こんでしまえば何か分からなくなる程てい度どの代物だ。


「これが封ふう呪じゆ素そ筒とうなんだけどさ」


「それは知ってますが」


「要するに、モールドの機能ってのはこの封呪素筒に、魔法の行使で発生する呪素を誘ゆう導どうし、肉体内部に残ざん留りゆうさせないって事な訳だよ」


「それも分かりますけど」


「なら簡単だよね──魔法を行使した際に、発生した呪素をこの封呪素筒じゃなくて、他人の肉体に注ぎ込めば良い訳で」


「そ……そんな簡かん単たんなものなんですか？」


「実際には──」


　エヴァが言葉を引き取って続ける。


「それを『機能』として実用段階に持っていくのはそう簡単かどうか分かりませんが。呪素の発生原理もよく分かっていませんし、特定個こ人じんの魔法の行使によって発生した呪素が、他人にも魔族メレヴエレント化を促うながすのかどうかも分かっていません」


「……なるほど」


　確たしかにこればかりは研究する訳にもいくまい。検けん証しようするにはどうしても人体実験が必要であろうし、その上、発生した魔族の処しよ分ぶんの問題も出てくる。


「でも……どうしてそんな事を？」


　とエヴァが尋たずねてくる。


「ローランドさんやイーミュンさんも聞いておられるかもしれませんけど……実は最近、どう考えても魔法と縁えんの無い様な人間が、真夜中に魔族メレヴエレント化する事例が増ふえてきていて。無む論ろん、本当に〈黒本〉とか麻ま薬やくと関係が無かったのかどうか、検けん証しようが済すんでいる訳ではないんですが──」


「だから……か」


　ジャックが納なつ得とくした様子で頷く。


「〈黒くろ騎き士し〉の記事もその事実から派生した都市伝説なのかもしれませんが」


　とエヴァ。


　それは確かにネリンも考えた。


　だがもし〈黒騎士〉が実在するとしたら。あるいは〈黒騎士〉そのものは単なる都市伝説でも、この『魔族化しそうにない人間達の魔族化』が連続する背はい景けいに、何か人じん為い的な原因があるのだとしたら──


「一種の通り魔ま、テロ、そんな形で他人を魔族化出来ないかって話だね」


　ジャックは更さらに頷きながら──腕を組んで言った。


「うーん？　微び妙みようというか何というか。テロの場合は普ふ通つうに〈黒本〉使うなり、魔法士ソーサリストのモールドに細工するなりすればいい訳だし──実じつ際さい、前の〈秩ちつ序じよ成す炎ほのお〉の連中なんかはそうしてたし」


「……そうなんですよね」


「後は本当に通り魔が居るとか？　しかしそれもなあ……そんな事して何が嬉うれしいのやら。下手すりゃ魔族が一番最初に襲おそうのはその通り魔自身だろうしねえ」


　魔族化という現象は平へい均きんすると約三分で完かん了りようすると言われている。


　だがこれはあくまで平均であって個体差や状況によっても大きく変動する。十数秒で肉体的にも精せい神しん的にも魔族化が完了する個体も居れば、肉体は変形しながらも十分近く人間の意い識しきを残していた個体も居たと記録には残っている。


　当然──通り魔が人間を魔族メレヴエレント化させる場合、短時間で魔族化が完了してしまえば通り魔自身が先まず危険に晒さらされる。状じよう況きようの如何いかんにかかわらず魔族は本能的に手近な人間を襲うからだ。無論、魔族化途と中ちゆうで射しや殺さつ出来れば危険は回かい避ひ出来るが、それならばそもそも魔族化させる意味は何処に在るのか──という事になる。


「何らかの形で魔族化過か程ていを制せい御ぎよ出来ればね──」


「…………」


　それまで黙だまってネリン達の会話を聴きいていたレイオットが──ふと顔をしかめる。


　魔族メレヴエレント化過程制御。


　それについて研究していた男を彼は一人知っている。もっともその男はあくまで魔族を制御する事ではなく、完全に完成された、魔族──否いな、人間たる〈完全体パーフエクタント〉を創つくり出す技ぎ術じゆつについて研究していた訳だが。


　確かに魔族化の抑よく制せいやその過程の時間的遅ち延えんといったものもあの男は研究していた様に思う。また源流魔法使ルート・ソーサリアンと呼ばれる者達も魔族化抑制の技術を持っていたという。


　もし……あの狂くるった医い師しの研究が誰かの手に渡わたっていたら。


　あるいは源流魔法使達の技術を何らかの方法で再さい現げん出来たら。


　それは──


「──ところで」


　レイオットは口を挟はさんだ。


「その〈黒騎士〉ってのの噂うわさはどれ位、信しん憑ぴよう性せいがあるもんなんだ？」


「先も言った様に──いわゆる都市伝説の類だとは思います」


　苦く笑しようを浮かべてネリンが言う。


　彼女の台詞せりふを引き取る様にしてエヴァが続けた。


「技術的な見地から言えば──理論上は確かに可能ではあるのでしょう。ですが、そんな事をする意い義ぎが見いだせません。魔族を創り出すという事は、例えばテロ目的などには有効かもしれませんが、それだけならただ単に薬物か何かで洗せん脳のうした人間に呪じゆ文もんを唱えさせれば良いだけでしょうし、何より魔族化した対象が先まず最初に襲うのは手近に居る人間、即すなわちその〈黒騎士〉である筈はずです。そんな危険を冒おかしてまで魔族を創り出す技術が必要とされるとは考えにくいと思います」


「……なるほどな」


「スタインバーグさんはその手の都市伝説の類を信じる方なのですか？」


　苦笑を浮かべるエヴァに、しかしレイオットは首を振ふった。


「いや……無論、そういうのは信じてないがね。ただ──」


「ただ？」


「そういえばいかにも〈黒騎士〉でございって格かつ好こうの奴やつを先日見たな、と思ってな」


「……え？」


　眼めを瞬しばたたかせるネリン達。


「見たって……」


「昨日の仕事の時──というか現場に着く直前の話だが」


　言ってレイオットはカペルテータを振り返る。


「カペル。お前の特技を見せてやれ」


「…………」


　ＣＳＡの少女は黙だまって懐ふところから鉛えん筆ぴつを取り出すと、ジャックの方を向いて言った。


「白い紙は、ありますか。色がついていても無地のものであれば構かまいませんが」


「……何を始めようってんだ？」


　首を傾かしげてジャックは言い──ネリンとエヴァは怪け訝げんそうに顔を見合わせた。
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　提てい出しゆつされた調ちよう査さ報ほう告こく書しよ類るいを見てブライアンは呻うめいた。


　内ない容ようはトリスタン市内における各種犯はん罪ざいの一週間単位での発生件けん数すうをまとめたものだ。どうにも気になったので、ＳＳＳの資し料りようという名目で強ごう引いんに人を使って各種資料を集めさせ、要約させたのだが……事じ態たいは彼の予想通りになりつつあった。いや。予想よりも悪い。こんなに簡単に事態が悪化するとはブライアンも思っていなかった。


　暴ぼう行こうや傷しよう害がい致ち死しの件数が増ふえている。


　しかもここ二か月で急きゆう激げきに──である。


　内容を見れば集団暴行だけが急増しており、他の犯罪の発生件数に関してはいつもとそう変わらない。治安が悪化して全体的に犯罪の発生件数が増えるという場合はともかく、ただ一種の犯罪が急激に増加するのには当然、ある種の──明めい確かくな原げん因いんが存在する。偶ぐう然ぜんでこんな事は先ず起きない。


　集団暴行。


　その詳しよう細さいな内容を見ればやはりブライアンの予想通りになっていた。


　魔族メレヴエレントや魔法士ソーサリスト絡がらみなのだ。


　暴行の対象になっているのは魔族になった者の遺い族ぞくや魔法士の関係者、あるいはＣＳＡとその親族である。その数──この半月で実に三十件余あまり。無論、普ふ段だんからこうした私刑リンチじみた集団暴行は起こっていたが、こういうものには『流行』というものがある。


　言ってしまえばこの手の私刑行為は加害者側の気分が大きく影えい響きようする。


　誰でも良いのだ。加害者になる事で優ゆう越えつ感を得ようとする行こう為いなのだから、実はこの手の私刑行為は加害者側が飽あきるのも早い。またわざわざ『対象』をあちこち探さがし歩く様な真ま似ねはしない。要するに抑圧ストレス発散の為ための行動なので、そこに『努力』などする者はごく稀まれなのだ。


　例えば魔族になった者の遺族への暴行。


　これはせいぜい三か月が山ピークだ。この時期を過すぎると加害者側の興きよう味みは次の対象に移うつり始める。つまりはこの三か月を耐たえきれば迫はく害がいは次し第だいに減へっていく。過か去この統とう計けいを見ていても、名前を変え、住所や職しよく業ぎようを変えてこの三か月をやり過すごせば、世間は事件そのものについて忘わすれ始め、加害者達も別の相手に乗り換かえ、生活が安定してくる者達が多い。


　ところが……今回はその例外になっている。


　加害者達はこの『魔まの三か月』を越こえた遺族達をも執しつ拗ように調べだして暴行を加えているのである。これは今までに見られなかった特とく徴ちようだ。


　そしてその原因についてもブライアンは想像がつく。


（要するに今までは優越感を得る為の行動だった……つまりは余よ裕ゆうの産物だった訳わけだ）


　余裕の無い人間がいちいち他人への優越感を気にする事も無い。


　だが──


（これはむしろ恐きよう怖ふからの行動だろう）


　誰が魔族になるか分からない。


　自分がいきなりなるかもしれない。


　そんな噂うわさが実際に流る布ふし始め、人々は恐怖を忘れる為に、加害者側に回ろうとしている。自分が暴力でもって他者を虐しいたげている間は、自分が被ひ害がい者しやになる可能性というものに考えを及およぼさずに済すむ。


「……くそ……人間ってやつは、どうしてこう……」


　ブライアンは調査報告書を執デ務ス机クの上に投げ出しながら長々と溜ため息をついた。
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　紙の上を鉛えん筆ぴつが滑すべっていく。


　単なる点であったその先せん端たんが紙との摩ま擦さつの末に何十何百何千もの線を生み出す。更さらに無数の線は相そう互ごに繫つながって幾いくつもの面を切り出してゆく。切り出された面は更に相互に繫がって立体を表現する。


　一本一本の線はただそれだけのものだ。


　同じものを引けと言われれば誰だれでも出来るだろう。


　しかし──


「…………」


　呆ぼう然ぜんとネリンはその様子を見ていた。


　どうやらエヴァとジャックも同じ感想を抱いだいている様だ。レイオットは予あらかじめ知っていたからか別べつ段だん驚おどろいた様子は無いのだが──恐おそらく彼とて初めて見た時は驚いた事だろう。


　そして──


「──覚えているのは此こ処こまでです」


　そう言ってカペルテータが鉛筆を置いた瞬しゆん間かん、ネリン達は詰つめていた息を長々と吐はいた。


　作業台の上には一枚まいの絵が完成していた。


　およそ五分程ほどでカペルテータが鉛筆で描いたものである。何ら特別な道具は使っていない。また何ら特別な技ぎ法ほうも使っていない。彼女はただ鉛筆を走らせていただけだ。


　だが……


「……カペルテータさん」


　カペルテータの方を見てエヴァが呻うめく様な声で言った。


「はい」


「ローランド工房ウチで製せい図ず技ぎ師しとして働く気は無い？」


「……ちょっとエヴァ姉」


　呆あきれた様にジャックが言う。


「いきなり何を言ってるんだよ!?」


「何って。見れば分かるでしょう？」


　エヴァはやや興こう奮ふんの滲にじんだ声で言いながら作業台の上の絵を指差した。


　写真かと見み紛まがう程に描かき込まれた精せい密みつ無む比ひなスケッチを。


「精密な絵を描く人は珍めずらしくないけど──今の速さと描き方はジャックも見たでしょう？　この子の並なみ外れた描びよう画が能のう力りよくなら、絶ぜつ対たいに設せつ計けいやプレゼンテーションで役に立つわ」


　確たしかにカペルテータの描いた絵は驚きよう異い的だった。


　まずそれは恐ろしく精密だった。横に現物の写真でも置いて描いているのではないかと思う程に細かい。そもそも情じよう報ほう量として莫ばく大だいなものがその絵にはあった。


　だが精密さそのものはさして驚く事ではない。描画技術に長たけた者ならばカペルテータと同じ程度の緻ち密みつさで絵を描く事が出来るだろう。


　ただし……カペルテータは絵を描く際に全く『あたり』をつけていない。


　通つう常じよう、絵を描く場合は大まかな形を先まず描き出してから、線を何本も重ねて輪りん郭かくを絞しぼり込こんでいく。いわゆるデッサンだ。適てき当とうな『あたり』をつけてから修しゆう正せいを繰くり返して完成形に近付けていくのである。


　だがカペルテータは全くその作業が無い。


　最初から完成形の線をそこに引いてしまうのである。一ミリメルトルの誤ご差さも無く──無む駄だな線は一ミリメルトルとて描く事は無く、彼女は必要な線だけを必要な長さで、そこにいきなり描き出して見せたのだ。


　故ゆえにカペルテータは一度も消しゴムを使っていない。


　しかも……彼女は輪郭も細部も区別が無く同時に描いて行く。普ふ通つうは先に大まかな輪郭を描き込んでからその中に詳しよう細さいを配置していくものだが、彼女はただ一方的に右から左へと絵の密度を上げていっただけだ。


　明らかに普通の描き方ではない。


　しかもそもそも線を描く速度自体も速い。


　まるである種の機械が予あらかじめ定められた数すう値ちに従したがって作動しているかの様だった。


　だが──


「……盛もり上がっている処ところを申し訳わけないが」


　レイオットが苦く笑しようを浮うかべて言う。


「多分──イーミュン女史の期待している様な能力はカペルには無いぞ」


「え……？」


　眼を瞬かせるエヴァ。


「カペルは観みたものを観た通りにしか描けない。こいつの場合は写真と一緒なんだ。いつでもプリントは可か能のうだが──それだけだ。応用性が全く無い」


「…………」


　啞あ然ぜんとした表情でエヴァがカペルテータを振り返る。


　ＣＳＡの少女は誇ほこるでも恥はじるでもなくただ淡たん々たんと頷うなずいた。


　写真を見て描けるという事は──逆ぎやくに言えば写真を見ていなければ描けないという事である。カペルテータはその記き憶おく力によって自分の眼で観た情じよう景けいを詳しよう細さい漏もらさず脳のう裏りに再さい現げんし、それをそのまま絵に落とし込む事が出来る訳だが──観ていないものは描けない。


　彼女の描画能力には応用性が無い。


　更さらに言えば創そう造ぞう性せいが無い。


　当然ながら『もう少し斜ななめの角度から』といった注文にも応じる事は出来ない。ましてや『もっと勢いきおいのある感じで』『もっと派は手でな印象に』などと曖あい昧まいさの混じる様な──一定の解かい釈しやくを要する様な注文には全く対応出来ない。


　これでは創造性を要求される画家は無論の事、応用性を要求される製図技師としても役に立たないだろう。カペルテータのそれはつまり技術ではなく能力なのである。


「それはさておき──これなんだが」


　レイオットが紙の上に描き出された物体を指差す。


　即すなわち──四本脚あしのモールドを。


　言うまでもなくそれはレイオット達が昨さく晩ばん目もく撃げきした異い形ぎようだ。神話か伝説の中から抜け出してきたかの様な半人半馬ケンタウロスの異様な姿すがた。鎧よろい騎き士しを想おもわせる頭部の羽根飾かざりや、過か剰じような程ほどに強調されて重量感を醸かもし出す肩けん部ぶ、胸きよう部ぶ、そして前ぜん腕わん部も緻ち密みつに再現されている。


　異形といえば確かに異形だ。


　だが絵を見る限かぎりそこにはある種の統とう一いつ感がある様に見えた。


　特定の目的の為ために無む駄だを削そぎ落とし、機能を絞しぼり込んで設計された機械には基き本ほん構こう造ぞうそのものにある種の禁欲的ストイツクな美しさが──いわゆる機能美が備そなわる。


　この絵に描かれた物体にも機能美に似に通かよった何かがあった。


「──ふむ」


　ジャックが改めて腕を組んでその絵を見つめる。


「これがどうかした？」


「いや……妙みような印象のモールドだったんでな。ちと気になっただけだ」


「うーむ……」


　ジャックは首を傾かしげている。


　隣となりから絵を覗のぞき込むエヴァも何やら興きよう味みを惹ひかれた様子で熱心にその絵を見つめていた。


「昨日の現場に行く途中で見た。最初魔族メレヴエレントかと思ったが、よく見れば機械っぽい。モールドかとも思ったが、意味もなくモールド着けた魔法士ソーサリストがうろうろしている筈はずも無いだろうし──」


「──ああ」


　何やら納なつ得とくした様子でネリンが頷いた。


「だから私に聞いたんですか──『もう別の魔法士を投入したのか』って？」


「そういう事だな」


　とレイオット。


「……なあレイ。いやカペちゃんに聞くべきか」


　ジャックは腕組みを解といて言った。


「カペちゃんの画才はよく分かったけどさ。この絵はどの程度、現物に忠実なんだろう？」


「……俺おれの記き憶おくが確たしかなら」


　レイオットは額ひたいに人差し指を当てて言った。


「写真並なみだ。ほぼ正確と思って貰もらっていいと思うが。何か気になる事でもあったか？」


「いや……何というか」


　ジャックは何度も何度も首を捻ひねりながら言った。


「妙というか──明らかに意味不明の部品が多いんだよな。この絵が確かならただのモールドじゃない。エヴァ姉はどう思う？」


「貴方あなたと同意見。というか必然性のあるデザインとは思えないわね。悪いけどモールド・エンジニアが作ったものというより、モールドの何たるかを知らない人間が、自分の知ち識しきと想そう像ぞう力だけで作った様に見えるわ。特に四本脚は本当に意味不明だし。技ぎ術じゆつ的な挑ちよう戦せんという意味では面おも白しろいけれど……」


　とエヴァ。


　だがそこまで言って彼女は自分の台詞せりふの意味に気付いて付け加えた。


「あ……ごめんなさい、別にカペルテータさんが噓うそを描かいているという意味ではなくて。何というかモールドではないのではないかなって。仮か装そうとか」


「……仮装、ですか？」


　ネリンが眉まゆを顰ひそめて尋たずねる。


「ええ。最近、若わか者もの間でモールドの複製品レプリカの一部を付けて歩くのがちょっと流行してますよ」


「複製品って……」


　ネリンの脳のう裏りにまず浮うかんだのは密みつ造ぞうモールド〈シェル〉である。


　だが──


「大たい抵ていは形だけの代しろ物もので本物と同じ機能はありません。ローランド工こう房ぼうにもたまに部品を買いに来る人も居いますけども。どうも本物の部品の方が彼かれ等らの中では『格かく上うえ』なんだそうで……とにかくモールドの手てつ甲こう部分とか長靴ブーツ部分とか肩の装そう甲こう板とかそういうのを服飾フアツシヨンの一部として取り込んでいる人達が居る様です」


　鎖くさりを身体からだのあちこちに巻いたり、革のジャケットやズボンに鋲びようを打ったり、あるいは髑どく髏ろや宗教の象徴印ホーリーシンボルを象かたどった銀製せい品ひんを装そう飾しよく品ひんとして身に付ける様な、ある種のファッションとしての流れは以前からあるが……最近はそれにモールドの意い匠しようが加わったという事である。


「使用前の封ふう呪じゆ素そ筒とうや拘束度デユラビツト端たん子しをペンダントにしてぶら下げている場合もありますね。何にしても『本物の部品を使っている方が格上』と考える傾けい向こうがある様ですし、どんな分野でも極論に走って本ほん旨しから逸いつ脱だつする人は居ますから、こういう形のモールドを自作してしまう人間が居るのかもしれないと──」


「いや……幾いくらなんでもそれは無いよエヴァ姉」


　苦く笑しようしてジャックが言った。


「下へ手たすると警けい察さつに捕つかまるって。それでも模も造ぞう品着て歩くなんて根こん性じよう入った物好きがそうそう居る筈も無いし」


　モールドやスタッフは当然ながら魔法士ソーサリスト法、都市内魔法行使条じよう例れい、魔法工学技術管理法等の対象となる品物である。部品の一部なら確かに一いつ般ぱん人でも購こう入にゆうが可か能のうだが──きちんと組み立てられて機能する品を資し格かくの無い者が持つのは禁きんじられている。


　当然……たとえ資格があったとしても理由も無くそれを着けて歩くのはやはり騒そう乱らん罪ざいに相当するとして逮たい捕ほされる可能性が高い。


　着ているのがたとえ形だけの模造品だとしても、そんなものを着けて夜中に歩いていれば確実に通つう報ほうされてしまうだろう。


　また実用的な意味から言っても、全身を覆おおい尽つくす様な鎧を着て歩く根性の持ち主はまず居まい。模造品とはいえそれなりに重いし蒸むれる上、視し界かいが狭せまいので、慣なれていなければただ歩くのにさえ苦労したりする。


　何より……


「既き存そんのモールドを真似るっていうのなら四本脚あしにする必要は無いだろ」


「……まあそれもそうね」


　あっさりとエヴァは認みとめた。


「それに」


　レイオットがカペルテータを振り返りながら言った。


「格かつ好こうだけの模造品って事は無い。明らかにこいつはモールドの機能を備えていた。魔法を使っていたからな。カペルテータも確かく認にんしてる」


「……え？」


「カペちゃんはイマジネーション・バーストを感知する事が出来るんだよ」


　怪け訝げんそうな表情を浮うかべるエヴァにジャックが補ほ足そく説明を入れた。


「まあ言ってみれば生きた魔ま力りよく計けいだね」


「…………」


　さすがに驚おどろいた様子でエヴァはカペルテータを見つめる。レイオットやネリン、ジャックにとってはもう当たり前の事実であるが、さすがに初めて聞かされれば驚かざるを得ないだろう。


「でもそうなると……どうしてこんな無む駄だの多い形けい状じようになったのか……」


「いや──エヴァ姉。ちょっと待って」


　ジャックは改めてその絵を右に左に傾かたむけたりして眺めながら言った。


「逆ぎやくに考えたらどうだろう？」


「──逆？」


「この形状にならざるを得なかったって事」


「必然があるって意味？　こんな──」


　言いかけて。


　エヴァも何かに気付いた様子で眉まゆを顰ひそめる。


「四本脚……機動性……いや……可か搬はん性せい？　耐たい荷か重じゆう量りよう？　ならば──」


「うん。そうなんだよな。基き本ほん的な部品配置は済すんでいる上で、この形状になっているのなら、それは追加部品の可搬性を考こう慮りよした上での事じゃないかと」


「でも……その場合に、車しや輛りようでない意味は？」


「町中、特に家屋内での移い動どうを想定して……」


「なるほど。でもじゃあその重量配分と、魔力回路の位置分散に関して〈ヴェスタックスの法ほう則そく〉の当てはまる範はん囲いが──」


　…………などと。


　ジャックとエヴァは二人で何やらぶつぶつと口の中で呟つぶやきながら何かを考えている。傍はたで見ている限かぎりでは会話が成立しているのかどうかも怪あやしい感じなのだが……相そう互ごに頷うなずき合っている事からすればきちんと意思疎そ通つうは出来ている様だった。


　性せい格かくはかなり違う様だが、こうなるとやはり同じく優ゆう秀しゆうな技ぎ術じゆつ者──ただ会話しているだけでも素人しろうとにはおいそれと割って入れない様な独どく特とくの雰囲気が形成されてしまう。


　ネリンなどはただただ眼を瞬しばたたかせて意味不明の会話を聞いているばかりだ。


　そして──五分経けい過か。


「……おーい。戻もどってこい」


　待つのに飽あきたレイオットが呼よぶと──ようやく二人は気がついた様子で視し線せんをレイオット達の方に戻した。


「頼たのむから俺達にも分かる言葉で喋しやべれ」


「……すいません」


「いや、そんな専せん門もん用語は使ってなかったけどさ」


　エヴァが苦く笑しようを浮うかべ、ジャックは肩かたを竦すくめる。


「これって何か特とく殊しゆなシステムでも積んでるんじゃないかな」


「特殊な──システム？」


「据すえ付け型でもないのにこの体積──スタッフ内ない蔵ぞう型だとしても、どうもバランスがおかしいというか。だから逆ぎやくに考えたんだけどね。この四つ脚は、普ふ通つうのモールドには必要の無い重量を運ぶ為ためのものなのかな、と」


「それが『特殊なシステム』か？」


「そう。確たしかに機動性、運動性を確かく保ほしつつ重量を増ふやす場合、四つ脚というのは賢けん明めいな選せん択たくではあるんだよ──制せい御ぎよ出来ればの話だけど」


「……ふむ？」


「恐おそらく車輪になってないのは屋内での機動性を考こう慮りよした結果だろうね。いや、まあトリスタンは元々、坂道と同じ位に街中に階かい段だんも多いから、そういう意味でも四つ脚の方が有利かな。まあ歩行制御にしても四本脚なら二脚歩行より遥はるかに簡かん単たんだからね。動歩行というか『走る』のは困こん難なんかもしれないけど──」


「……そういうものなのか？」


「そりゃそうだよ。だって」


　ジャックが何ど処こからか取り出した薄うすい鉄板を作業台の上に置いた。


「普通、支ささえが二本の場合は、前後に倒たおれる可か能のう性せいが高いだろ。これは支え──脚の部分が『線』だから」


　ジャックが手を離すとぱたんとその鉄板は倒れた。


「……それで？」


「これが『面』になればその面に荷重が分散される上に重心がその面の中に収おさまりやすくなるから、当然、支え易やすくなる訳わけ。薄い板を立たせるより、塊かたまりをポンと置く方が楽な理り屈くつは分かる？」


　言ってジャックは今度は何かの部品──先の鉄板と同じだが、数か所に突とつ起きが出ているものを作業台の上に置く。それはジャックが手を離しても突起を数本の『脚』として危あぶなげなく作業台の上に立っていた。


「実じつ際さいに地面に接せつしてるのは点でも、それを結ぶと面になるでしょ」


「……なるほど」


「で──さ。当然一本脚でものを立たせるのは難むずかしいよね？」


「そうだな」


「そうすると、二本脚の場合、毎回歩く度たびに一本脚で立ってる瞬しゆん間かんがある訳だよ」


　ジャックはそう言って部品を大きく傾ける。


　彼の指の下──たった一本の突起で本体を支える形となったその部品はゆらゆらと安定を失って揺れていた。


「この平へい衡こう感覚ってのを機械に代用させるのは非ひ常じように難しいんだよね。意外に人間の脳のうは複ふく雑ざつな処しよ理りをしてるって事。でも──これが四本脚ならどうだろう？」


「…………」


　レイオットは眉まゆを顰ひそめて数秒──黙もつ考こう。


「…………そうか。三角形の面が残るか」


「正せい解かい。たとえ一本の脚を上げたって、三本の脚が面を作って重心をそこに収めるからね──倒れにくい。まあこれが歩行機械の基き本ほん原理なんだけどさ。もし機械的にモールドを拡かく張ちようして動き回る場合、二本脚の巨人を作るより、四本脚の機体を作った方が制御が楽だって事。それにした処ところで、機械で全すべて賄まかなうのなら微び妙みような制御が必要になってくるのは当然だし、『走る』事は出来ないだろうけどね」


「……そうなのか？」


「レイ、犬とか猫ねこが走っている姿すがた、思い描えがける？」


「…………」


　ふとレイオットはカペルテータの方を振ふり返る。さすがに魔法管理局に寄よってきた事もあり、今日は彼女の飼かい猫のシャロンはスタインバーグ邸ていで留る守す番ばん中である。


　レイオットは脳のう裏りにシャロンの姿を思い浮かべながら曖あい昧まいに頷うなずいた。


「多分……」


「一本ずつ脚出してた？」


「…………」


　シャロンが走り回っている姿を思い出す。


　大人しい猫なのであまり家の中を駆かけ回ったりはしないのだが、やはり子猫は子猫──レイオットやカペルテータが紐ひもやボールを使って構かまってやると、嬉うれしそうに全身で飛び掛かかってくる。


　その姿は──


「いや。なんていうか、跳はねるみたいに──」


「そう。互たがい違ちがいに脚を出すんじゃなくて、背せ骨ぼねと背はい筋きんとを活用して、両前足、両後脚を同時に出してはぴょんぴょん跳ねる様にして前に行くだろ。動物の場合も人間の場合も同じなんだけど、静的歩行と動的歩行──走る事はまた違ちがうの」


　動物は当然ながらこの切り替かえを本ほん能のう的に行っている。その為に『歩行』から『走行』への移い行こうは自然かつ滑なめらかで──切り替えた瞬間というのを、観みている側では意い識しきしにくいのだろう。


　その辺りの理り屈くつは分かるが……


「……正直こんがらがってきた」


　レイオットは呻うめく様に言った。


「まあとにかく、四つ足のモールドってのは、大型化するのと同時に移動性の確保を考えた結果として出てくる形けい態たいな訳だな？」


「分かってるじゃないか」


　ジャックは笑った。


「制御出来れば、という但ただし書きつきだけどね。ついでに言えばこの部分──」


　ジャックが絵の一部を指差す。


　半人半馬ケンタウロスの脚の付け根にあたる部分。


「車輪みたいな部品がついてるだろ。これは想そう像ぞうだけど、道路の様な整地された部分では脚を折り畳たたんで車みたいに四輪で走行するんじゃないかな。胴体部分にも変形機構っぽいものが見えるし」


「……という事はつまり」


　レイオットは顔をしかめて言う。


「このモールドの中身は──少なくとも前足の部分には『中身』が入っていない可能性があるって事か？」


「まあそうなるね」


　ジャックが指で絵の一部をなぞる。


「まあ馬の胴どう体たいの部分に寝ねころぶみたいにして中に入る事は出来るだろうし。何にしても魔法ソーサリイを使っていたというのなら、中に人間が入っているのは間違いないけども」


　魔法を完全に機械化する事は出来ない。


　そもそもその原理が完全に解かい明めいされていないのだから当然ではある。


「──でもそうなると」


　ネリンが口を挟はさむ。


「そのモールドに魔族メレヴエレント化の為の装そう置ちとか積めるんじゃないんですか？」


「無む論ろん、それはそうなのかもしれないけど──」


「……けど？」


「…………」


「何の意味があるのか──という最初の問題は残ります」


　何やら妙みように懊おう悩のうの表情を見せて黙だまり込むジャックの後を継ついで、エヴァが言った。


「そんな装置を作ってどうするのか。自分自身の安全性をどうやって確かく保ほするのか。対象を魔族化させた場合──魔族に最初に襲おそわれるのは、当然ながら最も近くに居いる自分という事になります」


「あ……そうか。ですよね」


　苦く笑しようして頷くネリン。


　だが──何にしても可能か否いなかと問われれば──細かな問題点は幾いくつか残っているものの──理論上は可能ではあるらしい。


　他者の強きよう制せい的な魔族メレヴエレント化。


　四本脚あしの奇き妙みようなモールド。


　もし〈黒くろ騎き士し〉の噂うわさが事実ならば──『魔法ソーサリイを唱えなくても魔族化する』というこの不安極きわまりない状じよう況きようも解決出来る可能性があった。具体的な原げん因いんがあるのならばそれを取り除のぞいてしまえば良いのだ。


　ただ……


「……うーん？」


　どうにも考えがまとまらないのか、ジャックは作業台の上に突つっ伏ぷして唸うなる。


「何か……つまらない事を見落としてる感じがするんだよね。なんて言うか──誰だれにでも分かる様な、物もの凄すごく単たん純じゆんでつまらない事を……」


「…………」


　レイオットとネリンは顔を見合わせる。


　単純でつまらない事。


　此こ処こに居いる誰もが分かる筈はずなのに見落としている何か。


　それは──


「ところでジャック」


　唸り続ける天才モールド・エンジニアに、ふと思い出した様子でレイオットは言った。


「昨日の仕事でスタッフが潰つぶれたんだが──新しいのを調達出来るか？　出来るとしたらどの程てい度どの日数が掛かかる？」


「うん？　それは俺おれに設せつ計けいしろって事？　それとも前にやったみたいに〈アセンブラ〉の量産型スタッフに変へん換かんプラグ嚙かませろって事？」


　一いつ瞬しゆん前まで抱かかえていた懊悩を綺き麗れいさっぱり忘わすれたかの様に──がばりと身を起こしてジャックは言った。ある種の期待に表ひよう情じようが輝かがやいている。


「どっちでもいいが……」


「二週間程──時間をくれ」


　ジャックは言った。


「レイが驚おどろく位のもの造つくって見せるからさ！」


「いや別に驚かせてもらう必要は無いが……」


「いいや！　絶ぜつ対たいに驚かせる！」


「…………いやまあ……何でもいいが…………二週間か……」


　魔法工学機器を零ゼロから設計して製せい造ぞうするという意味ではむしろそれは破は格かくな程に短い時間ではあるだろう。モールドやスタッフは本来、自動車の様に工場で大量生産出来る品とは違う。完全に新しん規き設計で造る場合、完成までには最低でも二か月はかかる。既き存そんの部品を流用出来る率りつが低いからだ。


　この点を可能な限りに改良して造り出されたのが量産型簡かん易いモールド──つまりエヴァの〈アセンブラ〉シリーズな訳だが……


「ちょっとそれは困こまりますね」


　とネリン。


「今のケースＳＡ発生事情だと……スタインバーグさんが二週間、全く仕事が出来ないとなるとちょっと苦しい感じです。本当に余よ裕ゆうが無くなるというか」


「とりあえず以前やった様に変換プラグを間に嚙ませて〈アセンブラ〉のスタッフを使う事は出来ると思います。それで一か月を凌しのぐというのはどうでしょう？」


　エヴァが提てい案あんする。


「多少の性能差は出るとは思いますが……」


「そうしよう──な？　レイ！」


　妙に勢いきおい込んで言うジャック。


　ジャックは以前からレイオットにモールドの新調を勧すすめていた。


　これは元々レイオットのモールド〈スフォルテンド〉の設計が旧ふるい事もあるのだが──やはりモールド・エンジニアとしてのジャックは単純に自分で零から設計したモールドを造ってみたいという気持ちもあった様だった。特にレイオット・スタインバーグという一流の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト専せん用ようの──一流の戦術魔法士だからこそ限界まで性能を引き出せる、極めて高品位のモールドを。


　だがレイオットは元々〈スフォルテンド〉に愛着があった為ために、今一つジャックの提案に乗り気ではなかった。結果としてジャックは〈スフォルテンド〉の修しゆう理りと整せい備びに徹てつしてきた訳だが……内心ではやはり自分で凝こって凝って凝りまくって設計したモールドをレイオットに使わせてみたいと思っていたのだろう。


　無む論ろん──今回の話はスタッフに限ったものだ。だが別べつ個この魔法機器の様に見えても実じつ際さいにはスタッフはモールドの一部である。これを零から設計するとなると単なる修理や部分改修とは違う作業になる。


　ジャックが勢い込むのも当然といえば当然だった。


「分かった分かった。じゃあ頼たのむ──〈アセンブラ〉の変換プラグとスタッフの手配も頼めるか？」


「それは私が」


　と申し出たのは無論、その〈アセンブラ〉の設計者であり販はん売ばい責せき任にん者しやでもあるエヴァである。元々〈アセンブラ〉はこうした『非ひ常じよう用の予よ備び』としての需じゆ要ようも見み込こんで造られたものである。以前はレイオットもエヴァから試験用として〈アセンブラ〉を一式借りていたのだが……今はもう返へん却きやくしている。


「よし──決まりな！」


　両手を打ち合わせて言うジャック。


　既すでに頭の中では新規設計のスタッフの構こう想そうを練っているのか、彼は立ち上がりぶつぶつと呟つぶやきながら工こう房ぼうの中を歩き始める。そんな彼の様子を見ながらレイオット達は苦笑を浮うかべた。


　ちなみに……


　この時点でもうジャックはすっかり先さき程ほどの懊おう悩のうを忘れ去っていた。レイオット達にしてもそれは意い識しきの外に一いつ旦たん閉しめ出されていた。〈黒騎士〉にしろ『原因の見えない魔族メレヴエレント化』にしろ……何か明確な証しよう拠こがある訳でもなく、推すい論ろんや仮か定ていに頼っている部分が多過すぎて、今すぐ結論を出せるというものではなかったからだ。


　だが──


『此こ処こに居いる誰だれもが分かる筈はずなのに見落としている何か』


　それが何なのか。


　それが一体どういう結果をもたらすものであるのか。


　この数日後……レイオット達は思い知る事となるのだった。
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　ざらざらとした空電雑ざつ音おんが──不意に途と切ぎれる。


　代わりに何ど処こかくぐもった響ひびきの声が押おし殺した口調で告げてきた。


『──０３から０５へ』


「こちら０５」


　光学照準器スコープの中に注ぐ視し線せんはそのままにダリル・ローエングリーン巡じゆん査さは応おうじる。


　丸く切り取られた視界の中に映うつるのは何の変へん哲てつもない街角の風景。


　だが高倍ばい率りつの為ために著いちじるしく狭せばめられたその限げん定てい空間こそが彼の戦場であった。わずか数センチメルトル──否いな、数ミリメルトルの誤ご差さが、数百分の一秒の遅ち延えんが、即そく座ざに敗北に直結する。そして敗北は多くの場合に誰かの──彼自身を含ふくめ──死を招まねくのだ。


『目標は予定通り移い動どう中──約三十秒後にそちらの可か視し範はん囲いに入ると思われる』


「０５了りよう解かい」


「…………」


　傍かたわらのシーニャ・ベーリンゲル巡査が身じろぎする気配があった。


　続けて聞こえてきた金きん属ぞく音は彼女が手にする短たん機き関かん銃じゆうの装塡桿ボルトハンドルを引いた音であろう。


　ダリルとその相あい棒ぼうであるシーニャ──対魔族メレヴエレント特とく殊しゆ狙そ撃げき隊たいＳＳＳの第五班はんは四階建て雑ざつ居きよビルの屋上に陣じん取どり、既すでに一時間近く前から狙撃の瞬しゆん間かんを待ち続けていた。既にビルの中の人間は避ひ難なんさせた上で、屋上の落下防ぼう止し柵さくの間から対魔族狙撃銃〈サンダー・ボルト〉の銃身を出して二百メルトル余あまり離はなれた街路に向けている状じよう態たいだ。


　ＳＳＳは基き本ほん的に二人一組ツーマンセルで行動する。


　魔族の行動範囲として予よ測そくされた地点に二人一組の班が三班から五班、担たん当とう領りよう域いきを決めて散開し、それぞれの殺キ傷ル可ゾ能ー圏ン内に目標が入ってくるのを待つのが彼かれ等らのやり方だ。時には三名から五名の遊撃班が魔族を刺し激げきして狙撃班の殺傷可能圏に引きずり込む役目を担当する事もあるが──これは遊撃班の死し亡ぼう率りつがあまりに高い為に、行われる事は少ない戦せん術じゆつである。


　当然ながら出動しても一発も撃うたずに帰き還かんする事は多い訳わけだが、今回は『当たり』であるらしかった。


　そして──


「……来た」


　何ど処こか掠かすれた様なシーニャの声が告げると同時にダリルは人差し指を用心鉄トリガーガードの中に差し込む。だが未いまだ引き金には触さわれない。狙撃銃の引き金は恐おそろしく軽い。引き金を引くその動作で照準が狂くるう事を避さける為だが──その分、暴ぼう発はつし易やすく扱あつかいには注意を要する。


「０５から０１へ」


　集中を始めたダリルの代わりに補ほ佐さ役のシーニャが無線機に向かって告げる。先さき程ほどと同じく短い空電雑音と沈ちん黙もくが入り交まじり、０１──つまりはＳＳＳの隊長であるブライアン・メノ・モデラート警けい視しがやはり低く押し殺した声で応おうじてきた。


『こちら０１』


「目標を有視界で確かく認にん。発はつ砲ぽう許きよ可かを求む」


『０１了解。発砲を許可する。状じよう況きように変へん更こう無し──目標を捕ほ捉そく次し第だい射しや殺さつしろ』


「０５了解、以上」


「…………」


　シーニャとブライアンのやり取りを意い識しきの片かた隅すみで聞きながらダリルは引き金にそっと人差し指を添そわせた。


『目標』が光学照準器の視界に入ってきたからである。


　魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト──俗ぞく称しよう『魔族メレヴエレント』。


　魔法に冒おかされ、人間としての在あり方を棄すてた人間のなれの果て。


　既すでにダリルも二十体以上の魔族を目まの当たりにしてきたが──その姿すがたは個こ体たい差さが激はげしく共通点は殆ほとんど無い。大たい抵ていは頭のおかしい画家の描かき殴なぐった絵の様に、意味不明のおぞましい形状をしているのだが……基本形けい態たいというものが無い為に、一見するとそれが魔族であるのだと理り解かい出来ない場合もたまにある。至し近きん距きよ離りであればまた違うのだろうが、光学照準器で離れた処ところから見ていると、臨りん場じよう感かんの関係からか魔族をそれと認にん識しきするのに、一いつ瞬しゆんの間まを要する場合があった。


　その意味では──今回はとても分かり易やすい相手ではあった。


　街中を直立歩行する体長二メルトルの蛸たこ。


　こんなものが魔族以外に居いる筈はずが無かった。厳げん密みつに言えば蛸とは異ことなる部分は幾いくつもあるが──例えば脚あしは十本であるとか、触しよく手しゆには吸きゆう盤ばんの代わりに眼がん球きゆうが並ならんでいるとか、本来の眼めにあたる部分には昆こん虫ちゆうの様な触角が生えているとか──大まかに言えばそれは蛸に酷こく似じする輪りん郭かくを持っていた。


　ちなみに頭足類の言葉通り蛸や烏い賊かの正せい常じような姿し勢せいは触手を上にした状態であるから──正確に言えば『逆さか立だち歩行する蛸』と言うべきであろうが。


「くけっ……くけっ……くけっ……」


　魔族メレヴエレントの笑い声が響ひびいてくる。


　シーニャが嫌けん悪お感で身を震ふるわせるのが気配で分かった。


　距離があるからこそダリルもシーニャもまだ落ち着いていられるが、あんなものが眼の前に出しゆつ現げんしたら冷静に対たい処しよ出来るかどうかダリルにも自信は無い。その意味でダリルは、時に魔族と数メルトルの距離で相対し、白兵戦すら行う戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト達を尊そん敬けいしていた──単に常じよう識しき的な感かん性せいが摩ま耗もうしているだけかもしれないが。


「…………」


　ダリルは素す早ばやく体感で周囲の状況を把は握あく。


　距離およそ二百八メルトル。風速およそ毎秒五メルトル。気温十四度。これらの数すう値ちを計けい測そく器き無しに体に備そなわった五感で引き出せるのがダリルの特とく技ぎであった。大おお柄がらで見るからに頑がん強きようそうな肉体には似に合あわぬ繊せん細さい極きわまりない五感こそが、彼を、ＳＳＳでも屈くつ指しの優すぐれた狙そ撃げき手しゆたらしめている最大の資し質しつなのである。


　呼こ吸きゆうを止める。


　意い識しきを視し線せんと指先に集中。引き金は可能な限かぎりに優やさしく──そして素早く。それが狙撃の基本とダリルは考えている。呼吸を止めるのは余よ計けいな身体からだの動きを全すべて抑おさえ込こんで射撃姿勢を極きよく限げんまで安定させる為だ。


　そして──


　銃声。


　スコープの中の視界で紅あかい飛沫しぶきが花開くのを確認。


　だがダリルはそこで安心しない。


　魔族の脳のうは必ずしも頭部に在るとは限らず、また一つとも限らないからだ。戦術魔法士の様に一撃で魔族の肉体を吹ふき飛ばすだけの破は壊かい力りよくは〈サンダー・ボルト〉には無い。代わりに手数で完かん璧ぺきに魔族を抹まつ殺さつするのがＳＳＳのやり方だった。


　彼は続けざまに引き金を引く。


〈サンダー・ボルト〉そのものの重量と反動軽減器マズルブレーキ、それに二脚バイポツドのお陰かげで反動やブレは殆ほとんど無い。


　狙ねらい違たがわず、八発の銃じゆう弾だんは微び妙みように位置をずらして魔族の肉体に着弾。爆ばく発はつする様に噴ふん出しゆつした血けつ液えきが路面を赤く濡ぬらした。


「…………」


　未まだ弾倉には二発の残弾があるが、ダリルはそれに拘こう泥でいせず、傍かたわらに置いてあった次の弾倉を素早く装そう塡てん。様子を見る。


　魔族メレヴエレントの肉体はぐったりとしたまま、動かない。


　更さらに確かく認にんの為ために一発撃ち込む。


　動かない。


　そこでようやくスコープから眼めを離はなすとダリルは傍かたわらのシーニャに頷うなずいて見せる。彼女は無線機のマイクを取ってスイッチを入れた。


「０５より０１へ。対象を射殺。確認を乞こう」


『０１了りよう解かい。０７、確認作業に入れ』


『０７了解』


　五分と経たたずに──シーニャと同じく短たん機き関かん銃じゆうで武ぶ装そうした確認役のＳＳＳ隊員達が魔力計を片かた手てに魔族に近付いていくのが見えた。


　魔族が何を考えているかは当の魔族にしか分からない。ただ眼で見た限りでは、たとえ死んだ様に思えても、擬ぎ死しである可か能のう性せいは棄すてきれないのだ。


　無む論ろん、ダリルもいつでも再ふたたび魔族を銃撃出来る様に、狙撃銃の銃じゆう把はは握にぎったままである。


　ちなみに……魔族に対しては殺さつ傷しよう力りよくを発はつ揮き出来ない筈はずの短機関銃を装備しているＳＳＳ隊員が多いのは、魔族に対する時間稼かせぎや足止めの用よう途とに使う為である。


　多くの魔族は肉体の維い持じや動作にも魔法を用いている。これは半ば不ふ随ずい意い的なものらしく──魔族は機関銃の様な続けざまの攻こう撃げきを受けると、まず肉体の修しゆう復ふくや防ぼう御ぎよに魔法の処しよ理り能力容よう量りようが食われる事になる。その結果として移い動どうや攻撃が後回しになる事が多い。


　無論これは魔族の魔法処理能力容量が一定以下の場合であって──上級魔族ともなれば立て続けに重機関砲弾を喰くらっても平然と動き回る個こ体たいも居いるのだが。


　ダリルの補ほ佐さ役であるシーニャが短機関銃で武装しているのも、万が一、狙撃が失敗して魔族がこちらに向かってきた場合、撤てつ退たいの時間を稼かせぐ為のものである。


『０７より０１及および０５へ』


　やがて──魔族の死亡を確認出来たらしく、確認役のＳＳＳ隊員達がこちらに向けて親指を立てて見せるのが光学照準器越ごしに見えた。


『魔ま力りよく値ちの急速な減げん少しようを確認。魔族は死し亡ぼうしています』


『０１より各班はんへ。御ご苦く労ろう──撤収準じゆん備びに入れ』


　無線機から流れ出るブライアンの声に『了解』と返す各班のＳＳＳ隊員達。


「…………」


　ようやくここでダリルはスコープから眼を離し──溜ため息と共に肩かたの力を抜ぬいた。


「お疲つかれ」


「お疲れ」


　互たがいに労ねぎらいの言葉を投げ合ってダリルとシーニャは立ち上がる。


　作戦開始からおよそ一時間──ずっと同じ姿し勢せいで待機していた為か、何気ない動作にも全身の筋きん肉にくがミリミリと音を立てて軋きしんでいる様な気がした。


「しかし──」


　無線機の本体を担かつぎながらシーニャが言った。


　ＳＳＳ唯ゆい一いつの女性隊員である彼女は一見すると男と見み紛まがう様な外見をしている。身長はむしろ小こ柄がらな方だが、軍人の如ごとく短く刈かり込まれた赤毛や、制せい服ふくの袖そでからのぞく筋肉に覆おおわれた腕うでは、並なみの男よりも遥はるかに逞たくましい印象を彼女の上に醸かもし出していた。


　実じつ際さい──格かく闘とう技ぎ訓練においても彼女は同どう僚りよう達にひけをとる事が無く、口の悪い連中からは『雌めす熊ぐま』の渾あだ名なが付けられている。もっとも相あい棒ぼうであるダリルはシーニャが詩集を読むのを趣しゆ味みにしている事と、非ひ番ばんの日には絶ぜつ版ぱん詩集を探さがしに古書街へと出で掛かける事を知っているが。


「何なんだろうね──この魔族メレヴエレントの出しゆつ現げん率りつは」


「元から、このトリスタンは、高くはあったがな」


　右手に〈サンダー・ボルト〉、左手にその予よ備び弾だん倉そう五本を入れたケースを提さげて歩きながらダリルは応じた。


「それはそうだけれど。ここのところ、夜にばかり、三日に一件けんは魔族化が起こってる。ちょっといくらなんでもこれは異い常じようでしょ」


「かもしれないが」


「ちょっとまずいかもね」


「──何が？」


「市民感情って奴やつ。噂うわさは聞いてない？」


　シーニャが肩を竦すくめて言った。


　ダリルは数秒考え──


「……あの、魔法を唱えなくても、魔族化するって、話か？」


「そう」


　苦笑を浮かべてシーニャは言った。


「そろそろ否定出来なくなってきてる感じがするけど。例の〈黒くろ騎き士し〉の噂も」


「……そうだな」


　未いまだ公式発表はされていないが──原げん因いんや理由の見えない魔族化事件は既すでに三十件を超えている。そしてその事実に気付き不安を募つのらせる市民達の数もこの半月余あまりで急きゆう増ぞうしていた。


　このまま不安感が緊きん張ちよう感にまで高まればいずれ暴ぼう動どうが起きるだろう。既にその片へん鱗りんを想おもわせる暴ぼう力りよく事件は街のあちこちで起きている様だった。


　だが原因究きゆう明めいは捜そう査さ課かの領りよう域いきである。


　ダリル達の様な特とく殊しゆ部隊は現場に投入されて脅きよう威いを排はい除じよする事に特化している。ここで思い悩なやんでも仕方がなかった。


「何にしても──」


　大きく伸のびをしながらシーニャは言った。


「今夜はこれ以上、呼よび出されない事を祈いのるわね。一昨日おとといなんて二件連続だったもの」


「同感だよ」


　巌いわおの様な顔にわずかな疲ひ労ろうを滲にじませてダリルは頷うなずいた。





　　　　●　　●　　●





　何ど処こか空気が違ちがう。


　買い出しに出てきたレイオットはその事に気付いていた。


「…………？」


　見み慣なれたトリスタンの街の──リゴレット通りの猥わい雑ざつな風景が眼めの前に在ある。


　別に建物や空模も様ように変化は無い。風景を構こう成せいする大半のものは若じやつ干かんの変化はあれど──これはまあいつもの事だ──全体としての印象は何ら変わっていない。


　なのにまるで知らない街を歩いている様な違い和わ感が感じられるのだ。


（……なんだこれは？）


　あるいは街中に住んでいればそれは気付かない程てい度どの差異ではあったかもしれない。


　しかしレイオット達は普ふ段だん、民家もまばらなトリスタン市の郊こう外がいに住んでいる。しかも仕事で呼び出される場合を除のぞけば、街に出るのはせいぜいが週に一度である。毎日僅わずかずつ緩ゆるやかに変化しているせいで、その直ただ中なかに居いる者は気付きにくいかもしれないが……微び細さいな変化も七日分が積み重なれば、明めい確かくな落差となって見えるという事もあるだろう。


（そういえば先の店でも妙みような雰ふん囲い気きだったが）


　レイオットは胸むな元もとに抱かかえた紙かみ袋ぶくろの重さを意い識しきしながら、先程その中身を買った店での事を思い返した。


　別に何か特別な出来事があった訳わけではない。ただシャロン用の缶かん詰づめを十缶ばかり買って店員に金を払はらっただけの事である。初めて入る店ではないし、特に店員と会話があった訳でもなかった。


　だが……何か店員の反はん応のうにぎこちない印象があったのだ。


（……あれはまるで……）


　こちらの隙すきを窺うかがっているかの様な。


　こちらを見つめてくる視し線せん。合計金きん額がくを告げる口調。貨か幣へいを受け取る手の動き。


　いずれもが何か奇き妙みような緊張感を漂ただよわせていた。緊張していながらそれを悟さとられまいとして余計に緊張の度合いが増ましているかの様な──奇妙な悪循じゆん環かんがそこには感じられた。


（……別にカペルを見てという訳でも無さそうだしな……）


　いくらフードで顔を隠かくしているとはいっても、その気になって覗のぞき込こめば彼女の異い形ぎようは一目で分かる。店員の緊張感の原因はカペルテータがＣＳＡである事に気付いたから──と考える事も出来ないではない。


　しかし何な故ぜ……今いま更さらなのか。


　あの店で買い物をしたのは今回が初めてではない。気付くならもっと前に気付いていてもおかしくはないのだ。だが今回の様に、奇妙な緊張感の漲みなぎる態たい度どは前回までは見られなかったものだ。


　しかも──


（街全体となるとな……）


　眉まゆを顰ひそめてレイオットは周囲を見回す。


「…………」


　ただそれだけで視線がぶつかる相手が何人も居た。彼かれ等らはレイオット達と眼めが合うと慌あわてて顔を背そむける。レイオットが気付いていないだけで、あるいはもっと多くの人間に見つめられているのかもしれない。


　無む論ろん──いずれも覚えの無い顔だ。


　一体何事か。


　やはりレイオットやカペルテータの何ど処こか胡う散さん臭くささの漂う格かつ好こうが彼等の視線を引き付けたという考え方はできる。確かに目ま深ぶかにフードを被かぶったカペルテータの格好はいかにもいわくありげであるし……共に歩くレイオットも堅かた気ぎの人間には見えないだろう。


　だがこれとて先程の店と同じで──前回リゴレット通りを訪おとずれた際さいには無かった反応である。あるいはあったにしてもレイオット達が気付く程ほどに顕けん著ちよなものではなかった。


　そもそもプーランク通りならばともかく、元より雑ざつ然ぜんとした下町風ふ情ぜいの強いリゴレット通りでは、奇き矯きような風ふう体ていの者も多く、多少の事ではいちいち注目を浴びたりしない。むしろレイオットやカペルテータの姿すがたはこの繁はん華か街がいの雑然たる雰囲気によく馴な染じみ溶とけ込んでさえいる。


　では──この妙に絡からみ付いてくる人々の視線の意味は何なのか。


「カペル」


「はい」


　ＣＳＡの少女はいつもの如ごとく抑よく揚ように乏とぼしい声で応じてくる。


「俺おれの気のせいかもしれないが──妙に俺達、注目を浴びてないか？」


「私達だけが注目を浴びている訳ではないと想おもいます」


　即そく座ざにカペルテータは言った。


　一いつ瞬しゆんの黙もつ考こうも挟はさまずに答えてきたという事は……どうやらこの少女もレイオットと同じ事を考えてはいたのだろう。


「多くの人が自分以外を気にしています」


「…………」


　レイオットは歩きながら他の通行人の様子を観察する。


　そこで……ようやく彼は気付いた。


　人々がレイオット達に向けているのは単に『変わった姿格好の人間を見て反はん射しや的に眼で追う』視線ではない。彼等はレイオット達以外にも同じ様に粘ねばっこい視線を送っている。


　互たがいに互いの様子を窺っている。


　警けい戒かい心しんをのせた無数の視線がまるで網あみの目を成すかの様に飛び交かっている。


　まるで自分以外の人間は──全員が敵てきであると考えているかの如く。


　平静を装よそおいながら、日にち常じようを取り繕つくろいながら、心の何ど処こかで自分以外の人間を怖おそれている。


「……まさか」


　レイオットは呻うめく様に呟つぶやいた。


『魔法ソーサリイを使わないのに魔族メレヴエレント化する』


『次は誰だれが魔族化するか分からない』


　ならば──


「早めに用事は済すませた方が良いかもな」


　言いながらレイオットは行きつけの雑ざつ貨か店に向かう。此こ処こで日用品の補ほ充じゆう分を購こう入にゆうすれば今回の買い物は終しゆう了りようだ。後はジャックの処ところに寄よってとりあえず修しゆう理りと調整の済んだモールドを引き取ってくるだけである。


　そんな事を考えていると──


「──おっ？」


　レイオット達の鼻先で──雑貨店の扉とびらが自ら開いた。


「おや……？」


　眼を瞬しばたたかせながら立っているのは何処か木ぼく訥とつな雰ふん囲い気きの小こ柄がらな男であった。


　人の顔を覚えるのが不得意なレイオットではあるが、さすがに五日前に会った相手の顔位は覚えている。印象的な相手ならば尚なお更さらの事である。


　カール・メイスン──救きゆう命めい魔法士。


「御お兄にい様さま？」


　兄の陰かげから妹の声もする。


　カールが脇わきにどくとその背はい後ごには車椅い子すに乗ったミュリエナの姿すがたも在った。


　恐おそらくカールは先に扉を開けておいてから彼女の車椅子を押おして店を出るつもりだったのだろう。そのあたりの事情を察したレイオットがカペル共々脇にどくと、カールは『どうも』と頭を下げつつミュリエナの車椅子を押して店の外に出てきた。


「ええと……スタインバーグさんとフェルナンデスさんでしたかしら？」


　ミュリエナが微笑ほほえみながら言った。


「こんにちは。そちらもお買い物ですか？」


「まあそんな処だが」


　曖あい昧まいに頷うなずくレイオット。


「あんたら、この辺に住んでるのか？」


「ええ──まあ」











[image: ]








　ぼんやりした笑みを浮うかべて頷くのはカールの方である。


「ここから少し行った処のアパートに。育ちの良い妹には少々手て狭ぜまで申し訳ないのですがね。私の稼かぜぎではさすがに──」


「御兄様」


　責せめる様にミュリエナが言う。


「ああ御ご免めんよ。言わない約束だったねえ」


　カールは微び笑しようを苦笑に切り替かえて言った。


　基き本ほん的にあまり似にていない兄妹きようだいだが何処か世間ずれしていないというか、妙におっとりした雰囲気は共通している。


「魔法士ソーサリストなんだろう？」


「駆かけ出しですから」


　言って後頭部を搔かくカール。


　モールドやらモールド・キャリアやら、その他魔法士として活動する為の装そう備び一式を揃そろえると相当な金額になる。救命魔法士の場合はモールドの他にも様々な道具を使う事が多く、特に初期投とう資しは高額になりがちだ。何らかの元手があれば別だが、順調に仕事をこなしている魔法士でも最初の一年か二年は借金を抱かかえている事だろう。


「スタインバーグさんは地元の方なんですか？」


「多分な。孤こ児じだったもんで生まれは分からないが」


　というか──レイオットは十歳さい以下の幼おさない頃ころの記き憶おくが無い。


　自分の両親の顔や生まれた家の事も思い出せない。


　そもそも自分の年ねん齢れい自体が曖あい昧まいなのだ。何となく二十代半ばと考えているし他人の眼めから見てもそう見えるので、表向きは年齢を聞かれると『二十五』と答えているが。


「自じ慢まんじゃないがこの街に住んで十五年になる」


「なるほど」


　カールは頷き──そしてふと思い出した様に尋たずねてきた。


「地元の方なら──この近くに何処か、良いハルシュタット料理の店は無いですかね？　妹が好きなのですがこちらではあまり見み掛かけないので……」


「ハルシュタット料理ね──」


　レイオットは首を傾かしげる。


　ハルシュタットというのはアルマデウスから見てかなり東方の国である。国名としてはしばしば聞くが、アルマデウスから出た事の無いレイオットとしては、身近に感じる要素も無く、異世界と変わりない。ハルシュタット料理というのも聞き覚えはあるが──さてどんなものなのだと問われるとレイオットは答えられなかった。


　要するに食べた事も無ければ見た事も無く、当然、店など知る筈はずがない。というか──トリスタンにハルシュタット料理の店が存そん在ざいするのかどうかすら分からないのが実じつ情じようだ。


　だが──


「プーランク通りの端はしに一軒けん存在します」


　答えたのはカペルテータだった。


「…………」


　振ふり返るレイオットの視線など全く気にした様子も無く、紅あかい眼の少女はフードの奥おくから淡たん々たんとした口調で言った。


「店名は〈ヴィオレット〉。定休日は水曜日。価か格かく帯はランチが10ドルクから、ディナーが20ドルクからです」


　挙あげ句く──電話番号からメニュー各種までずらずらと列挙していく少女をレイオットは怪かい物ぶつでも見る様な眼で眺ながめた。


「……なんでそういう事まで知ってるんだ？」


「七日前の新聞の広告欄らんに出ていました」


「新聞の隅すみから隅まで眼を通してるのか、お前は」


「レイオットは通していないのですか」


「…………」


　黙だまり込むレイオット。


　代わりに──ミュリエナが澄すんだ笑い声を上げた。


「あ──ごめんなさい。なんだか微笑ほほえましくて」


「……左様で」


「アンコールしてもよろしい？」


「勘かん弁べんしてくれ」


　溜ため息混まじりにそう言うと──ミュリエナは澄んだ声を上げて笑った。


「面おも白しろい方達ね。ねえ──御お兄にい様さま」


「そうだね」


　穏おだやかにカールが同意する。


「折せつ角かくですからお茶でも御ご一いつ緒しよにいかがですか──と言いたい処なのですが」


　彼はポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出して言った。


「僕ぼく達たちはちょっと用があるのでもう出ます。またお会い出来るといいですね」


「……かもな」


　とレイオット。


　正直──彼としてはどうでも良い感じではあったが。


「ではまた──」


　礼れい儀ぎ正しく一礼してからカールは言った。


「御ご縁えんがありましたら」


「ごきげんよう」


　こくんと可愛かわいらしく兄に倣ならう様に一礼するミュリエナ。


　そしてカールは妹の乗る車椅い子すを押してレイオット達の前から去っていった。


　その姿すがたをしばし見送り──


「……なんだ？」


　レイオットは呟つぶやいた。


　何か違い和わ感がある。あの兄妹だけ周りの風景から浮ういている様に見える。


　それは単に彼かれ等らがこの街にとって、特に猥わい雑ざつなリゴレット通りにとっては馴な染じみ切れていない新参者というだけの事なのかもしれないが──


（……そうか。あの二人には緊きん張ちよう感が無い）


　街全体を覆おおう緊張感。


　それが彼等には無い。少なくとも伝でん染せんしていない。


　本来──緊張感というものは伝染する。場に漂ただよう緊張感は連れん鎖さ的にその場に居いる人間の緊張感を掘ほり起こす。たとえ他者の緊張そのものに気付かずとも、緊張で強こわ張ばった空気に触ふれていると人間は無む意い識しきの内に緊張を覚えざるを得ない。


　レイオットがそうであった様に。


　だが……あのメイスン兄妹にはそれが無かった。


　単に兄妹揃そろってひたすら呑のん気きなのか。あるいはとことん鈍どん感かんなのか。


　それとも……もっと何か別の理由があるのか。


「…………まあどうでもいい事だが」


　呟つぶやいてレイオットは店の中に入った。





　　　　●　　●　　●





　執デ務ス机クの上の電話が鳴る。


　ロミリオ・ポロ・プロフェット男だん爵しやくはプリンを食べる手を止めて電話機の方を見た。


　音もなく受話器が持ち上がり──まるで見えない手が運んでくるかの様に受話器が飛んできてロミリオの手の中に収おさまる。


　普ふ通つうの人間が見たら眼を剝むく光景だろう。


　だが、生あい憎にくと今この部屋にどんな意味でも『普通の』人間は居なかった。いや……人によってはそもそもこの部屋に人間など居ないと言うかもしれないが。


「──もしもし？」


『〈影法師シルエツト〉？──私です』


　雑音混じりで微び妙みように歪ゆがんだ響ひびきの声が受話器から漏もれてくる。


　盗とう聴ちよう防ぼう止しと声質変へん換かん用の装置を間に嚙かませている為ため、音質が犠ぎ牲せいになっているのである。無む論ろん──ロミリオは電話越ごしに音楽を聴きく趣しゆ味みも無いので実用上は何の問題も無い。


「これはこれは」


　ロミリオは愉たのしげに応おうじる。


「御ご活かつ躍やくの噂うわさ──伺うかがっておりますよ〈黒くろ騎き士し〉殿どの」


『そう呼よばれているらしいですね』


　引きつる様な呻うめく様な声が漏れる。


　どうやら電話の向こうの声の主は笑っているらしかった。


「で──結果は？」


『それなりの検けん証しよう結果は出ました。ただしやはり効こう率りつは良くない』


「個こ体たい差さがありすぎますか」


『呪じゆ素そはあくまでその呪じゆ文もん詠えい唱しよう者しやの変質を促うながすものですから。一種の適てき合ごう不全の様な現象が発生します』


「それでも使えない事は無いのでしょう？」


『無論。しかしやはり特定個人の呪素を他者にバイパスする場合、血けつ縁えん者のものの方が遺い伝でん的な意味合いから言っても効率的とは思われます』


「ふむ……」


　ロミリオは首を傾かしげる。


　彼は部屋の隅すみで黙もく々もくと銃じゆうを磨みがいている陰いん気きな男にちらりと視線を投げてから、言葉を続けた。


「分かりました。で──もう一つ、〈プロムナード〉機関システムの方は？」


『ヴォックス・ユニットと各種エフェクタを組み合わせる事で効果時間の引き延のばしを図っております。コネクタの問題が未いまだ少々残っていますが、これらはいずれも調整次し第だいかと。既すでに実用段だん階かいには達しています』


「素す晴ばらしい」


　プリンを一口食べてからロミリオは言った。


「貴方あなたに御願いして良かった」


『光栄です』


「しかし気を付けてください？　どうもトリスタン全体が焦こげ臭くさいですよ？」


『計算の内ですとも』


　やはり奇き怪かいな声で笑いながら相手は言った。


『混こん乱らんすればもっと多くの実験サンプルが得られる』


「それはそうかもしれませんね。成なる程ほど」


『それよりも』


　ふと──変換器を介かいしてさえ消しきれない卑いやしい響ひびきが混じる。


『約束の件……お忘わすれではないでしょうね？』


「勿もち論ろんですとも」


　ロミリオは冷ややかに笑いながら言った。


　どうせ電話の向こうの人間にはこちらの表情など分からないし、声すらも歪ゆがんでいて微妙な口調や声こわ音ねの変化など伝わりようが無い。


「貴方を〈昇しよう華か〉させる許きよ可かは上にもう取ってあります。完成の暁あかつきには貴方は老いも病も死すらも超ちよう越えつした我われ等ら〈資格者クオリフアイア〉の仲間となる」


『ならば結構です。再さ来月には確かく実じつな成果をお見せ出来るでしょう』


「期待しております」


『では』


「では」


　ぷつりと接せつ続ぞくの切れる音と共に定期連れん絡らくの会話は終了した。


　ロミリオは改めて部屋の隅に──ソファに座すわって、テーブルの上で分ぶん解かいした銃の部品を磨き、油をさしている隻せき眼がんの男へ視し線せんを向けた。


「やはり他人を使うのは難むずかしい様ですね」


「……それならそれでやりようはある」


　幽ゆう鬼きの様な白はく髪はつを僅わずかに揺ゆらしながら──しかしたった一つの視線は決して銃から上げる事無くその陰いん気きな男、即すなわち戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストアルフレッド・スタインウェイは言った。


「というと？」


「……分からないか？」


　アルフレッドは感かん情じようのこもらぬ声で言った。


「いや。分かりますけどね」


「貴き様さまの想そう像ぞうしている通りだ」


「はは──アレはその為に集めた訳ですか」


　愉たのしげにロミリオは笑う。


　彼の視し線せんは、一いつ瞬しゆん自分の足あし下もとを──地下室の在る辺りを見てから、再び隻眼の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストに向けられた。


「いや──実に面おも白しろい。面白いゲスですね、君は」


「……褒ほめ言葉と受け取っておこう」


「無論褒めているんですとも」


　ロミリオは頷うなずいた。


「人を人とも思わない。つまらない喜き怒ど哀あい楽らくなどまるで関係が無い。悲哀どころか恐きよう怖ふすらも無い。ははは──素晴らしい。本当に面白い。ひょっとしたら貴方も〈資格〉があるのかもしれませんね。いや面白い」


「俺おれは別に面白くない」


「まあ本人にとってはそうでしょうねえ」


　ロミリオは微苦笑を浮かべて言ってから──ふと窓まどの外を眺ながめた。


「〈龍ロン〉の御ご老体もしばらくは動けますまい。さて──ならば気になるのは後一人。もう一人の面白い御ご仁じんは、この状じよう況きようでどう反はん応のうしますかね」





　　　　●　　●　　●





　一通りの買い物を終えたレイオット達は、リゴレット通りの外れに停とめたモールド・キャリアに向かって歩いていた。


　漂ただよう緊きん張ちよう感かんは変わらない。


　人々は互たがいに監かん視しし合う様に落ち着きの無い視線を投げ合っている。一見すればいつもと変わらぬ情景ながら……そこを行き交う者達の表情はまるで三流役者の芝しば居いの様なぎこちなさがあった。まるで誰だれもが『普ふ段だんの自分』を無む理り矢や理りに演えんじているかの様だ──表面上は取り繕つくろわれていても、その実、とっくに破は綻たんしている茶番劇げきの如ごとくに。


「……近道するか」


　呟つぶやいてレイオットは中央通りではなく一本逸それた路地へと入った。


　こちらにも店は並ならんでいるが、やはり中央通りよりは多少寂さびれた印象がある。もっともそれだけに規き模ぼが小さく隙すき間ま狙ねらいの様ないかがわしい感じの店が──どう考えても盗とう品ひん専せん門もんとしか思えない骨こつ董とう屋やや、大人の玩具おもちやの店、あるいは素人しろうとには正体不明の、錆さびさえ浮いているくせに妙に高い金きん額がくの値ね札ふだが付いた機械部品を大量に並べている部品屋など──ぽつりぽつりと並んでいる。


　もっともそれらの店も大半が閉へい店てんしており、まだ昼間だというのにひどく閑かん散さんとした印象がそこには澱よどんでいた。


　そして──


「…………」


　レイオットとカペルテータは揃そろってその真ん中に立ち止まる。


　ほぼ同時に路地の前後──つまりは入り口と出口を塞ふさぐ様な形で幾いくつかの人ひと影かげが湧わいた。


「……ふむ？」


　レイオットは壁かべを背せにする様にして立ちながらゆっくりと左右を振ふり返った。


「…………」


　路地の出入口に立っているのはそれぞれ数人ずつ。


　老ろう若にやく男なん女によの区別はつかないが体付きから判はんじれば、恐おそらくはいずれも男であろう。


　彼かれ等らは──仮か面めんを被かぶっていた。


　精せい巧こうな造つくりのものではない。明らかに大量生産品──どこぞの土産みやげ物もの屋ででも商あきなっていそうな布ぬの製せいの代しろ物ものである。人の顔を大まかに模もしながらも、白地に原色で描えがかれた記号を配するといった突とつ飛ぴな意匠デザインは、道どう化け師しを基もとにしている様だった。


　何かの象しよう徴ちようや意い思し表ひよう示じという訳わけではなく、単に顔を隠かくす為だけのものなのだろう。


「……いたぞ」


　誰かが呟つぶやく様に言った。


　だが誰が言ったのかは分からない。区別する意味も特に無いのだろうが。


「半魔族ハーフ・ブルートだ」


「出で来き損そこないだ」


「知ってるぞ」


「横の男は魔法士ソーサリストだ」


「無モ資グ格リの魔法士だ」


「どっちも危き険けんだ」


「今の内に──」


　口々に何か聞き捨ずてならない台詞せりふを仮面の男達は呟いている。


　罵ば詈り雑ぞう言ごんの類たぐいに対して今いま更さら、憤ふん怒ぬや屈くつ辱じよくを覚えるレイオットやカペルテータではない。


　だが……それらの台詞が何ど処こか思い詰つめた様な声こわ音ねと口調で出てくれば、あまり歓かん迎げいすべき事じ態たいでない事はすぐ理り解かい出来る。


「何か用か？」


　腰こしの後ろに手を回しながらレイオットは言った。


　いつもの如ごとくホルスターには愛用の回転弾倉式拳銃リヴオルヴア〈ハード・フレア〉が収おさめられている。だが正直言ってそれだけでは心こころ許もとなかった。男達はざっと見た限かぎり十人余あまり。仕事中ならばともかく、普ふ段だんは予よ備びの弾たまを持ち歩かないので──元々護ご身しん用なのだ──たとえ一人一発で倒たおせたとしても四人は残る。


　しかも……男達は全員が武ぶ装そうしていた。


　さすがにライフルを持っている者は居いないが──街中で見み咎とがめられずに持ち歩くのは不ふ可か能のうに近いだろう──全員が銃で武装している。もっとも口こう径けいや形式がてんでばらばらな処を見ると、別にどこぞの軍隊や警けい察さつの秘ひ密みつ部隊が民間人に擬ぎ装そうしている訳ではなく、単なる素人しろうとの集しゆう団だんなのだろう。


　とはいえ──


（……まずいな）


　素人の方が恐ろしい場合もある。


　素人は引き際ぎわというものを知らない。玄人くろうとであれば目的から外れた無意味な撃ち合いや、予定以上の損そん害がいの出る状じよう況きようを避さけようとする。だが興こう奮ふんした素人にはその辺りの道理が通じない。


　レイオットは〈ハード・フレア〉の銃じゆう把はには未まだ手を掛かけていない。


　拳けん銃じゆうを抜ぬく機を計るのが難むずかしいのだ。


　かなり濃のう密みつな緊張と興奮がこの路ろ地じ裏うらには張はり詰つめている。下へ手たにこちらが反はん抗こうする意志を示しめせば、仮面の男達はその瞬間に、半ば反はん射しや行動として引き金を引くだろう。しかも遮しや蔽へい物ぶつの無い場所では多た勢ぜいに無勢──三人も撃ち倒せない内にこちらがハチの巣になる。


「……カペル」


　レイオットは傍かたわらの少女を自分の後ろに行く様、手で押おして促うながす。もっとも左右から銃弾の雨を浴びせられれば彼女とて被ひ弾だんせずにはおれまい。レイオットがたとえ身を挺して銃弾の群むれから彼女を庇かばったとしても、男達はレイオットの息の根を止めた後で改めてカペルテータに銃弾を撃ち込むだけだろう。


　だからこれは言ってみれば……気分の問題でしかない。


　しかし──


「…………」


　不思議そうにカペルテータはレイオットを見上げ、そして素直に従したがった。


「で──何なんだ、あんたらは？　差別主しゆ義ぎ者しやの人か？」


　レイオットの言葉に……しかし仮面の男達は答えない。


　ただ撃げき鉄てつを起こす音や安全装そう置ちを外す音だけが返ってきた。


（やはり口先でどうこう出来る状態ではない──か）


　明らかにもう男達は殺意を固めてしまっている。


「何か誤ご解かいがあると思うんだがね」


　言いながら相手を刺し激げきしない様にコートの内側に手を差し込んでいく。


〈ハード・フレア〉の銃把に指が触ふれる。


　その時──


「──レイオット」


　カペルテータが呟く様に言う。


「どうして戦うのですか」


「……お前ね」


　レイオットは、まるで状じよう況きようが分かっていないかの様な少女の台詞にある種の脱だつ力りよく感を覚えながら──囁ささやく様に言った。


「この状況で他にどうしろってんだよ」


「レイオットは自分の生命いのちに執しゆう着ちやくを持っていないのではないのですか」


「…………」


　少女の口から出るとそれはやはり辛しん辣らつな響ひびきを帯びる──それがたとえ人形の如ごとくに無表情な少女の、物音の様に無感情な声であったとしても。


　それは彼自身の罪ざい悪あく感の反射であるから。


「それとも」


　カペルテータは続けた。


「私を庇う為ためですか」


「……かもな」


「それは罪つみ滅ほろぼしの為ですか」


　無様な死。


　贖しよく罪ざいの死。


　こんな有り触れた場所で。誰かも分からない連中に。理由も不明なままに殺される。


　それはある意味でレイオットがかつて望んでいた結末であったろう。


　自分の育ての親を殺し、カペルテータの両親を殺し、魔族メレヴエレント化した人々を殺してきた自分に相応ふさわしいのは、こんな惨みじめな死に様であるのだと──そうでなければ世の中は不公平すぎると思っていた。


　だが──


「レイオット。私は──」


「黙だまってろ」


　レイオットはそう言って──〈ハード・フレア〉を抜ぬき放った。


「──!!」


　男達が愕がく然ぜんと銃を構かまえ直す。


　自分達が銃を持ちだしているのだから相手も──こんな簡かん単たんな想像にすら思い至いたる事が出来なかったらしい。呆あきれる程ほどに考え方が一方的だ。


　だがそこにつけ込む隙すきはありそうだった。


　レイオットは仮か面めんの男達の動どう揺ようが収おさまらぬ内に左手を伸のばし、傍らのカペルテータの身体からだを無む理り矢や理りに抱だきかかえる。同時に素早く左右を見て──そして彼は右側へ向けて走り出した。


　右側の方が人数が少ないせいか、男達の動揺が濃こい。既すでに銃口の向きが逸それたり腰こしが引けていたりする者も居いる。


　それはほんのわずかな差かもしれないが──


「──うおっ!?」


「遅おせえよ」


　レイオットの呟つぶやきと同時に〈ハード・フレア〉が吼ほえる。


　狙ねらいは太ふと股もも。腹ふく部ぶを狙った方が制せい圧あつ効こう果かは高いが、殺してしまう可か能のう性せいが高い。


　正直、街中で徒と党とうを組んで銃じゆうを向けてくる相手の生死などレイオットにすれば知った事ではないのだが……後々の事を思えば出来るだけ殺さない方が面めん倒どうが無くていい。


　まして──


「ぐあっ！」


　悲鳴を上げて転てん倒とうする男が一人。


　狙い違たがわず、太股から大量の血を出して地面をのたうち回った。転んだ拍ひよう子しに被かぶっていた仮面が外れ、恐きよう怖ふに歪ゆがみ眼めに涙なみださえ浮うかべた男の顔が露あらわになる。恐らく普段は目立たぬ平へい凡ぼんな一いつ般ぱん市民であろう男は、恥はじも外聞も無く『痛いたい痛い』と泣き叫さけんだ。


「……！」


　男達の物腰に怯ひるみの色が浮かぶ。


　レイオットの目もく論ろ見み通りではあった。


　下手に殺すよりも、悶もん絶ぜつさせて他の者の恐怖心を煽あおった方が隙が出来やすい。死体はただそこに転がるだけだが、怪け我が人は悲鳴を上げ、血を噴ふいて視覚と聴ちよう覚かくの両方から側に居る者の恐怖を喚かん起きする。


　無論──レイオットは容よう赦しやせず続けざまに引き金を引いた。


　次々と男達が転倒する。


　距きよ離りが距離だけに、精せい密みつ射撃は必要無い。〈ハード・フレア〉を使い慣なれたレイオットにすれば照しよう準じゆん器きに頼たよらなくてもそれなりの精度で相手に当てる事が出来る。それは銃を撃つというより狙そ点てんを指差す様な感覚に近かった。


　だが──


「う……撃て！　撃て！」


「くそ──死ね！」


　その一方で、一いつ旦たん、恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいった男達は、まともに狙いをつける事さえ出来ない。乾かわいた銃声が散発的に響くが──いずれも銃弾はレイオット達をかすりもしない。この、著いちじるしく動きを制せい限げんされる狭せまい路地の中に在ってすら、運動目標を狙い撃つ事は簡かん単たんな事ではないのだ。


　しかも──


（だから素人しろうとなんだよな）


　路地の出入口を挟はさんで挟きよう撃げきをしたのが男達にとっては裏うら目めに出ていた。


　そもそも『撃たれる』という事の恐怖は、刃は物もの傷きずのそれに比くらべると普通の人間には割わりと縁えん遠どおい。刃物での怪我なら大たい抵ていの人間が経けい験けんがあるが、銃じゆう創そうとなると眼にした事も無い者が多い。そして刃物は傷を作る過か程ていが目視出来るが──銃弾は視認出来ない分、現実味が薄い。


　だから実際に銃撃戦を経験した事の無い人間は、超音速で飛来する死の礫つぶての恐ろしさが実感として把は握あくしにくい。


　だが──実際に実例を見る事で被弾の恐怖は具体化される。


　しかもレイオットの〈ハード・フレア〉は四五口径のマグナム弾を使用するので──まともに命中すれば肉が弾はじける。骨ほねが砕くだけ肉にく片へんが弾け飛ぶ大口径マグナム弾の銃創を見せ付けられれば、どれだけ想像力が欠如していてもやはり怯まざるを得ない。


　そしてようやく彼かれ等らは実感するのだ。


　銃弾が自分達に当たるかもしれないという現実の可能性に。


　それは即すなわち──


「や……やめろ、撃つな！」


「やめ……ひいっ？」


　左側に──今はレイオットにとって背後だが──居た男達が悲鳴じみた声をあげる。


　レイオット達に向けて撃たれ、しかし命中する事無く彼等の脇わきを通り過すぎた弾丸が、仮か面めんの男達の側で壁や地面に当たって跳ちよう弾だんと化しているのだ。この状態に至いたって初めて、彼等は仲間の銃弾で死し傷しようする可能性に思い至った様だった。


　無論、狭い路地なので銃弾を撃ち込む角度にさえ気を付ければ同士討うちを避さける事は難むずかしくない。だが現に銃を構えて迫せまり来るレイオットの姿を前に、そんな余よ裕ゆうは無く──しかし乱らん射しやする事による同士討ちの可能性も無視出来ず、男達は一瞬ではあるが身動きのとれない状態になった。


　既に、彼ひ我がの隔へだたりは距離にすればわずかに五メルトル余り──一瞬の停てい滞たいでもその距離を走そう破はするには充じゆう分ぶんだった。手の届とどく距離まで近付いてしまえば、背後からの銃弾は最も早はや警けい戒かいする必要は無いし、眼の前の連中同士が同士討ちを怖れて尚なお更さら発砲出来なくなる。


「おおっ──」


「──おあっ」


　男達の間から悲鳴とも怒ど声せいともつかぬものが漏もれる。


　構わずレイオットは彼等の間に無理矢理割り込むと、〈ハード・フレア〉の銃把で手近な相手をぶん殴なぐった。


　混こん乱らんと焦しよう燥そうの余あまりに銃を暴ぼう発はつさせる者も居たが、たとえ超至近距離とはいえ狙ねらいも定めずに撃った弾丸が命中する事はごく稀まれだ。破は壊かい範はん囲いが『線』として顕あらわれ脅きよう威いが継けい続ぞくする刃物と異なり、あくまで破壊範囲が『点』であり『瞬間』でしかない銃器は闇やみ雲くもに振り回しても偶ぐう然ぜんで相手を傷きず付つける可か能のう性せいは著しく低い。


　しかし──


（……ちっ）


　轟ごう音おんと共に頰ほおを擦さつ過かする銃弾の感かん触しよくを感じつつレイオットは顔をしかめた。


　可能性の問題。


　それはつまりどれだけ低くても決して零ゼロにはならないという事でもある。


　だが此こ処こで躊躇ためらっていては本当に進しん退たい窮きわまる。いくら仮面の男達が愚おろかでも、こちらがぐずぐずしていれば落ち着きを取り戻して混乱から脱だつするだろう。その前に大通りへ出てしまえば生き延のびる可能性は格かく段だんに跳はね上がる筈はずだった。数を頼たのみ、顔を隠かくし、銃を持ち、しかも人通りの少ない路地で不意を打って挟み撃ち──こんな戦法を採とってくる以上、人目の多い往おう来らいで堂々と襲おそい掛かってくる筈が無い。


　レイオットは男達の間を強ごう引いんにすり抜けて走る。


　あと三メルトル。二メルトル。一メルトル。


　そして──


「──！」


　脇わき腹ばらに──衝しよう撃げき。


　次に感じたのは熱さだった。激げき痛つうが駆かけ上がってきたのは更さらに一瞬後の事である。


（──しまった）


　ぐらりと世界が傾かたむく。


　否いな──レイオット自身が傾いているのだ。


　元々カペルテータを抱かかえたままで不自然な体たい勢せいだった事が災わざわいし、レイオットは受け身を取る事も出来ずに転てん倒とうする。だが走っていた勢いきおいはそのままに、レイオットはカペルテータ共々表通りへと転がり出る事になった。


　カペルテータと〈ハード・フレア〉が共に自分の手から離れるのを実感するが──動けない。視界も赤黒く染そまって周りが歪ゆがむ。恐らく倒れた際に胸むねを打って肺はいの空気を叩たたき出されてしまったせいだろう。


　どうやら命中したのは大口径の弾たまだったらしい。あるいはマグナム弾や対物破壊力を強化した軟なん弾だん頭とうであったのか。何にしてもレイオットは自分の脇腹から大量の血が流れ出ていく感触を覚えた。


「やった！」


「畜ちく生しよう、殺せ！　殺せ！」


　男達の叫さけび声が妙みように遠くに聞こえる。


　辛かろうじて動く首を動かすと、男達は路地から飛び出してレイオットを取り囲もうとしている処ところだった。どうやら興こう奮ふんして周囲の状じよう況きようさえ見えなくなっているらしい。


　当然そうなれば周囲の通行人達は──


（……!?）


　通行人達に騒さわぎ立てる様子は無かった。


　銃で武ぶ装そうした暴ぼう徒とが路地から出てきたというのに通行人達は平然としている。むしろそれまで漂ただよっていた緊きん張ちよう感が緩ゆるんだ気配すらあった。


（……これは……）


　通行人達が恐きよう怖ふと嫌けん悪おの視し線せんを向ける──レイオット達に。


　その意味に気付いてレイオットは傍かたわらを振り返る。


「……カペル……ッ！」


　そこには──素す顔がおを露あらわにしたカペルテータの姿すがたが在った。どうやら転倒した際にフードが脱ぬげてしまったらしい。普ふ通つうの人間には有り得ない髪かみと眼の色に加え、眉まゆの代わりに備そなわる異い形ぎようの器官──紅あかい球面二つが白日の下もとに曝さらされていた。


「手こずらせてくれたな、バケモノ共め」


「魔族メレヴエレントになってしまわない内に処しよ理りしてやる。感かん謝しやしろ」


　恐ろしく勝手な事を言いながら、男達は改めて銃口をレイオット達に向ける。


　だが周囲の通行人達は──十と重え二は十た重えとその場を取り巻まきながらも、止めようとする様子は無かった。仮か面めんを被かぶり、銃で武装した男達が往来で人間に銃口を向けているというのに、それを怖おそれる様子が全く無いのだ。


　それはつまり──


（自分達とは違ちがう──からか）


　通行人達には分かっているのだ。


　男達が狙ねらっているのが自分達でないという事を。


　無差別に目についた人間を殺す通り魔まならば彼等も慌あわててこの場から逃にげるだろう。だが自分達はレイオット達と明らかに違っていて、その違いが自覚できている以上、男達の銃口が自分達に向けられる事も無いのだと彼等は分かっている。


　要するに対岸の火事なのだ。


　自分達に飛び火してくる事が無いのが分かっている。だからこそ、彼等は平然と見物していられる訳わけだし、わざわざ川を渡って火中に飛び込む様な愚ぐは冒おかさないという事だろう。


「市民の皆みなさん。お騒がせして申し訳ない」


　仮面の男達の一人が何ど処こか芝しば居いがかった仕草で一礼した。


「我われ等らは〈憂ゆう国こく騎き士し団だん〉です。人類社会に仇あだなす怪かい物ぶつの萌ほう芽がを駆く逐ちくせんと活動中であります。見ての通りそこの子こ供どもは半魔族ハーフ・ブルート、そしてこの男は無モ資グ格リの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストです。共に魔族メレヴエレント化して人々の生活を脅おびやかす連中です──」


　どうやらレイオットやカペルテータが魔族化するというのは彼等の中では既き定てい事じ項こうであるらしい。単に市民の好感情を得うる為ためか──本気でそう思っているのかは分からないが。


「馬ば鹿かか……」


　レイオットは心底から呆あきれて言った。


「魔法士ソーサリストは……ともかく……ＣＳＡが魔族に……変へん異いするなんてのは迷めい信しん……だ……そんな事も……知らないの……か」


「貴き様さまこそ馬鹿か」


　嘲あざけりを満まん載さいした声が告げる。


　銃を向けられれば怯おびえる。相手が血を流して倒れていれば嘲る。


　分かり易やすいといえばとことん分かり易い者達ではあった。


「今や、魔法ソーサリイに日にち常じよう的に接せつしている人間や、半魔族はいつ、何のきっかけで魔族化するかも分からないというのが常じよう識しきだぞ」


「…………」


　ここ最近頻ひん発ぱつする『魔法とは関係ない』人々の魔族メレヴエレント化。


　口コミで。あるいは雑誌で。


　それらの断だん片ぺん的な情じよう報ほうが伝言に伝言を重ねて流る布ふしていけばどうなるか。


（そうか──成なる程ほどな）


　いつ誰だれが魔族になるか分からない。


　それは間違いなく日常生活を揺ゆるがす恐怖だ。


　だから人々はその『分からない』中にも無む理り矢や理りに判別法を持ち込もうとする。魔族になる可能性のある人間と無い人間を峻しゆん別べつする方法を確かく立りつしようとする。無む論ろんそんなものはありはしない──あれば最初からこの状じよう況きようは発生しない──のだが、恐怖に促うながされる人間は理性を麻ま痺ひさせたままその判別法にすがる。


　自分は魔族にならない──と保ほ証しようしてくれる都合の良い判別法を選んで信じる。


　更に重要なのは分かり易さだろう。分かり易ければそれは広まりやすい。広まれば同どう志しが増ふえてそれはまるで不動の事実であるかの様に語られる事になり、それを信じる者の安心に繫つながる。


　そういう意味で──『魔法士ソーサリストやＣＳＡといった普段から魔法に触ふれている人間が魔族化し易い』という判断基き準じゆんが支し持じされる事になるのだ。ここで重要なのは『魔法に触れている』『魔法に近い』という部分である。此こ処こが曖あい昧まいならば、解かい釈しやくはいくらでも広げる事が出来るし狭せばめる事も出来る。自分達の信じる基準と矛む盾じゆんする事実が出てきても、解釈を広げてしまえば矛盾を消す事が出来るのだ。


　つまり。


　全く魔法と関係の無い人間が魔族化するとする。


　この場合、徹てつ底ていして魔法との繫がりを調べれば良い。例えば二軒隣となりに魔法士が住んでいるとか、その程てい度どの事でも良いのだ。『魔法士は呪じゆ素そに普段から触れていて、そのせいで周りの人間も汚お染せんし易い』などという分かった様な分からない様な理り屈くつを立てて主しゆ張ちようすれば、それが通ってしまう。


「……そうか……」


　レイオットは皮肉な笑みを浮かべた。


「あんたら……怖い訳か……いつ誰が……魔族化するか……分からないから……魔族化しそうな奴やつってのを……勝手に自分達で断定して……それを私刑リンチにかけて回る事で……安心したい訳か……」


「……何ッ？」


　男達が色めき立つ。


　圧あつ倒とう的優ゆう位いに立ちながらもレイオットの言葉を笑い飛ばす事が出来ない。それはつまり──彼等が自覚しているかどうかはともかく──レイオットの読みが図星を突いているという証しよう拠こでもあった。


「つまり……」


　レイオットは薄うす笑わらいを浮うかべながら言った。


　畳たたみ掛けるとすれば今しかない。


「……確信が……持てない訳だ……未まだ……」


「……何を言っている？　貴様」


「……いい……のか……？　俺おれ達たちなんぞに……かまけてて……ひょっとしたら……自分の……隣に居いる奴も……魔族メレヴエレント化する……かもしれんぞ……？　なあ……？」


「…………」


　男達が身を強こわ張ばらせるのがはっきりと分かった。


　それは一度は想そう像ぞうした事なのだろう。想像して──どうしようもないので忘わすれる事にした恐怖であったのだろう。


　だが──


「……仮か面めんを被かぶってたら……顔が歪ゆがんでても……分からないよな……知ってるか……？　魔族の変へん異いってのは……まず顔面から……始まるんだ」


「……だ……黙だまれ！　いい加か減げんな事を言うな！」


　不安のざわめきが野や次じ馬うま達の間に広まっていき──慌あわてた様子で仮面の男達が喚わめく。


「……自じ覚かく症しよう状じようが無い場合も……あるな」


　痛いたみに荒あれる息の下から自信たっぷりにレイオットは言った。


　男達はレイオットの素す性じようを知っている。レイオットが対魔族戦の専せん門もん家かであり──魔族を現げん場ばで何度も見てきた人間だという事は知っている。


　専門家の言葉は重い。


　権けん威いだの流行だのに踊おどらされる人間にとっては特に。


「……自分が魔族化した……事にさえ……気付かないで……徘はい徊かいしていた奴だって……居いた……そういうもんだ……魔族化ってのは……個こ人じん差さが激はげしい……からな……」


「黙れ、魔族め！」


　仮面の男の一人が喚いた。


　もう彼にとってレイオットは魔族と認にん定ていされているらしい。


「我々を動どう揺ようさせようとしても、無む駄だだ！」


「……左様で……」


　レイオットは肩かたを竦すくめて言った。


「ならばさっさと……撃うて……その代わり……魔族事じ件けんは……自分達で……きっちり解決しろ……よ？」


「…………」


　新たな動揺が男達の間に──そして市民達の間に広がるのが感じ取れた。


「……ただでさえ……戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが……足りないんだ……俺がしょっちゅう……引っ張り出されて……るのが……その証拠だ……一人戦術魔法士が減へって……で……魔族の発生件数が……処理限界を上回らなければ……いいがね……」


「魔族は、魔族化が終わる前に射しや殺さつすれば──」


「そう……よく知ってる……な……ちなみに……魔族化に要する……平へい均きん時間が……およそ三分って……知ってる……か……？」


「…………黙れ」


「……大変だな……あんたらも……トリスタンの全人口が……何人か俺も知らないが……全員から三分以上眼めを離はなしたら……魔族化してるかも……しれんぞ……？」


「…………黙れ」


「じゃあ……まあ……頑がん張ばって……くれ……」


　言ってレイオットは脇わき腹ばらを押さえながら身を起こす。


　当初の──着ちやく弾だんと転倒の際さいの衝しよう撃げきはもう完全に通り過すぎている。痛みと──そして流血による重く硬かたい疲ひ労ろう感が腹ふく部ぶに残ってはいるが、辛かろうじて動く事は出来そうだった。


「どうした……？　撃たないの……か……？　撃たないと……いつ魔族化するか……分からんぞ……？」


「…………黙れ」


「早くしろよ……さもないと……お前の隣……魔族化が始まってる……ぞ……？　三分って……のは……覚えてる……か？」


「黙れと言っているんだ、魔族！」


　癇かん癪しやくを起こしたかの様に仮面の男達が喚いた。


　無論──レイオットの台詞せりふは単なるハッタリである。本気で彼かれ等らもレイオットの言葉を信じた訳わけでもなかろう。しかし……そもそもが噂うわさに踊らされて此処までの事をしてしまう様な連中である。最後の最後、『ひょっとしたら』という疑ぎ念ねんが棄すてきれない彼等の声には色濃い動揺が滲にじんでいた。恐らく仮面の下では傍らの仲間の様子を窺うかがう様に、視線を右う往おう左さ往おうさせている事だろう。


「──おい、まずい」


　ふと──仮面の男の一人が後方を振り返って言った。


「警けい察さつが来る」


　その台詞と同時に──警察車しや輛りようのサイレンがリゴレット通りに響ひびき渡わたった。


「…………」


　男達が仮面越ごしに顔を見合わせる。


「……警官にも……言ってみる……か？　『僕ぼく達たちは……魔族になりそうな……人間を……片かたっ端ぱしから……殺して……回る……正せい義ぎの味方なんですよ』……ってな……」


「…………貴き様さま」


　ようやく男達もレイオットの挑ちよう発はつする様な台詞が時間稼かせぎであった事に気付いた様だった。いくら付近の通行人がレイオット達の窮きゆう地ちを見て見ぬふりをするとはいっても、銃じゆう声せいが轟とどろけば誰かが通つう報ほうする。


　そして仮面を被っている以上──男達も自分達が後ろ暗い事をしている自覚はある筈はずなのだ。警察が来れば逃にげざるを得ない。


「……くそっ！」


　男達は銃を振ふり回して野や次じ馬うま達の壁かべを割わると、そそくさと雑ざつ踏とうの中に紛まぎれ込んでいった。


　どうやら慣なれているのか──その逃げっぷりの鮮あざやかさだけは素人しろうと離ばなれした印象である。


　野次馬達も次し第だいにその包囲を薄うすめて通りのあちこちへ散っていく。


　そして……


「……レイオット」


　声を掛けられて振り返ると、カペルテータが側に立っていた。


　紅あかい髪かみの少女はやはり紅い眼めで──感かん情じようのこもらぬ冷れい淡たんとも言うべき眼でレイオットを見つめている。少なくともその表情を見る限かぎり、助けられた事への感かん謝しやも庇かばわれた事への感動も無ければ──傷きずを負ったレイオットを心配する様子も無い。


　ただ……彼女は短く天気を確かく認にんするかの様にあっさりした口調で尋たずねた。


「大だい丈じよう夫ぶですか」


「……あまり大丈夫じゃない……かもな……お前は？」


「私は打ち身や擦すり傷以外は特に」


「そりゃ結けつ構こう──」


　出血の為か──急速に冷える身体からだと暗さを増す視界を意い識しきしながら、レイオットは回転灯の光を撒まきながら近付いてくる警察車輛の方を眺ながめていた。





　　　　●　　●　　●





　浮ふ浪ろう者しやトム・パーマは建物の陰かげを縫ぬう様にして移い動どうしていた。


　虐しいたげられる者独どく特とくの鋭えい敏びんな感覚で彼は街の様子が変わってきた事を察知していた。浮浪者仲間の間では〈黒くろ騎き士し〉だの魔族メレヴエレントだのの剣けん呑のんな噂うわさが流れているが──何にしても街の連中がぴりぴりと気を立てている様子はトム本人にも分かっていた。


　こういう時に真っ先にやり玉に挙がるのは彼の様な社会的弱者である。


　無論──普段から浮浪者狩がりの様なものは『自じ称しよう・善ぜん良りような一いつ般ぱん市民』の一部によって行われているが、ここ昨今の街の空気はそんなものすら生ぬるく思わせるものがあった。


　実際、パルムンという名の浮浪者の仲間が一人、仮か面めんを被かぶった一団だんに射殺されている。


　理由は『顔付きが異様で魔族に近いから』だそうだ。


　元々移民の子孫だというパルムンは、いわゆる『ヒラメ顔』──眼と眼の間がかなり離れている顔付きで、確かに見み慣なれなければ異相ではあった。それに加えてやはり浮浪者、顔は汚よごれきり、老人斑はんも顔に浮かんできていたので、御お世せ辞じにも美しいとは言えない面相だった。パルムンを見た子こ供ども達が怖こわがって逃げていく事もあった。


　だが……よく見ればパルムンは草食動物の様な優やさしい眼をしていたし、同じ浮浪者仲間の間でも、新参者の面めん倒どう見みが良かったり、手先の器用さを生かして仲間のボロの繕つくろいをしてくれたりと、何かと慕したわれていた人物でもあった。


　だが仮面の一団は『顔が変』というそれだけの理由でパルムンを射殺した。


　警察は──いつもの浮浪者狩りの一例としてしか見ておらず、真ま面じ目めに捜そう査さしようという様子も無い。もっとも、そもそも税ぜい金きんで運うん営えいされている組そ織しきが、税金を１センテも払はらわない者達の為ために献けん身しん的に働いてくれる筈も無い訳だが。


　次は誰が殺されるのか。


　そんな不安が浮浪者達の間にも広がっていた。


　だからトムも昼間は出来るだけ人の居ない廃はい棄き区画に潜ひそみ、夜中に食料を漁あさるべく出てきていたのである。


　だが──


「……うん？」


　ごそりと背はい後ごの物もの陰かげで音がする。


　大きな業ぎよう務む用ゴミ箱の陰。


　そこに何かが居た。


「…………」


　野の良ら犬いぬか。野良猫ねこか。前者ならば嚙かまれないように注意しなければならない。浮浪者は狂きよう犬けん病にかかっても病院はまず診みてくれない。恐らく浮浪者そのものがゴキブリや鼠ねずみの様な病原媒ばい体たいに見えるのだろう。


　身み構がまえるトム。


　彼はゆっくりとゴミ箱を回り込んで──


「──へっ!?」


　そこで腰こしを抜ぬかしそうになった。


　一人の老人がそこに座すわり込こんでいる。黒いインバネス・コートを身に纏まとい、山高帽ぼうを被ったその姿すがたは、ぱっと見れば何ど処こかの社交場に居そうな品の良い紳しん士しに見えた。


　だが──


「な……なな……」


　老人の顔は大きく爛ただれていた。


　まるで何かタチの悪い病にでも──梅ばい毒どくとか──かかっているかの様に、顔の肉がたるみ、輪りん郭かくが大きく崩くずれているのだ。単眼鏡モノクルが塡はまり込んでいるお陰で片目はまだきちんと見えているが、もう一方の眼は溶とけかかり垂たれ下がった肉の下に埋うまって見えない。


　一体これはどうした事か。


　恐怖感が先まず先に立ったが──しかし次の瞬しゆん間かん、トムはその老人に駆かけ寄よっていた。


　あるいはパルムンの事が脳のう裏りを過よぎったからかもしれない。トムが去年の冬を越こせたのは、彼が繕ってくれたコートがあったからだ。それが無ければトムはきっと何か月も前に路上の空き缶かんと同じ位に冷たくなっていただろう。


「お……おい。大だい丈じよう夫ぶか？　あんた？」


　さすがに病気が移うつると怖こわいので触さわりはしない。


　しかしとりあえずそう声を掛けてみた。


　正直、あまり返事は期待していなかったのだが──


「……うむ。大丈夫だ、驚おどろかせてすまない」


　意外にはっきりとした返事が返ってきた。


「私とした事が……思った以上に損害ダメージが大きくてな……此処まで戻もどるのにも随ずい分ぶんと時間が掛かってしまった」


「へ……？」


「あ、いや、気にしないでくれ」


　顔の溶けかかった老紳士はそう言って肩を竦すくめて見せた。


「本来の肉体を棄すてたとはいえ未まだ俗ぞく界かいに身を置く以上、生々流る転てんの定めからは逃のがれられん……情なさけない話だ」


「はあ……？」


「そこの君。済すまないが、水を一いつ杯ぱい何ど処こかからか頂いただけまいか。泥どろ水みずで構かまわない」


「み……水か？　ま、まっててくれ、すぐに」


　トムは近くのレストランの裏うらに回ると、空き瓶びんを一本拝はい借しやくし、同じ場所に在った蛇じや口ぐちから──元々はバケツとかを洗あらう為ためのものらしいが──瓶に水を溜ためて戻る。


　しかし──


「で、ど、どうしよう」


　飲ませようにも口元が溶けていて開きそうにない。


　いや、そもそも一体この老紳士はどうやって声を出しているのか。


「上からかけてくれ」


「へ？　そ……そんなんでいいのか？」


「構わない。幾いくつかの物ぶつ質しつや微び量りよう元素が不足しているだけだ。水を電気分解して再さい構築すれば代用は利きく」


「……はあ」


　よく分からなかったが声こわ音ねや口調を聞く限かぎり、至し極ごく老人は冷静で──錯さく乱らんしている様子も無い。何やら酷ひどい仕打ちをしている様で気が引けるが、仕方なくトムは瓶の水を老人の頭上からかけた。
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　すると──


「な……な……なんだ!?」


　老人が──濡ぬれない。


　いや、濡れはする。一いつ瞬しゆん、水がかかってしめる。だがそれらの跡あとが瞬間的に消しよう滅めつしていくのだ。まるで砂さ漠ばくに水を撒まいているかの様に、水は吸すい込まれ、乾かわいて、瞬またたく間に消えてしまった。


「…………」


　不気味である。


　正直、今すぐ逃げ出したい気持ちもあったのだが、トムはその場に留とどまった。


　老人の声がとても理性的で……それこそ浮ふ浪ろう者しや狩がりの連中なんかよりも遥はるかに話が通じやすそうだったからである。


「……君は、私を怖おそれないのか」


　ふと何か思い付いた様に老紳士が言ってくる。


「いんや。怖いよ」


「ならば何な故ぜ、私を助けてくれる？」


「弱ってるみてえだからよ」


「…………」


「あんたが何者かしらねえけどな。まあ気にしないでくれ……もしあんたが死んでたら、悪いけど、俺おれは身ぐるみ剝はいで質屋に駆け込んでただろうしな。悪いけど生きていくためにはそうせんと……」


「……成なる程ほど」


　くぐもった笑い声が響ひびく。


「確かに生きるとは本来そういう事ではあるな」


「……は？」


「いや、失しつ敬けい。世話になりついでと言っては何だが──しばらく私の事は誰だれにも黙だまっていてくれると有り難がたい」


「しばらく？」


「完全になるまでにあと一日余あまり……それで動ける様にはなるだろう。再調整とその他にはまた何週間もかかるかもしれないがね」


「じゃあとりあえず見み張はっててやるよ」


　トムは言った。


「その様子じゃ、下へ手たに街の連中に見つかったら殺されちまう」


「…………」


「そ……その代わり、あんた、金もってんだろ？　元気になったら飯たらふく喰わせてくれや」


「承しよう知ちした。安いものだ」


　苦く笑しようじみた声でその老紳しん士しは言った。





　　　　●　　●　　●





　ジャーナル・トリスタン紙はトリスタン市内において一位の販はん売ばい実じつ績せきを誇ほこる新聞である。


　トリスタンの市名を冠かんされてはいるものの、単なる地元密みつ着ちやく型がたの地方紙ではなく、その報ほう道どう対象は多た岐きに亘わたり、トリスタン内部だけでなく、更に広こう範はん囲い──国内、国外を問わず各種事じ件けんを報道する。元より市民の数も多く経けい済ざい活動も盛さかんなトリスタンではこうした新聞の販売量も多く、その結果として多た額がくの予算的余よ裕ゆうを持ったジャーナル・トリスタン紙は情報媒ばい体たいとしては非ひ常じように優ゆう秀しゆうで、他の地ち域いきの住民も定期購こう読どくをしている者が多い。


　当然──その内部の記者達はその評ひよう判ばんを守る為ために非常な努力を強しいられる。


　正せい規きの編へん集しゆう部員と記者の他に、ほぼそれと同数の編集部員と記者を抱かかえているこのジャーナル・トリスタン紙内部では、常つねに熾し烈れつな実績争いが続いている。この実績がもろに収入に反はん映えいするからである。


　無論、この編集者や記者という仕事は極めれば極める程に一いつ種しゆの職しよく人にん芸げい的な側面を持ってくる。この為──ぽっと出てきた新人がベテランを追い抜ぬく事は殆ほとんど無い。競争の激しいジャーナル・トリスタン紙において大たい抵ていのベテランは有能だからだ。無能な者は三年と務つとめていられない。


　だが例外というものはどんな分野にも必ず存そん在ざいする。


　その端たん的てきな一例が──いわゆる『特ダネ』をモノにしてきた記者達である。


　当然ながらその記事一つで新聞の売り上げが数割わりも──場合によっては数倍にも──変わる様な記事を書き上げたり、写真を撮とってきた者は、特別賞しよう与よを授さずけられると共にその待たい遇ぐうが劇げき的に変化する。典型的な一発逆転の図式であり、実力社会の喜き怒ど哀あい楽らくが凝ぎよう縮しゆくした一例でもあった。


　そういう訳で──


「うー……」


　眠ねむ気け覚ましに車から降おりて深しん呼こ吸きゆうする。


　夜の寒気を肺はいに吸すい込こんでから──くたびれたフライト・ジャケットのポケットを探さぐる。


　くしゃくしゃになった煙草たばこの紙箱が出てきた。指先で探ると中身はただ一本だけ残っている様子だった。かなりの数を買っておいた筈はずなのだがもうこれが最後になってしまったらしい。


「畜ちく生しよう──あと五箱は買っとくべきだったかな」


　呟つぶやきながらジャーナル・トリスタンの記者にしてカメラマンである処ところのヤーセン・フォークスライトは小さく身を震ふるわせた。


　ポケットに紙箱を握にぎり潰つぶして戻し、更にライターを捜さがしてあちこちをまさぐる。ポケットが多い軍用フライト・ジャケットは、何かと小物の多い記者やカメラマンには便利なのだが……ヤーセンの様に雑ざつな性せい格かくだとライター一つ捜すにも何処に入れたかとあちこち己おのれの上着を叩たたいて回る事になる。


　だが──


「──おっ」


　独どく特とくの涼すずやかな金きん属ぞく音と共にオイル・ライターの炎ほのおが煙草の先端を包み込んだ。


「──どうも」


　くわえ煙草のまま火を貸かしてくれた警けい官かんに頭を下げる。


　見れば二名の制せい服ふく警官がヤーセンの傍かたわらにコートを着て立っていた。背の高いのと低いのと。ライターを差し出していたのは背の高い方の警官だった。


「……大変だな」


「仕事ですからね」


　苦笑を浮うかべて言ってくる警官──背の低い方だ──にやはり苦笑で応おうじる。


　彼等が居いるのはトリスタン市街の南側区画である。


　高級住じゆう宅たくの密集するこの辺りは、やや高台になっていて市街地を大きく見渡せる。今は夜間という事もあって市街地風景は半分以上が闇やみの中に沈しずんで見えないが、星空の様に幾いくつもの光の点が足あし下もとの闇の中に瞬またたいていた。


「そっちこそお疲つかれ様です」


「……君みたいなのが減るとこっちの苦労は少し減るんだがな」


　背の低い方の警官が言った。


「すいませんね。でもこっちも仕事なもんで」


　ヤーセンは苦笑しながら後頭部を搔かいて見せた。


　彼が狙ねらっているのは『魔族メレヴエレントの写真』である。


　実はここ十数年の間、魔族をきちんと捉とらえた報道写真というものは殆ほとんど無い。あっても公開される事は少ない。表に出てくるのは大抵が超ちよう望遠で撮られた曖あい昧まいな画像である。


　元より魔族事じ件けんの現げん場ばには限かぎられた人間しか入れないし、魔族の発生自体は突とつ発ぱつ的なので狙ねらって撮れるものでもない。


　更には写真があっても警察が圧あつ力りよくを掛けてくる場合もある。


　これは魔族メレヴエレントになった者の人じん権けん──正せい確かくには魔族には人権は認みとめられないのでその家族の人権だが──に配はい慮りよした結果であると同時に、無意味な社会不安を煽あおらない為の処置である。その変異の仕方によっては魔族は人間だった頃ころの顔形を残している場合もあり、写真でその素す性じようが特定されてしまう事も有り得るからだ。


　だが──公開されていないとなれば見たがるのが人間だ。


　故ゆえにちらほらと魔族の写真は新聞や雑ざつ誌しで公開される様になってきている。ある種の慣なれというか感覚の麻ま痺ひが社会全体に起こっているのである。魔族の写真といえば詳しよう細さい構わず握にぎり潰つぶされていた時期に比くらべれば、大きな変化であると言える。


　だがそれでも──綺き麗れいに撮られた魔族の写真は少ない。


　例えばそれなりの機材を使い、鮮せん明めいで、魔族の姿すがたがきっちり把は握あく出来る様な写真を撮れれば、それだけでも大変貴き重ちようなものとなる。


　そして──夜の魔族事件が頻ひん発ぱつしている今が好機ではあるのだ。


　そういう訳でヤーセンは警察無線をつけっぱなしにして、更に車のエンジンも掛けっぱなしで、毎夜毎夜こうして待たい機きしているのである。根本的に交通量の減へっている夜間なら、昼間と違ちがって道さえ選べば事件発生の報を聞いてからでも警察の先回りをする事が可か能のうだと踏ふんでいるのだ。


　とはいえ……


　こんな風にして毎晩ばん、車で出歩いていれば不ふ審しんがられるのも当然である。


　そういう訳でヤーセンは何度か警けい邏らの警官達に職しよく務む質しつ問もんを受けているのだが、毎晩毎晩こうして同じ場所に陣じん取どって事件を待っていると、この辺りを担たん当とう区く域いきにしている警邏の警官とも顔見知りになってくる。そして、決して彼の様な特ダネ狙いの報ほう道どう関係者を警官は歓かん迎げいしないが──それでも何度となく顔を合わせていると、奇き妙みような親しみが生まれてくるものだ。


「今夜は出ますかね？」


「そうそう期待されてもね」


　肩かたを竦すくめる警官。これも背せの低い方。


　背の高い方の警官は我われ関せずといった様子で街の夜景を眺ながめている。


「そろそろ何かこう、大ネタ摑つかまないと契けい約やく切られちまうんですよ」


「他のネタを狙ったらどうだね。正直、魔族の写真狙いなんざあまりいい趣しゆ味みとは言えないだろ」


「下品さでいったら、政治家の汚お職しよく現げん場ばだの事故現場だのの写真もあんまり変わらないと思いますけどね──ああ、それは好んで見る側の感性って意味ですが」


　報道側は求められるものを供きよう給きゆうするだけの事だ。


　新聞発行も商業活動としての側面を持つ以上、上品だろうと下品だろうと需じゆ要ようがあれば供給する。社会の体制が自由主しゆ義ぎかつ資し本ほん主義である以上、それはどうあっても否ひ定てい出来ない理ことわりである。


「……まあそれもそうだがね」


　溜ため息をつく警官。


「どうもな……最近、市民の間にも不ふ穏おんな動きが多いし、我々としては報道関係者にも自じ重ちようして欲ほしいんだよ。公式見けん解かいとか、そういうのではなく、個こ人じん的な意見だがね。昨日の昼間も何やらリゴレット通りの方で大きな揉もめ事があったみたいだが」


「……はあ」


　そんな事を言われても、はいそうですかと引き下がる訳にもいかない。


「まあ元より魔族メレヴエレント事件の増ぞう加かに伴ともなって、治安は乱みだれ気味だったんだがね」


「何か原げん因いんでもあるんですかね」


　時と共にモールドやスタッフに代表される魔法工学関連の技ぎ術じゆつも進化はしている。本当ならば安全性の向上に伴って魔族事件は減っていってしかるべきなのだ。


　だが現実には魔族事件は増え続けている。


　以前、ヤーセンは調べた事があるが、この二年余りで魔族事件は倍以上に増えている。これは何か原因でも無ければ有り得ない数字ではあった。無論、その原因の一つは以前、裏うら社会にばらまかれた密みつ造ぞうモールド〈シェル〉や、その後に出回った〈黒本〉が原因ではあるのだろう。


　だが──


「まるで──誰かが」


　ぼそりと低い声が割り込む。


「世界そのものを滅ほろぼしたがっているみたいです」


　背の高い方の警官の台詞せりふに──ヤーセンと背の低い方の警官が顔を見合わせた。


　唐とう突とつと言えばあまりに唐突、突とつ飛ぴといえばどこまでも突飛な発想ではある。


　だが魔族というものはその発想を現実に引きずり降ろすだけの脅きよう威いだ。ヤーセンも背の低い方の警官も、背の高い警官の言葉を笑う事は出来なかった。


　この国に住む人間で──否いな、この文明世界に居る人間で、〈イエルネフェルト事変〉とそこに現あらわれたと言われる〈魔王ルシフエル〉級魔族の存在を知らぬ者は居ない。当時に生まれていなかった人間にもその爪つめ痕あとは、この国の政せい治じに、経けい済ざいに、文化に様々な形でくっきりと残っているのだから。


「世界そのものを滅ぼす──か」


　ヤーセンが呟つぶやく。


　その時──


「……!?」


　鋭するどい声が夜気をつんざいて響ひびき渡わたった。


「なんだ!?」


　警官達は腰こしの銃じゆうに手を掛かけて身み構がまえ、ヤーセンは咄とつ嗟さに車の中に上半身を突っ込んで、助手席に置かれていたカメラを引っ張り出した。殆ほとんど反はん射しや的な──それぞれ職しよく業ぎよう意い識しきがもろに出た反はん応のうである。


「何ど処こだ──？」


　慌あわてて警官達が辺りを見回している。


　明らかにあの声は悲鳴──否、絶ぜつ叫きようだった。


　何があったにせよただ事ではない。


「…………」


　ヤーセンはカメラの望遠レンズを調整しつつ街を見下ろした。


　高こう価かなレンズを装そう着ちやくしているお陰かげで、下へ手たな双そう眼がん鏡きようを覗のぞくよりもはっきりと遠方の様子が見て取れる。声の聞こえた方角を大体見当つけてから、彼はカメラ越ごしに視線を眼がん下かの街まち並なみに這はわせていった。


「……おい。何か見えるか？」


「いや。今のところは──」


　言いかけて。


　ヤーセンはカメラを動かす手を止めた。


　街灯の下に佇たたずむ──異い形ぎよう。


　カメラの視し界かいの中に何かヤーセンの記き憶おくとは全く合がつ致ちしない──車でも人でも建物でも何でもない、まさしく異形の何かが映うつり込んでいた。


「…………え？」


　我知らずヤーセンは間の抜ぬけた声を漏もらしていた。


　それは──ただの都市伝説だとヤーセンですら考えていたものを連想させたからだ。


　明らかに人間と異ことなる下半身の輪りん郭かく。


　上半身は未いまだ人間としての基き本ほん形けいを備そなえているが、下半身はまるで神話の半人半馬ケンタウロスの様に人間のそれとは明らかに異なる形けい状じようを見せていた。しかも上半身の姿すがたは遠目にも明らかに『鎧よろい』を連想させる角張った線が幾いくつもある。角度によってはそれは、馬の上に跨またがる騎き士しの姿にも見えただろう。


「〈黒騎士〉……!?」


　しかも〈黒騎士〉は、ただ一人そこに佇んでいる訳ではなかった。


　その右手から突き出された槍やり──だろう多分──はその先端に一いつ般ぱん市民らしき女じよ性せいを突き刺さしていた。


　若わかい。年ねん齢れいは未まだ二十代半ばといった処ところか。必死の形相で逃げようとしているのだが、右の太ふと股ももを刺し貫つらぬかれている為ために殆ほとんど身動きがとれず、実じつ際さいには無意味に爪つま先さきが地面を搔かいているだけである。


「……まさか」


　レンズの倍率を上げながらヤーセンは呻うめく様に呟つぶやいた。


〈黒騎士〉の噂うわさはヤーセンも知っている。


『黒騎士に呪のろわれると魔族メレヴエレントになる』──


「そんな──」


　恐きよう怖ふと……そして同時にどうしようもない位の興こう奮ふんがヤーセンの視線をその光景に釘くぎ付づけにする。自分が今観みている光景が、必死に求めてきた特ダネそのものであると彼はもう完全に確かく信しんしていた。


　カメラのシャッターをモーター・ドライブのモードに合わせると彼は立て続けにシャッターを切る。


「おい──一体何を撮とってるんだ」


　警官の声も無視してヤーセンは写真を撮り続ける。


　四十八枚撮りのフィルムは瞬またたく間に減へっていったが──


「ははっ──ははははははっ！」


　成功の喜き悦えつに思わず笑い声を漏らすヤーセン。


　そして……


「ははは！　やったぜ！　ははははは！」


　ファインダーの中で女性の顔がぐにゃりと大きく歪ゆがんだ。





　　　　●　　●　　●





　モールドがジャックの処に整せい備び及び修しゆう理りに出されていた事が先まず災わざわいした。


　単たん純じゆんな貫かん通つう銃じゆう創そうならばレイオットは医い療りよう用魔法ソーサリイで自ら強制的に高速治ち癒ゆさせる事が出来る。戦せん闘とう現げん場ばでは傷きずによる戦力低下は憂うれうべき事じ態たいである。それ故ゆえに戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト達は大たい抵てい、傷の治癒や止血、そして部分麻ま酔すいの医療用魔法を心得ている。スタッフに呪じゆ文もん書式板を挿そう入にゆうしていなくとも、呪文形式さえ覚えていれば口頭詠唱リアルキヤストで魔法を実行する事が出来るからだ。


　もっとも他者ではなく自じ己こに医療用魔法を施ほどこす行こう為いは、呪じゆ素そが体内に蓄ちく積せきされる可か能のう性せいが高いとして法ほう律りつでは禁きんじられているのだが──正せい規きの戦術魔法士ですら馬ば鹿か正直にそれを守っている者は少ない。


　何にせよ……手元にモールドの無かったレイオットは出血による貧ひん血けつ状じよう態たいでその場から動く事すら出来なくなっていた。


　更さらに。


　レイオットが自己防ぼう衛えいとはいえ相手に発はつ砲ぽうしていた事が問題となった。


　無論、相手は顔を隠かくして襲おそってくる様な暴ぼう漢かんの集しゆう団だんだが、レイオットはレイオットで無モ資グ格リの戦術魔法士である。警けい察さつにしてみれば状況がよく分からない内は、どちらを被ひ害がい者しやでどちらを加害者として断だん定ていして良いかも分からない。


　そういう訳わけで──レイオットは傷の治療の為に警察病院に搬はん送そうされた。


　カペルテータも一いつ緒しよである。


　そして──


「……とうとう来るべき時が来たという印象だね、俺おれは」


　ベッドに横になっているレイオットを見下ろしながら──やってきたジャック・ローランドは苦く笑しようして言った。


　見み舞まいと──そして現場に置かれたままだったモールド・キャリアを引き取り、ついでに修理・調整の終わった〈スフォルテンド〉を積み直して届とどけてくれたのである。


　ちなみにレイオットの傷は既すでに適てき切せつな処置を終えている。


　盲もう管かん銃創の場合は摘てき出しゆつ手しゆ術じゆつが必要だが──不幸中の幸い、レイオットのそれは貫通銃創で内ない臓ぞうにも傷が付いていない。実際には内臓を収おさめる腹ふつ腔こうすれすれをかすめていった感じで、腹部の肉は多少削けずられたが、言ってみればそれだけだった。


　傷口の処置は終わり、現在は抗こう生せい物ぶつ質しつの投とう与よ中である。


　ただ出血量が多かった為かレイオットは処置終了後もなかなか意い識しきが戻もどらず──彼が目覚めたのは事件から丸一日以上が経けい過かした夜の事であった。


「一いつ般ぱん市民を負ふ傷しようさせたらさすがに魔法管理局も庇かばいきれないだろ」


　呆あきれた口調でジャックが言う。


「だったらさっさと逮たい捕ほすれば良いだろうに──警察は何も言ってこないんだよな」


　苦笑を浮かべてレイオットは言う。


「ふむ？」


「此こ処こに運び込まれた直後にはモデラート警部──いや警視か。彼も事じ情じよう聴ちよう取しゆに来たんだがね。てっきり大喜びで手て錠じようはめてくるかと思ったら、苦い顔してそのまま帰った」


「あのおっさんはいつも苦虫嚙かみ潰つぶした様な顔してるけど」


「そりゃそうだが」


　とレイオット。


「実際に──」


　ふと思い付いた様子でカペルテータが言った。


「『被害者』が名乗りでなければ事件として成立しないという事かと思います」


「まあそんな処だろうな」


　言ってレイオットは肩かたを竦すくめ──顔をしかめた。


　さすがに未まだ迂う闊かつな動きをすると激げき痛つうが脇わき腹ばらに走る。


「襲ってきたのは仮か面めん付けた連中だって？」


「ああ」


　男達の付けていた仮面を思い出しながらレイオットは頷うなずいた。


「あれかな。また市民の正せい義ぎ団体かな──〈憂ゆう国こく騎き士し団だん〉とか」


「そういえばそんな風に名乗ってたな……なんだ、それは？」


「居いるんだよ、前から。市民の安全な生活を守る為とか、この国を守る為とか、まあ色々言いながら魔法ソーサリイ関係者やらＣＳＡやらを私刑リンチにかけていた『正義の味方』が。その中の一つがそういう風に名乗っているらしいよ」


「……まあそういう連中の話は聞いてるが」


　レイオットは言った。


　名前を持ち名めい簿ぼを造つくって活動する様な『本ほん格かく派は』から、知人友人数人でふと思い付いて結成されるものまで、その手の集団というのはトリスタン市内だけでも何十何百と存在している。大人しい連中はせいぜいがＣＳＡや魔法士ソーサリストの家族に嫌いやがらせの電話を掛ける位のものだが、行き着く所まで行き着いてしまった様な連中は、武ぶ装そうして相手を取り囲み、半殺しにしてしまうという。


「前から魔法関連の人間を蔑べつ視しする風ふう潮ちようは珍めずらしくないがな。特にＣＳＡの私刑事件なんざ珍しくもないが──」


　今回の〈憂国騎士団〉には明らかな殺意があった。


「その手の連中がここしばらく、どんどん過か激げきになってきてるってさ」


　ジャックは肩を竦すくめて言った。


「……そうなのか？」


「ラジオの報ほう道どうやら警けい察さつ無線やら──気になって一通り情じよう報ほう収しゆう集しゆうしてみたけども。ここ一週間程ほどで、立て続けに五件、同様の集団暴ぼう行こう事件が起こってる。表おもて沙ざ汰たになってないのも含ふくめればその倍はあるんじゃないかな。いずれも被害者は死し亡ぼうで──公こう称しよう六件目にして初めて生き残ったのがレイ達みたいだよ」


　暴走する正義は狂きよう信しんと同じ位にタチが悪い。


　大きな動きは勢いきおいがつくと止めようが無いのは同じだが──正義や信しん仰こうを盾たてに無茶をする者達は自分の行動に更さらに興こう奮ふんして加速する傾けい向こうにある。


「……幸運だったと喜べと？」


「そこまでは言わないけどさ」


　苦く笑しように苦笑を返してジャックは言った。


「ＣＳＡや魔法士ソーサリスト、それにケースＳＡで魔族メレヴエレント化した魔法士の親族や友人、労ろう務む省しよう魔法管理局の職しよく員いんなど……そういった魔法関連の人間が次々に襲われてる。しかもどうも今までの偶ぐう発はつ的な事件と違うみたいなんだよね。徒と党とうを組んで──組そ織しき的に『天てん誅ちゆう』を加えて回っている連中が居る上に、市民感情もむしろそれを後あと押おしする方を向いている」


「……そうみたいだな」


　レイオットは事件の際の通行人達の反はん応のうを思い出して頷うなずいた。


「例の〈黒くろ騎き士し〉とか、それにまつわる一連の動きだよ。一いつ般ぱん人じんの間ではもう常じよう識しきになりつつあるよ。魔法を使わなくても魔族になる場合があるって」


「常識って言ってもな」


　とレイオット。


　世間的には単なる噂うわさだ。それが現げん実じつであるにせよ実じつ証しようされた事実ではない。


　だが人間は自分の信じたいものを信じる傾向にある。証しよう拠こと呼よぶにはあまりに断だん片ぺん的でも、それに矛む盾じゆんしない現実があれば尚なお更さらだ。市民にとって魔法を使わなくても魔族メレヴエレントになるという噂は、既すでに疑うたがいようの無い事実なのだろう。


「レイ。魔法士、特に戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの身に着けてるモールドは、騎士の鎧よろいに見えなくもないでしょ？」


「まあよく喩たとえられるな。それが？」


「だからさ、〈黒騎士〉は最近じゃ『某ぼう国こくの魔法実験の犠ぎ牲せい者しや』だの『魔族になりきれなかった魔法士の復ふく讐しゆう』だの色々言われてる」


「…………成なる程ほど」


　荒こう唐とう無む稽けいな都市伝説も、多少の現実的な──正確には現実味を帯びている様に見える単語で補ほ強きようしてやれば、途と端たんに信しん憑ぴよう性せいを増ますという事か。


「さすがにシモンズ監かん督とく官かん以外の人間も、『他者の魔族メレヴエレント化』が可能かどうかを本気で調べ始めてるみたいだね。うちのクソババの処ところにも昨日、警察が来て技ぎ術じゆつ的な質しつ問もんを幾いくつかしていったらしい」


　ジャックが言う処の『うちのクソババ』とはローランド工こう房ぼうの女主人であるルイーゼ・ローランドの事だ。ジャックは祖そ母ぼの工房に顔を出すのを嫌がっているので、恐おそらくはエヴァ辺りに聞いた情報なのだろう。


「実際に騎士に呪のろわれて魔族化云うん々ぬんはともかく、どう見ても魔族化しそうにない人間の魔族化が続いているのは事実みたいだしね──でもどうも後手に回ってる感じが否いなめない」


「しかし……」


　レイオットは先日のネリン達との会話を思い出しながら言った。


「魔族を作ってどうする？」


「自分の危き険けんすら顧かえりみない理由があるか──あるいはもっと他の利点があるかだね。何にしても捜そう査さは遅ち々ちとして進しん展てんしてないみたい」


　ただでさえ噂の出所がはっきりしない上に、魔族事件は肝かん心じんの『犯はん人にん』が例外なく死亡している為に事情聴取も万全を期す事が出来ない。


　そもそも『魔法ソーサリイと関係の無い人間が魔族化』といった処で、その魔族化した人間が何ど処こかに〈黒本〉を隠かくし持っていて、発作的に『自殺』したくなったという可能性は棄すてきれないのだ。頭のおかしい奴やつが意味不明の理由で首をくくるのは別に昨日今日に始まった事ではない。


　ただ──


「といってもまさか、神しん経けい質しつで用心深く、なおかつ家族に隠れて違い法ほうな品を持つ事に喜びを覚えていた奴等が、一いつ斉せいに自殺願望に取り憑つかれたって訳わけでも無いだろうしな」


　とレイオット。


〈黒本〉は基き本ほん的にそれだけでは魔法を使えない。


　ある種の魔力回路を脳のう内ないに構こう築ちくする必要があるのだが──正確に言えば魔力回路を描えがき出す為ための意フ識オ座ー標マ設ツ定トを行う必要があるのだが、それにはある種の幻げん覚かく剤ざいが必要になってくる。


　これは無む論ろん、麻薬や酒でもある程てい度どは代用出来る訳だが、何にしてもそうなれば〈黒本〉だけでなくそうした薬や酒の存在がその人物の近辺から出てこなければおかしい。


　そうした痕こん跡せきを〈黒本〉を含ふくめて完全に消してしまえる様な人間が、発作的な自殺に及およぶとは考えにくいし──何より自殺するのならばわざわざ痕跡を消してしまう必要もなかろう。あるいは──身辺整理をする様な気持ちで諸もろ々もろの証しよう拠こを処しよ分ぶんしてしまっているのかもしれないのだが。


　何にしても。


　それだけ魔族メレヴエレント事件が頻ひん発ぱつすれば、魔族化した人間の遺い族ぞく、被ひ害がい者しやの遺族といった関係者も増ふえる。また今回の一連の事件は主に真夜中に発生している事から、出動を要よう請せいされる戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト達もかなりの負ふ担たんを強しいられている様だった。


「今回のレイ達の一件は氷山の一角だと思うよ。その下には恐おそらく洒しや落れにならん位のでっかいのが控ひかえてる可能性が高いかな」


「暴ぼう動どうでも起きるか？」


「小規き模ぼなものならもう何回か起こってるって話だよ」


「…………」


「幸か不幸かすぐに鎮ちん圧あつ出来たみたいだけど。何にしても、市民の間の不安感を払ふつ拭しよくしない事にはどうにもならないと思うね」


「相手がもとより『噂』だからな」


　レイオットが呆あきれた様な口調で言う。


　そこに──


「──スタインバーグさん」


　ノックの音と共に聞き慣なれた声が響ひびいてきた。


　ネリンである。


「開いてる。ついでに言えばジャックも居る」


「失礼します──」


　言って──若じやつ干かん顔色を青ざめさせたネリンが入ってくる。


「大だい丈じよう夫ぶ──ですか？」


「見ての通りだよ。モールドを使わせてくれるのなら、さっさと自分で治して退たい院いんしてしまうんだがね──」


　言ってレイオットは肩かたを竦すくめ──そして脇わき腹ばらを走る激げき痛つうに顔をしかめた。


　医い療りよう系けいの──治ち癒ゆ系の魔法ソーサリイを使えば単たん純じゆんな貫かん通つう銃じゆう創そう程てい度どならば即そく座ざに治療が完かん了りようする。内ない臓ぞうや神しん経けいの修しゆう復ふくとなるとさすがに専せん門もん医い、即すなわち医療魔法士ソーサリストでないと手に負えない事も多いが、傷きず口ぐちの消毒と癒ゆ着ちやく程度ならレイオットの様な門外漢でも充じゆう分ぶんに可能だ。


「すいません、もっと早く来れれば良かったんですが」


　ネリンは律りち儀ぎにそんな事を気に病んでいるらしい。


「運ばれた直後に一度来たんですけど──スタインバーグさん、意い識しきが無くて」


「気にしなくていい。まあ折せつ角かくの機会だからゆっくりするさ」


　レイオットは退院まで一週間と言い渡されている。


　傷口の処しよ理りは一いち応おう終わっているが、大口こう径けいの銃じゆう弾だんで撃うたれた為に傷きずが大きく──完全に癒着しきるまでには絶ぜつ対たい安静を命じられていた。手しゆ術じゆつ用接せつ着ちやく剤ざいと手術用糸で何とか傷口を縫ぬい止めてはいるのだが……腹ふく圧あつや筋きん肉にくの関係もあって傷口が開きやすく、開けば大量の流血は避さけられない、との事だった。


「魔法治療なら五分で終わるんだがね」


　医療系魔法士による魔法治療は病院側に却きやつ下かされた。


　基き本ほん的に医療用魔法は極きわめて困こん難なんな手術か余よ程ほどに切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようでしか使われない。まず費用効果コストが合わないという事と、人体に直接効果を及およぼす魔法は本来、非常に面めん倒どうな手続きの末に行使されるものだからである。


　更に言えば……元々医療系魔法士の数が限かぎられている事も魔法治療がなかなか行われない理由ではある。通常処置でも治療可能な患かん者じやにまで魔法を使うと、いざ本当に必要な時に魔法士が魔法を使えないという事じ態たいに陥おちいりかねないからだ。


「その事なんですが──」


　言ってネリンが表情を曇くもらせる。


「……どうかしたのか？」


　レイオットの問いに、彼女は持参していた鞄かばんから一枚まいの書類を取り出して見せた。


「魔法管理局からの魔法治療要よう請せい書しよです」


「……？」


「レイオット・スタインバーグさんは即そく座ざに魔法治療を受け、その後、カペルテータ・フェルナンデスさん共々『〈黒くろ騎き士し〉対たい策さく本部』に出頭するように──と」


「……なんだって？」


　さすがに驚おどろいてレイオットは聞き返す。


　傍かたわらに黙だまって座すわっていたカペルテータも顔を上げてネリンの方を見つめている。


「ちょっと待て──〈黒騎士〉対策本部って言ったか？」


「二時間程前の事ですが」


　ネリンは別の書類を取り出して言った。


　数枚の複ふく写しやされたと思おぼしき写真と、報ほう告こく書しよらしき紙が数枚。カペルテータが受けとり、それをレイオットに手渡してきた。


「……これは」


　数枚の写真。


　そこには──レイオットが先日眼めにした異い形ぎようのモールドと、そしてそのモールドのすぐ前で魔族メレヴエレントに変へん異いして行く人間の姿すがたが克こく明めいに記録されていた。色調や背はい景けいからして、同じ場所、同じ時間に連続して撮とられた写真であるのは間ま違ちがいない。そのまま繫つなげれば映えい画が用のフィルムとして使えそうだった。


「取材中の新聞社のカメラマンが、通行人を捕とらえて魔族化させる騎き馬ばの様な姿の存そん在ざいを目撃し、写真に収めたものです」


「…………」


　レイオットは改めてその写真に視線を落とす。


　確たしかに此こ処こまではっきりと証しよう拠こ写真があれば警けい察さつや魔法管理局としても〈黒騎士〉の存在を──『魔族化させる』という事も含めて──認みとめるしかない。


「遠距きよ離りからの撮さつ影えいなので粒りゆう子しは粗あらいのですが、モーター・ドライブ付きの写真機だったもので、一連の行動は──〈黒騎士〉が人間を魔族化させる様子はきっちりと撮影されています。更に撮影現場には警察官も居たので、これが悪あく質しつなトリック写真の類たぐいではない事は保ほ証しようされています」


「……成る程」


「急きゆう遽きよ──半時間程前に、トリスタン市警内に魔法管理局と共同で対策本部の設せつ立りつが決定され、貴き重ちような目撃者兼対策戦力という事で、スタインバーグさんにも招しよう集しゆうが掛かっています。無論、形式的にはスタインバーグさんは魔法士ソーサリストではないので、書類上の記き載さいとしては事情聴取目的になっていますが」


「しかし──」


　そもそも普ふ段だんから動きの鈍にぶい役所にすれば異様な程の対応速度である。レイオットを招集する際の動きは強ごう引いんですらある。警察と魔法管理局──どちらの主しゆ導どうで対策本部が置かれたのかは分からないが、責せき任にん者しやはかなりのやり手ではあるのだろう。


「対策本部としては、この〈黒騎士〉事件に関しては可か及きゆう的速すみやかな解かい決けつを望んでいます。多少の事は犠ぎ牲せいにしてでも」


　少々苦い口調でネリンが言う。


　こういう『目的の為ために手段を選ばず』という考え方はあまり彼女の好む処ではない。


　だが……


「どういう事だ？」


「スタインバーグさんも身を以もつて御ご存ぞん知じでしょう──市民の間の不安感がもうそろそろ限界に達しています。警察の予想ではいつ大規模な暴ぼう動どうが起きてもおかしくありません」


「…………」


「挙げ句に、『顔の形がちょっといびつ』とか『手が長い』とかそういう些さ細さいな肉体的特とく徴ちようをあげつらって何の関係もない一いつ般ぱん市民を私刑リンチにかける団だん体たいや、ＣＳＡ関係者を襲おそっている集団が出てきています。しかも市民感情としてはこれを歓かん迎げいする向きも出ているみたいで──」


「……つまりあれか。出来るだけ早くこの〈黒騎士〉を捕つかまえるなり殺すなりして、『原げん因いんはこいつです』と発表せにゃならん──と」


「……身も蓋ふたもない言い方をすれば、そうなります」


　ネリンは溜ため息混まじりにそう言った。


「それに」


「……まだあるのか？」


「現げん在ざいもケースＳＡは進行中です。一般市民の魔族メレヴエレント化事件が五件、立て続けに発生し、戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが動員されていますが……五体の魔族の発生で、トリスタン市街北部は大混こん乱らんに陥っています」


「…………」


　五体の魔族。


　トリスタンに在ざい留りゆうする戦術魔法士はおよそ十名強。


　連日の事件発生やモールドの整備・調整にかかる手て間ま隙ひまの事を思えば、現場に駆け付ける事が出来る魔法士は三名前後という処だろう。これはＳＳＳの戦力を考えても処理出来るぎりぎりの数だ。そして処理が遅おくれればそれだけでも魔族は成長し、進化し、より手て強ごわくなっていく。


　しかも──この〈黒騎士〉の魔族を『製せい造ぞう』する能力がどの程度のものなのかが分からない。今は未まだ五体でも短時間に十体二十体と製造されてしまえば戦術魔法士やＳＳＳでは太た刀ち打うちしようがない。


「出来れば対たい策さく本部での打ち合せの後、スタインバーグさんにも現げん場ばに出て頂いただく事が望ましいと。対魔族戦において一対多の戦せん闘とうを経けい験けんしている戦術魔法士は、ごく少数なので」


「……まあそうなるか」


　基本的に対魔族戦は一人一殺である。魔法能力において圧あつ倒とう的に魔族に劣おとる人間が戦うのだから当然と言えば当然の事だ。逆ぎやくに言えば一対多の戦闘経験が豊ほう富ふだというのはレイオットがいかに無茶な仕事をこなしてきたかという証拠ではあった。こういう部分はやはり無モ資グ格リの戦術魔法士ならではとも言える。


「ともあれ──急ぎます。御ご承しよう諾だくを」


「…………分かった」


　肩を竦すくめてレイオットは言った。





　　　　●　　●　　●





　トーマス・パラ・ビーチャム戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは夜の街を疾しつ走そうしていた。


　愛用のモールド〈カヴァレッタ〉を装そう着ちやくした純じゆん然ぜんたる戦せん闘とう状じよう態たいである。無音詠唱ダムキヤストは未まだしていないが左ひだり腕うでの自動装そう塡てん式散さん弾だん銃じゆうは既すでに薬室に第一弾を装塡し、いつでも撃うてる状態にある。


　だが──


「……さすがにきついか」


　息が上がってきているのが自覚出来る。


〈カヴァレッタ〉はモールドの中では比ひ較かく的重装備だが、軽合金や樹じゆ脂しを多用した構こう造ぞうで基本乾重量は二十五キログロムと平へい均きん的なモールドよりは軽い。またモールドは己おのれの身体からだに添そう様にして動く為に、数字程には重量を感じない場合が多い。


　だが逆に言えばそれは、自分で身体に積もっていく疲ひ労ろうを予あらかじめ計算しにくい──ペース配分がしにくいという事でもある。


　軽いと言ってもトーマス本来の体重は六十キログロム、モールド装備した総重量は八十五キログロム──つまりは四割以上重量の増加した身体を彼は動かしている事になる。多少鍛きたえていたとしてもこの状態で長距きよ離りを走るのはとても無理だ。


　まずい。


　これではいざ獲え物ものに追いついても満足に戦えない可か能のう性せいがある。


「……速い」


　およそ二十メルトル余あまり前方を走る影かげを見てトーマスは呟つぶやいた。


〈黒くろ騎き士し〉である。


「何なんだあれは──」


　ぼやく様に呟くトーマス。


　それが普ふ通つうのモールドでない事は分かっていた。


　夜の闇やみに紛まぎれる様な色しき彩さいである為に、詳しよう細さいを見て取るのは難むずかしいが、明らかにその輪りん郭かくは人間のそれを大きく逸いつ脱だつしている。特に四本の脚を備える下半身はその典型だろう。


　一見すればそれはただの異形だが──実際には恐ろしい程の高機動性を発揮する。


　そもそも単純な移動に限っての話なら二本脚よりも四本脚の方が安定が遥はるかに優まさるのだ。人間が四つ脚の動物に比べて優すぐれているのは前脚を両腕に進化させ『道具』を扱える様になったと同時に、直立歩行の結果として肥大化した頭脳容積を支える事が出来る様になったからである。


　だが単に移動するというだけに限って言えばこれはどちらも関係が無い。


　また……舗ほ装そうされた道路に限れば車の方が高い速度を叩き出すのは簡単だが、段差や障害物があった場合はこの限りではない。車輛よりは遥かに小さな全幅を思えば車よりも小回りが利く。更には低い壁ならその脚力で跳ちよう躍やくすらして見せる。不整地歩行用自動二輪オフロードバイクと同等──いや状況によってはそれ以上の高い機動性をこの〈黒騎士〉のモールドは可能にしているのだった。


　トーマスが此こ処こまで追つい跡せき出来たのはむしろ奇き跡せきに近い。


「最初から〈ブレイド〉を使うべきだったか──」


　追撃用に使う自動二輪車バイクもモールド・キャリアには積んであるのだが──勿もち論ろん、今いま更さら取りに戻もどっている暇ひまは無い。もっとも自動二輪車でもこの〈黒騎士〉の移動に対応出来たかどうかは疑ぎ問もんだった。細い路地や石段はともかく、自動二輪車で塀へいを乗り越えるのはさすがに無理だ。


「一体何なんだ──あれは」


　モールドというよりは小型の装甲車しや輛りようと考えるべきなのかもしれない。魔法ソーサリイを使うとは言われているものの、トーマスが見ている限りでは未だあの異形は魔法を一度も撃ってきてはいない。


　何にせよ──そろそろトーマスの体力も限界だ。


　無理を覚かく悟ごで足止めするしかない。出来れば何ど処こかに追い詰めてより確かく実じつに仕し留とめたかったが……この際、流りゆう儀ぎ云うん々ぬんを気にしている場合ではないだろう。


　幸い相手は魔族メレヴエレントではない。


　ならば拘こう束そく度数を消費して魔法ソーサリイを使わずとも、補ほ助じよ武ぶ装そうで事足りる。トーマスは左腕の拘束装そう甲こうにボルト直じか付づけで装そう備びされた自動装塡式散弾銃の安全装置を外した。


　左手の手首に折り畳まれていた銃じゆう把はが起きあがって掌てのひらの中に握にぎり込まれる。同時に銃把の一部が開いて引き金が露ろ出しゆつした。


　散弾銃とは言っても中に詰つめられているのは熊くま狩がり用の一発弾スラツグだ。〈黒騎士〉の装甲厚がどれ程のものかは分からないが──たとえ貫通出来なくとも、重量のある一発弾ならば着弾の衝撃だけで充じゆう分ぶんに相手に損害ダメージを与あたえる事が出来るだろう。


「止まれ！」


　念の為にと三度目の警けい告こくを発するが──〈黒騎士〉に反はん応のうは無い。変わらぬ速度で移動している。


「警告はしたよ」


　呟つぶやいてトーマスは引き金を引いた。


　轟ごう音おんと共に強きよう烈れつな反動がトーマスの左腕を駆かけ上る。


　放たれた銃弾は──


「……ッ!?」


　目標に命中する事無く近くの建物の壁に命中した。


〈黒くろ騎き士し〉が急にその動きを変えたからである。


　急制動ブレーキをかけて地面に轍わだちの跡あとを刻きざみながら〈黒騎士〉は通りに直行する路地の一つに飛び込んでいく。鋼こう鉄てつ製せいの車輪に削けずられた石いし畳だたみが耳みみ障ざわりな音と火花を散らしていた。


「小こ癪しやくなッ！」


　トーマスは叫さけびながら〈黒騎士〉を追って路地に飛び込む。


　そして──


「──！」


　そこでトーマスは愕がく然ぜんと立ち止まった。


「貴き様さま……」


　逃にげずに〈黒騎士〉はそこに居いた。


　変形は瞬しゆん時じに可か能のうなのか──既すでに騎馬形態で。


　しかも一人の老ろう婆ばをその腕で捕つかまえて。


「な……あ……」


　突とつ然ぜんの出来事に理解が追いつかないのか、そのぼろぼろの服とも呼よべない様な布ぬのを纏まとった老婆は、意味の無い呻うめき声を漏もらすばかりである。


　こんな時間に一般市民が薄うす暗ぐらい路地裏をうろうろしているとも思えない。恐おそらくは残飯漁あさりの浮ふ浪ろう者しやであろう。


「ひあっ!?」


　老婆が悲鳴を上げる。


　鉤かぎ爪づめの様な〈黒騎士〉の指が老婆の身体からだに食い込こんだのだ。


「……人ひと質じちのつもりか？」


　トーマスは低い声でそう問う。


　だが〈黒騎士〉からの答えは無い。


　もし人質なのだとしたら愚おろかな事をしたものである。身の丈たけが三メルトル近い〈黒騎士〉がどれだけ身を縮ちぢめても、小こ柄がらな老婆の陰かげに隠れきれる筈はずも無い。たとえ精せい度どの低い散さん弾だん銃じゆうと言えど、彼ひ我がの距きよ離りはおよそ五メルトル──トーマスの腕で的を外す可能性は零ゼロに等しい。彼ならば二十メルトルの距離でも散弾銃の一発弾で１ドルク貨か幣へいを撃うち落とせる。


　だが──


「た……助け……」


　老婆が皺しわだらけの顔を恐きよう怖ふで更さらにくしゃりとしかめながら乞こうてくる。


　トーマスは銃口を〈黒騎士〉の頭部に照しよう準じゆんしたまま言った。


「苦し紛まぎれの無む駄だな真ま似ねは止やめろ。貴き様さまが何者かは知らないが、その御ご老人を解放して投とう降こうするのならば、こちらも攻こう撃げきはしない。だがその御老人を傷きず付つければ──」


「…………」


〈黒騎士〉は無言。


　代わりに──その手を老婆から離はなし、続けて掌てのひらで老婆の背せ中なかを押おした。


「ああっ……ああああ……」


　泣きながらよろよろと老婆はトーマスの方に歩いてくる。


　そして──


「ああ……あ？」


　湿しめった音を立てて老婆の胸むねから飛び出してきたものがある。


　血に塗まみれる銀色の先せん端たん。


　槍やりの──穂ほ先さきだ。


〈黒騎士〉が瞬しゆん間かん的に右腕の槍を展てん開かい──そのまま老婆を後ろから刺さし貫つらぬいたのである。


「──貴様ッ!!」


　トーマスは怒ど声せいを発しながら右手を伸ばす。


　彼のスタッフは右腕に固定されている。しかも内ない蔵ぞうされたモーターにより左手で散弾銃を保ほ持じしたまま無音詠唱ダムキヤストが可能だ。出来れば銃で威い嚇かくして無傷か軽けい傷しようで捕ほ獲かく……と最初は考えていたが、考えが変わった。


　だが──


（……!?）


　ぞわりとトーマスの全身が理由も無く総そう毛け立だった。


　あるいはそれは彼の生せい存ぞん本ほん能のうが次に来るものを予知していたのかもしれない。


　彼は半ば反はん射しや的に散弾銃を手放してスタッフの呪文書式板選択器スペルタグ・セレクターを操そう作さ、先に選んでいた〈ブラスト〉から〈デフィレイド〉に呪文を変更して無音詠唱ダムキヤスト。


「イグジスト！」


「──イグジスト」


　狭きよう隘あいな路地に撃発音声トリガーヴオイスが響ひびいたのは全くの同時だった。


　だが──


「ぐがっ──？」


　あろう事か、トーマスは次の瞬間──〈デフィレイド〉の遮しや蔽へい力場平面を維い持じしたまま後方に吹ふっ飛んでいた。


（──馬ば鹿かな！）


〈デフィレイド〉はただの『盾たて』ではない。


　そもそも戦車砲ほうや野戦砲の直撃を防ふせぐ事を目的として記き述じゆつ開発されたこの魔法ソーサリイは、ただ単に力場平面でその威い力りよくを遮蔽するだけのものではない。いくら砲弾そのものの貫通を防いでも、その熱や衝しよう撃げきが力場平面を保持している魔法士ソーサリストへ伝わってしまえば死傷は免まぬがれないからだ。


〈デフィレイド〉は一定以上の破は壊かい的な熱及および衝撃波を力場により相そう殺さい、あるいは方向性ベクトルを変えて周囲へ拡かく散さんさせる効こう能のうを持っている。これを展開している魔法士を力場平面ごと吹っ飛ばすとなれば──それは〈デフィレイド〉の処しよ理り能力以上の破壊力を相手に叩たたき付けている事になる。


（そんなものを追加呪文プラグイン詠唱無しで？）


　咄とつ嗟さにそんな思考を展開しつつ──しかし為なす術すべも無く地面で跳はね、更に近くに在ったゴミ箱に激げき突とつするトーマス。自じ慢まんの〈カヴァレッタ〉の蒼あおい拘こう束そく装そう甲こうにぼそぼそと異い臭しゆうを放つ生ゴミが覆おおい被かぶさった。


　屈くつ辱じよく的と言えばこれ以上無い程ほどの屈辱だが、激突した先が建物の壁や金きん属ぞく製せいの街灯でなかった事は幸いだろう。下へ手たをすればモールドが損そん壊かいしていた可能性がある。


「ぐ……う……」


　呻うめきながらトーマスは身を起こした。


　強力無比の──強力過すぎる一撃だ。


　もし〈デフィレイド〉を展開していなければトーマスはモールドごと五体バラバラにされて路面にぶちまけられていただろう。


（……なんだ……こいつは……？　どうやってあんな魔法ソーサリイを──）


　強すぎる。


　増ぞう幅ふく度どを限げん界かい値ちまで設せつ定ていしても、あんなに強力な指向性衝撃波を──〈デフィレイド〉の防御さえ防御ごと吹っ飛ばせる様な──撃ち込める魔法など限られている。まして追加呪文無しでとなるとほぼ皆かい無むだ。


　無論──特製の大型呪文書式板を使って専せん用ようの詠唱キヤスト端たん子しで高速無音詠唱ダムキヤストさせれば理論上、不可能ではないだろう。だがその場合は拘束度デユラビツトの消費が多過ぎてとても実用的ではない。


「た……たす……け……」


　老ろう婆ばが嗚お咽えつ混まじりに救いを求めてトーマスに手を伸のばす。


　驚おどろいた事に──胸を貫かれたにも拘かかわらず彼女は未まだ生きていた。大量の血を傷口や口や鼻からこぼしつつ、四し肢しを力無く動かして──


「たす……け………」


　冷たい金属音と共に老婆の胸から槍が抜ける。


　濡ぬれたボロ雑ぞう巾きんの様にべしゃりと老婆は地面に倒たおれ込む。


　そして。


「け……け……けて……けててててて……けてけて」


　恐怖によってくしゃくしゃに歪ゆがんだその顔が──


「てけ…………てて…………」


　限界を超こえてぐにゃりと歪んだ。


　熱しすぎた蠟ろう細ざい工くが溶とけるかの様にその輪りん郭かくが緩ゆるみ……ずるずると流動しながら別の何かへと変化していく。


「──なっ!?」


　愕がく然ぜんとするトーマス。


　眼の前の現象が何なのか──無論、戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストたる彼は知っている。〈黒くろ騎き士し〉の噂うわさそのものも聞き及んではいた。だがそれでも一瞬、彼は眼の前の事実が信じられなかった。


「……魔族メレヴエレント化……！」


　かちん──と金属音を立てて〈黒騎士〉はその槍を折り畳み、自分の右腕に収しゆう納のうする。


　続く動作で悠ゆう然ぜんと踵きびすを返すと、灰かい暗あん色しよくの異形は新たな異形をその場に残して夜の闇やみの中へと紛まぎれ始めた。


「き……貴き様さま！」


　慌あわてて追おうとするトーマスの前に変異途と中ちゆうの魔族が立ち塞ふさがる。


　未いまだ老婆の意い識しきが残っているのか──それは既すでに別の器官へと変へん貌ぼうしつつある両手を前に出し、尚なおも救いを乞こうかの様に呻き声をあげながらトーマスの方へと近ちか寄よってきた。


「……け……て……け……て……て……てけ……け……」


「…………！」


　トーマスは短い間ながら、逡しゆん巡じゆんした。


　老婆の姿すがたは既に異形のそれであり、既に人間とは呼よべない代しろ物ものであった。だが、苦く悶もんするかの様に身を震ふるわせるその姿は、懇こん願がんする様に歪んだ唇くちびるから漏もれる掠かすれ声は、見る者にある種の同情と憐れん憫びんを誘さそわずにはおれなかった。


　だが──


「……御老人……！」


　トーマスは躊躇ためらわずに散さん弾だん銃じゆうを拾って相手を射しや殺さつするべきだった。


　そうすれば少なくとも〈黒騎士〉を続けて追撃出来たかもしれない。


「け……え…………て…………けて………て……けて…………」


　ぶるぶると震えながら肉にく塊かいが呻き声を漏らす。


　それが──ふと変わった。


「て……け……てけて……け……てけてけ」


「──！」


「てけてけて～てってけて～けけけけけ」


　飛び退のいたトーマスの前で急速に相手の姿が変化していく。


　びちびちと皮ひ膚ふの裂さける音を立てながら老婆の身体からだは内側から破は裂れつするかの様に膨ふくれあがり、吹ふけば飛ぶかの様だった矮わい軀くが見る間に身長二メルトルを超こす巨きよ体たいへと変化していく。


「てってけて～てけてって、てってけてってって～、てってけて～てけてって、てってけてってって～」


　楽しげに何かの旋せん律りつにのせて歌いながら、老婆だったものは変異を完かん了りようした。


　平べったい亀かめの様な体軀。冗じよう談だんの様に短い手足。やはり短い尻尾しつぽ。とどめに犬の様に大きく突つき出た鼻先。のっぺりした皮膚。挙げ句にその全身はけばけばしい明緑色。お洒しや落れのつもりか何なのか、足首だけが朱しゆ色いろだ。


　だが何より異様なのはその胴どう体たいが──輪状になっている事だろう。


　要するにずんぐりむっくりな胴体の真ん中に、穴あなが開いているのだ。まるで──ドーナツの様に。しかもその穴の真ん中では何か小さなものが高速で回転している。


「うぱあっ！」


　ぎゅち──と音を立てて回転する物体が魔族メレヴエレント本体から遊ゆう離りする。


　よく見ればそれは小さな──子こ供どもの拳こぶし程ほどの大きさの肉塊だ。


「──!?」


　反射的に再さい度ど〈デフィレイド〉を無音詠唱ダムキヤスト。間かん髪はつ入れず撃発音声トリガーヴオイスをトーマスが詠えい唱しようした瞬間、その肉塊が真まっ直すぐに突っ込んできた。


「ぬっ!?」


　べしゃりと力場平面の上で広がる肉塊。


　次の瞬間──


「──！」


　轟ごう音おんが路地を吹き抜けた。


　肉塊が爆ばく発はつしたのである。


「……生体……爆薬か……？」


　それはつまり──生きたロケット砲ほう弾だんなのだろう。


　魔族メレヴエレントが制せい御ぎよ出来るのは己おのれの魔力圏ドメイン内の物体のみである。故ゆえに今の爆発は魔力そのものによって引き起こされたものではない。まさか『成り立て』の魔族に五メルトル以上もの魔力圏は無いだろう。


　恐おそらく魔族は体内で爆薬を──ニトログリセリン液えきに相当する様な物質を精せい製せい、それを己の肉に包んで撃ちだしているのだ。攻撃法としては単たん純じゆんだが、魔力圏の外側にまで射程が伸のびるのは厄やつ介かいであった。


「てってけてってけ──おやがめこがめまごがめひまごがめ～」


　魔族が歌いながら腹はらを突き出す。


　その環かん状じようの胴体からびちびちと音を立てて肉塊が分離する。それも三つ。それらは胴体の穴の中で回転を始める──


「くっ──」


　トーマスは全身に残る痛いたみを意い志し力でねじ伏ふせ、散弾銃を拾って前進。遠えん隔かく攻撃の撃ち合いになれば魔力圏による無限防御が可能な魔族の方が圧あつ倒とう的に有利だ。


「イグジスト！」


　選せん択たく呪じゆ文もんは〈ジャミング〉。


　妨ぼう害がいされた魔力圏が歪ゆがみ──肉弾の回転が鈍にぶる。


　トーマスはその瞬しゆん間かんを狙ねらって散弾銃を発砲した。自動装そう塡てん式ならではの三連射。三発の銃弾が肉弾に命中する。


　──爆音。


　顔の前に両腕をかざして爆風と衝しよう撃げきをやり過すごすトーマス。〈カヴァレッタ〉の拘こう束そく装そう甲こうのあちこちに微び細さいな肉にく片へんや血液が付着した。


　魔族の穴あなの中で爆発した肉塊は、魔族自身の肉体を半ば以上吹っ飛ばしたのである。


　爆ばく煙えんの向こう側を透すかし見れば、魔族は下半身をごっそり失って地面に転がっている。人間ならば──いや、普ふ通つうの動物ならば確かく実じつに即そく死しの傷きずだった。


　しかし……


「てけえ……てっけえええええええええええっ!!」


　魔族の叫びに──周囲が応おうじた。


　辺りに漂ただよっていた煙けむりや、散さん乱らんしていたゴミや、あちこちに付着していた肉片が動き出し、その身体に集まっていく。まるで映えい画がの逆ぎやく回しを見ているかの様に、集まった諸もろ々もろの物質が溶とけ合い、性せい質しつを組み替かえられ、瞬まばたきする間に魔族の肉体を再さい構こう成せいしていく。


　悪あく夢むのおぞましさを超えて──それは冗じよう談だんの様に滑こつ稽けいな情じよう景けいであった。


「……御ご老人」


　トーマスは仮か面めんの下で顔をしかめながら言った。


　貴き族ぞくの出の彼は、懐かい古こ趣しゆ味みの両親によって善くも悪くも旧きゆう来らいの因いん習しゆうを──年功序じよ列れつ等も含ふくめ──叩たたき込まれて育った。それ故ゆえに彼は年長者への畏い敬けいに厚あつい。


「悪いが僕ぼくは貴女あなたを助けてやれない。せめて生き恥はじそのもののその姿すがた、長く晒さらさぬ様、迅じん速そくに殲せん滅めつする故ゆえ、どうか……それを以もつて弔とむらいとされよ」


　時代がかった口調でそう言うと、トーマスはホルスト教の聖せい印いんを指先できり──そして右腕のスタッフを構えた。


「てけ──」


　魔族が再び肉弾を生み出す。


　その数──五。


　同時にトーマスもスタッフを無音詠唱ダムキヤスト。


　そして──


「イグジストッ!!」


「てけえっ!!」


　撃ち出された魔族の肉弾とトーマスの攻撃魔法が空中で激げき突とつした。





　　　　●　　●　　●





　医い療りよう魔法士サーサリストによる治ち療りようは実質的に五分で終了した。


　元々魔法ソーサリイによる治療は準じゆん備びに時間が掛かるだけで作業そのものは一瞬と言って良い。


　極きよく論ろんを覚かく悟ごで言えば、魔法は魔法士ソーサリストの望んだ現げん実じつを強きよう制せい的に具ぐ現げん化する技ぎ法ほうだが──これはつまり魔法士が治療結果を明確に意い識しき出来ていなければ治療どころか肉体を損そん壊かいする結果になりかねないという事でもある。この為ために医療魔法士は魔法治療を行う際さいに患かん者じやの肉体に対する詳しよう細さいな資し料りようを読み込んで、『完治した患者』の想像形イメージに現実の患者を移い行こうさせていく過か程ていを自分の中に構こう築ちくしておかねばならないのだ。


　医療系魔法士に魔法士資格とは別に医い師し資し格かくが必要なのはこの為だ。


　医療知識の無い者が医療系魔法を使えば、あるいは細部のいい加か減げんな想像を基もとに治療を行えば、それこそ治療箇か所しよに癌がん細さい胞ぼうを大量に植え付けかねない。


　とはいえ──


「…………」


　レイオットは治療を担たん当とうした医療魔法士の表情を思い出しながら、自分の脇わき腹ばらに服の上から触ふれてみる。


　特に問題は無い様だ。


　ただし急きゆう激げきに魔法によって傷が消しよう滅めつした為ために、神しん経けいが一部混乱しているらしく、痛みとも痒かゆみともつかない感覚が僅わずかに傷の部分に残ってはいるが。


　元々通常の医療処置は終わっていたので、レイオットが受けたのは破は断だんした組そ織しきの癒ゆ着ちやくを促そく進しんする程てい度どの──魔法治療としては初歩的なものだ。余よ程ほどの事が無い限り失敗は有り得ない。


　ただ……医療系や産業系魔法士には『魔法士全体の品位を落とす』と嫌きらわれているレイオットである。『ついうっかり』治療をしくじられるのではないかという危き惧ぐも実を言えばあった。だが担当の医療魔法士も、さすがにわざわざ自分の評ひよう判ばんを落としてまで嫌がらせをしてくる程、馬ば鹿かでは無かったらしい。


　レイオット達は現げん在ざい──警けい察さつ病院を出て魔法管理局へと向かう途と中ちゆうである。


　ネリンが自分の乗ってきた公用車で先せん導どうし、レイオットがジャックの持ってきたモールド・キャリアを運転している。ちなみにジャックはモールド・キャリアに載のせてきた自分の自動二輪車バイクで帰ったので、モールド・キャリアの運転席に乗っているのはレイオットとカペルテータのみであった。


　警察病院から魔法管理局トリスタン支し局きよくまではおよそ三十分程の道のりである。


　直線距きよ離りとしては近いのだが、トリスタンのあちこちには車で通れない路地や、再開発計画の関係で整備中の道が数多くあり、目的地との相対的な位置関係によっては、どうしても遠回りになってしまうのである。


「──しかし」


　ハンドルを握にぎるレイオットはふと思い出した様に言った。


「本当に……その〈黒くろ騎き士し〉ってのは何を考えているんだかな。テロにしては回りくどいだろうし……」


「分かりません」


　あっさりとそう答えるカペルテータ。


　元よりレイオットも彼女の答えに期待していた訳わけではないが──


「気になるのですか」


「──色々とな。この間の島の事を覚えているか？」


「はい」


　愚ぐ問もんではあった。


　レイオットが覚えている事を彼女が覚えていない筈はずが無い。


「〈黒本〉の事、源流魔法使ルート・ソーサリアンの事、〈完全体パーフエクタント〉の事……世間には知られていない様な事も含ふくめて、全部まとめて思い出してみれば、何かが、俺おれ達たちの背はい後ごで動いている様な気がしてな」


「それが気になるのですか」


「…………」


　紅あかい瞳ひとみに見つめられて──レイオットは黙だまり込んだ。


　気にならなかっただろう、以前の彼ならば。


　自分の死に場所を捜さがしているだけの人間に、世界がどうなろうと興きよう味みが湧わく筈も無い。


　無む論ろん、もう自ら死を求める様な気持ちはレイオットには無いが、それでも積極的に自らの未来を心配する気にもなれない。はっきり言ってしまえばレイオットにとっては自分の命はたいして価か値ちのある様なものには思えなかったし──自分の命ですらさしたる価値を見みい出だしていない者に、他の者の命やそれを取り巻まく環かん境きようを心より案じる事は出来ない。


　では──


「気に──なるかもな。正直、どうしてかはよく分からないが」


「そうですか」


　カペルテータは興味があるのか無いのかも分からない様な口調でそう言い、視し線せんを前方に戻もどす。


　その紅い瞳が何を見ているのかレイオットには分からない。


　だが──


「……お前はどうなんだ？」


「…………」


　カペルテータは改めてレイオットを振ふり返り、言った。


「気にはなりません」


「……そうか」


　それも予想出来た答えではあった。


　この少女の人間的な感かん情じようは、何年も前のあの日──レイオットが彼女の両親を殺した日に死んでいる。カペルテータはかつてレイオットに対し『自分は復ふく讐しゆう者しやではない』と言ったが、それも考えてみれば道理、感情の死んだ者に復讐などという激げき情じようの最たるものが宿る筈も無かったのだ。


　では何なに故ゆえにカペルテータはレイオットの側に居いるのかと問われれば、レイオットにはやはり分からないのだが。ひょっとしたらカペルテータにも分かっていないのかもしれない。


　ただ──


「今は──まだ」


　ぽつりと少女はそう呟つぶやく。


「…………」


　その意味を、問い質ただす事も出来たが──


「──レイオット」


　カペルテータの声にレイオットは視線を前方に戻した。


　彼女の僅わずかな口調の変化が何を意味するのか、彼は知っていたからだ。


　そして──


「──！」


　前方の公用車──ネリンの乗る車が悲鳴じみた急ブレーキの音を立てた。


　急速に迫せまり来る公用車を見つつ、レイオットは何ど処こか冷静な表情でブレーキを踏ふむ前にまずハンドルを切った。


　充じゆう分ぶんに速度が乗っている場合、下へ手たに停とまろうとするよりも避よける方が早い。


　ぎりぎりで──バンパーの左ひだり端はしで公用車の右後端をかすめながら、レイオットのモールド・キャリアはその前に出る。


　そこで──


「──！」


　既視感デジヤヴユ。


　眼がん前ぜんを横切る灰かい暗あん色しよくの影かげは──瞬しゆん間かん的に半人半馬ケンタウロスの異い形ぎように結けつ像ぞうする。


　迫るモールド・キャリアの鼻はな面づらを滑すべる様にして避け、〈黒くろ騎き士し〉と正式に呼ばれる様になった異形は、素す早ばやく走り去っていく。どうやって制せい御ぎよしているのか、まるで本物の馬が中に入っているかの様な滑なめらかな動きだった。


　モールド・キャリアは路面にタイヤ跡あとを焼き付けながら停車。


　レイオットは反射的に運転席から飛び降おりるが──〈黒騎士〉は停まる事無く、闇やみの中に走って消えようとしていた。


「──スタインバーグさん!?」


　ネリンが公用車から身を乗り出しながら叫ぶ。


「今の……！」


「シモンズ監かん督とく官かん」


　レイオットはモールド・キャリアの後部貨か物もつ室へと回り込みながら言った。


「済すまないが運転を代わってくれるか。カペルにやらせる訳にもいかんだろ」


「…………」


　一瞬ネリンは目を瞬しばたたかせ──


「──はい！」


　頷うなずいて彼女は公用車から降りた。





　　　　●　　●　　●





　重量級の物体が背はい後ごに迫ってくる気配があった。


〈黒騎士〉は──今や一いつ般ぱん人じんのみならず公こう僕ぼく達からも正式にそう呼こ称しようされている存も在のは視界確かく保ほ用の曲視鏡ペリスコープを背後に向けた。


　先まず視界に入ってきたのは一台の蒸じよう気き式トラックである。


　先程、接せつ触しよくしかけた車だ。見た限りかなり旧ふるい年式のものだが、よく整せい備びされているのか、猛もう烈れつな勢いきおいで加速して〈黒騎士〉との距離を詰つめつつあった。


　だが最も〈黒騎士〉の注意を引いたのはトラックそのものではなかった。


　ずんぐりしたその車体の上──正確に言えば運転席の後ろ、貨物部の上に片かた膝ひざをついて乗っているいびつな人影に〈黒騎士〉は曲視鏡ペリスコープの焦しよう点てんを合わせた。


　鋼はがねの拘こう束そく装そう甲こうを帯びた現げん代だいの魔ま法ほう使つかい。


「……戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト」


　先にしつこく〈黒騎士〉に追い縋すがってきていた戦術魔法士とはまた別口の様だった。接せつ触しよくしかけた際さいの対たい応おうぶりからすれば、〈黒騎士〉を追ってきたのではなく、たまたまモールドを積んで移い動どう中、偶ぐう然ぜんに出会ってしまったのだろう。


　運が悪いとしか言い様がない。


〈黒騎士〉のではなく──その戦術魔法士の。


「……哀あわれな」


　出会わねばもう少し生きていられたろうに。


　既すでに〈黒騎士〉は活動限げん界かい時間が近い。〈羊ゴウト〉さえ居いれば活動時間はまたいくらでも引き延のばせるが……さすがに夜中とあって通りに人通りは無く、建物の中に押し入ってまで確かく保ほしている余よ裕ゆうは無い。


　正直──今回は色々と誤ご算さんが重なった。


　いつもの通りに実験を終えて撤てつ収しゆうしようとした処ところに、待ちかまえていたかの様に現あらわれた戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト。白と紫むらさきの優ゆう美びな拘束装甲を帯びたその戦術魔法士は予想外の難なん敵てきで──辛かろうじて退しりぞけたものの、装備していた呪じゆ文もん書しよ式しき板ばんの一枚まいを破は壊かいされてしまった。


〈ディスガイズ〉である。


　いざとなればこれで逃にげられる──という目もく論ろ見みが崩くずれた。


　その結果として〈黒くろ騎き士し〉は次々に現れる戦術魔法士や警けい察さつの特とく殊しゆ執行部隊ＳＥＳの攻撃をかわしつつ、三時間近くトリスタン市街を逃げ回る事になったのである。


　だがそろそろ限界ではある。


〈プロムナード〉機関にしてもその中ちゆう核かくたるヴォックス・ユニットにしてもそろそろ作動限界時間が近付いている。元々が動作試験用のこれらの装置は、耐たい久きゆう性せいに不安があった。限界を超えればどうなるかは〈黒騎士〉自身にも分からない。


　この際さい──邪じや魔まな追つい尾び者しやは、振ふり切るよりも始末してしまった方が確かく実じつで安全だ。


　そう判はん断だんして〈黒騎士〉は予備武ぶ装そうの一つである短たん機き関かん銃じゆうの安全装置を外した。


〈黒騎士〉の──正確には特殊実験モールド〈アルカトラ〉の腹ふく部ぶが開いて短機関銃が顔を出す。装そう塡てんしてあるのは徹てつ甲こう弾だんだ。元々貫かん通つう力に劣おとる短機関銃とはいえ、モールドや警パ邏ト車カ輛ー程てい度どの薄うすい鋼こう板はんなら充じゆう分ぶんに撃うち抜ぬける。


　カチカチと歯車の嚙かみ合う音と共に短機関銃が回転し後方へと銃口を向ける。


　その時──


「停まりなさい！」


　女の声が響ひびいた。曲視鏡ペリスコープの角度と倍ばい率りつを微び調整して見れば──魔法監かん督とく官かんの制せい服ふくを着た若わかい娘むすめが、運転席から身を乗り出して怒ど鳴なっているのが確かく認にん出来た。


「そこの──ええと……四本脚のモールド！　停まりなさい！　さもないと貴方あなたを攻撃する事になります！」


「…………」


〈黒騎士〉は声も無く薄うす笑わらいを浮うかべた。


　威い嚇かくの用を成していない。相手を自分の意に従したがわせたいなら先ず何らかの攻撃を仕掛けて自分達の威力を相手に知らしめてから言葉を掛けるべきだ。力を伴ともなわない言葉などに従う馬ば鹿かは居ない。


　わざわざ警けい告こくを与えている時点で、相手が自分を生け捕どりにしようとしているという事が分かる。ならば少なくとも初撃は必殺を意図したものではあるまい。


　トラックの上で戦術魔法士が散さん弾だん銃じゆうらしきものを構かまえる。


　だが〈黒騎士〉の読み通りその銃口は〈アルカトラ〉そのものを向いていない。まず一発空にでも向けて撃ってから──と考えているのだろう。


　悠ゆう長ちような話だ。


「停まりなさい──」


　娘の叫びを──短機関銃の銃声が引き裂さいた。


　軽けい快かいとも言うべき銃声が響ひびき渡わたると同時に、蒸じよう気き式トラックのフロント・グラスが数カ所──円状に白く曇くもり、バンパーやラジエータ・グリルに火花が飛び散る。


　タイヤの破裂によって車体が大きく傾かたむき、制せい御ぎよを失ったトラックは横よこ滑すべりを起こしながら街灯にぶつかって──停止した。


　しかし……


「──!?」


〈黒騎士〉は眉まゆを顰ひそめる。


　あまりに少ないのだ──着弾が。


　確実に三十発は叩たたき込んだ筈はずなのに蒸気式トラックに残った着弾痕こんはフロント・グラスのそれを含めても僅わずかに数か所。


　どうやら蒸気式トラックのフロント・グラスは防弾だった様だが──それでも徹甲弾を完全に弾はじき飛ばす程の硬こう度どなど有り得ない筈だ。これはバンパーやラジエータ・グリルに関しても同じ事が言える。


　では残りの二十発余りは一体何ど処こに消えた？


「まさか──」


　そして気付いた。


　居いないのだ──トラックの上に戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが。


　慌あわてて〈黒騎士〉は曲視鏡ペリスコープを動かして周囲を見渡すが、元々が筐きよう体たいの大きさ故ゆえに避さけようも無く生じる視し野やの死角を補おぎなうものである為、そう視界は広くない。


　そして──


「──鎧よろいを帯びた騎馬って言うよりは、小型の装甲車か」


　愕がく然ぜんと〈黒騎士〉は曲視鏡を操そう作さ。


　右真横を向いたその曲視鏡の視界に──〈アルカトラ〉の真横数メルトルの位置に黒いモールドの姿すがたが在った。


　道路沿ぞいに立ち並ならぶ街灯の一本の真下である。悠ゆう然ぜんと大型拳けん銃じゆうを構えているモールドの脇わきで──先さき程ほど戦術魔法士が構えていた散弾銃らしきものが、銃口を上に向けたまま、空中でふらふらと揺ゆれていた。


「しかし改めて見ると妙みような形してるな。何なんだこれは。〈黒騎士〉──まあ確たしかにそう見えなくはないか」


　よく視みれば銃口付近からは黒い鋼紐ワイヤーが伸のびていて、それが街灯の一部に繫つながっている。銃が空中に浮かんでいる様に見えたのはこの鋼紐ワイヤーで街灯からぶら下がっているからだろう。


「…………成る程」


〈黒くろ騎き士し〉は悟さとった。


　先にあの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが構えていたのは散弾銃ではない。〈アルカトラ〉にも同様のものが装備されているが──鉄条銃ワイヤー・ガンと呼ばれる鉄条ワイヤーの射出機だ。恐らく最初からこの戦術魔法士は銃撃をするつもりなのではなく、このワイヤー・ガンの鋼紐ワイヤーを〈アルカトラ〉の脚あしに巻まき付けて転てん倒とうを誘さそうつもりだったのだろう。


　だが〈アルカトラ〉の向ける銃口に気付いて咄とつ嗟さに対処法を変へん更こう。


　スタッフを無音詠唱ダムキヤストして〈デフィレイド〉を展てん開かいし──それでも数発分は間に合わなかった様だが──攻撃を遮しや断だん。同時にワイヤー・ガンの鋼紐ワイヤーを手近な街灯に絡からみ付かせ、それにぶら下がりながらトラックから離り脱だつ、慣かん性せいを利用して一気に〈黒騎士〉の側へと降り立ったのだ。


「シモンズ監かん督とく官かん──無事か？」


　戦術魔法士が声を掛けると──蒸気式トラックの運転席から魔法監督官の制せい服ふくを着た娘むすめがまろび出てきた。娘は赤く腫はれた額ひたいの辺りを左手で押おさえてはいるが、とりあえず流血だの骨こつ折せつだのを負っている様子は無かった。


「な……なんとか。カペちゃんの方も」


「結構」


　戦術魔法士はスタッフを構えたまま頷うなずく。


〈黒騎士〉は──凍こおり付いていた。


　戦術魔法士の構えに全く隙すきが無いのだ。


　しかも先の一連の行動からすればこの戦術魔法士の素す早ばやさは尋じん常じようではない。恐らく迂う闊かつな動きを示しめせば即そく座ざに攻こう撃げき魔法なり銃じゆう弾だんなりが撃ち込まれてくるだろう。スタッフは背せ中なかに背負っている様だが、既すでに無音詠唱が済すんでいるのだとすれば、撃発音声トリガーヴオイスを詠えい唱しようするのは一瞬だ。


　だが──


（仕方ない……あまり自分の分は使いたくなかったが）


〈黒騎士〉は戦術魔法士に気付かれぬ様──そっと〈アルカトラ〉に装備されている三基の内蔵型スタッフの内の一つを操作。文字通りの無音詠唱と同時に改めて〈アルカトラ〉の周囲に新しん規きの〈随ずい意い領りよう域いき〉の構こう築ちくを開始する。


　今まで〈アルカトラ〉を動かしていた〈随意領域〉を解除し新たに構築された〈随意領域〉は、新型の〈ヴォックス・ユニット〉を用いた〈プロムナード機関〉より、時間にすればおよそ三十分間の可動を可能とする。


　無論これはより複雑で非常識な動きを〈アルカトラ〉に強しいれば、短くなっていくものではあるが──


「あんたが何者か知らないが」


　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは言った。


「ぽんぽん気き易やすく魔族メレヴエレントなんぞを量産してくれると、こっちは怪け我がしてもおちおち入院させて貰もらえないんだよ。そっちはそっちで何かの都合で動いてるんだろうけどな、悪いけどこっちの都合優ゆう先せんで叩きのめさせて貰うぞ」


「…………」


「ついでに言うと俺おれは対魔族戦が専せん門もんで人間相手の戦せん闘とうはあまり経けい験けんが無いんだよ。だもんで何ど処こまで手て加か減げん出来るかわからん。さっさと投とう降こうしてくれるとお互たがいの為だとは思うがね？」


「…………」


〈黒騎士〉は答えず、短機関銃を操作。


　その銃口が戦術魔法士を捕ほ捉そく──


「やめとけ」


　宣せん告こくと同時に──銃声。


　戦術魔法士の放った大口径マグナム弾が〈アルカトラ〉に向けて飛来。狙ねらっていたのは恐らく短機関銃そのものであったのだろう。


　だが──


「──!?」


　次の瞬間、愕がく然ぜんと戦術魔法士は後方に飛び退のき、背中に背負っていたスタッフを構え直していた。良い反応である。並の反射神経ではこうはいくまい。


「なんだと……？」


　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストと〈黒騎士〉──その中間。


　そこに浮うかんでいるものがあった。


　銃弾だ。


　戦術魔法士の撃ったマグナム弾が空中で静止しているのである。


「魔族の魔力圏ドメイン!?」


　呟つぶやく戦術魔法士の声に驚きよう愕がくが色濃こく滲にじんでいるのを聴きき取って〈黒騎士〉はほくそ笑んだ。そう。これは〈デフィレイド〉の様な防ぼう御ぎよ魔法ではない。恐らく余人には魔族の纏まとう絶ぜつ対たい防ぼう衛えい領りよう域いき──即すなわち魔力圏と同様に見える事だろう。


　実じつ際さい、原理は同じものだ。


　故ゆえに──


「…………」


　次の瞬間──マグナム弾は射線を逆方向に辿たどって戦術魔法士の元へと殺さつ到とうしていた。戦術魔法士は咄とつ嗟さに回かい避ひ行動を採とるも、かわしきれず、銃弾はその肩かたの拘束装甲をかすめて火花を咲さかせた。


「……成なる程ほど」


　短い沈ちん黙もくの後──戦術魔法士が唸うなる様に言った。


「悪かったな。ちと見くびっていた」


「…………」


「手て加か減げんはいらないか」


〈黒騎士〉は肯こう定ていの意図を込めて〈アルカトラ〉を戦術魔法士に向き直させる。


　正面から相対する戦術魔法士と〈黒騎士〉。


　殺気を込めて向かい合う異形と異形。


　そして──


『──イグジスト！』


　双そう方ほうの撃発音声トリガーヴオイスと共に必殺の威力を込められた攻撃魔法が空中で激げき突とつした。










〈つづく〉















　あとがき







〈黒騎士〉。それは孤独な魂を漆しつ黒こくの仮面に隠し、ありとあらゆる妨害や誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようをもはね除のけて、己の信念に殉じゆんじる一人の男である。その生き様はただただ気高く──そして美しい。





　というのは無論、噓うそです。





　というわけで、どうも、軽小説屋の[image: ]さかきです。


　毎度随分とお待たせしております、「ストレイト・ジャケット～イケニエのヒツジ～」をお送り致しまする。


　あとこちで言われておりますが、本当にもうちっと速いペースで出せれば良いんですけど……本当に申し訳ない。どうもこの話は心の中に一定の暗黒分みたいなのが溜たまらないと書けないと言うか。短編の方はそうでもないんですが。


　しかも今回、上下巻。


　一応連続刊行の予定なんですが、本当に大丈夫だろか（他人事のよーに）。





　そういえばこれを書くちょいと前に、「ストレイト・ジャケット」のアニメ企画の売り込みが始まっておりまして。「アニメ化決定」ではなくあくまで「アニメ企画の売り込み」なのがミソ。＞なのか？


　普通、ライトノベル（という言い方を好まない人も居ますが、とりあえず一番通りが良いのでこの表現で勘かん弁べん）がアニメ化される場合、出版社主導のメディアミックス戦略の一環として行われる事が多い訳ですが──それ以外の方法を模も索さくしよう、みたいな形で今回、「ストレイト・ジャケット」というお話そのものを、メディアミックス企画として色々な処にプレゼンする事になりました。


　実際に何をしているかというと、海外の業者も来る様な『見本市』みたいな処で、プレゼンテーションする訳ですな。「こんな小説が在りますよ。アニメ化、映画化、どうッスか？」てな感じで。


　で──


　今回このプレゼンを御願いしたエージェント会社（なのか？）のティー・オーエンタテインメントさんが、プレゼン用に造ってくれたプロモーションビデオが在るんですが。


　これがもう……





　ものすげえカッコイイのよ！


　いや身内びいきとかそーゆーの抜きにして！　マジでマジで！


　映像も音楽もよくぞここまでと！　何処のハリウッド映画の予告編かと！





　そういう訳で別にアニメ化が決まった訳でも何でもないのにホクホクしている私が此処に居たりするのでした。自著の映像化は、既に（それも相当な高レベルで）経験しておりますが、やっぱし何度見ても嬉うれしいものは嬉しいのでした。それが実質五分余りのプロモーションビデオでも、です。





　楽天的な『もイしフ』の話をするのはみっともなくて嫌いなんですが、『バリバリにＣＧ使って、海外のスタジオが実写で造ってくれねーだろーか』とか、それでも夢が膨らむ感じで、たのしゅうございまする。これで何処のスタジオも見向きもしなかったら大笑いだけどね（苦笑）。





　なんか元から初期プロット（五巻で終わる筈だった）に無い話を挿入したりして（２巻、６巻、本巻は元々の計画に無かった話です）畳たたむ時期が見えない本シリーズですが、お陰で益ます々ます見みえない状態に。


　それでもお話はやはり生き物、立ち止まってはおれませぬ。


　本巻でも色々と動き出しておりまする。





　担当のたなぽん。


　絵師の藤城さん。


　ＴＯＥ社のＳさん。


　他の諸々の関係者の方々。


　そして何より読者の方々。





　もうちょいと──そのちょいとがどれ位になるか、『あとちょっとだけ続くんじゃよ』とか言いつつ数年連載が続いた某漫画並に分かりませんが、どうかよろしくおつき合いの程を。





　ではでは、また次の本──つーかとりあえず下巻でお会いしましょう。





　２００６／２／１９


　ＢＧＭ：無し


　ＭＡＣＨＩＮＥ：ペンティアム４　２．４Ｇhz　ＲＡＭ　１ＧＢ
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